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は じ め に

財 団 法 人 阪神 @ 淡路大震災記念 協 会 は 、 阪 神 @ 淡路大震 災 か ら の 復 旧 @ 復 興 状 況 や 震

災 か ら 得 ら れ た 教 訓i に つ い て 調 査研究 し 、 こ れ ら を 広 く 情報 発 信す る こと に よ り 災害 対

策等 に 寄与す る た め に 、 兵 庫県と神戸 市 を は じ めと す る被 災 1 0 市 1 0 町 に よ り 平成 9

年 1 2 月 に 設立 さ れ ま し た 。

記 念 協 会 で は 、 平成 1 0 年 4 月 よ り 震 災 関 連 資料 を 収集 @ 保存 し て い ま す が、 同 時代

に つ い て の 資料が収集 さ れ た 例 は ほと ん どな く 、 こ れ ら を 後世 に 引 き 継 い で い く た め の

分類 ・ 整理方 法 や 、 資料 を 公 開 す る た め の 基準等 も 確立 さ れて いな い の が実 状 で し た 。

こ う し た 事情か ら 、 協 会 に お い て は、 端 信行研究企画委員 ( 国立 民 族学博物館教授)

を 中 心と す る「震災資料 の 分 類 ・ 公 開 の 基準研究会j を 平成 1 0 年 6 月 に 設 置 し 、 資料

の収集か ら 公 開 に至 る ま で の 課題等 に つ い て検 討 を 重 ね る こと に し た も の です 。

こ の 報 告 書 は 、 平成 1 0 年度 か ら 3 年 間 に わ た る 研究成果 を 、 資料 の 収集 @ 整理 @ 分

類 ・ 保存 方 法 @ 公 開 の 基準 等 の 項 目ごと に 取 り まと め た も の ですが、 震 災 に 限 ら ず、 現

代資料 の 収集や整理 を 考 え る 上 で 、 皆様 の お役 に立 つ ことがで き れ ば幸 い です。

平成 1 3 年 3 月

( 財) 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会
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序曹 に震災資料の分類e公爵事の基準研究会J

1 r震災資料の分類@公 開 の基準研究会j の自的と概要

1 . 研究課題

「震災資料 の 分類・公 開 の基準j に 関す る 研究

2. 研究の闘的

阪 神 ・ 淡路大震災 (以下「震災J と い う 。 ) に 関 連す る 報 告 書 や体験記な ど の 資料
@ 記録 は 、 未曾有 の 大 都 市 直 下型 地 震 の 経験 を 記す も の で あ り 、 震 災 か ら 学 ん だ貴重

な教訓と し て 、 広 く 地域や 時 代 を超 え て活 か し て い かな けれ ばな らな い 。
こ の た め 、 現在、 ( 財 ) 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会 (以下「記念 協 会 J と い う 。 ) に

お い て 収集 ・ 保存 し て い る 震災 関 連資料 に つ い て 、 収集 ・ 整理 ・ 分類 ・ 保 存 方 法、 公
開 基準 等 を検討す る こと を 目 的とす る 。

3. 研究期間

3 年 間 (平成 1 0 年度'"'-'1 2 年度)

4. 研究の体制

平 成 1 0 年度 か ら 研究 会 を 、 平 成 1 1 年度 か ら呉体的な 公 開 基準 等 を 検 討す る 公 開
基準検討部会 を 設立 し 、 2 研究会 に よ り 、 検 討 を 行っ た 。

「震災資料 の 分 類 ・ 公 開 の基準研究会J
端 議長 を中心と し た 8 名 の 委 員 及 び 2 名 の オ ブザーバー に よ り 、 震災資料 の 収

集 、 整備、 分類、 保存、 公 開 等 に 関 わ る 基本 的な課題 に つ い て検 討 を 行 う 。
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国立 民族学 博物館博物館 民族学研究部教授
桃山学院大学経済学部 教授
宝塚造形芸術大学 映像造形学科教授 (平成 1 2年 度，，-，)
大 阪 市立 大学 文学 部助 教授 (平成 1 2年 度，，-，)
京都大学 防災研究所助 手
神戸市立 博物館学 芸課長 ( 平成 1 1 年 度'"'-')
神戸市立 博物館学 芸課長 (平成 1 0年度 ) )
兵庫県立関書館可
兵庫県教育委員会事務局社会教 育 @ 文化財課主査
京都大学 防災研究所教授
神戸大学 附 属 図 書館 情報管理課企画掛長

「震災資料 の 分 類 ・ 公 開 の 基準研究会J 公 開 基準検討部会
芝村委 員 を中心と し た 4 名 の学 識 者 で構成す る 公 開 基準検討部会 に お い て 、 震

災 資料 の具体 的な公 開 基準 等 を 検 討す る 。

リ ー ダー : 芝村 篤樹
メ ンバー : 奥村 弘

辻HI 敦
大西 愛

桃山学院大学経済学部 教授
神戸大学 文学 部助教授
尼 崎市立地域研究史料館係長
大 阪 大学 出 版会



5. 開催状況

( ア )研究会 の 開催 ( 1 9 回)

開 催 日 時 議 題
第1回平成10年6 月30日(火) (1)研究 の進め方

(2)資料整備 の基 本的方法
第2回 7月30日(木) (1)資料収集 ・ 整理 の現状と課題
第3間 1 0丹 5日(月) (1)資料収集 ・ 整理 の現状と課題

(2)資料 の分類
第4回 1 1月27日(金) (1)資料 の分類、

。) 市 民参加型イベント のあり方
第5田平成11年2月 5臼 (金) (l)資料 の分類

(2)資料 の公開基準
第6回 3月16 日(火) (I )資料 の整理 ・ 分類

(2) 中 閉まとめ
第7回 6 月11日(金) (1)平成11年度研究 会 の進め方

(2)資料室 の配架状況
(3)一次資料リスト
(4)公開基準検討部 会 の設置
(5) r脚・談語大鍛え1)1削回岐部)J慕 本構想

第8回 7月13日(火) (l)震災資料 のデジタル化
(2)震災資料収集 の対象 ・ 範囲

第9回 9月 1日(水) (l)公開基準検討部 会(第1回) における検討
結果

(2)震災資料 の展示
第10回 1 1月 1日(月) (1)公開基準検討部 会(第2回) における検討

結果
(2 )一次資料 の分類 ・ 整理 に関する論点
(3)地元における震災資料 の展示

第11田平成12年1月25臼 (火) (1)阪神 ・ 淡路大震災資料 の整理 (案)
(2)阪神・ 淡路大震災記念協 会における資料取扱

に関する要綱(案)
(3)麓災資料収集事業許画(案)

第12回 3月 3日(金) (1)震災資料収集事業計画(案)
第13回 4月11日(火) (1)平成12年度研究 会 の進め方

(2)震災資料収集事業
第14回 5月23日(火) (1)震災資料 の整理 ・ 保存方法

(2) r�枠能路大震災ifl)Y附ー瓶事)Jにおける震災資料 の活用
方策 の検討

第15回 7月24日(丹) (l)震災資料 の分類基準
。)r阪神・説路大震災}抑制回(跡)Jにおける震災資料 の活用

方策 の検討
(3)兵庫県行政資料 ・ 記録等収集事業

第16回 9月 1日(金) (l)
等

「側・麟大震災mn砂(鰍)Jにおける資料 の活用方策

第17回 1 1月20日(月〉 (1)r脚・波路大震災it抑制. (閥)Jにおけるフイブフリー及
び一次資料 の公開手順

(2)震災資料保存場所 の 区分
第18回 1 2月18日(月) (l)r脚ー雌大震災mY附. (鰍)Jにおける資料 の活用方策

等
第19回平成13年3月 5日(月) (1)r監件読路大震災iP)Y削. (附)Jにおける資料 の活用方策

等
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(イ )公 開 基準検討部会 の 開催 ( 1 3 回)

開 催 日 持 議 題
第1田平成11年8月23自(月) (I)一次資料 の収集状況に ついて

(2)震災資料 の公開基準に ついて
第2回 1 0月 4日(月) (I )震災資料 の寄贈 ・ 寄託 ・ 借用取扱要領 案に つ

いて
第3回 1 1丹 8日(月) (1)阪神 ・ 淡路大震災記念協 会資料 の寄贈 ・ 寄託

-借用取扱要領(案) 及び阪神 ・ 淡路大震災
記念協 会における資料取扱いに関する要綱

(案) に ついて
第4回 1 2月27日(月) (I ) 販神 ・ 淡路大震災記念協 会における資料 取扱

に関する要綱(案) に ついて
(2)震災資料収集事業計画(案) に ついて

第5回平成12年2月28日(月) (I )阪神 ・ 淡路大震災記念協 会における資料取扱
に関する要綱(案) に ついて

(2)震災資料収集事業計画(案) に ついて
第6回 3月24日(金) (I )震災資料収集事業計画(案) に ついて
第7間 4月24日(月) (1) 緊急地域牒用特別交付金事業 の運営方法 、

{脚・波路大震災1抑制- (鰍)Jにおける震災資料 の活用
方策 の検討等

第8回 6 月 5日(月) (1) 緊急地域雇用特別交付金事業 の運営方法 、
!阪神・糊大震災mm沙(跡)Jにおける麓災資料 の活用

方策 の検討等
第9回 7月10日(月) (1)震災資料 の分類基準 、1脚・謀略大震災it抑制- (鰍)Jに

おける震災資料 の活用方策 の検討等
第10回 8丹31日(木) (I )震災資料 調査事業における資料 の保存

(2) f阪神・糊大震災j抑制ー(跡)Jにおける資料 の活用方策
等

第11回 1 0月23日(月) (1)震災資料 調査事業における公開 の可否確認項
日

(2) f棚・謀略大震災itlJr附- (帥)Jにおける資料 の活用方策
等

第12回 1 2月 4日(月) (I ) f酬・淡路大震災itlJr削“(跡)Jにおける資料 の活用方策
等

(2)兵庫県行政関連資料 ・ 記録収集等事業
第13田平成13年1月29日(丹) (I )麓災資料自録作成に向けて

( ウ )震災資料展示会の 開催
一部の 震 災 資料 の 公 開 @ 展示 を 実施 。

場 所 : 阪神 @ 淡銘大震災復興支援館 ( フ ェ ニッ ク ス プ ラ ザ)
神戸市 中 央 区三宮町 1 - 7 

展 不 会 名 開 催 期 間

企画展「忘れない、 あ のときを」展， 平成11年1月8日(金) "'-' 3 1日(日 )
- 1. 1 7大震災から のメ ッ セージー

震災 5周 年特別展 平成12年1月8B (土) '"'-' 2 4日(丹)
「あ の 日(とき) 、 こうやった」展

震災 6周年記念事業リレー展 平成13年1月6 日(土) "'-' 3 1日(水)
「阪神 ・ 淡路大震災記念協 会事業展J
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6 .  今後の

阪 神 @ 淡 路大震災直後か ら 始 ま っ た 本研究 は 、 現 代資料 を 収 集 し 、 後世 に残 し て い
く と い う 手法 を 確立 さ せ る こと を 日 的 に始 ま っ た研究会 で あ る 。 3 年 間 の 研究成果 に
よ り 、 公 開 基準 、 資料 収集 の 範 囲 等 が 決 定 さ れ て き た が、 現 在 も 進 ん で い る 震 災 か ら
の 復 興過 程 を 後世 に残 し て い く た め に も 、 今後 も 引 き 続 き 検討 し て い く べ き 課 題 で あ
る 。

そ こ で 、 記 念 協 会 に お い て は 、 平 成 1 3 年度 に つ い て も 引 き 続 き 震 災 資料 の 保存 @
利 用 方法や活用 方策 に つ い て 、 研究 を 行 う ことと し て い る 。

なお 、 平 成1 4 年春 に 神戸 東 部新 都 心 に オ ー プ ン す る 『 阪 神 @ 淡 路 大 震 災 メ モ リ ア
ルセ ン タ ー (仮称) (以下 「 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J と い う 。 ) � に お い て 、 震 災 資料が多
く の 方 に 活 用 さ れ る た め の仕組み づ く り 等 に つ い て も 、 今後検討 を 進 め て い く 予 定 で
あ る 。

宜 報告書 の構成

本 報告 書 で は 、 第 1 章 で 、 震災資料収集 に お け る 現状と課題 を 整理 し て い る 。
次 に 第 2 章 、 第 3 章 で震 災 資料 の 分 類 ・ 公 開 の基 準 を 、 第 4 章 で は 震 災 資料 の 保存状

況 に つ い て 整 理 し て い る 。 そ し て 第 5 章 で は震 災 資料 の デ ジ タ ルイ七と 、 デ ジ タ ル化 に 向
け た 項 目 の 検 討結果 を 、 さ ら に 第 6 章 で は メ モ リ ア ルセ ン タ ー 開 館 に 向 け た 検討 に つ い
て 整理 し て い る 。

ま た 、 個 々 の 項 目ごと に 研究成果が挙げ ら れ る た め 、 各 項 目毎 に 検 討経 過 、 現状、 研
究成果 を 報告 す る 形式と し て い る 。

- 4 -
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第l藍 震災資押収集事言語ぎにおげQ!.富射止諜震

I 一次資料(原資料) のi説集

ア {財)融持G �糞霊番大麓災記念協金における麓災資料i寂築事業

震災 資料収集事業 は 、 ( 財) 販神 ・ 淡路大震災記念協会 ( 以下 、 「記念、協会j と い う 。 )
の 4 つ の 事業 の 一 つ に 「 阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る既存情報 の 収集 整理 ・ 保存 j と し て
位 置 づ け ら れ て い る 。 こ の 事業 は 、 平成 7 年 1 0 丹 、 兵 庫 県 の 委 託 を 受 け て ( 財) 2 
l 世紀 ひょ う ご創造協会 ( 以ド 、 f創造協会J と い う 。 ) に よ っ て始 め ら れ 、 平成 9
1 2 月 に記念協会 が設 立 さ れた こ と に よ り 、 平成 1 0 年 4 丹 、 記;念協 会 に 引 き 継がれ
た も の で あ り 、 図 書 ・ 刊行物 だ け で な く 、 一次資料 (原資料) も 対象 と し て い る 。

一 次 資 料 と は 、 避難所や ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 名 簿 、 メ モ 、 チ ラ シ 、 会 議 資 料 、 手紙
な ど の 「 生 の J 資 料 で あ り 、 図書や 刊行物 に 集約 さ れ る前 の素 材 と し て の 資料 で あ る 。
震 災 と そ の 復 興 に 関す る 団体や個 人 の 様 々 な 営 み の 中 で作 成 、 発行 さ れた も の で あ り 、
個 々 の 被 害状況や 復 興 状況 を記す と と も に 、 市 民 生活 や 体 験 と い った 当 時 の社 会 状 況
全般 を記す貴 重な資料 と し て 重要 な価値 を 有 し て い る 。 し か し 、 日 常生 活 の 中 で作 成
さ れ、 使わ れ た も の で あ り 、 一 般 的 に は 資 料 @ 記録 と し て 公 開 ・ 保 存 を 念頭 に お い た
も の で は な い 。

こ れ ら の 一 次 資 料 は 、 資 料 群 と し て 収集す る こ と が必 要 で あ り 、 ま た散逸 の お そ れ
が懸念 さ れ て い た 。 創 造協 会 で は 、 一 次 資 料 の 収集 に 重 点 を 置 き 、 資 料 群 と し て 調 査
・ 収集事業 を 行 う 体 制 作 り に努 め る こ と と し た 。 平成 8 年 1 2 月 か ら は 、 3 人 の非常

勤嘱託員 が 、 ! 日 避 難 所 リ ー ダーや ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ等 を訪 問 し 、 避難所や 仮設住
宅 に 関係 す る 一次資料 の 調 査 ・ 収集 を 行 っ た 。

念 協 会 に 引 き 継 がれた後 も 、 3 名 の非常勤嘱託員 に よ る 収集 が継 続 さ れ 、 そ こ で
培わ れ た 経験 を も と に 、 平成 1 2 年 度 か ら は 、 緊急地域雇用 特別交付金事 業 の 調査員
に よ る 収集がお こ な わ れて い る 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究 会 で 5 回 、 検討部会 で2 問 、 計 7 回 に わ た り 検討が行 わ れた。

(研究会 に お け る 検 討状況)
第 1 田 平成 1 0年 6 月 初 日 (火)
第2 回 平成 1 0年 7 月初 日 (木)
第 3 田 平成 1 0年 1 0 月 5 日 ( 月 )
第 6 回 平成 1 1 年 7 月 1 3臼 (火)
第 1 2 田 平成 1 2 年 3 月 3 日 ( 金 )

資料整備 の 基本的方法
震災資料 @ 整理 の 現状 と 課題
震災資料 ・ 整理 の現状 と 課題
震災資料収集の対象 @ 範国

( 財 ) 阪 神 @ 淡路大震災記 念 協 会 資料 室 ニ ュ ー ス の
発 行 に つ い て

(検討部会 に お け る 検討状況)
第 1 回 平成 1 1 年 8 月 2 3臼 ( 月 )
第 7 回 平 成 1 2年 4 月 24 日 ( 月 )

一次資料 の 収集状況 に つ い て
(財)阪 神 @ 淡路大震災記念協会資料室 ニ ュ ー ス の

発 行 に つ い て

2. 検討経過

震災資料収集事業 の収集範囲や収集対 象 に つ い て何 回 も 議論 がな さ れた。
震 災 資 料 の 収集 は 、 震 災 以 後 の も の を 原則 と す る こ と と し た 。 大 学 図書館 は研究論
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文 を 集 中 的 に 、 一 般 図 書館 は 一般書 を 収集 し て い る の に 対 し 、 記念協会 の 資 料収集 は
一次資料 を 収集す る こ と が特 色 で あ り 、 広 報 の 手 法 も合 め 、 震 災一 次 資 料 が 出 て き や
す い よ う な 活 動 と 体 制 が必要 で あ る と の 議論がな さ れた 。

ま た 、 神戸市 、 兵 庫 県 の 各 部署 に 依頼 文 書等 を 出 す こ と に よ り 行 政資 料 の 保存 を 図
る 必要が あ り 、 行政文書、 民 間 文 書 の ど ち ら も 収集 が必 要 と の 考 え 方 が示 さ れた 。

さ ら に 日 本 の 博物館 ・ 図 書館 に お い て は 、 図 書 の 整理 は可 能 だ が 、 文 書 の 整理 は容
易 で は な い 現 状 か ら 、 震 災 資料 と し て 国 際 的評価 に耐 え ら れ る 中 身か ど う か に つ い て
は 、 一次資料が ど れ ほ ど収集 で き る か がポイ ン ト で あ る と の指摘が な さ れた 。

特 に 収集 資 料 の価値 に つ い ては 、 手 間 がか か る割 に は見 た 目 も き れ い で は な く 、 す
ぐ に 利用 が 出 来な い の で 、 ど う し て も抜 け落 ち て い く 危険 性 が あ り 、 む し ろ 3 0 年 先 、
5 0 年 先 を 考 え て 進 め て い か な け れ ばな ら な い こ と や 、 『 阪 神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル

セ ン タ ー (仮称) (以下 「 メ モ リ ア ルセ ン タ-J と い う 。は で の 展 示 も 視野 に 入れ、 主
に 閲 覧 に よ っ て 公 開 す る 文 書 だ け でな く 「物 J の 収集 も 必 要 で あ る と の指摘が あ っ た 。

な お 、 震 災 資 料 は 、 同 時 代 の 資 料 で あ り 、 公 開 に あ た っ て の フ ラ イ パ シ一保護 が提
供者 に と っ て懸念 さ れ る と こ ろ と な っ て い た 。 震 災 資料 の 収集 を 行 う 上 で も 、 資料 の
公 開 基準 要織 の 制定が望 ま れ る と の指摘が あ っ た 。

3. 現状

こ れ ま で に 3 名 の非常勤嘱託員 によ る 収集活 動 と し て 、 神戸市灘 区 、 中 央 区 、 兵 庫
区 、 長 田 区、 西 区 、 北 区 、 尼 崎 市 、 芦 屋市 、 伊丹市 の 仮設住宅、 避難所、 ボ ラ ン テ ィ
ア 団体 な ど を 主な 対象 と し て 収集 を 進 め て き た 。

収集活動 に お い て は 、 独 自 の ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い な が ら 収集 に努 め 、 既存収集個 所
に つ い て も 継続 調 査 が 出 来 る よ う に友好 な 関 係 を 保つ よ う 心掛 け て お り 、 そ う し た 試
み に よ り 、 多 数 の 大規模 出所群資料が収集 さ れて い る 。

こ う し た 調査 ・ 収集活動 の結果 、 平成 1 3 年 3 月 末 ま で に 約 4 万 点 に のぼ る 一 次 資
料 を 収集 し た 。

な お 、 平 成 1 2 年 6 丹 か ら は 、 緊 急 地 域麗 用 特 別 交 付 金 を 活用 し た 震 災資 料 調 査 事
業 が ス タ ー ト し た た め 、 3 名 の非常勤嘱託員 の 役割 と し て は 、 収集活動そ の も の よ り
も同事 業 の指導 を 中 心 と し た 活動 に移行 し て い る 。

4. 今後の検討課題

こ れ ま で は 、 主 と し て 資 料 の 収集 ・ 保存活 動 に 力 点 を お い て い た た め 、 提 供 者 と 公
開 に つ い て の 確 認 が十分お こ な わ れて い な い 。 今後、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー で の 公 開 に
向 けて 、 細 か い 調整が必要で あ る 。

※ 参考資料
・ 神戸 大 学 「震災文庫j に お け る 震災資料収集 @ 整理 の 現 状 と 課題 に

つ い て
@ 兵庫 県 立 図 書館 に お け る 震 災資料収集 @ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て
. 兵庫県立近代美術館 に お け る 震災資料収集 ・ 整理 の 現 状 と 課題につ

い て
・ 神戸 市 立博物館 に お け る 震災資料収集 ・ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て
@ 尼崎 市 に お け る 震災資料 ・ 文 書 の 保存
・ (財) 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会資料室ニ ュ ー ス (第 1 号"-' 3 号)
. 2 1 世紀 ひょ う ご創造協会 に お け る 震災資料収集チ ラ シ
. ( 財) 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会 に お け る 震災資料収集チ ラ シ
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イ 緊急地域謹購韓関交付金筆活捕した麓災資料言語査事業

O緊急麓用就業機会 部出事業

成 1 1 年 度 に 開始 さ れ た労織省 (現 : 厚 生労働省 ) の 緊急地域雇用 特 別 交 付
業 は 、 厳 し い 雇用失業情勢等 を 踏 ま え て 、 臨 時応 急 の措 置 と し て 緊 急 地 域雇 用 特別 交
付 金 を 都道府県、 市町村 に 交付 し 、 地 域 の 実情 に応 じ て 創意工夫 に 基 づ い た 緊 急 に 対
応すべ き 事業 を 実施 し て 、 雇用 ・ 就業機会 の 創 出 を困 ろ う と す る も の で あ る。

兵 庫県 に お い て も 緊急雇用就業機会創 出事業 と し て2 0 の 事 業 が実 施 さ れ て い る が、
こ のう ち の 1 事業 と し て 震災 資 料 調 査事 業 を 平 成 1 2 年 6 月 か ら 実 施 し て お り 、 記念
協会が こ の 事 業 の 企 画・運営 を 兵 庫 県 か ら の 委 託 に よ り 行 っ て い る。

0緊急雇用就業機会 創出事業による震災資料調査事業

震 災 か ら す で に 5 年 以 上 が経過 し て お り 、 こ の ま ま放置すれ ば、 各 家庭 、 学校、
業 所 、 団 体等 に 相 当 数残 さ れて い る 貴 重 な 震 災資料 が時 間 の 経過 と と も に散逸 す る恐
れが あ る こ と か ら 、 震 災 及 び復 興 に 関す る 資 料 の散逸 を 防 ぐ と と も に 、 今後 国 内 外 に
お い て災 害 が発 生 し た 場 合 の 災害 防止対策等 に 活 か す こ と を 目 的 と し て 、 緊急地域雇
用 特別 交付 金 を 活 用 し 、 震災資料 の 調 査 、 収集、 整理 、 保存等 を短 期 集 中 的 に 行 う こ
と と し た。

こ の 事 業 は 平 成 1 2 年 6 月 か ら 平成 1 4 年 3 月 ま で の 間 に 、 半年 ご と に 調査 員 を 約
1 1 0 名 、 合 計延べ約 4 4 0 名 を麗 用 し て 、 被 災 地 全 域 に お い て 震 災 資 料 の 調 査、 収

集、 整理 、 保存等 を短期集 中 的 に 行 う も の で あ る 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究会で 5 回、 検討部会で 6 回 、 計 1 1 回 に わ た り 検 討が行 わ れ た 。

(研究会 に お け る 検討状況)
第 1 0 田 平成 1 1 年 1 1 月 l 日 ( 月 )
第 1 1 回 平成 1 2年 1 月 2 5 日 (火)
第 1 2 田 平成 1 2 年 3 月 3 日 ( 月 )
第 1 3 間 平 成 1 2年 4 月 1 1 日 (火)
第 1 4 回 平 成 1 2年 5 月 23 日 (火)

(検討部会 に お け る 検討状況)
第 1 回 平成 1 1 年 1 0 月 4 日 ( 丹 )

第 4 回 平成 1 1 年 1 2 月 2 7 日 ( 月 )
第 5 田 平 成 1 2年2 月 28 日 ( 月 )
第 6 回 平成 1 2年 3 月 24 日 (金)
第 7 田 平成 1 2年 4 月 24 日 ( 月 )

第 8 回 平成 1 2 年G 月 5 日 (金)

2. 検討経過

緊急雇用就業機会創 出事業記者発 表 資料 に つ い て
震 災資料収集事 業 計 画 (案) に つ い て
震 災資 料収集事 業 計 画 (案) に つ い て
震 災資料収集事業 に つ い て
震災資料所在 調 査 マ ニ ュ ア ル (案) に つ い て

緊急地域雇用 特別交付 金 に よ る 震災資料収集 に つ
い て
震 災資料収集事 業 計 画 (案) に つ い て
震 災資料収集事業 計 画 (案) の検討課題 に つ い て
震 災資料収集事業調査 マ ニ ュ ア ル (案) に つ いて
震 災資料収集事業調査マ ニ ュ ア ル (案) 等 に つ い
て
議 災資料収集事業 調 査 マ ニ ュ ア ル〈案) 等 に つ い
て

事 業 を 進 め る に あ た り 、 資料提供 者 と の 間 に ネ ッ ト ワ ー ク を つ く る ことが重 要 で あ
る こ と や 、 震 災 資 料 に つ い て提 供 者 と 認識 の ずれが な い よ う 、 提供資料 に つ い て 具 体

7 



的 に検 討 し て い く 必 要性 、 ア ンケ ー ト や チ ラ シ の 項 目 やヒ ア リ ン グす べ き 項 目 に つ い て
は、 調査公害 に な ら な い よ う 簡潔 で わ か り や す い 項 目 と す べ き と い っ た 議 論 が行 わ れ た 。

ま た 調 査 員 の た め の マニ ュ ア ル に つ い て も 議 論 が行 わ れ 、 今 回 の 調 査 は 全 域 に 対す
る 所在 調 査 で あ る こ と を 全 面 に押 し 出す必要 が あ り 、 話 や 収集 は そ の結果 で あ る こ と
を 念頭 に 置 く 必要が あ る と の 考 え 方が 示 さ れた 。

さ ら に 所在 調 査 の 場 合 、 数 年 後 に 資 料 提 供 が 可 能 と な っ た 場 合 に は提 供 を 依頼す る
よ う 何 ら か の 方 法で依頼 し て お く べ き と の意見が出 さ れた 。

3. 現状

平成 1 2 年 6 月 か ら 調 査 員 約 1 1 0 名 を 雇用 し て 所在 調 査 事 業 を 開始 し 、 1 0 月 に
は第 l 期 の 所在 調 査事 業 が終 了 し た 。 平成 1 2 年 1 1 月 か ら は新 た に 約 1 2 0 名 を 雇
用 し 、 平成 1 3 年 3 月 に は第 2 期 の 所在調査事業が終 了 す る 。

こ れ ら の 調 査 員 の募集 に つ い て は 、 兵産県 が 人 材派遣会社 を 通 じ て 、 新 聞 広 告 やハ
ロ ー ワ ー ク な ど に よ り 募集 し た 。 不 況 を反 映 し 、 調 査員 の う ち 男 性 は 4 0 歳 代か ら 6
O歳代 の離職者が大半 で あ り 、 女 性 は 3 0 歳代 か ら 5 0 歳代 の 主婦 が 中 心 と な っ て い
る 。 年齢 も 社会 的 経験 も 全 く 違 う 様 々 な 方 た ち で あ る が 、 殆 ど の 方 が震 災 を 経験 し て
お り 、 自 ら の 課題 と し て 熱心 に 調査 @ 収集事業 に 取 り 組 ん で い た だ い て い る 。

第 1 期 の 所在 調 査 事 業 で は 、 N P O 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 、 復 興公営住宅 な ど を訪 問
し 、 5 ヶ 月 間 で約 1 万 5 千点 の 資料 を 収集 し た 。

第 2 期 の 所在 調 査 事 業 で は 、 調 査 員 が 団 体 、 組 合 、 一 般 家庭 な ど を訪 問 し 、 平成 l
3 年 2 月 末現在で さ ら に 約 1 万 1 千 点 の 資料 を 収集 し て い る 。

ONPO、 *ランチィア間体への調査

平成 1 2 年8 月 か ら 開始 した第 1 期 調 査 @ 収集事業 で は 、 ま ずN P O 、 ボ ラ ン テ ィ
ア 団体 な ど の リ ス ト づ く り か ら 開始 し た 。 兵車県 が把握して い る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 の
リ ス ト や ボ ラ ン テ ィ ア 名鑑 を も と に し て 、 調 査 員 が訪 問 先 リ ス ト を 作 成 し 、 こ の リ ス
ト を も と に 事 前 に ア ポ イ ン ト を と っ て 、 調 査 ・ 収集 を 行 っ た 。 あ ら か じ め 兵 庫県社会

福 祉 協 議 会 事 務局 な ど の 関 係 団体 に 協 力 を 依頼 し て お い た こ と も あ り 、 調 査 ・ 収集 は
比較 的 ス ム ー ズ に推移 し た 。 総 じ てN P O 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど は非常 に 協 力 的 で
あ り 、 ダ ン ボ ー ル 1 0 箱 分 の 資料 を一 度 に ご害賠 い た だ い た こ と も あ っ た 。 8 月 末 に
はN P O 、 ボ ラ ン テ ィ ア罰 体 に 対す る 調査 @ 収集 は概ね完 了 し た 。

Oí菱自建公醤住宅への欝

9 月 か ら は 、 後興公営住宅 の諜査 ・ 収集 を 開始 し た 。 復 興公営住宅 と い う の は 、
災 で住宅 を失 っ た 被 災 者 ( 主 に 高齢者、 障 害者等) を 対象 と し て 、 平成 7 年 に 策 定 さ
れ た 「 ひ ょ う ご住宅 復 興 3 カ 年 計 画 J に 基づ、い て 、 兵庫県 、 被 災市町 、 都 市基盤整 備
公 団 が設置 し 、 入居者 を募集 し た 公営住宅 を 総称 し た も の で あ る 。

こ れ ら の 復 興公営住宅 の う ち 約 4 万 7 千戸 に つ い て訪 問 先 リ ス ト を 作 成 し 、 こ の リ
ス ト を も とに し て 、 調 査員 が全戸 に 震 災 資 料 の 調 査 @ 収 集 を 呼 びか け る ポ ス タ- . チ
ラ シ @ ア ン ケ ー ト を 配布 し た 。

ア ン ケ ー ト の 回 収率 は 約 3 パ ー セ ン ト で あ る が 、 連 絡 先 が記載 さ れて い な い も の も
多 く 、 連 絡 先 が記 載 さ れて い る もの は 全 体 の I パ ー セ ン ト 強 に止 ま っ た 。 連絡が と れ
た と こ ろ か ら 戸別訪関 を 開始 し 、 最終 的 に は 復興公営住宅か ら 約 1 千 点 強 の 資料 を 収
集する こ と がで き た 。

復 興 公 営住 宅 に は高齢 の 被 災者 が多 く 居住 さ れ て お り 、 調 査 員 が戸 別訪 問 を し て お
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話 を 開 く だ け で も 心 の ケ ア と な る こ と も 多 く 、 一 方 、 調 査員 自 身 に と っ て も 、 お 話 を
開 く こ と が 自 ら の 被災体験 を振 り 返 る き っ か け と な っ た よ う で あ る 。

0各撞毘体、 一般住宅への調査

平成 1 2 年 1 1 月 か ら 開始 し た 第2 期 調 査 @ 収集事業 で は 、 まず農 協 、 漁 協 な ど の
各種任意図体 の リ ス トづ く り か ら 開始 し た 。 タ ウ ン ペ ー ジ な ど を も と に し て 、 調査員
が訪 問先 リ ス ト を 作 成 し 、 こ の リ ス ト を も と に 事 前 に ア ポ イ ン ト を と っ て 、 調 査 @ 収
集 を 行 っ た 。 こ こ で も 、 調 査 ・ 収集 は比較 的 ス ム ーズ に推移 し た 。

1 2 月 か ら は 、 一 般 の 住宅 に 対す る 調査 @ 収集 を 開始 し た 。 被 災地 に あ る すべ て の
公 立小 学 校 区 の時辺約 5 0 0 戸 を 対象 と し て 、 調 査 員 が!額次 各 校肢 を 回 り 、 各戸 に 震
災 資 料 の 調 査 @ 収集 を 呼 びか け る ポ ス タ ー @ チ ラ シ ・ ア ン ケ ー ト の 配布 を 開始 し た 。

(平成 1 3 年度 も 継続 し て実施)
ア ン ケ ー ト の 回 収率 は 3 パ ー セ ン ト弱 で あ る が 、 連 絡 先 が記 載 され て い る も の は全

体 の 約 1 パ ー セ ン ト に止 ま っ た 。 連絡 が とれ た と こ ろ か ら 戸 別訪 問 を 開始 し 、 調査 @
収集 を 行 っ て い る 。

0調査・収集した一次饗料

今 回 の 事業 で 調 査 @ 収集 し た 資 料 は 、 平成 1 3 年2 月 末 時 点 で約2万 6 千点 に 及 ん
で い る 。

そ の 内訳 は 、 写 真 、 ビ デ オ テ ー プ、 カセ ッ ト テ ー プ、 CD 、 ピ ラ、 チ ラ シ 、 ボ ラ ン
テ ィ ア 名 簿、 ボ ラ ン テ ィ ア 機 関誌 、 日 誌、 詩 集 、 手記、 冊子、 新 聞切 り 抜 き 、 被災者
に 配布 し た 手 編 み マ フ ラ ー @ 帽子 、 襖絵、 絵 画 、 色 紙 、 紙芝居 、 紙 人 形 、 鬼瓦、 震 災
発 生 時刻 で停止 し た 時 計 、 遺品 と し て残 され た フ ルー ト 、 破損 し た琴 な ど 多 種多様で
あ る 。

これ ら の 資 料 の 1 点 1 点 に つ い て 、 資 料 名 、 作 成 ・ 発行 者 名 、 形態 、 数量 な ど の デ
ー タ をコ ンビ ュ ー タ に 入 力 し て い る 。 写 真 や 絵 画 な ど に つ い て は、 画 像デー タ を 入 力
し 、 目 録で検索すれ ばデ ィ ス プ レイ 上 で画 像が 関 覧で き る よ う に し て い る 。

ま た 、 ビ デ オ テ ー プな ど の 動 画 は 、 劣 化 し に く い デ ジ タ ル ビ デ オ に 収録 し て い る 。
目 録へ の登 載 が完 了 す る と 、 中 性紙 の封筒 に封入 し 、 さ ら に 中 性 紙 の 保 存 箱 に 入れ

て 保管 し て い る 。

4. 今後の検討課題

今 回 実 施 し て い る 震 災 資 料 調 査事 業 は 、 そ の 規模 に お い て 前例 の な い も の で あ り 、
事業 を 実施す る に 当 た っ て 気 がか り な こ と が た く さ ん あ っ た 。

1 0 0 名 以上 の 調 査 員 が勤務す る 場 所 の 確 保 、 研修 内蓉 の検討、 設 置 す る コ ンビ ュ
ー タ の 選定 、 調 査 @ 入 力 項 目 の 設 定 、 資 料 の 保 存 @ 保 管 場 所 の 確保 な ど検討すべ き開
題 が 山 積 し て い た 。 これ ら の 問 題 の 一つ ひ と つ に つ い て 、 調 査員 の 方 々 、 人 材派遣会
社、 兵庫県、 神戸市 、 記 念協 会 の それぞれが密接 に 連携 し 、 解 決 し て い っ た 。

平成 1 3 年 4 月 か ら は 、 ま ち づ く り 協 議 会 や 震 災 当 時 に 避難 所 と な っ た小 中 学校 、
グルー プ 内 外 で積 極 的 な 支援 を 行 っ た 会社 @ 事業 所 な ど に つ い て 調 査 @ 収 集 を 行 い 、
平成 1 3 年 1 0 月 以降 に お い て は 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー に お け る 関 覧 、 展 示 、 保存等
に 向 けて 、 調 査 @ 収集 し たすべて の 資 料 の 整理 を 行 う 予 定で あ る 。

し か し 、 平成 1 4 年 3 月 に こ の 事 業 が終 了 し 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー が 開 館 し た後 に 、
こ の 事 業 で大量 に 収集 され た 資 料 の研究が始 ま る 。 こ の農 災資 料 調 査 事 業 に お い て 、
従 来 は 災 害 が沈静化す る と い つ の ま に か捨 て去 られ て い た ビ ラ 、 チ ラ シ 、 ボ ラ ン テ ィ
ア 名 簿 、 ボ ラ ン テ ィ ア 機 関 誌 、 日 誌、 詩 集 、 手記、 冊 子 と い っ た 一次 資 料 を 大 量 に 収
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集 で き る 見 込 み で あ る が 、 今後、 さ ら に 分析 、 研究 を 行 う こ と に よ っ て こ そ 、 多 く
の 意義 あ る 教訓 を 後世 に伝 え る こ と がで き る と 考 え て い る 。

ま た 、 震災資 料 収集 事 業 そ の も の に つ い て も 継続 し て 行 う 必 要 が あ り 、 今 回 の 事 業
を メ モ リ アルセ ン タ ー 開 館後 に ど の よ う に 継続 し 、 ま た 活 か し て い く か が今 後 の 重 要
な課題で あ る 。

※ 参考資料
@ 緊急地域雇用 特別交付金 を 活用 し た 震災 資料調査事業 チ ラ シ
@ 緊急地 域雇用 特別交付金 を 活用 し た 震災 資料調査事業 マ ニ ュ ア ル

震災資料調査の概要
震災資 料所在調査実務編~震災資料所在調変手願~
震災資料所在調査実務編'"'-'1援粟 類 の 書 き 方 に つ いて ~

@ 緊急地 域麗用 特別交付金 を 活用 し た 震災資料調査事業帳票

10 

P89"-' 

P91'" 
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P 127 '" 
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東窮地域震m持fJ!J交付金昔話m�lを 震災費抑調査事業主憲蔚政1ft
平成1 3 年2F128日 現在(累計)

訪問先 区 調査開始 アプローチ 実施済件 訪問不可対象件数* 訪問件数
集
資料

先
収

件資料点数分 日 件数 数 件数
数

NPO旬ボラ
ンチィ ア ・ H 1 2.7.5 3.259 3.259 3.234 1.1171 5651 11，357 2，117 
宗教団体

NPO・ボラ H1 2.7.6 777 777 752 333: 222: 9.500 419 ンチィア

宗教団体 H1 2.7.5 2.482 2.482 2.482 784; 343 1，857 1，698 

各種団体温 H 1 2. 1 1 .2 1  1.692 1，692 1，671 8631 2111 3，353 808 組合

一般住宅
(各小学校 H 1 2. 1 2.4 104.753 1，456 1，300 7961 492� 3.253 504 
霊毎)

穫興公営 H1 2.8.30 46.933 623 622 552: 196: 1，277 70 住宰

その他 H 1 2.7.5 2.154 1.049 1，034 977: 268 6.983 57 

158.791 8.079 7.861 4，3051 1，732 26.223 3.556 

*一般世帯、 復興公嘗住宅においては、 ポスチイン夕、に対し連絡先の記入された返信があった件数を対
象件数としている
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新開資 料の収集

新 聞 は 、 震災 の 状況 を 示す大変黄重な 資料 で あ る と と も に 、 時 間 の 経過 と と も に散逸
す る恐 れ の 高 い 資料 で あ る こ と か ら 、 研究会 に お い て そ の 収集 範 囲等 に つ い て検討 を 行
っ た 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究会で 2 回、 検 討部会で 1 回 、 計 3 留 に わ た り 検討が行 わ れた 。

(研究会 に お け る 検討状況)
第 1 回 平成 1 0年 6 月初 日 ( 金 )
第 2 回 平成 1 0年 7 月初 日 (木)

(検討部会 に お ける検討状況 )
第 1 2 回 平成 1 2年 1 2月 4 日 (月)

2. 検討経過

資料整備 の 基本 的 方 法 に つ い て
資料収集 ・ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て
(新 聞 の 整理・保存 に つ い て)

一次資料 の 収集 状況 に つ い て

記 念 協 会 に お け る 震災 資 料 収集 事 業 の 一環 と し て の 、 新 聞 の 収集・ 整 理 @ 保存 に つ
い て は、 平成 1 0 年7月 の 第 2 回研究会 で 基本原則が確 認 さ れた 。

確認 さ れ た 基本原則
①主要全国紙 (朝 日 、 毎 日 、 読売 、 産経、 日経) 及 び神戸新 開 に つ い て 、 平成7 年 1

月 l 日 の 新 聞 か ら 収集 、 保存す る 。
②原則 と し て 、 神戸地誌の 版 を 「 基 本 版 J と し 、 そ れ以 外を 「地 方 版 」 と して 、 2

本 立 て で保存す る 。
③ 阪 神・ 淡 路 大 震災 関連 記事 の 掲載 部分 の み を切 り 抜 く こ と はせず、 全紙 面 を 保存

す る こ と を 原則 と す る が、 保存能 力 の 制約 か ら 、 「 基本 版J の み全 紙 面 を 保存 し 、
「地 方 版j は地方 版紙面だ け を切 り 取 っ て保存す る 。

④上記以外の 新 開 (The JapanTimes 、 全 国農業新 開等) に つ い て も 、 積極的 に収集 、
保 存す る 。

⑤ 「地 方 版J の収集 に つ い て は、 県 下 の 図 書 館等 に 協 力 を 依頼す る 。

以 後 、 こ の 原 尉 に従 い 、 県下 の 図 書館 等 の 全 面 的な 協 力 を 得な が ら 、 収集 作 業 を 実
施 し た 。

な お 、 収集 し た 新 聞 の 保存 期 間 に つ い て は 、 平 成 1 2 年 1 2 月の第 1 2 回検討部会
「 メ モ リ アルセ ン タ ー に お け る 震災 資 料 関 連 ス ペ ー ス に つ い てj の 検 討経過 の 中 に お

い て 、 新 開 の 「基本版jは メ モ リ アルセ ン タ ー 開館 ま で、 「地 方版J は 震災 か ら 3 年 間 (平
成 9 年) まで の も の を 保 存す る こ と が確 認 さ れてい る 。

ま た 、 新 聞 の 劣化 と 保存 ス ペ ー ス と の 関 連 で マ イ ク ロ 化 、 デ ジ タル化等 が検討 さ れ
た が 、 時 間 (手 間) と費用 の 点 等 で 実現 に はささ ら ず、 現 状 は 「 原 紙 保 存 J に止 ま っ て い
る 。

3. 現状

新 聞収集 @ 保存状況 一覧表 の 通 り 、 保存 を 進 め て い る 。
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4. 

め の保存〈 マ イ ク ロ 化 、 デ ジ タ ルイヒ等)対策が まず急 が れcV o
在 は 収集 @ 保存 の み を 進 めて い る が 、 今後、 メ モ リ ア ルセン タ ー

の 関 覧対応 策 の 検 討が必要で あ る と と も に 、 全閣 の 図 書 館等(特 に記念協会未収集新
の 「地 方 版」 保 存 図 書館〉 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 の推進 に つ いて も 検 討 を 進 め る 必要 が あ
る 。

※参考資料
@ 図 書館 に お け る 主要新 開 の 保管状況 に つ いて
e 新 聞 の 寄 贈依頼 を 行 っ た 図書館

P 167 '"'-' 
P 170 '"" 

仁義ずj銃押e藤勝大震災記議藤会での新静寂集e

新 聞 名 基 本版 収 集 期 間
神 戸 新 聞 神戸 日 7 . 1 "'-' H 1 0 . 4 

* H 1 O. 5 〆'"
朝 日 新 聞 神j二1 H 7 . 1 �H 1 0 .  4 

* H 1 O. 5 '""-' 

毎 日 新 聞 神 戸 H 7 . 3 "'-' H 1 0 . 4 
* H 1 O. 5 '""-' 

読売 新 聞 神 戸 H 7 .  1 "'"' H 1 0 . 4 
*日 1 0 . 5 ""' 

産 経 新 聞 神戸 H 7 . 1 "-' H 1 0 .  4 
* H 1 O. 5 "'"' 

日 本 経 済 13 H 7 .  1 '"""'H 8. 1 2 

14 H 9 .  1 '""-' H 1 O. 4 
* H 1 O. 5 "-'  

京都 新 聞 H 7 .  1 "-' 日 7 . 1 2 

毎 日デイリ H 8. 1 "-' H 9 . 1 2 

ジャパンタイムス H 8 .  1 "-' H 9 .  1 2 
全悶農業 新 出 H 8 .  5 '""-'討 1 O. 1 0 
朝 日 中 学生 H 8. 5 "'-'  H 1 0 . 1 
毎 日小学生 H 8 .  1 '"'-' H 9 . 1 1 

地 方 版

北部播 磨
全地域

播磨
播 磨 部
京都版

阪神
明 石二木

磨姫路
{fi 
丹 波
淡路
京都販

阪神

東播磨
播磨
{日
丹 波
淡路
京都販

阪神

播リ、li
イ旦丹
淡路

� � � - → �  .- ---
収 集期j陪
H 7 .  l'"'-H 8. 2 
H 8. 2"'-" H 1 0 . 1 2 

日 7 . l'"'-'H 9 .  1 2 
H 7 .  1 '""-' H 1 0 . 3 
日 7 . l"'-'H 7 .  1 2 
H 9 .  1 '"'"日 9 .  1 2 
H 7 .  1 -----H 9 .  1 2 
H 7 .  1 '""-'日 1 0 . 3 
日 7 . 1 "-' H 1 0 .  1 2 
H 8. l"'-'H 9 .  1 2 
H 8. 1 '"'-'日 1 0 . 1 1 
日 7 . l'"""'H 7 .  1 2 

H 9 .  l "-' H  9 .  1 2 
H 8. 4""""'H 1 O. 3 
H 7 .  l"-'H 9 .  1 2 

H 7 .  1 "-' H 1 0 .  1 2 
H 8. l"'-'H 9 .  1 2 
H 8. 1 "-' H 1 0 .  1 1 
H 7 .  l "-' H  7 .  1 2 

H 9 .  l"'"'H 9 .  1 2 

H 7  1 '"'-H 1 0 .  3 
H 7 .  1 ""'-' H 1 0 . 1 2 
H 8. l""H 1 0 . 1 1 

基 本版二全紙面保存 地方版記該当面 のみ保存 、 但し京都版は全紙面保存 *記念協 会で の購読分
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亜 ニ次資料(関書 @ 刊行物等} の収集

災直 後か ら 兵 庫県 の 委 託 を受 け 、 創造協会 に お い て 実施 さ れ て い た 震 災 資 料 収集 事
業 が平成初 年 4 月 に記念協会 に 引 き 継がれ、 正 式な事業 と し て 展 開 さ れ る こ と とな っ
た 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究会で 3 回 に わ た り 、 検討が行 わ れ た 。

(研究会 に お け る 検討状況)
第 1 回 平成 10 年 6 月初 日 (金)
第 2 田 平成 10年7月初 日 (木)

第 3 回 平成 10 年 10月 5 U (月)

2 . 検討経過

資料整備 の 基本 的 方法 に つ い て
資料収集 ・ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て
( 関 係 機 関 に お け る 資料収集 状況等)

資料収集 ・ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て
(関係機関 に お け る 資料収集 状況等)

阪神 ・ 淡 路 大 震 災 に 関 連す る 多 く の 図 書 、 刊行物等が 刊行されて い る が、 年月 の 経
過 と と も に 発行元等 に 要請 しで も 、 絶 版 、 在庫な し 等 で そ の 収集 が 困 難 とな っ て き て
い る 現実 か ら 、 よ り 多 く の 人 々 に 震災資料保存 の 必 要性 を訴 え る 継続 的作 業 と と も に 、
まだ まだ 収集 を続 け る 必 要 が あ る 。 ま た 、 震 災 資 料 収集 関 係 機 関 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化

( デー タ ベ ー ス と 人 的な ネ ッ ト ワ ー ク ) の 必 要性が あ る 。

3. 1毘状

別添二次資料(図 書 ・ 刊行物等) の 収集 状況 の 通 り 、 収集 が進 め ら れて い る 。 な お 、 記
念協会 に お け る 収集業務 と し て は 、 次 の 方式 に よ り 進 め て い る 。

① 記念協会 と し て の 未収集 資 料 の リ ス ト ア ッ プ
@ 新 刊 図 書 に つ い て は 、 新 聞記事 (供覧) 、 出 版社 の 図 書 目 録、 書!吉等 か ら の 情報 に

基 づ い て購 入 あ る い は リ ス ト ア ッ プ を 行 う 。

e 既 刊 図 書等 に つ い て は、 記 念 協 会 で 収集 し た 資 料 文献 に 掲載 さ れて い る記事、 論
文 等 の 「 参考文献j的 の 収集 機 関 ( 図 書館 等 ) の 収集 資 料 @ 文献 目 録等 か ら リ ス
ト ア ッ プ を 行 う 。 (既 に 発 行 元 で 「 絶 版 @ 保 存な し J の 連絡 の あ っ た 資 料 に つ い て
は 、 リ ス ト か ら除外す る )

② ①で リ ス ト ア ッ プ し た 資 料 を 出 版 、発行元等 に 要請。 現 状 は 、 月 間 1 0 0 '"'"-' 1 5 0
件 程 度 要 請 状 を 送付、 依頼す る が 、 寄 贈 、 購 入等 で 収集 出 来 る の は 6 0 '"'-' 7 0 %程
度。 ( 資 料な し の 連絡 も 含 む )

③ 継続 し て 発 行 さ れ る 機 関 誌 、 冊 子等 に つ い て は 、 購 読会員等 に 加 入 し て 収集 を 行
つ 。

4. 今後の検討課題

@ 現在 ま で は 、 「 阪 神 @ 淡路大震災 に 関連 す る 資 料」 に 限定 し て 収集 し て きで い る が、
メ モ リ ア ルセ ン タ ー の 資料室 に お い て は 、 「世界 の地 震 災害 に 関す る 資料J を 関 覧 で
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き る 資料 室 を 目指 し て お り 、 収集 す べ き 資 料 の 範閉・対象等や収集 方策 等 に つ い て
の 再検討が必要で あ る 。

- 今後 も 震災 資 料 を 継続 的 に 収集 しな け れ ばな らな い こ と か ら 、 他 の 資 料 収集 機 関 と
の ネ ッ ト ワ ー ク 化 (デー タベ ー ス と 人 的な ネ ッ ト ワ ー ク ) の推進 の 必 要 性 が あ る 。

震災資抑の収集段iJl
{情 報 メ デ ィ ア 分類内訳)

H10. 2月末 H11. 3月末 H12.3月末 H13.2月末
重1=主若 々壁、日E 1.699 2.309 2.831 3，259 
雑誌 342 653 716 831 
冊子 1，011 2.029 2，663 3.278 
機関誌 3.850 6.898 8.620 10.371 
ちらし 271 678 804 819 
紙(その他の文字資 538 826 1，246 1，285 
料 )

地図 117 124 162 163 
新聞 73 146 165 179 
ピプ、オ 91 142 163 166 

カセット 8 8 10 11 
CD 3 11 15 16 
CD - ROM 19 23 28 36 
マイクロフィル 2 2 2 2 
ム
スフイド 3 3 12 13 
写真 517 518 515 521 
ポスター 3 9 10 11 
スァッカー 1 2 2 
はがき 9 10 10 

カレンダー I l l 
ァレホンカード 1 

DVD l l 
l手紙 1 

計 8，547 14，390 17，977 20.977 
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N 行政資料の収集

1 . 購究金における検訴状況

次 の 日 程 に よ り 、 研究会で 6 回 、 検討部会で 2 回 、 計 8 回 に わ た り 検 討 が行 わ れ た 。

(研究会 に お け る 検討状況)
2 田 平成 1 0年 7 月初 日 (木)
3 田 平成 1 0年 1 0月 5 日 (月)

8 [司 平成 1 1 年 7 丹 1 3 EI (火)
1 0 回 平成 1 1 年 1 1月 1 日 (月)

第 1 1 田 平成 1 2年 l 月 2 5 日 (火)
第 1 4回 平成 1 2年 5 月 2 3 日 (火)

(検討部会 に お け る 検 討状況 )

資料収集 @ 整理 の 現状 と 課題 に つ い
尼 崎 市立 地域研究史料館 に お け る 震災 資 料 @ 文書
の 保存 に つ い て報 告
資料収集 @ 整理 の 現状 と 課題 に つ い て
収集すべ き 資 料 の 範 囲
資料保存 に つ い て
震災 関連資料 ・ 記録収集等事業 の 現 状 と 課題

第 1 回 平 成 1 1 年 8 月 2 3 日 (月) 資料収集 ・ 整理 の 現状 と 課題 に つ い て
第 1 2 [司 平成 1 2年 1 2月 4 EI (月) 震 災 関連資料 @ 記録収集 等事 業 の 現 状 と 課題

2. 検討経過

O平成 1 0 年度
行 政資 料 に つ い て は 、 平成1 0 年 7 月 に 開 催 し た 第 2 [I}研究 会 で 、 震 災 か ら 3 年 が

経過 して 文書 の保存期 限が到 来 し て い る た め 、 資 料 の廃棄 が進 ん で い る懸急 が指摘 さ
れ た 。 そ れ を受 け て 8 月 に 兵 庫県 と 被 災 市町 に 資料提供 を 依頼 し 、 兵 庫県 と 5 市町 か
ら 提 供 を受 け た が 、 そ の ほ と ん ど は 記 念 協 会 で、未校集だ、 っ た 冊子、 書籍等 の 2 次資 料
で あ っ た 。

た 、 会 議 用 資 料等 も 含 め た 震 災 関 連公 文 書 の 保存 状況 を 被 災 市町 に 問 い 合 わ せ た
同 年 1 0 月 に 開 催 し た 第 3 研究会で兵庫県 と 8 市町 で別途 保 存 し て い る こ

が 明 ら か にな っ た が、 震 災直 後 か ら シ ス テ ム 的 に 資 料 を 保 存 し て い る 市町 は尼 崎 市 だ
け で あ っ た 。

。平成 1 1 
平 成 1 1 年度 か ら 公 開 基 準検 討部 会 が 設 置 さ れ、 同 部会 で も 行 政資 料 の 収集 に つ い

て検討 さ れ る よ う にな っ た 。
平 成 1 1 年 1 1 月 に 開 催 し た 第 1 0 回研究会 で\行 政文 書 と は 「 行 政 が仕

た め に 作成 し 、 受領す る 文書全般で、 私 文書 も 含 ま れ る 」 と の 考 え 方 が示 さ れた 。
ま た 、 翌年1月 の 第1 1 田研 究 会 で 、 既 に 震 災 か ら 5 年 が 経過 し て い る た め 、 行 政

の廃棄 が進 み 、 危 機 的な状況 で あ る と指摘 さ れた 。 同 時 に 、 行 政資 料 を 保存 し 、
収集す る責務は基本的 に 各 自治体 に あ る と の 考 え 方 も示 さ れ た 。

0平成1 2 年度
過去 2 か 年 に わ た る 検 討 を 踏 ま え 、 記 念協 会 と 兵 庫 県 が 協 議 し た 結 果 、 兵庫県 阪 神

@ 淡路 大 震災 復興 本部総括 部 復興企画 課 が 中 心 とな り 以 前 よ り 公文 書 の 保存 を担 当 し
てい た 兵 庫県企画管理部管理局 文書 課 と 連携 しなが ら 、 「 震 災 関 連資 料 ・ 記 録収集等事
業j が 地 方機 関 も 含 め て 全庁 的 に 開始 さ れ た 。 そ の 結 果 、 平成 1 3 年 3 月 末現在で I
0 ，  0 0 0 1冊 以 上 の 「 震 災 関 連 文 書 等 ファ イ ル リ ス ト j が 作 成 さ れ、 約 1 ， 3 0 0 冊
の ファ イ ル が兵臨県公館書庫 に受 け入れ ら れた 。
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3. 現状

兵 庫県 に つ い て は 、 次 の と お り 震災関連資料 @ 記 録 の 収集が進 め ら れて い る 0

4. 今後の検討課題

3 年 前 と比較すれば、 兵 庫 県 で 「 震災 関 連 資 料 @ 記 録 収集 等 事 業 」 が 開始 さ れ、 神
戸 市 で も 震災 関連 資料 の 保 存 年 限 を延長す る よ う 通 知 さ れ るな ど 、 資 料 保 存へ の 意識
は着実 に 向 上して い る 。

し か し 、 被災地内 の 市町 で は 自 治体 の 組織 を 活 用 し た 震災 関 連 資 料 保孝子 の 取 り 組 み
は行 わ れ て いな い と こ ろ が多 く 、 相 当 の 文 書で保存年限が既 に到 来 し て い る こ と と
え 合 わ せ る と 、 貴重な 行 政文 書 が廃棄 さ れて し ま う 可能性が懸念 さ れ る 。 ま た 、 兵 庫

が行 っ て い る 事 業 に お い て も 、 担 当 者が異 動 す る こ とな ど に よ り 、 文 書 に 対す る 意
識が薄 れ る 可能性 も 考 え ら れ る た め 、 継続 的 に 震災 関連資料保 存 の啓発 を 行 う こ と も
重 要で あ る 。

[ 兵 庫県 に お け る 震災 関連資料記録収集等事業 の 概 要〕

O趣
①震災 に 関 す る 資 料 @ 記録 は 、 未曾有 の 大都 市 直 下型地 震 の 経験 を 記 す も の で あ り 、

震災 か ら 学 ん だ貴 重な 教訓! と し て 、 広 く 地 域 や 時 代 を超 え て 生 か し て い く 必 要 が あ
る 。
そ こ で 、 震災 に 関 す る あ らゆ る 分野 に わ た る 資 料 @ 記 録 の散逸 を 防ぎ 、 復 興へ の 事
業 展 開 に 生かす と と も に 、 国内外 に お い て災害が発 生 し た 場 合 の 復 興 モ デ ル と し て 、
災 害 防止対策 に 生 かす こ とな ど を 目 的 と し て 、 県 、 被災市町 、 ( 財 ) 阪 神 @ 淡路大震
災 記 念協会な ど が連携 し て 、 資 料 @ 記 録 の 収集@保存 に努め て き た 。

②震災 5 年 を 経過 し 、 民 間 資料 の 一 層 の 収集 に努 め る と と も に 、 保 存 期 間満 了 を迎 え
る 行 政 文書 等 も 多 く 存在 す る こ と が見 込 ま れ る こ と か ら 、 県 に お い て は 、 総括部 が
企画 管 理 部 と 連携 し 、 震災 関 連 資 料 @ 記 録 の 保存 の 趣 旨 を徹底 し 、 震災 関 連 資 料 の
中 で も 重 要な位罷 を占 め る 行 政文書等 の 収集 @ 保存 を 一 層徹底す る 。

0収集 @ 保存等 に つ い て

(対象文書 に つ い て の 基本 的 考 え 方)
①対象 とな る 文書 等 は 、 叛神 @ 淡 路 大 震災 に 関 し て県 が 作成 し 、 又 は取 得 し た

( フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 録 音 テ ー プ等 に 記 録 さ れ た 電磁 的 記録 を 含 む。 ) と し 、 幅広
く 収集 に努 め る も の と す る 。

②対象 とな る 文書等 に は 、 ①決裁 @ 供覧済 の 文 書等 に と ど ま ら ず、 ② 制 作 形 成 や 施策
の 実施 過 程 に お け る庁内 あ る い は部外等 と の 検 討 資 料 、 委 員 会 @ 審 議 会等 の 記録 、
図 面 、 個 人 的な メ モ 等 を 含 む も の と す る 。

③上 記 の よ う な 文書等 を 含 む ファ イ ル を リ ス ト牝 し 、 文 書等 の 所在 の把握 及 び収集 @
保存 に 役立 て る 。
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第2震 震災資抑の分嘉手e整理

I 一次資料(原資料) の分類・整理

( 財) 阪神 @ 淡路大震災 記念協会 ( 以 下 「記念協会 J と い う 。 ) で は 、 震災資 料 と し て 、
ピ ラ や チ ラ シ、 メ モ と い っ た 一 次 資 料 の 収集 を お こ な っ て い る 。 こ れ は 、 収集事 業 が 平
成 7 年 1 0 月 に 兵庫県 の 委 託 事 業 と し て 、 ( 財 ) 2 1 世紀 ひょ う ご創 造 協 会 ( 以 下 「 創
造協 会 J と い う 0 ) で は じ ま っ た 時以 来 の 方針 で あ り 、 事 業 を 引 き 継 いだ 記 念 協 会 の 収
集 事業 の 大 きな特徴 とな っ て い る 。 震災資 料 を 活用 し て い く た め に は 、 こ の A 次資 料 の
分類基準 を 制定 し 、 整理 を お こな う 必 要 が あ る と 考 え ら れた 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究会で 5 回、 検 討部会 で 1 回 、 計 6 回 に わ た り 検討が行 わ れた 。

(研究会 に お け る検討状況 )
第3 回 平成 1 0年 1 0月 5 日 (月 )
第 4 間 平成 1 0年 1 1月 2 7 日 (金)
第 5 田 平成 11 年 2 丹 5 日 (金)
第 6 田 平成 1 1 年 3 月 1 6 日 (火)
第 1 5 田 平成 1 2年 7 月 24 日 (月)

(検討部会 に お け る 検討状況)
第 9 田 平成 1 2年 7 月 1 0 日 (月)

2 . 検討経過

O平成 1 0 年度

資 料 の 分類 に つ い て
資 料 の 分類 に つ い て
資 料 の 分類 に つ い て
資 料 の 整理・分類 に つ い て
麓災資 料 の 分類基準 に つ い て

麓災資 料 の 分類 基準 に つ い て

震災 に 関 す る シ ソ ー ラ ス は作 成 さ れ て お ら ず、 震災資 料 ( 図 書 資 料 を 含 む ) の 分 類
は 各所蔵機 関 に よ っ て 様 々 で あ る 。 一 次 資料 に つ い て 、 特 に 基準 を 定 め て いる機 関 は
な く 、 神戸大学 「震災 文 庫 J で は 、 図 書 も 含 め た 「 震災 文 庫 J 分 類 表 に そ っ て 分 類 を
お こな っ て い る 。 ま た 、 兵 庫県立 図 書館 で は 、 パ ン フ レ ッ ト @ チ ラ シ 類 は 作 成 者 に よ
り 分 類 し 、 一部避難所資料 は 、 件 名 目 録 を 作 成 し 、 内 容 に 沿 っ た 分類 を お こな っ て い
る 。

研究会で は 、 文化人類学で用 い ら れて い る フ ラ ー フ (HRAF 、 Human Relations Area 
Files、 人 間 関 係地 域 ファ イ ル) に よ る 分類 コ ー ドが応用 で き る か検 討 し た 。 こ の結果、
確 か に 雑 多な も の ま で コ ー ド を つ け て い く こ と は 出 来 る が 、 コ ー ド に 当 て は め て い く
に も 、 利 用 す る 側 も 一定 の ト レ ー ニ ン グが必要 で あ り 、 現 実 的 に は研究者 レベ ルで研
究 を兼ね て お こな う 高 度な 分 類 と の 結 論 を 得 た 。

一 方 、 一 次 資 料 の 整理 に つ い て は 、 現 在 資 料 論 的 立 場 か ら 内 容 や 形 態な ど に よ っ て
機械 的 に 分 類す る こ と は行 わ れて いな い こ と 、 「原秩序 尊 重 の 原尉J に そ っ て 整理 し 、
資 料群 の構造分析 に も と づ い た 目 録編成が主流 にな っ て き て い る こ と か ら 、
①一次資料 は 、 資料群 か ら離 し て 1 件づっ見て い く と そ の 資料 の 持 つ 意味が理解 で き

な い こ と とな る
②資料 は 出 所 に よ っ て 整 理 を し 、 そ の 出 所 に つ い て 、 活 動 は ど う で あ っ た か 、 活 動 の
中 で 資料 が ど のよ う な 位 置 付 けな の か を 調 査 し 、 デー タ と し て集 積 し て い く こ と 及 び
資料群 の 情 報 を 付加す る こ と で 一次資料の活用 に も つな が る 、 と の 意見が交わ さ れた 。

そ こ で 記 念 協 会 所 蔵 の 群 を 形成す る比較 的規模 の 大 きな 一 次資 料 の 整理 を 通 じ て 、
分類 を せず に 整理 を 主眼 に お こな う こ と とな っ た 。
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し1'-0
よ り 出 所 分 類、 作 成 者 分類、 形 態 に よ る 分 類 の 案 が 出 さ れ た の に 対 し、

に 多 く 含 ま れ る 文 書 は、 図 書 と異な り 作 成 者 と 利用 者 の 意 図 が異な る こ と が特徴
あ る 点 や 、 図 書 の よ う に内 容毎 に 分 け て し ま う の で はな く 、 出 所毎 に 保存す る 必

が あ る こ と 、 検窮す る 際 の 項 目 は あ れ ば あ る ほ ど良 い が二重 三 重 に 出 所 等 が重な る
料 も合 ま れ る こ と 等が指摘 さ れた 。

こ れ ら の 意見 を 元 に 、 キ ー ワ ー ド 的 に 出 所 、 作 成 者 分 類 を 必 要 に応 じ て諒数 つ け る
と と も に 、 ファ イ ル、 ノ ー ト 、 ビ デオ と い っ た 資 料 の 形 態 に よ っ て 分 類 を 行 う こ と
し た 0

3 . 現状

緊 急地 域 雇 用 特別交付金事業 の 中 で、 調 査 員 が資料 点ご と の 個禦 を 作 成 し、 件
録 の 基 礎デ ー タ を集 積 し て い る 。 そ の 中 で調 査先 に つ い て は、 2 つ ま で 分 類 を 付 し

て い る 。 ま た 資料 に つ い て は、 作成者分類 を 2 つ ま で付す と と も に 、 形 態 に よ る 分 類
を 行 っ て い る 。

ま た出所 の 経緯 等 の 情 報 に つ い て は 、 資 料 調 査 @ 収集 時 に 調 査 先 や 資 料 に つ い て の
情報 を 調査票 に 記入 す る こ と に よ り 、 情 報 の 蓄棋 に努め て い る 。

※ 参考資料
@ 兵庫県立国書館 に お け る 震災資料収集 @ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て P 6 5 "" 
. H A F に よ る 震災 資 料 の 分類 P 171 "'-' 
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一次護鮮の分譲草案嘉吉続調
1 . 出所

分類工翼団
12の寝監かも2つまで選択

①錨人 (避難所、 彼設住宅、 後興公害主宅関龍者を除く) ⑦教蕎・研究機関 (保驚所を含む)

②謹興公首住宅 ⑧マスメディア

⑨行政u外郭団体
⑮避難所 (宮治会を含む)

③ボうンティア園支援間体調宗教田体等
④まちづくり協議会，コミュニティ組織

⑤事業所 (企業) ⑪{度設住宅 ({反設自治会を含む)
⑥芳{動組合綱イ壬意盟{本 Ibその地 ⑫その地

2.主著禅詐成長子jごc丈Q分護軍
分類項目

37師事騒から2つまで選択
{臨人(2築審寵興公営住宅関{菜、10避難所麟罷、11告宣言霊住宅関意義を除く)
1 . 被災地の個人 2. 被災地外の個人
災害鑑興公嘗住唱鱒様
3居住者 4. 自治金 5 その他

ぅンティア徹支接自体嗣宗教盟体等間信義
ι出 ィ:雪�1.T'.玄揮j題性一…;ヱ:町宗教菌性……………ー固一一一段階去の.地………………一一一一_._ � _ � c _ ö _ � _ _ __ー
まちづくり笛コミュニティ組織
9.まちづくり協議会 1 O.i主事再建組合等 1 1 .自治会、 町内会等 1 2.その館
事業所(企業関犠)
1 3.交通機関 1 4ガス、 電気、 電話 印刷その{世
帯轍組合・住意酷体関保
1堅男{塾鵠金勧.梢除嗣耐.樽剛働倫..・恥命面幽幽圃幽幽.幽幽1立1丘意関

教欝眠訴東機関語審罷
1 8.保:膏所、 幼稚閤 1 9.11い中学校 20.高校

本芽細�:壇家苦言葉開設主;.L..幽・・a佃卸・ー・・..圃・ー圃包包町巴----圃E・------・...・-----・・・開田胃'開明瞭..明開閉網-------網"・"開開閉胆剛帽膨閑静----・・・・梱剛闘闘・回 去りl.itlJ..... 
マスmメディア
23頼関説田町風a・・・...・・・・・・・・・Eー・・----胃Z生出駆註や-----閉剛剛開閉...齢.間勝・開制.静綱同開隅・園ま江主主議開f系幽w・“a・・6・・・・曲白幽・M値凶ー鍾ーー・.��::f投能〔暁麗客"と)…・

行重量繕外郭屈体
27.保健、環境、福祉 28住宅関連 29.道路、 水道等 30その他
避難時期犠
3 1.避難者E臨 時伽鯵..凶齢...・・・a司鍾恒・ー..・R・ 32.旗設管理主冊開閉嗣開p・・・・・・・開開閉開聞・勝帽3手J諜難琉車;舎;余凶値幽・・・E・ーーー-ーーー 3生量得1.1韓関白・胴'

宮支設性宅関犠
35.居性者 36.í庇設自治会、 ふれあいセンター運首委員 37.その地

3.費抑厳重審jごよる分類

12の嘆罷から1つ選択
①ノート ⑨一紙
②冊子 ⑤ホッチキス止め
③ファイル ⑥クリップ止め

分類工員自

⑦ひも綴じ

⑨ビデオ
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⑩写真アjレパム
⑪ポケットアルバム
⑫その他



立 二次資料(関書@刊行物など) の分類@整理

二次資料 ( 図 書 ・ 刊行物) は 、 平成7 年 度 ら 平成 9 年度 ま で創造協 会 が収集 し (平成 10
年 2 月 2 5 日 現在 8 .547 点 ) 、 保存 を お こな っ て い た 。 し か し 、 平成 10 年 4 月 に二次
資料が記念協 会 に移設 さ れ、 平成 10 年7月 2 1 日 か ら 記念協会資料室 が 開 設 さ れ る こ と
に 伴 い 、 二次資料 の 保存@分類 ・ 整理 が問 題 とな っ た 。

1 . 醗究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 、 研究会で 6 回 に わ た り 検討が行 わ れ た 。

(研究会 に お け る 検討状況 )
第 2 田 平成 1 0年 7 月 3 0臼 (木)
第 3 田 平成 1 0年 1 0月 5 EI (月)
第 5 田 平成 1 1 年 2 月 5 日 (金)
第 6 田 平成 1 1 年 3 月 1 6 日 (火)
第 7 回 平成 1 1 年 6 月 1 1 日 (金)
第 8 回 平成 1 1 年 7 月 1 3 B (火)

2. 検討経過

資料収集 ・ 整理 の 現状 と 課題
震災資料収集 @ 整理 の 現状 と 課題
資 料 の 分類 に つ い て
資 料 の 分類 ・ 整理 に つ い て
資 料窓 の 配架状況
資料室 の 配架 に つ い て

記 念 協 会 資料室 で は 、 関 覧 に よ り 図 書 ・ 刊 行 物 を探す 人 と デー タベ ー ス 検 索 に よ り
図 書 e 刊行物 を探 す 人 が い る た め に 、 両 者 の ニ ー ズに答 え る こ と の で き る 資 料室作 り
が必要 で あ る 。 そ の た め に は 、 配架方 法 と デー タベー ス 化両面 に工夫 が必 要で あ っ た 。

創 造協 会 で の 収集 時 に も 、 分類項 目 の選定 と デー タベ ー ス 作 成 を 行 っ て は い た が 、
蔵書が増加す る に 伴 い 新 たな見直 し を追 ら れ る よ う にな っ た 。 こ れ ま で の 問 題点 と し
て は 、 ①配架 分額 が独 自 で し か も 細 分化 さ れ て い る た め 、 配架場 所 を 見 つ け る こ と が
難 し い 、 ②デー タベ ー ス で の 本 の 検 索 は 可能 で あ る が、 デー タ ーベ ー ス 上 に 配架場所
が記載 さ れて いな い の で実 物 を 見 つ け る こ と が難 し い 、 ③キ ー ワ ード も 統ー さ れ た 文

にな っ て お ら ず、 検京 を お こな っ て も欲 し い 本が 出 て こな い 、 な ど の 点 が挙 げ ら れ
た 。

二 次 資 料 の 分 類 基準 に つ い て 、 兵 庫県 立 図 書 館 の 場 合 は 、 公 共 図 書 館 の 基 準 に別 し
て 日 本十進 分 類 法 を鑓 用 し て お り 、 雑 誌 に つ い て は分類せず に 誌名 の 五十音順 に 配列
し て い る 。 神戸大 学「震災 文庫j の 場 合 は 、 日 本十進 分類法 (ND C ) 、 人 文 ・ 社会科
学系 図 書 館 分 類 表 で 分 類 を 試み た が 無 理 が 生 じ た た め 、 日 本十進 分 類 法 を 参考 に し て
独 自 の「震災 文 庫 J 分類表 を 作 成 し た 。 神戸新 聞 図 書館 の 場 合 も 、 独 自 の 分類表 を 作
成 し て い た 。

分類 に つ い て の 意見 で は 、 震災 と い う 特殊な事 項 に 関 し て 日 本十進 分 類 法 は 当 て は
ま り に く く 、 県民が利用 す る こ と を 想定す る と 、「総合研究 ム「 自然科 学J 、「社会科学j
な ど の 大 ま かな 分類 に し て お き 、 そ の 中 で さ ら に 細項 目 を 作 り 処 理 す れ ば よ い の で は
な い か 、 と い う 意見 が 出 た 。 ま た 、 記念協会 の 資 料 は行 政 関 係 が多 い 点 が特徴な の で 、
行 政 関 係 は 出 所 分類 と し て I 項 目 を残 し て お け ば い い の で はな い か 、 大 学 関 係 や 論 文
雑誌 も かな り 見 う け ら れ る が、 本毎 に内容 分類 を した方 が よ い の で はな い か 、 と い う
意見 も 出 た 。 配架 に つ い て住意す る 点 と し て は 、 各 分類 の 配架 ス ペ ー ス を 2 0% く ら
い空 け て お く こ と が必 要で あ る 、 な ど の 意見が交わ さ れた 。
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3 . 現状

こ れ ら の 検 討結果 を 元 に 現在 は 次 の よ う な形 で、 分類 を 行 って い る 。
O分類

5 分類 を 基本 と す る 。
1 行 政 ( 出 所分類)
2 総合
3 自然科 学
4 社会科学
5 市 民生活 ( 以 上 、 内容分類)
さ ら に 5 分類 の 下位分類 と して 、 2 1 の 中 分類 と 、 3 5 の小分類 を 設 けて い る 。

O配架場所
小 分 類ご と間 有 番 号願 に 配架 を お こな っ て い る 。 例 外 的 に 外 国語 資 料 と CD - R O

M . 写 真 資 料・ ビ デオ は分類項 目ご と の 配架 で はな く 、 別撤 に ひ と ま と め に して配架
して い る 。

0悶 書 ラベ ル の 添付
本 の背表紙 に 3 段 の ラベ ル を 添付 して い る 。 内訳 と して は 、 上 段 「分類 番 号 ( 5 分

類 と 中 分類 か ら 成 る 番号 ) J 、 中 段 f内容 の 2 文字 (小分 類 名 を 簡 略化 し た も の ) J 、 下
段 「間有番 号 ( 図 書 1 冊ずつ の固有 番 号) J で あ る 。

資 料室 の 大 きな 特 色で あ る 行 政 に 関 す る 資 料 が 1 ヵ 所 に 配架 さ れて い る こ と 、 そ の
他 の 資料 が内 容ご と に 配架 さ れ る こ と に よ り 閲 覧 し た 場 合 で も 図 書 が探 し や す く な っ
た 。 ま た 、 5 分類 と 分 類 数 を 最小 限 に押 さ えて い る の で 、 分類項 目ご と に た く さ ん の
ス ペ ー ス を 取 る 必要がな いな ど の メ リ ッ ト が挙 が る よ う にな っ た 。

4. 今後の検討課題

「 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に お いて は 、 資 料 室 の ス ペ ー ス が
限 ら れ る た め 、 今後 の 蔵書 の 増 加 に 伴 い 、 ス ペ ー ス あ る い は 開架 問 書 の 収集 範 囲 に つ
いて検 討す る 必 要 が あ る 。 ま た 図 書 の検索 を よ り 行 い やす く す る た め 、 図 書 の 目 次等
を デー タベ ー ス 項 目 に 追加入 力 す るな ど の 作 業 が必 要で あ る 。
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いで

開閉・分類番号
園困E内容の2文字(陪じもの があるときは適宜文字数を変える)
圃圃歯固有番号
が本を元の{立龍に震せるようにするための記号

1行政
1 -京 i閤
1 -6 

3自黙科学
1f:交回

3-A 地震予ニ
3 8 都市インフラ

住モ
3-C 土木

建築
3-D 自然科学の総合
3-E その地

国
1 f:\:t13 

4-A 法禅
政治
税金

4-6 長主業労働
経済

4-C 社金科学のその他

十 B一一，
1f:\:t凶

5-A 寵事
5-6 15尚間

i防災
!救酷

5-C ボフンァィア
NPO 
NGO 

5-D i教育
5-E 文化

!文芸
宗寺号

i生;き
5-F 市民生活のその地J配一' 拘 - . 岐 .. . 幽明白・_..L- �曲嘗量岨曽

*2…A(大学)品種己繋ラベルについて
-'- 学 名 I -l-......，...ハ三L'=--'--.

カンサイ芳イ
カンサイ
カンセイ
まヨ立土
ケイオウ
カンゴ
コウナン
コクサイ

省庁aJ忠良文子23と子:
割l掃の拍12翠ク122R

n交回
無記入

フイフ(フイフフイン)/コウ(交通インフフ)
ジユ
ドボ
ケン

無記入
無記入 (ex環境、化学、科学、廃棄物関保資料)

2F:\:t回
ホウ
セイ
ゼイ
サン
ロウ
ケイ

無記入 (ex.歴史、保験開{系資料〉

2f交線
イリ
フク (ex.義援金関捺資料)
シヨ
ボウ
キユ
ボラ
NP 
NG 

キヨ(一般)/ガク(学校出版物)
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ブン (ex圃 体験談資料)
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セイ(ex 衣食住、避難所関係資料)
無記入合‘ ハ ...... 幽 四

r) 
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第3等霊 震 �資揮の公鱒

I 資料の公開基準

資 料 は 、 震災 の 経験 や 教訓 を で き るだ け早 く 、 多 く の 人 と 共有 して も ら う た め 、 公 開
を 原刻 と す る こ と が望 ま し い 。 し か し 、 収集 中 の 震災資 料 は 、 現 用 性 の 高 い 同 時代 の 資
料 で あ り 、 公 開 に あ た っ て は フ ラ イ パ シ ー の 保護等 に 配慮す る 必要 が あ る 。 ま た 、 収集
時 に は 、 公 開 で き る も の 、 公 開 で きな い も の を 区 別 して いな い 。 現 在 、 同 時 代 の 民 間 文

の 公 開 基準 に つ いて は 日 本 で は十分な蓄積がな く 、 今 回 の 基準 策 定 の 検討 は 先駆 的な
も の とな る o

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 、 研究会で 2 回 に わ た り 検討が行 わ れ た 。

(研究会 に お け る 検討状況)
第 5 @] 平成 1 1 年 2 月 5 日 (金) 資 料 の 公 開 基準
第7 回 平成 1 1 年 6 月 1 1 日 (金) 公 開 基準検討部会 の 設 置

2. 検討経過

第 5 回研究会 に お いて 、 震災 資 料 の 公 開 の 基本 原則 に つ いて 協議 を お こな っ た 。 現
在収集 中 の 資 料 に は 、 公 開 で き る も の ( 公 開 資料 ) 、 で きな い も の ( 非 公 開 資料) が混
在 して お り 、 公 開 基準 の検討が必 要 と な って い る 。 非 公 開 資 料 に つ いて は 、 文 書館 に
よ る 行 政資 料 の 資料保存期 間 の 原 則 に し た が っ て公 開 の予 定 で あ る 。 震 災 資 料 は 、 現
用 性 の 高 い何時代 の 資料 で あ る 点 か ら 、 兵庫県・神戸市等地;万 自 治体 の 情報 公 開 条例 、
個人情報保護 条 例 の 原則 を 準用 す る こ と を 考 えて い る 等 を 説明 し 、 協 議 を お こ な っ た 。

資料公関 が 原則 で あ る が、
①情報公 開 条 例 の 公 開 を お こ な わな い 公 文書、 個 人 情報 保護 条例 の 「非 開 示情 報 の

基 準 J を 準 用 しな が ら 、 安 心 して資料 を 提 供 して も ら う た め に も 、 公 開 基準 は慎
に 策 定 しな け れ ばな らな い 。

②歴史資 料 で は 、 通 常 公 開 ま で に 3 0 年 の 資 料部鎖期 間 が 考 え ら れて い る が 、 震災
資料で は 、 ビ ラ や チ ラ シな ど公 に す る こ と を 前提 に して い る も の も 含 ま れて お り 、
公 開 で き る も の は 、 それよ り 早 く 公 開 して い く 方針 を 持 つ ほ う が良 い 。

- ^… に お け る 展示や貸 し 出 し 等 も 考 慮 して い く 必 要 が あ る 。
④非 公 開 資 料 に つ いて も 、 目 録 に 資料が所在す る こ と は公 開 す る 必 要 が あ る 。
と い っ た 議論が行 わ れ た 。
そ して 具 体 的な公 開 基 準 は 、 公 開 基準検討部会で検討 を 行 う こ と とな っ た 0

3. 現状

公 開 基準検討部会で の 協 議 、 兵 庫 県 文 書 課 法 制 係 と の 協 議 を 経て 、 r ( 財 )設立神 @ 淡
路大震災 記 念 協 会 に お け る 資料取扱 い に 関す る 要綱J を 制定 し た 。

※ 参考資料
・京都府立総合資料館 閲 覧 制 限 期 間 の 基準一覧表 P 177 '" 
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宜 の取扱 い に 関す る饗鱗 の鞘定と改正

1 . 確究会 にお

次 の 口 程 に よ り 研究会で 3 回 、

(研究会 に お け る 検討状況 )
第 1 1恒l 平成 1 2 年 l 月初 日 (火)

1 2 田 平成 1 2年 3 月 3 日 ( 金 )
第 1 6 回 平成 1 2年 9 月 1 日 ( 金 )

(検討部会 に お け る 検討状況)
1 田 平成 1 1 年 8 月 2 3 E=I (月)
2 田 平成 1 1 年 同月 4 日 (月)

第 3 田 平成 1 1 年 1 1月 8 日 (月)

第 4 回 平成 1 1 年 1 2月 27 日 (月)
5 [!JJ 平成 1 2年 2 月 2 8 [1 (丹)

第 1 0 田 平成 1 2年 8 月3 1 日 (木〉

2. 検討経過

で 6 回 、 計 9 [fil に わ た り 検 討 が行 わ れ ~ 。

震災資料取扱 い 要綱 の 案 に つ い て ( 報 告 )
震災資料取扱 い 要編 の 案 に つ い て ( 報告)
文書課法制係 と の 協議結果 を 踏 ま え た 要 綱 の 改 正
案 に つ い て (報告)

の 取扱 い に 関 す る 大綱 の 策定 を
に つ い て 協

い 要 領 を 震災資料 取扱 い 要綱 に
化 し 、 要織 の内 容 に つ い て 協一議
震災資料取扱 い 要綱 の内 容 に つ い て 協
震災資 料取扱 い 要綱 の内 容 に つ い て 協

制係 と の 協議結果 を 踏 ま え た 要 綱 の 改 正
案 に つ い て 報告

平成 1 1 年 8 月 2 3 日 に 開 催 さ れ た 第 1 [6J公 開 基準検 討部会 に お い て 公 開 基 準 要綱
の 制 定 に つ い て 提 案 がな さ れ、 平成 1 2 年 9 月 1 日 に 開 催 さ れ た 第 1 6 回 分額@ 公 開
の 基 準研究会 ま で 合 計 9 留 に わ た り 公 開 基 準 要 綱 の内 容 に つ い て研 究 会 及 び検 討 部会
に お い て検 討が行 わ れ た。

0要綱 の 制定
① 第 1 国 公 開 基準検討部会 (平成 1 1 年 8 月 2 3 日 開 催 ) に お い て震災 資 料 の 取

扱 い に 関す る 大綱 の 策定 を
② 第 2 回 公 開 基準検討部会 ( 平 成 1 1 年 1 0 月 4 日 開 催 ) に お い て 震災 資 料取扱

い 要領 の 案 に つ い て 協
③ 第 3 回 公 開 基 準検討部会 ( 平 成 1 1 年 1 1 月 8 日 開催 ) に お い て 震災資料取扱

い 要 領 を 震災資料取扱 い 要綱 に 角本化 し 、 要 綱 の内 容 に つ い て 協 議 。
③ 第 4 回 公 開 基準検 討部会 ( 平成 1 1 年 1 2 月 2 7 日 開 催) に お い て 震災 資 料 取

扱 い 要綱 の内 容 に つ い て
⑤ 第 1 1 回分 類 @ 公 開 の 基準研究会 ( 平 成 1 2 年 1 月 2 5 日 開 催 ) に お い て 震災

資料取扱 い 要綱 の案 に つ い て 報告。
⑥ 第5 回 公 開 基準検討部会 (平成 1 2 年 2 月 2 8 日 開 催 ) に お い て 震災 資 料 取 扱

い 要織 の内 容 に つ い て 協 議 。
⑦ 第 1 2 回分 類@ 公 開 の 基準研究会 ( 平 成 1 2 年 3 月 3 日 開 催 ) に お い て 震災資

料取扱 い 要綱 の 案 に つ い て報告。
⑧ 平 成 1 2 年 5 月 8 日 に 「 阪神 @ 淡路大震災記念協会 に お け る 資 料 取 扱 い に 関 す

る 要綱J を ( 財 ) 販神 @ 淡 路 大 震災 記 念 協 会 ( 以下 記 念 協 会 と い う 。 ) 事 務局
に お い て 専 決 。
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0要綱 の 改正
① 平成 1 2 年 7 � 8 月 に 記念協会事務局が文書課法制係 と 要綱 の内 容 に つ い て 法

制 的観点 か ら 協議 。
② 第 1 0 回 公 開 基準検討部会 (平成 1 2 年 8 月 3 1 日 開 催) に お い て 文書 課 法 制

係 と の 協 議結果 を 踏 ま え た 要綱 の 改正案 に つ い て 協
③ 第 1 6 回 分類 @ 公 開 の 基準研究会 ( 平 成 1 2 年 9 月 1 司 開 催 ) に お い て 要綱 の

改正案 に つ い て報告。
④ 平 成 1 2 年 1 0 月 3 日 に f ( 財 ) 阪 神 ・ 淡 路 大 震災 記 念協 会 にお け る 資 料取 扱

い に 関す る 要綱j の 改正 に つ い て記念協会事務局 に お い て 専決。

3. 現状

f (財 ) 阪 神 ・ 淡路大震災 記念協会 に お け る 資料取扱 い に 関す る 要綱 J に 基 づ い て 、
緊急地域雇用 特別交付金事業 に よ る 「 阪神 。 淡路大震災 に 係 る 麓災 資 料調査指導事 業 J
を 現在 実施 中 で あ り 、 平成 1 4 年 3 月 ま で継続す る予定で あ る 。

4. 今後の検討課題

「 阪 神 @ 淡 路 大 震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称 ) J が平 成 1 4 年春 に オ ー プ ン す
る予定で あ る た め 、 要綱 に 基づ い た 詳 細な 事務 処 理要 領 を 策定す る 必 要 が あ る 。
要綱 に お い て規 定 し て い る 「専 門委員会J (第三者機 関 ) を 設置す る 必要 が あ る 。

※ 参考 資 料
. (期 ) 阪 神・ 淡路大震災記念協会 に お け る 資料 取扱 い に 関す る 要綱 P 178 '"'-' 
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駿神@ に お け る 資料敢扱い に 関す る 要鱗

第 工 条 選童皆

財 団法 人販神・淡路大震災記念協会 ( 以下「記念協会J ) は、 「阪神・淡路大
か ら の復旧@復興の状況や震災 か ら 得 ら れた様々な教訓! を 踏 ま え、 人 類 の
と 共 生 に つ い て 、 総合的な調査研究 を 行 い 、 そ れ ら の 成果 を 広 く 院報発

す る こ と に よ り 、 全 国 の 災 害対策 は も と よ り 、 大都市機能 の 改 善J 等 に 資す る
こ と を 設立 の離旨 と し て い る 。 こ の 事業 の 豊 かな実 り の た め に 、 震 災 の 経験お
よ び復旧@提興の 実態 を伝 え る 各種 の 資料 e 記録類 (以 下「震 災資料J ) を 収集・
保存 し 、 プ ラ イパ シ ー の 保護な ど に 対 し て 慎 重な配慮 を し つ つ 、 原則 と し て

れ ら の 公 開 を 行 う も の と す るc 本要綱は、 こ れ ら の 震災資料の取扱 い に つ い て

• (省 略) ・

第 7 粂 資料の公開

提 供 さ れた資料は、 記念協会 が保管 し 、 当 協会お よび、 当 協会 の事業 を 引 き継ぐ
機 関 の 設置 日 的 の た め に 活用 し 、 公 開 を 行 う 。 公 開 を 行 う 場合 、 提供者の 意 向
を 尊重 し 、 原則 と し て こ れ に従 う 。 特 に 条件 の 提示がな い 場合、 当 協会 の 要綱

に従 っ て取 り 扱 う 。

第 g 条 公開 の網膜

l 公 開 の 制 限
提供 さ れた資料が次 に 掲 げ る 事項 に 該 当 す る 場合 に は、 公 開 を 制 限す る も の

と す る 。

( 1 )  公 開 に 関 し 、 寄贈者等 と の 間 で特約等が あ る も の 。
( 2 ) 個 人 に 関す る 情報 を含 む資料 で あ っ て 、 特 定 の 個 人 を識別す る こ と がで

き る も の の う ち 、 通常他人 に 知 ら れた く な い と 認 め ら れ る も の 又 は特定
の 個 人 を 識別 す る こ と はで きな いが 、 公 に す る こ と に よ り 、 なお個 人 の
権利利益 を 害す る お それがあ る も の 。

( 3 ) 公 に す る こ と に よ り 、 法 人 等 及 び個 人 事 業 主 が 円 滑な 事 業 活 動 を営
む上で正 当な利益 を 害する と 認め ら れ る も の 。

( 4  ) 公lこする こ と に よ り 、 人 の 生命 、 身体、 期産等 の 保護 に支障が生ず る と
認 め ら れ る も の。

( 5 ) 法令 ま た は条例の規定 に よ り 、 公 に す る こ と の で きな い も の 。
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2 制限の解除

自 己 の 情報 に 関わ る 資料 は、 開 示 を 請求す る こ と がで き る 。 そ の 場 合 、 前項
の規定の趣 旨 に 照 ら し支障 のな い 範闘で、 専 門 委員 会 の 議 を 経て 当 該情報 を 開
示す る o

3 制限の見直 し
( 1 ) 第 1 項第 2 号か ら 第 5 号 の 制 限 に 係 る も の に つ い て は、 作 成 又 は収受 さ

れて か ら 1 0 年 を 経過 し た後、 専 門委員会 の協議 等 を 経て 見直す こ と が
で き る 。

( 2 ) 家族等 の情報 に 関 わ る 資料へ の 親族等か ら の公 開 請求 に つ い て は 、 専 門
委員会の協議等 を 経て公開制限の見直 し を行 う こ と がで き る 。

第 9 条 特別利用

1 記 念 協 会 は 、 前条第 1 項 の 規 定 に よ り 公 開 が制 限 さ れ る 資料 に つ い て 、 次

の 各号 に 該 当 す る 場合 に 限 り 、 閲 覧等 の 特別 の 利用 (以下 「 特別 利 用 J と い
う 。 ) を 許 可す る こ と ができ る 。

( 1 ) 記 念協 会 の 設 置 目 的 に 沿 っ た 調査及び研究 の た め の 利 用 と し て専 門委員
会 の認定 を 得た場合。

( 2 ) 寄贈等 を 行 っ た者が利用 す る 場合。

( 3 ) そ の 他 こ れ に 準ずる も の 。

2 前項第 1 号 に 基づ く 特別利用 の 申 請 は 、 震災資料特別利用 申 請 書 に よ り 行 う
も の と す る 。

3 特別 利 用 に よ る 調査及び研究成果 の 公表 に つ い て は、 寄贈等 を 行 っ た者 か ら
の 条件 の遵守、 プ ラ イ パ シー への 配患等、 協会が要請 し た 条件 を 厳守す る も
の と す る 。

(施行日)

こ の要綱 は 、 平成 1 2 年 5 月 8 日 か ら 施行す る 。

(擁行日〉

こ の要綱 は、 平成 1 2 年 1 0 月 3 日 か ら 施行す る 。
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亜 麓災資料の展示

災 の 経験や教訓 を風化 さ せ る ことな く 次世 代 に 継 承す る こ と を 目 的 と し て、 震災 関
料な ど の 展 示 を 阪神 ・ 淡路大震災 復 興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス・ プ ラ ザ) で毎年 1 月

に 開 催 し て い る 。

十 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究 会 で6 回 、 検討部会で 4 回、 計 1 0 回 に わ た り 検 討 、 報告が行
わ れた 。

(研究会 にお け る 検討状況)
第 4 回 平成 1 0年 1 1月 2 7 日 (月 )
第 5 国 平成 1 1 年 2 月 5 日 ( 金 )

第 9 回 平成 1 1 年 9 月 1 U (水)
第 1 0 田 平成 1 1 年 1 1 J] 1 日 (月)
第 1 1 田 平成 1 2年 1 月2 5 日 (火)

第 1 8 田 平成 1 2年 1 2月間 口 (月)

(検討部会 に お け る 検討状況 )
第 4 田 平成 1 1 年 1 2月 2 7 日 (月)

第 5 田 平成 1 2年 2 月 2 8 日 (月)

第 1 2 田 平成 1 2年目月 4 日 (月)

第 1 3 田 平成 1 3年 1 月 2 9 日 (木)

2. 検討経過

展示会 に つ い て
「忘 れな い 、 あ の と き を 」 展及び資料収集 活 動 の
状況 に つ い て
震災資料 の 展示 に つ い て
地 元 に お け る 震災 資料 の 展肴 iこ つ い て
震災 5周年 記念特別展 「 あ の 日 、 こ う や っ た 」 に
つ い て
「震災 6 周 年記念事業 リ レ ー 展 J (仮称) に お け る
展示 に つ い て

震災 5 周 年 記念特別 展 「 あ の 日 、 こ う や っ た 」 に
つ い て
震災 5 周 年 記念特別展f あ の 日 、 こ う や っ た」 に
つ い て
「 震災 6 周 年記念事業 リ レ ー展J (仮称 ) に お け る
展示 に つ い て

「震災 を 語 り 継ぐ~ 展 示品 と 目 録""'-' J に つ い て

① 平成 年1月 8 日(金)'""-' 31日(日)開催
f忘れない、 あのときをj展- 1.17大震災からのメッセージm

( 開 催 に 向 けて の 意見交換)
「 震災 時 の 生活 に 関す る 資 料 が 全 て 震災 資 料だ と い う 自 覚 が 市 民 に はな い 。 震災 資

料 の 例 と し て 展 示 を 示す と 、 資料が提供 さ れ る ひ と つ の き っ か け とな るだ ろ う 。 J r 展
示 会 を 紹介す る パ ンフ レ ッ ト を 各所 に 置 き 、 PR に努 め る 必 要 が あ る o J r 展 示 を す る
際 に 、 現 場 の臨場感 を 再現 で き る か を 考 え る 必 要 が あ る 。 写真等 を使用 し 、 工夫 し て
み て は ど う か 。 J な ど の 意見が交わ さ れた 。 そ の 意見 を 元 に 展示会 を 開 催 し た 。

( 開 催結果報告)
念 協 会 が 収集 、 保 存 し て い る 書籍 や 避 難 所 で の 張 り 紙 、 ノ ー ト 、 仮設住宅 で の ビ

ラ の 他 、 全 国 各地 か ら 寄せ ら れた救援 物資 の 実物 (展示点数 2 2 点 ) 、 映像 ア ー カ イ ブ
を 展示 し た 。

来館者の反応 は 上 々 で あ り 、 特 に 震災 映像 ア ー カ イ ブへ の 関心が高 か っ た 。
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② 平成 12 年 1 月 8 日 (土);-- 24 日 目)関鑑
震災 5 周年特別展「 あ の 日 、 こうやっ た J

( 開 催 に 向 けて の 意見交換)
「 展 示物 の タ イ ト ル の傍 に 、 解 説 文 を つ け た 方 が展 示内 容 に厚み が 加 わ る の で はな

い か 。 J r 展 示内 容 もテ ー マ牲 を 持 た せ る 必 要 が あ る 。 J r 展 示 は 記 念協 会 の 活 動 の 広報
に も 結 びつ いて い る の で 、 震災資 料 の 大切 さ を 主張 しな けれ ばな らな い 。 少 し 経費 を
か けて 展 示 を し た り 、 プ ロ の 方 に 相 談 して は ど う か 。 J r コ ン セ プ ト か ら 入 る の も一つ
の 手 で は あ る が 、 資 料 か ら ど う 構成 で き る か と い う こ と も 大事 で あ る 。 J r 今 所蔵 して
い る 資 料 だ け でな く 、 さ ら に 資料 の 提 供 を 呼 び掛 け る と か コ ン セ プ ト に 合 う も の を借
り て く る な ど 幅広 く 考 え る の も良 い の で はな い か 。 新 開 の一 面 だ け で はな く 、 それ以
外 の ペ ー ジ も 見 ら れ る よ う な展 示 の 方 が良 い の で はな い か 。 J r展示 に つ いて の 感想や 、
資 料 を 提 供 い た だ け る かど う か に つ いて尋ね る よ う な ア ン ケ ー ト を 作 成 し 、 来館者 の

を反映 で き る よ う な 形 に して は どうか 。 」 な ど の 意見が あ っ た 。

(開催結果報告)
震災 関 連 の 書籍 、 l 月四 日 の 主要新開 5 紙 と 神戸新聞 の コ ピ ー の 閲 覧 の ほ か 、 震災

当 時 、 避 難 所 や仮設住宅な ど に 掲示 さ れて い た 張 り 紙や避難所 日 誌 、 ボ ラ ンテ ィ ア 活
動 の 資料 、 全 国 か ら 寄せ ら れた 励 ま し の 手紙な ど 全 62 点 を 展示 し た 。 展 示 は 、 <
災直後期 > 、 < 避 難所 期 > 、 < 避難所 か ら の移行 期 > 、 <仮設住 宅 期 > と 時系列 に 分
類 して陳列 し た 。

ま た 、 展 示 に つ いて の 感 想 や 資 料 提 供 意志 の 有 無な ど を 盛 り 込 ん だ ア ン ケ ー ト を 作
成 し 、 来館者 に 記入 い た だ い た。

こ の ア ン ケ ー ト の 自 由 記入構 に よ る と 、 「 あ の 日 のこ と が思 い 出 さ れ、 涙 が 出 ま すJ
「毎年 こ う い っ た 展 示 を して 下 さ い 。 忘 れな い た め に J な ど の 声が寄せ ら れて お り 、

大 きな反響 が あっ た と 思 わ れ る 。

③ 平成 1 3 年 1 月 6 B (土)-- 3 1 日 (水)
震災 6 鰐 年 記 念事業リレー展「阪神@淡 路大 震災 記 念事業展J

( 開 催 に 向 けて の 意見交換)
前 回 の 展 示内 容 に つ いて は 時系列 的 に陳列す る な ど の工夫 を 行 っ た が 、 展 示 資 料 の

出 所種類が多様な た め 、 雑多な感 じ が見受 け ら れた 。 そ の 後 の 研 究 会 で は 、 テ ー マ牲
を 持 た せ る 必 要が あ る 、 調 査事 業 に た ず さ わ っ て い た 調 査員 に 展示 会場 の 説 明 を ボ ラ
ンテ ィ ア と して依頼 してみて は どうかな ど の 意見 が 出 た 。

( 開 催結果報告)
に 、 阪 神 @ 淡 路 大 震災 資 料所在調査事業 で 収集 し た 資 料 の 展 示 を 行 っ た 。 被災 し

た 時 計 、 日 め く り カ レ ンダ一、 炊 き 出 し の 記 録 、 県 外 避 難 者 の 会 報 誌 、 外 国 人 に 向 け
た ち ら し 、 パ ネ ル展 示な ど も 含 め 、 全 34点 で あっ た 。

平成 1 3 年 の 展 示 は陳列 の仕方 に 重 点 を 置 き 、 見 や す い 展 示 を 心 が け た 。 具 体 的 に
は 、 陳列 棚 に は帯 を敷 いて 資料 と の コ ン ト ラ ス ト を つ け た り 、 陳列棚 の 下段 を 外 し 、
展示点数 を少な く す るな ど の工夫 を 行っ た 。

ま た 、 展 示 に コ ン セ プ ト を 持 つ こ と を 心 が け 、 震災鹿後 の 資 料 と ボ ラ ンテ ィ ア 活 動
の み に焦点 を絞 り 、 時系列 的 に配列す るな ど工夫 を凝 ら し た 。

3. 現状

3 回 目 を迎 え る 展示 会 で は 、 展示終 了 後 展 示内 容 の 記録 と PR を兼ねて 図 録 を 作 成

- 33 -



し た 。 研究会 に お いて は 、 以 前 よ り テ ー マ 性 が 強 く な り 、 興味深 か っ た と い う 評価 で
あ っ た。

4修 今後の検討課鵠

さ ら に コ ン セ プ ト が 明 確な展示 を 心 が け る 必 要 が あ る 。 展 示内 容 に もバラエ テ ィ を
持 た せ る 必 要 が あ る 。

※ 参考資料
・ ブエ ニ ッ ク ス プ ラ ザ に お け る 震災 資 料 の 展 示 に つ いて
• r忘 れな い あ の と き をj 展 (平成i 昨日開"'318麟) チ ラ シ
@ 地元 に お け る 震災 資 料 の 展示 に つ いて
@ 震災 5 周年特別展 f あ の目、 こ う や っ た J (平成12年1月88"'24日脚) チ ラ シ
@ 震災G周 年記 念事業 リ レ ー 展 (平成昨年肘ト2月21日離) チ ラ シ
@ 震災 を 語 り 継ぐ~展示品 と 目 録 ~
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第4叢

震災費抑の傑序



第4窟 震災資鮮の探序

I 一次資料(原資料〉、 新開資料の保存

震災 に 関連す る 資 料 ・ 記録 は 、 未曾有 の 大都 市直 下型地 震 の 経験 を 記す も の で あ り 、
震災か ら 学 んだ 貴 重な 教訓 と し て 、 広 く 地 域や時代 を超 え て 活 か す た め 、 資 料 が劣化 し
な い よ う 保存 方 法 に つ い て も十分 に留意す る 必 要 が あ り 、 資 料 の 保 存 方 法 に つ い て 、 検
討 を 行 っ た 。

1 . 研究会における検討状涜
次 の 日 程 に よ り 研究会で 3 回、 検討部会 で 1 回 計 4 回 に わ た り 検 討 を行 っ た 。

(研究会 に お け る 検討状況 )
第 1 4 田 平成 1 2年 5 月 2 3 日 (金)
第 1 5 回 平成 1 2 年 7 月 24 日 (月)

第 17凹 平成 1 2年 1 1月 初 日 (月)

(検討部会 に お け る 検討状況)
第 1 0 回 平 成 1 2年 8 月3 1 日 (木)

2. 検討経過

震災資料所在調査 マ ニ ュ ア ル(案) に つ い て
「 阪神・淡路大震災メモリア)しセンター (仮称 ) J の概 要 に つ
い て
「 阪 神 ・ 淡路大震災メモリア)しセンター (仮称 ) J に お け るうイプ
ラリー及 び A次資料 の 公 開 手JI[員等 に つ い て

震災資料調査事 業 に お け る 資料 の保存 に つ い て

検 討部 会 に お い て は、 震 災 資 料 調 査事 業 に お け る 保存 箱 等 の仕様や 用 意 す べ き盟 、
平成 1 4 年春 の 『 阪神・淡路大震 災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) ( 以 下 「 メ モ リ ア ルセ
ン タ ー J と い う 。 ) � 開 館 ま で暫 定 的 に 保 存す る 建 物 ( 神戸 市 中 央 区 ) に お け る 保存 の
際 の註意事項等 に つ い て 議論が行 わ れ た 。

保存 の 際 の注意事項 と し て は 特 に フ ィ ル ム 、 映 像等 に つ い て は劣 化 が激 し い こ と か
ら 当 該 建 物 で保存すべ き で はな い 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー 開 館 ま で暫 定 的 に 保存 す る 建
物 (神戸 市 中 央 区) の最上階 に つ いて は 、 空調設備が無 い こ と か ら温度が上が る た め 、
資料 を 置 く べ き で はな い と い っ た意見 が あ っ た 。

ま た 、 研究会 に お い て は 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー に お け る 収蔵 方 法等 を検討す る 上 で 、
箱 の 上 げ下 ろ し 作業 も 念頭 に 置 き 、 一 箱 に 収容すべ き 量 を押 さ え る べ き と い っ た 意見
が あ っ た 。

3. 現状

ア 一次資料 (原資料) の保存

震 災 資 料 の 保 存 にあ た っ て は 、 資 料 を い っ た ん 中 性紙 の封慌 に 入 れ た 上 、 中 性紙 の
保存箱 に 収 納 す る こ と に よ り 劣化 を 防ぐよ う に し て い る が、 モ ノ 資料 や 写真 に つ い て
は 、 ま ず 中 性 紙 の薄紙 に包 ん で、 か ら 中 性 紙 の封筒 に 入 れ 、 中 性紙 の 保存 箱 に 収納す る
こ と と し て い る 。

資 料 の留 め 具 に つ い て は 、 ホ ッ チ キ ス を 外 し 、 ス テ ン レ ス 製 の ク リ ッ プ を 用 い て留
め る こ と に よ り 、 さ び に よ る 資料 の汚 れ を 防止 し て い る 。

ま た 、 借 用 資 料 に つ いて は 、 紙 資 料 は 中 性紙 に 複写 し 返却 、 写 真 資 料や モ ノ 資料 は
デ ジ タ ル カ メ ラ や ス キ ャ ナ に よ る デ ジ タ ル化 を 行 い 返却 、 青声・映像 資 料 は ミ ニ デ ィ
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イ 新 開資料 の 保存

こ とか ら 、 紙資料 、 モ/
分 けて 収 納 し 、 職

月 ま た は半 月 ご と に紐綴 じ を し た上 、 新 聞 用 の 中 性 紙 の大箱 に 収 納 しているG
般 の 新 開 につ いて は、 8 月 毎 に 一箱(-部 新 聞 につ いて は、 従?で は 収 納で きな い
め半 月 毎 に 1 箱 ) に 収 納 し、 地 域版等 につ いて は、 数ヶ 月 分 を一箱 に 収納 して いる 。

こ れ ら につ いて は 、 中 性紙 の箱 の 側 面 2 カ 所 に 新 開 名 と 収 納さ れて いる 新 聞 の 期 間
を 記 入 し 、 メ モリ ア ル セ ン タ ー開館 まで暫 定 的 に 保存する 建 物( 神戸市 中 央 区 ) に 収
蔵 して いる 。 新 開 資料 につ いて も、 メ モリ ア ルセ ン タ ー 設 立後 は第 1 期 施設 7 階 の 収
蔵庫等へ保存する予定で あるo

4. 今後の換討課題

現 在 、 震 災 資料調査事業 に お いて 、 紙 資料 の デ ジ タ ル化 は 行って いな い が 、 将来 的
に は 劣化 を免れな い こ とか ら 、 今後紙 資料 の デ ジ タ ル化 につ いて も検 討 を 行 う 必要が
あるc

保子字詰害等への記λ悪事項

0資料を保存する封筒への記載事現
- 調査先番号
.調査先名
・ 出所番号
. 資料 点 数
@ 資料番号
@ 備考(箱種類 @ 番号等 を記入)

O資料保存箱への記載事項
@ 籍 の 種 類

(①紙資料 ② モ/ 資料 ③映像 @ 音 声資料 ④大箱(大型 の紙 資料 ) ⑤ モ/大箱⑥ 箱 外 )
. 4桁 の箱番号(震災資料調査事 業 に よる グループ番号 1 桁と 3 桁 の 番 号 )

※ た だ し 、 1 つ の 調査先か ら 複数 の 箱 に わ たる 資料 が提供さ れ た 場 合 に は
. 調 査 先 名
@ 箱 番号(0番'"'-'0番)
.合 計箱 数

を 併せて記 入 して いる。

0新関資料保帯箱への記載事填
@ 新 聞 名 ・ 版 名
• 1収 納 して いる新閣 の 期 間

- 36 -



第5掌

震災資抑のデジタル化



第5震 震 �j寄押のヂジタノ長佑

I 一次資 料(原資料〉 のデジタル化

(財) 阪神・淡路大震災記念協会における収集資料のデジタル牝

こ れ まで 収集 し て いる震災資料 に 対 し て 利用・検索、 公開基 準 の 検 討 の た め に も 、 一
次 資料 の 現 状 を把揮 し て いく 必 要 が ある 。 ま ず、 震 災 資料 をリス ト イヒ し、 震 災 資料 の
収集 、 整 理 、 保存 を一つ の 流 れ と し て 確立 し て いかな け れ ばな らな い 。

しか し 、 一 次 資料 の 整 理 の仕 方 、 リ ス ト の 作 り 方 につ い て は 、 何 も 原 則 がな い の が
現 状な ので 、 具体的な原則 をつくる と こ ろか ら 検討する 必 要 が ある 。

1 . 研究会における検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究会で 4 固 に わ た り 、 検討が行 わ れ た 。

(研究会 に お ける検討状況)
第 3 @l 平 成 1 0年 1 0 月 5 日 ( 月 )
第 7 田 平 成 1 1 年 6 月 1 1 日( 金 )
第 8 田 平 成 1 1 年 7 月 1 3 EI (火)
第 1 0 田 平 成 1 1 年 1 1 月 I 日 ( 月 )

2. 検討経過

① 出 所一 覧 につ い て

資料収集・ 整理 の現 状 と 課題 につ い て
品 次資料リス ト

震 災 資料 の デ ジ タ ル化
一 次資料 の 分 類・ 整理 に 関 する論 点 につ い て

一 次資料 は 、 実 に 多 様 で、階 層構造 も ま ち ま ちな ので 、 一 元化 し にく い 。 ど の よ う
に 扱 う か の 原則 もな い 。 ま ず は 、 一 点 ずつ 出 所 を 明 ら か に しな が ら 、 収集 し た と き
の 状況 に 近 い 形で保存 し て いく こ と が現 実 的で ある と の意見 が あっ た 。

そ こで 当 時 の 段階で の 出 所 の一覧リ ス ト を 検 討材料 と し て 作 成 する こ と と し た 。

② 資料 目 録 につ い て
公開 を 前提 に する 場 合 は 、 」つ の 出 所 に 含 ま れる 資料 を一 点 ずつ 記 録 し て いかな

け れ ばな ら な い 。 目 録 の 作成 そ の も の が、 研究対象や 業績 となるく ら い 大 変な
で ある と い う 意 見 が あ り 、 資料 目 録 と し て 作 成 し て いく た め に 、 た た き 台 となる 入
力 項 目 を 設定 し 、 試み に一 出所 の 資料群 の 目 録 を 作成する こ と と し た 。

③ 画 像 デー タイ七( デ ジ タ ル化) につ い て
神戸大 学 の f 震 災 文 庫 j の 画 像 デー タイ七( デ ジ タ ル 化 ) と 目 録 の デ ジ タ ル化 の 現

状 につ い て 稲 葉委 員 よ り 説 明 を受 け た 。 ま た 、 モ デ ル ケ ー ス と し て 、 田 中 委員に一
出 所 の 資料群 の 画像デー タ 化( デ ジ タ ル化) を 依頼 し た 。

画 像 デー タ 化( デ ジ タ ル化 ) は 、 資料 の イ メ ー ジ を 伝 え 、 目 録 を 補完 する も の と
し て 役 に 立つ が 、 デ ジ タ ル 画 像 に も 履歴 や 情 報 は加 え て いかな け れ ばな らな い と い

っ た意見 や 、 生 の一 次 資料 の 画 像 デー タ牝( デ ジ タ ル化) につ い て は事 例 の 蓄積 が
な い が、 今後 は積極 的 に 行 わ れる ので はな いか と いっ た意見が交わされた。

④ 資料収集 の 記録 につ い て
一 次資料が発見さ れ た 状 況 が 記 録さ れな け れ ば資料 の意味 が 分か り にく い 。 ど う

いっ た 状 況で 、 誰か ら 収集 し たか 、 と いっ た 記録 を残 し て おく こ と は 必 要で ある と
の 議論 が行 わ れ た 。
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3. 現状

① 出 所 &
「 出 所醤 号 」 、 f 出所 J 、 「 出 所 ふ り が な J r 資 料 名 ( 概 要 ) J 、 「 形 態 J 、 「 数 量 ハ 「 備

考 j 、 f 収)議場所J 等 の 頃 日 を 設定 し 、 一 覧 リ ス ト を 作 成 し て い る 。 現 在 は 、 徐 々 に
「 緊急 地 域雇用 特別 交付 金 を 活 用 し た 震 災資 料 調 査 事 業 J で の デー タ ベ ー ス へ統 合

し て い る 。

② 資 料 目 録 に つ い て
「 資料番 号 ム 「資料名 」 、 「 作 成 者・ 発 行 者 J 、 「 作 成 年 月 日 ム 「様式j 、 f 形態j 、 「 数

「 備 考 」 等 の 項 目 を 設 定 し 、 」 出 所 に つ い て 資 料 日 録 を 作成 し た 。 現 在 は 、 徐
々 に 「 緊急地域雇用 特 別 交 付 金 を 活 用 し た 震 災 資 料 調 査事 業 J で の ヂー タ ベ ー ス へ
統合 し て い る 。

③ デ ジ タ ルイヒ ( 画 像化) に つ い て
要性 は認識 さ れた が、 実 際 の 取 り 組 み に は い た ら な か っ た 。 現在 は 、 f 緊急地域

用 特別 交付金 を活用 し た 震 災資料調査事業」 に お い て 積極 的 に 行 わ れ て い る 。

③ 資料収集の記録 に つ い て
収集活動 に つ い て 「 調査 年 月 H ム 「 調 査場 所 J 、 「 資 料 形 態 J 、 「 資 料 の 状 況」 、 「

料 所 在 確 認 ま で の 経緯J 、 「 開 き 取 り 内 容 ム 「連絡 先 」 、 f 借 用 日 、 返 却 予 定 日 」 、 「 返
却1 日 J 、 f寄贈、 寄 託 の 別 」 、 「調査者J 等 を 記 入 し て い る 。

4. 今後の検討課題

最 終 的 に は、 「緊急地域雇 用 特別 交付金 を 活 用 し た 震 災 資 料調査事業j で の デー タ ベ
ー ス へすべて を統合 し て 、 資 料 の 一元 管理 を 行 う 必 要 が あ る o

震 災 資 料 に つ い て は継 続 的 に 今後 も 収集 が 予 想 さ れ る た め 、 デ ジ タ ルイ七 ( 画 像 化 )
の 行 え る 環境 (設備、 人 員 ) が 、 将 来 に わ た っ て 必 要 と な る 。

※ 参考 資 料
・ 神戸大学 「電子図書館 シ ス テ ム J メ タ デー タ 項 目 一覧 P 225 '"'-' 
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{就j 政神 e護憲島幸大震災記;金藤会応部t1.う 一次資斜 線建知 的
デジタル佐喜子仔
出 所 に関する入 力 項 目 と入力側

出 所番 出 所
出所ふりが 資料名 (概 形態 数量 備考 収蔵場所号 な 要)

O Oí反 まるまるか 飯設の歩み 会長 R3 - 2  
01 1 1  せつじゅう (冊子) 冊子、 ノート 大箱1 ムム (日ッカーの 番設住宅 たく 会議録 |ムム氏 号)

」一一一一 一 一

資料 目 録に関する 入 力 環 自 と入力伊j

資料番 資料名 作成者 ・ 発 作成年月 間 様式 形態 数量 備考号 行者

0 1 1 1  寄付者 x x 小学校 ( 1 995年5 A4 ノート 1 名 料 、 メモなど
000 1 名 簿 避難所 月 ) 貼り付け多数

(参考)

資料収集に関する記録に関する記入項 霞 と記入例 来ヂジ9-)レ化による入力 は行っていない

調査年 調査場 資料所在確 関き取 り 肉 借用 目 、 返却
月 日 時 資料形態 資料の状況 認までの経 廿.，.同司監 連絡先 予 定 詰 返却 日

緯
1 998年

神 戸 市 冊子 工 ノー ニュースレ 00さんの ボランティア 0 7 8 - 1 998年 1 1 月 1 1 998年
1 1 FJ 1 0 

中 央 藍 ト タ…、 冊子 紹介により 活動の 内 容
000 - O 日 間 1 1 月 30

自 電話連絡 0000 年 1 1 FJ 3 0 日 B 
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寄託 査
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繋意地域寵嬬 した霊童1J.:.資料童書査事業 に よ る

前例 の な い 大規模 な 人 民 で も っ て 、 震 災 資 料 の 所在 調 査 、 収集、 保 存 、 整 Jlll に あ た る
た め 、 あ る 程 度 マ ニ ュ ア ルイヒ で き る 方 法 と デ ー タ ー ベ ー ス を 確 立す る 必 要が あ る こ
ら 、 汎用 性 の あ る OFF I CE2000 を 基 本 と し た デー タ ベ ー ス を 作 成す る こ と と し た c

十 研覧会に お ける検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究 3 回 、 検討部会で 3 回 、 計 6 回 に わ た り 検討が行 わ れた 。

(研究会 に お け る検 討状況)
1 2 @  平 成 1 2年 3 月 3 [1 ( 金 )

第 1 3 同 平 成 1 2年 4 月 1 1 EI ( 火 )
第 1 4 国 平 成 1 2年 5 月 23 F1 (火)

(検討部会 に お け る検 討状況)
6 間 平 成 1 2 年 3 月 24 EI  ( 金 )

第 7 [i-1J 平成 1 2年 4 月 24 日 ( 月 )
第 8 田 平成 1 2 年 6 月 5 日 ( 月 )

2 . 検討経過

災資料収集事 業 計 画 (案)
震災資料 収集事業
震災資料調査事業 の ス ケ ジ ュ ー ル

震災資料収集事 業 調 査 マ ニ ュ ア ル (案)
震災資料所在調 査 マ ニ ュ ア ル等

料所在調査 マ ニ ュ ア ル (案) 等

5 つ の 項 目 に つ い て 、 次 の と お り 議論 が行 わ れ た 。

① 基礎的おヂータ の重親
れ た デー タ を も と に 、 後 に 新 た な 階 層 を つ く る こ と は で き る O 今 回 の 事 業

は 、 基礎デー タ の 作成 を き ち ん と す る べ き で あ る o
は 、 検索 の デー タ ー ベ ー ス が 出 来 て 、 現 物 に 当 た る こ と が で き る の が資料

し て の 基本 で あ る C 次 の 段階でそ の 資 料 が速や か に 利 用 で き る か が 問 題 で あ る 。

② 出所一覧
@ 出 所 ご と に 所在調査 の 記録がわ か る し く みが必要で あ る 。
@ ま ず 、 デー タ の 蓄積 と い う よ り は作 業 を 管 理 し て い く た め の 帳 票 と し て 作 成す る

必 要が あ る o

③ 資料 自 録
@ ど れ を 資料 の l 件 と 数 え る か は 、 恋 意 的 で あ る 。 資料 を ま と め る 作業 は 、 専 門 知

識 を 持 っ た 人 で な い と で き な い 。 マ ニ ュ ア ル化 し て 調 査員 に 任せ る 場 合 に は 、 1 
点ずっ と る や り 方 と す る 。

⑨ スキ ャ ナ等 に よ る ヂジ タ ルイヒにつ いて
@ 基本 的 に は 目 録 ( 基 礎 デ ー タ ) を 完成 さ せ る こ と が 先 決 で あ る 。 そ の 上 で 利用 頻

度 や 重 要度 に あ わ せ て 、 優先順位 を つ け て ス キ ャ ナ 等 に よ る デ ジ タ ル化 を 行 う べ
き で あ る 。

⑤ 資料収集の記録 に つ いて
@ 出 所 先 と 資 料 に ま つ わ る 情 報 の 記 録 は非 常 に 大 切 だが 、 細 か い 項 目 に わ た る イ ン

タ ビ ュ ー は 困難 で あ る 。 揮 さ 取 り や す さ を 重 拐 し た 内 容 と し 、 現 時 点 で は 記 録 そ
の も の に つ い て の ス キ ャ ナ等 に よ る デ ジ タ ル化 を 行 う 必 要 はな い 。
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3 . 現状
災 資 料 の 調 査先 ( 調査 を 断 ら れ た 儲 所 を 含 む ) と そ こ で 収集 さ れ た 資 料 、 さ ら に

資 料 の う ち 写 真 、 ビ デ オ 等 の 映像 ・ 音 声 資 料 の 内 容 や 撮影者等 に つ い て 調 査 員 が帳 票
を 作 成 し 、 O A オ ペ レ ー タ ー が入 力 を 進 め て い る c 併せて写真資料 に つ い て は 、 全て
ス キ ャ ナ 読 み込み を 行 い 、 パ ソ コ ン 上 で検察で き る よ う に し て い る 。

こ れ ら の デー タ ベ ー ス の 某本 的 な 考 え 方 と し て は 、 研 究 会 に お け る 検 討 結 果 を も と
に 5 つ の 項 目 に つ い て 次 の よ う な 作 業 に よ り 進 め て い る 。

① 基礎 的 なデ ー タ の 護規
調査 先 の 記録であ る f作 業 進 行 表 j 、 資 料 目 録 に 相 当 す る 「資料個粟j 、 画 像 、 映像、

音 声 を デ ジ タ ル化 し て 情報 を つ け る f写真資料調査票J と f 映像 ・ 音 声 資 料 調 査票j
を 一連 の デー タ と し て 入 力 し て い る 。 各 項 目 か ら の検索が可 能 で あ り 、 そ こ か ら 保存
場 所 を 調 べ る こ と が で き る 。

② 出所一覧
「作業進行表J
- 調査先 ご と に 作 成 し 、 所在調 査 の 進 行 過 程 が A覧で き る よ う に な っ て い る 。
・ 「 調査先名 」 、 「代表者名 J 、 「連絡結果L r 調査対応者j 、 「調査結果J 、 「 所在情報 の

有 無 」 、 「 受 け入れ資 料 の 有 無J 、 「 借 用 資 料 の 有 無J 、 「 資 料 返却 日 」 、 「 資 料 点 数J 、
「保存箱種類 ・ 番 号J 、 「 入 力 完 了 日 j 等 を 記 入 し て い る 。

③ 資料 目 録
「資料個粟J

@ 資料 1 件ずつ に つ い て作 成 し て い る 。
・ 「 調 査 先 番 号J 、 「 出 所番 号 j 、 「 資 料 番 号J 、 「 資 料名 j 、 「 作 成 者 ・ 発行 者j 、 「作成年

月 日 」 、 「保存箱種類J 、 「保存箱番号J 等 を 記 入す る 。
. 1 件 1 件 の 数 え 方 は難 し い が 、 原則 は 細 か く と っ て い く こ と に 統 一す る 。 あ と は

そ の 場 そ の 場で対応 し て い く 。 1 件 ご と の 目 録が あ れ ば あ と で再編成す る こ と は可
能 で あ る 0

・ 分類な ど は行 え な い の で 、 資 料 は 上 か ら 順番 に 1 件ずっ と る 0
・ 専用 の鉛筆 を 用 意 し て 、 資料番号 を 資 料 に 書 き 込 む 。
- 資料 名 が資料 に つ い て い な い場 合 は 、 ( ) を つ けて 調査員 が 記 入す る 。

⑧ デ ジ タ ル牝 に つ い て
「写真資料調査票J

- 写真 、 デ ジ タ ルカ メ ラ 、 写真カ ラ ー コ ピ ー に つ い て は、 「写真資料調査票 J を 作 成
し た 上 で 、 ス キ ャ ナ で 取 り 込 ん でデ ジ タ ル化す る 。

・ 「撮影 司 J 、 「被写体 タ イ ト )vJ 、 「撮影者名 J 、 「撮影場所j 、 「 プ リ ン ト J 、 「 フ ィ ルム ム
「提供者名 J 等 を 記入す る 。

「 映像 ・ 音声資料調査票j
@ ビ デ オ 、 カ セ ッ ト 、 MD、 CD な ど の 録音 ・ 録 画 資料 に つ い て は 、 「 映像 ・ 音 声 資 料

調査票j を 作成 し た 上 で 、 DVD 化 す る 0
. r収録 ・ 撮影 日 」 、 「 タ イ ト ル」 、 「収録 ・ 撮影 者名 J 、 「 収 録 @ 撮影者場 所 J 、 「録画媒体j 、

「録昔媒体J 、 「提供者名 j 等 を 記 入す る 。

⑤ 資料収集の記録 に つ い て
こ れ ら の 資 料 に つ い て は、 現 段 階で はデ ジ タ ル化 は行 わ な い こ と と し た 。
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「震災資料調査票j
- 資料 の 目 録 な ど の 基礎デー タ を 補 強 す る も の と し て 、 「震災資料調査票」 を 作成す

る 。 当 初 は 、 細 か い 項 目 の ア ン ケ ー ト 形 式 を 予 定 し た が 、 形 式 を 簡略化 し て 、 自
由 に 話 し て い た だ い た こ と を 調査員 が書 き 取 る 方法 に し た 。
• r 所在情報j 、 「 受 け入れ資料の 情報J 、 「返却予定 日 J 、 「資料群情報J 、 f メ モ 」 等 を

記 入す る 。

「 ア ン ケ ー ト J
- 自 宅 の ポ ス ト に 配和す る 返 信 用 ア ン ケ ー ト を 用 意 し て い る 。 震 災 資 料 に 関 す る 最

低 限 の 情 報 の み に つ い て 尋ね る 形式 に し て 答 え やす さ に 重点 を お い た 。

4 . 今後の 検 討課題

先 例 の な い 事業 で あ り 、 実 際 に 事 業 を 進 め な が ら 、 修 正 を 加 え て い く こ と が 重 要 で
あ る 。

ま た 、 現 時 点 で は デ ジ タ ル化 を 行 っ て い な い 資 料 収集 の 記録 に つ い て も 、 将 来 の デ
ジ タ ル化 に 向 け た検 討 を 行 う 必要 が あ る 。
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震災資鮮調査暴言葉jご綴喜 デジタルずとλ力要g
1 . 訪時捕獲錯jご昌吉す�λ方墳E

I葉 自 入 カ 内 四廿』

収集区分 4つの項 目 から 1 つ選択
①既存データ ③メールで の 申 出

②官室災資料線変作業 ④メール以外での 申 出

錦査先番号 フ桁 (期の番号 防 離の番号とi裏番)

出 所番号 6桁(班の番号と連番) →資料が器供された調査先のみ
調査先区分 1 2の事 自 から2つまで選択

①{随人 (避難所、 仮設住宅、 復興公営住宅関係餐を除く) ⑦教資 w 研究機関(傑資所を含む)

③復興公設伎宅 ⑧マスメディア

③ボランティア 畿 支援自体 ‘ 宗教団体等 ⑨行政 e 外務団体

④まちづくり協議会 ・ コミュニティ綴織 ⑩避難所( 自 治会を含む)

⑤事業所(企業) @仮設住宅(仮設 自 治会を含む)

⑥労働組合 イ壬意図体 ⑫その他 ⑫その 他
ふりかな
調査先名
代表者氏名
調査先住所市区町 市区町を選択
誠査先住所 市区町以降の住所
識査先電話番号
手紙・ 調査票返送 日
電話連絡 日
結果 8つの項 目 から 1 つ選択

①電話連絡諾 骨来訪務

②電話遵絡苔 ⑥来訪否

器訪問諾 ⑦郵送(FAX)諾

④訪問苦 ⑧郵送(FAX)否

調査対応者 対応者の氏名 、 または代表者との続柄 (夫人 ) 等
調査対Jt者性�IJ
鵠査対応者年齢

|訪問 自
|訪問者 調査員の氏名
|訪問結粟 継続 ・ 完 了 を選択 第 1 回訪問 毘 ~第 1 0囲訪問 日 まで問項 目 により入 力 可能

所在情報有無 有 ・ 無を選択
受入資料有無 有 網 無を選択
{昔用資料有無 有 ・ 無を選択
資料借用 自
資料返却予定 毘
資料返却 日
全体の数量 籍 、 袋での量
資料点数
保存籍種類a 番号 箱 の種類 (①~⑥) と番号
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2. J/Jl議事費禅jご高撃す�λカ護軍H
11頁自
資料番号
資料名 称
資料作成者
作成者キーワード

作成年月 呂
作成年丹 田 構考
資料操式
資料形態

資料静態舗帯
数議
資料費入 時
公轄の形態

受入の形態

受入の形態構考
f呆蒋箱韓類

保存箱番号
資料備考
種類

人 ブ3 内 P幸A子河

6桁 (最初に入っている箱 様 袋等の番号3桁と3桁の連帯)
権題のあるものはそのまま、 無いものは類推してかっこ書きで記入
記してあるもの はそのまま、 難推できるもの はかっこ書きで記入

主7.0.悪質なら2-:>主主選択� _ � ø・
信人 (2災害復興公営住宅街係、 1 0避難所領係、 1 1 仮設住宅関係省f除。

1 被災地の個人 2 被災地外の個人

災饗復興公営住宅関係

I� : 自 ご，ムE3A22Z 

ボランティ ア 格 支援問体 ・ 宗教団体等関係

6 ボランティア ・ 支援団体 7. 宗教団体 8. その他

まちづくり 鯵コミュニティ組織

持… 日協;整合剛.. . 駒 . 事 都 酬 開 1 0.箆宗男繋縄定常..・ ・ E 圃 E ・ ・ ・ . . -
事業所(企業関係}

1 3 交通機関 1 4 ガス、 電気、 電話 1 5その他

労働総合 ・任意団体罰係

1 6労働組合 1 7任意間体

教 育 膨 研究機関関係

1 8.保育所、 幼稚翻 1 9.11い 中学校 20 高校
2 1 主誓:\�売禁煮支舎.�'L _ _ _ ・ _ . 監 釦 巴 ・ e 前 回 自 国 島 佐 鋪 E ・ ・ � - .. . .  _ . .. .. .. .. .. .. .. . .. ..  � . ・ . 包 釦 ・ ー 軍 ・ ー ー ー ー ・ ・ 田 園 ・ ー ー . - ー - - ・ ・ a ・ ・ ・ . _ . _ .?_�:f!!-?j良 齢 情 砂

マス ・ メディア

23 新聞社 24 出版社 25 放送関係 26 その他(映箇など)
行政 ・ 外郭毘体

27保健、 環境、 福祉 28住宅関連 29 道路、 水道等 30.その他

避雛所腐係
31 .避難者 32施設管理者 33避難所 自 治会 34.その他

仮設住宅関係

35 鹿住者 36.仮設 自 治会 、 ふれあいセンタ…運営委員 37.その他

日 付裂で入力
月 間 等が不明の時その 皆を記入
A4/5枚等
1 2の嘆 毘 から 1 つ選択
①ノート ④一紙 ⑦ひも綴じ ⑩写真アルバム

②仰子 ⑥ホッチキス止め ⑧写真 ⑪ポケットアルバム

③ファイル ⑥クリップ止め ⑨ピヂオ ⑫その他

⑫選択の時異体的!こ記入
間 一資料の点数を記入

2つの項 目 から 1 つ選択
①センターに一任 ②男1]途協議

4つの 項 目 か ら 1 つ選択
①寄贈 ②寄託 ③借関 (複写) ⑧その他

⑧選択の時異体的に記入
6つの1真 田 から 1 つ選択

①籍 ③映像 ・ 音声資料箱 ⑤モノ;大箱 働箱 外
@モノ箱 ④大箱

4結 (班番号1 桁と連番3桁)

2つの噴 閤 から 1 つ選択
①…般刊行物 ー ミニコミ紙・ ニュース ③その他
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①プリ ン ト(カラー) ⑧カセットテープ

③ネガフィルムゅうー) ⑨MDその他録審媒体

③リ バーサルフィルム(カラー) ⑩絵

④プリ ン ト(モノクロ ) ⑪物品

⑤ネガフィルム(モノクロ ) ⑭紙資料

⑥1); '\ーサルフィルム(モノクロ ) ⑬その他

i ※ 

※のヂータについて写真等をスキャナするシステムに 出 力 し、 間システムにより写真等のスキャナを行っている
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同 く す る た め の ァ ー
料 と は別 の 彫 の デ

を 作
一 ス

11 
次 の 口 に よ り 研究会で 5 [il} に わ た り 、 検討が行 わ れ た 。

(研究 会 に お け る検討状況)
2 [iiJ 平 成 1 0年 7 )=j 30 日 (木)

第3 [ilJ 平 成 1 0年 1 0 月 5 FI ( 月 )
第4田 平 成 1 0年 1 1 月 2 7 FI (金)

5 [ü! 平 成 1 1 年 2 n 5 ! J  ( 
6 [ril 平 成 1 1 年 3 H 1 6 日 (火)

資料収集 。 整 理 の現状 と 課題 に つ い て
資料収集 ・ 整 理 の 現状 と 課題 に つ い

の 分 類 に つ い て
ザ つ い て

つ い

2 . 検討経過

大学付 属 図 書館 震 災 文庫 ) 、
山 崎委員 (県立近代美術館 ) 、

そ こ
① り デー タ に よ る 検 察 は 可 能 で あ る 。 し か し

ン テ ィ ア 、 建 築 な ど に な っ て お り 、 利 用 の
: く い 。

利 用 告 が い る の で 、 両 方

ぐ ら い 入 れて い る が、 大 変 な
方 が違 う 。

②

③

④

 

情 報 メ デ ィ

そ こ で 、 改善案 と し て
① キ ー ワ ー ド に 持 わ る も の と し て 、 最 終 的 に は 、 論 文集 に つ い て は 一 つ ずつ の 論

文 名 を 入力 し 、 書籍関 係 に つ い て は 目 次 を 全て デー タ ベ ー ス に 入 れ、 検察す る 。
② 大 学 関 係 の 論 文集 に つ い て は 、 付 属 図 書 館 か ら い た だ い た デー タ を 基 に 整理 し

て い く 。 ま た 、 学 会 関 係 の 論 文集 の 中 身 を チ ェ ッ ク し て 整 理 し て い く 必 要 が あ
る 。

と い う 議論が行われた。

3 .  

「 資 料 番号J 、 「 題 名 j 、 「副題J 、 「 著 者 @ 記事作成者j 、 「発信者 。 発行者J 、 「 発 信 e 発
行 年 )=j FI J 、 「情報機能分類j 、 「 情 報 内 容 分 類 j 、 わ['ff報 メ デ ィ ア 分類 J 、 「 キ ー ワ ー ド 」
等 を 入 力 し て い る 。

検索 は 、 「 題 名 J 、 「 著 者 @ 記事作成者」 、 「 発 信 者 @ 発行者」 な ど に含 ま れ る 単語 で検
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4 .  

に つ い て キ ー ワ ー ド を つ け て い る の で 、 キ ー ワ ー ド

時 、 修一 ( 仮
れて い

た め 、
る

※ 参考資料
@ 神戸大学 「震災 に お け る 震災資料収集 ・ の 現 状 と 課題 に

つ い て P 5 9 '"'-' 
@ 兵庫県 立 図 書館 に お け る 震 災 資料収集 @ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て P 6 5 '""-' 
@ 兵庫県立近代美術館 に お け る 震災資料収集 ・ 整理 の 現状 と 課題 に つ

い て P 6 8 '" 
@ 神戸市立博物館 に お け る 震災資料収集 @ 整理 の 現 状 と 課題 に つ い て P 6 9 "-' 
@ 尼崎 甫 に お け る 震災 資 料 @ 文 書 の 保存 P 7 1 '"'-' 
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費抑の データλ 力に つ い

ー タ ベー ス は 「桝j を 使 用 ( B : 

さ れて あ る 資料 と 重 接 し て な い か チ ェ ッ ク す る o

一 自 動入 力 す る 。 使 用 す る こ と は な い 0
・ ・ ・ ・ ・ 本 の タ イ ト ル

り がな � • � . � G � 題名 を 入 力 す る と 自 動でふ り がなが入 る 。
“ ~ 円 焼却 日 は 入 力 し な い。

" . ・ ・ 脚 @ 修 ・ ・ ・ e ・ あ れ ば入 力 す る 。 “ 一 円 、 “ ~ " 等記号 は入 力 し な い0
・ 記事作成者 . . ・ 姓名 の 間 は 空 け な い 。 e x .  LlH H太郎

発 信 者 ・ 発行者 � � .. $ ・ 発行所 を 入 力 。 株式会社 は (株) 、 社会福祉法 人 は (社福 ) 、 財 田
法人 は (財) 、 学校法 人 は (学) で 省 略す る 。

- 発行年 月 日 ・ ・ ・ 膨 最新 の 版 を 入 力 。
ペー ジ数 � � " . e " • • � ・ ・ ・ 1 2 0 ペー ジな ら “ 1 2 0 P と 入 力 。 ペー ジ数がな い ( コ ピ ー

も の ) な ら そ の 枚 数。 1 2 0 枚 な ら “ 1 2 0 枚 ( 単位 も 一緒 に

入 力す る ) 。
サ イ ズ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 本 の 高 さ を 入 力 す る o (探す と き に 役
情報機能分 類 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 「記録、 提豆、 文 芸 作 品 、 広報 @ 報道、 計 画 、 会 報 、 そ の 他、

行 政、 調査研究J か ら 選択す る 。
情報 メ デ ィ ア 分類 ・ ・ ・ ・ ・ 資 料 の 形態 を 選ぶ。

冊 子 、 新 聞 、 雑誌、 機 関 誌 、 地 図 、 ち ら し 、 紙 、 ビ デ
オ 、 C D 、 葉 書、 C D - R O M 、 カ レ ン ダ-J 等か ら 選択す る 。

キ ー ワ ー ド ー . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ e ・ 内 容か ら キー ワ ー ド と 思 わ れ る も の を 1 0 倍程度 ま で入 力 す る 。
背表紙 ・ ・ @ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . 背表紙 に 文字が書 い て あ る か 無 い か入 力 す る 。
特徴 @ ・ ・ ・ ・ @ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ホ汁キス め 、 コ ピ ー も の 、 製本 さ れた も の等資料 の特徴 を 入 力す

る 。 特徴がな い 場合 も 無 し を 選択す る 。
色 ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . ・ 。 . . . ・ ・ e ・ ・ 背表紙の色 を 入 力 す る 。
冊 数 ・ . . . ・ e ・ ・ ・ ・ e ・ ・ e ・ e 部 数 を 選ぶ。
分類記号 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 大 文字入 力 ( P 2 4参照)
内 容分類 ・ ・ ・ ・ ・ " � " ð � G ・ 全 角 カ タ カ ナ ( P 2 4参照)

間有番号 . . ・ e ・ ・ ・ ・ ・ e ・ ・ 半 角 ( P 2 4参照 )
{蕗考 ・ ・ ・ .. . .. .. ð .. . "  a 畠 ・ ・ ・ ク リ ア フ ァ イ ル等 の フ ァ イ ル名 を 入 力 。 そ の 拙上記の項 目 以外 で

必 要 と 思わ れ る 情報 を 入 力 す る 。
ex. ク リ ア フ ァ イ ル ( C F ) ， レ ポ ー ト フ ァ イ ル ( R F ) 、 ド ッ チ フ ァ イ ル ( D F ) 、

フ ラ ッ ト フ ァ イ ル ( F F ) 、 ノ ビ ー ル フ ァ イ ル ( N F )
箱 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 部 回 以 上 は段ボ ー ル箱 に 入 れて い く の で 、 そ の箱番号 (数字)

を 入 力 す る 。 す で に 別 の保管場所へ持 っ て い っ た 資 料 の 追加 は 口
ー マ宇で入 力 す る 。
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点為c.o 

二次建鮮のデータλ方墳B とλ方鰐

資料番号 題名 題 名 ふ り が な 富IJ鐙

11 (株) 大成建設資料 たいせいItんせ っしりょう 摺れをおさえる

「あのE露関販神大嬢災JlÑilfE，草子関 あのしゅんかんはんしんだいしんさいお
2 連資料 くだとみこ かんれんしりょう 新品葬祭事

阪神淡路大震災山
31 rみどり の 山 、 再びj み ど り の やまふたたび 地災害君主録ピヂオ

「阪神・ 淡路大熊災Jによる640会 はんしんあわじだいしんさいによる640
4 業 ー 間体の被害状i見 きぎようだんたいのひがいじようきょう

「板神淡路大雪霊祭に関するアンケー はん しんあわじだいしんさいにかんす る
5 ト調査J の絡薬について あ ん けーとちょうさの けっかについて

大震災とともに考え
自 「殺すな」と「共生」 こるすなときょうせい る

「ェ隊はる か沖地震jおよびf兵庫集
ド i
さ
にす

ん
ん

か
L)な
ん

く
ん
す

は
ぶ
る

る

寺
じ
か

し
ん

お
ん
き

き
さ
ゅ

じ
い
う

し

よ
が
ん

う
い
お

ぼ
の
よ

う
ふ
びひっき

ょ
ゅ
うご

う南部地震」災害の復!毘!こ窮する緊
7 急要望

兵庫県南部地震ー
被災地からのレポー

81 1 1 70546Report 1 1 70546Report ト

1 53時間阪神 円 長路大震災応急送 1 5 3 じ か ん はんしんあわじだい しんさい
9 震の昔日 録 おうきゅうそうでんのきろく

1 985年9fl 1 9 日 メキシコ地震の被 1 9 85ねん9がつ1 91こちめきしこじしん
10 害原因を探る のひがい11んいんをさぐる

1 985年9fl 1 9 日 メキシコ地震調霊堂 1 985ねん9がつ 1 9にちめきしこじしん
1 1 報告書 ちょうさ1まうこくしょ

1 992ねんとるこじしんさいがいほうこく
1 21 1 992:年トルコ地震災警報告書害 しょ

131 1 995. 1 . 1 7-阪神大震災一 1 99 5 1 1 7 は んしんだいしんさい

1 995. 0 1 . 1 7. 05. 46阪神大震 1 99501 1 70546はんしんだいしんさ
1 4 災湾王毘 いさい11ん

「理主持大震災j下の
1 51 1 995年1 月 ・ 神 戸 1 995ねん1 がつこうべ 精神科医たち

1 995年兵庫県望者部地震 木造建 1 995ねんひょうごけんなんぶじしんもく
16 物の被害 ぞうたてもののひがい

1 995年兵庫県南部地震災害務資 1 995ねんひょうご!すんなんぶじしんさ
17 速報 い がいちょうさそくほう

1 995年兵庫 県南警告土生態調豪報告 1 宮95ねんひょうごけんなんぷじしん
1 8 磐 ちょうさiまうこくしょ

1 91 1 996年度版住宅白書書 1 996ねんど1まんじゅうた〈ぱ〈しょ 阪神大震災と住い

著者E詑 発信・発行年月
事作成者 発信者・発行者 百 頁数

(株)大成
建設 (株)大成建設 1 995年 7P 

奥田苦言予 1 995年1 月 20枚
(社)兵庫県治山林道協会、 (株)
神戸新潤マーケティンゲセン
聖一、 (株)サン神戸映画社 1 995年9月

鍋谷2哲生 鏑谷E密主主 1 9号5年 1 0 月 5 5 P  

2 1 世紀学会 1 995年10月 27P 

小問実 (株)岩波書庖 1 事95年4 月 2 B 201 P 

a 本務エ
会議所 日 本書理工会議所 1 司何年1 月 1 9 日 3 P  

大成建設(株) 1 995年

関西電力(株) 1 995年

鹿島建設
(株) 震 島建設(株) 1 宮87年4月 1 49 P  

鹿島建設
(株) 鹿島建設(株) 1 986年8月 3 1 1 P  

日 本建築
学会 日 本建築学会 1 993年8 月 1 0 白 1 9 5P 

(株)ヴィジ y ト 1 9告5年

朝 日 新聞社 1吉95年3 月 25 伝 1 89 P  

中井久夫 みすず番驚 1 995年3月 1 4 B 263P 
8 本建築
学会近畿
支溺 日 本建築学会近畿支部 1 9何年9 月 9 8 1 93 P  

(社) 沼 本
建築学会 (社) 包 本建築学会 1 995年3月 3 1 日 1 93 P  
，曹水建設
(検)技術
頭要里所 清水建設(検)技術研究所 1 995年2 月 28B 226P 

ドメスt記級 1 996年1 月 1 7 B 366P 

情報
情報 メヂィ
機能 ア分 背表

サイズ 分類 類 キーワード 幸正
29. 7 C門、 f墨書 地図 機れ、 耐草壁、 地襲、 建物 なし

広幸量管
3 1 cm 報道 紙 新喜男 なし

ピヂ
20cm 言E録 オ あ り

2 9 .  7 調 査 地場産業、 集林水産、 通産省 、 余菜、 自体、C円、 研賞 冊子 被害 な し

29. 5 
cm 行政 害時子 アンケート結集 なし

1 7cm 提言 書籍 震 災 、 戦争、 天 災 、 人 災 あ り

2 9 .  7 そのC作、 他 紙 財政、 鉄道、 道路、 港湾、 労齢、 金総機関 あザ

識変 地護軍語、 埼震発生のメカニズム、 ライフライ
1 2cm 研究 CD ン 、 防災、 液状化 あり

その ピ ヂ
20cm 地 オ あ り

2 9 .  7 様変
crr、 研究 紙 建築物、 被害状J克 、 地震動 、 地量産 あり

29. 7 鶴望ま
crr、 研究 紙 余震、 地盤 、 土木、 活断扇、 建築物 あり

25. 7 富島変 建築構造、 余震、 地震断層 、 道路、 鉄道、 人
crr、 研究 紙 的被害、 紡災行政システム あ り

1 2crr可 記 録 C D  あ り

1 8cm 記録 書籍 取材 あ り

2 1 crr可 記録 書籍 精樽科、 災害、 救急 あ り

29. 7 務査C打、 研究 冊子 淡路、 建物、 被害、 自主義、 住宅 あ り

2 9 .  7 調資C円、 研究 持寄手 地獲動、 建物被害 、 地銀 あり
地震、 地量産動 、 地銀、 被害、 建築物、 強震続

29. 7 調 査 測所、 第造物、 土木構造物 、 港湾 、 河川 、 火C庁、 研究 冊子 災 、 地震災害 あ り
政策問題、 住宅、 障害者、 避難所、 医療、 学

21 5 語審査 校、 高齢者間媛、 ボランティア 、 仮設住宅 、 マ
cr宅、 研究 書籍 ンション あり

特徴 備考
ホ 同F ( 株)
大成建設

なし 資料)

なし * RF 

なし * 

製本 * 

なし * 

なし * 

なし * 宍戸

なし * 

なし 本

コピー * DF 

コピー * DF 

なし • DF 

なし

なし * 

なし ホ

なし * 

なし * 

なし * 

な し

1蒋
数

分類 内容分
記長著 類

1 I 3 - C  ケン

1 1 5 一定 ブン

31 3 - C  ドポ

2\ 2 - 8  

31 1 - 8 チジ

1 I 5-E ブン

1 1 4 - 8  サン

21 2 - 8  

1 1 3 - 8  ライフ

1 I 3 - D  

1 I 3 - D  

1 I 3 - D  

1 1 2 - 8  

21 5-E ブン

1 I 5 - A イ ワ

1 I3 - C  ケン

31 3 - C  ケン

31 3 - D  

1 I 3 -C ジユ

罰事軍事香号 色 箱

1 1 803 

1 6 1 1 1  

1 4 1 76 7 

8989 黒

701 水iÈ I 9 

1 51 46 白

8361 

14372 

1 4 1 7 7  

7567 

7558 

8681 

1 4371 

1 2836 自

931 0 自

66451 8 

6 1 43 累 c 、
黄土

7029 色

662 飢色



二次資舛 (&/罫 e 子手好物j

現行入力 環 自 と研究舎で檎討された故蕃すべき入 力 墳 時 案一監
現任 改善案

i①資料番号 国司令 ①資料番号
!②題名 --> I�題名
③題名 ふりがな 一→ ③鰭名ふりがな
⑨副題 一吋 ⑨菖1]題
|⑤著者像 記事作成者 -今 !⑥著者 除 記事作成者
⑥発{言者 島 発行者 山司令 ⑥発信者 ‘ 発行者
i⑦発{雲 ・ 発行年月 日 一ゆ ⑦発信 ・ 発行年 丹 田
!⑧翼数 ー目今 l宰)麗数

|⑨サイズ 問問ゆ ⑨サイズ

⑮構報機能分類 × 

⑪f警報内 容分類 × 

i⑫構報メディア分鎖 制問ゆ ⑩f警報メディア分類
i⑮キーワード O ⑪ 器 次

o !⑫分類番号
。 ⑬配架場所記号
o ⑩著者 ・ 記事作成者の頭文字

⑮備考 (ファイjレ形態等) → ⑮瞳埜fファイJレ形態等)

〔→ : 現行とおザ X : 麓止 0 : 内 容変堕 @ : 新規〕

{主な修正点l
. 情報機能分類及び情報内容分類 を 削除す る 。

ワ ー ド を 削 除 し 、 代わ り に 目 次 を 入 力 す る 。
- 分類番 号、 配架場所番号、 著者 ・ 記事作成者の頭文字 を 追 加す る 。

女論文集 に つ い て は 、 別途そ の 中 の 関係論文のデー タ リ ス ト を 作成す る 。
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f 頭記神 @
)�{じ

災 資 料 の デ ジ タ ル化 に つ い
れぞれ に 入 力 作 業 を 進 め て い る と こ ろ で あ

開 館 に 向 け て は 、 目 録 の 作 成
タ ルイヒ を 進 め る 必要 が あ

1 . 萌究金 に お ける検討状況

げた

次 の 日 程 に よ り 研究会で 2 問 、 検 討 部 会 で 1 回 計 3 固 に わ た り 検 討 を 打 つ ~ 。

(研究会 に お け る 検 討状況〉
18  rnl 平成 1 2 年 1 2 月 1 8 日 目 ) 資料デー タ ベ ー ス の 今後 の 活 用 方策 に つ い て

j ア ー カ イ ブス に つ い て
第 1 9 間 平成 1 3年 3 月 5 f] ( 月 ) 平成 1 3 年度 に お け る 検 討課題 に つ い て

(検討部 会 に お け る 検 討状況)
第 1 3 [い1 平成 1 3 年 1 JJ 2 9 Fi ( 月 )

2 . 検討経過

録作成 に 向 け

ギ↓
ン

在 の 一 次 資 料 入 力 項 目 を 元 に 、 今後 日 録作 成 の た め に 加 え
討 を 行 い 、

*:1ト の 存在 がわ か る よ う に 目 録 に 提 示す る べ き で あ る
f つ い て は 第 l 次 と し て 公 開 し 、 そ の 後 の 調査 @ 研究 に よ り 第 2

い く べ き で、 あ る
む に つ れて 、 資 料 の 目 録 に つ い て も 修 正す る 必要 性 を

と い う 説 明 を し て 目 録 を 公 開 す る べ き で あ る 。 公 開 に あ
あ

と と も に 、 各 項 目 の 区分 や 名 称等 に つ い て 、 検 討が行 わ

研 究 会 に お い て は デー タ ベ ー ス の 今後 の 活 用 方 策 を 検 討す る ーと で 、 稲 葉 オ ブザ ー バ
ー よ り 「 震 災 文鹿J の 状況 に つ い て 説 明 が あ り 、 加 え て 討議 の 中 で

@ イ ン タ ー ネ ッ ト 掲載 に 伴 う 著 作権処 理 の 必 要性 ( 電 話 番 号 を 伏せ た り 、 募集期 間 終
の 注釈 を 入れ る 等細 か い 点 が多 い )

の デ ジ タ ル化 に つ い て は 、 人 が特 定で き る も の は 肖 像権 も 全て 京諾 を 取 っ て い
る

@ 海外か ら の 英語 に よ る 検 索 、 資料提供 の 希望 も 多 い
@ 絶 版 に な っ て い な い 問 書 ・ 雑誌 に つ い て の 著 作権 了解 は難 し い
@ 地震発 生 直 後 は 、 ア ク セ ス 数が 6 "-' 7 倍 に 増 え る

と い っ た 説 明 が行 わ れ た 。
そ し て こ れ ら を 元 に 、 各委 員 よ り

の メ タ デー タ ( 口 次倍報、 中 の 図表等) の 公 開 が非 常 に
@ 資 料 は 間 違 い な く 劣化す る た め 、 元 デ ー タ を き っ ち り 作 る こ と 、 デ ジ タ ル化す る こ
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ァ … グ は 、 別 々 に 作 成 し 、

れ た 。

3 .  

に 向 け た 項 目 の 設 定 や 来 館 者 向 け検 京 画 面等 に つ い て の 具体 的 な検 討 は
に 進 め て い く 予 定 で あ る o

つ い て は 、 震 災 の 状 況 を 記す貴重 な 記 録 で あ る と と も に 、 将 来 に わ た り 研 究
な 材 料 で あ る こ と か ら 、 研究者 を 含 め 多 く の 方 に 括 用 さ れ る シ ス テ ム

デ ジ タ ル化 に 伴 い 重 要 に な る と 考 え ら れ る 。

※ 参考 資 料
• w 震 災 文庫 ] ( 阪 神 @ 淡路大震 災 関連資料文庫) P 227 "-' 
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築資持

J 

1 . 作 業 進 行 表 は 調 査事業進行管理 の た め に 作 成 。 こ の デー タ か ら 出 所 に 関 す る 目
作 成す る O

2 . 資料問票か ら 件 名 目 録 を 作成す る 。
3 .  ISAD(G) :General Standard Archival Description を 参考 と し て作 成 。

2 調査先番号 c r日 出 所番 号)
3 出 所番 号
4 調査先 区分
5 資 料 の 作 成年 月 日
6 資料 点 数
7 代 表 者 名
8 所在地
9 電 話番 号

10 履歴/組織歴 (名 称 の 変遷 @ 機能等)
日 資料 の 入手先
1 2 受入 日
1 3 資料 の 内容
14 形
1 5 資料棒別
16 追加受人

公 開 e 利 用 条 件
18 著作権/接写 に 関す る 条 件
19 使 用
20 物 理 的 な 特徴
2 1 オ リ ジ ナ ル資 料 の 存在
22 利用 @ 展 示 歴
23 保 存 箱 番号
24 収蔵場所
25 備
26 提供者 に 関す る 情報
27 記 述 者

←調査先名 ( +  r資料J ) 割 : 下中島焔避難所資料
査先 番 号 * 非 表 示

← 出 所番
←調査先区分
← * (資料個票) か ら

料点数
←代表者名 (団体 の み)
←調査先住所
← 調 査先電話番 号 * 非 主交 不
← * ( 調査票) か ら
←調査先名

人 日
← * ( 調 査票) か ら
← * 文 書 ・ 写真 @ モ ノ 資料 な ど
← * 現物 e 複写 @ 老長製か ら
← * 所在情報
← * ( 資料個票〉 か ら 、 提供者 の 意 向
←- * 
←一 *
← * 感熱紙退色な ど
← * (接写資 料 の 場 合)
←- * * 非

* 非
* 非
* 非
* 非
* 非表/J三

←保存箱種類 @ 番号
+一 *
←一 *
← * (連絡先 ・ 現住所 e 連絡状況など)
←- * 

qu

 



ま た は大 き さ )

← 資料名
← 調 先番
そ一一 出所番 号
← 資料番 号
← 作成年 月 日
← 様
← 作 成 者 @ 発 行 者
← 作 成 者 キ ー ワ ー ド
← 受 入 日
← 形態 *

1 0写 真 ア ルバム 1 1 本。 ケ ッ トアJV!\" ム)
← 受 人 形態 (寄 贈 e 寄託 @ 接写) * 非 表 不
← 公 開 に つ い て * 非表示
十一 * * 非 表 示
←一 * * 非表なく

i 表題
2調査
3 出所番
4資料番 号
5作成年 月 日
6サ イ ズ (数 、
7ft: 
8作成者 キ ー ワ ー ド
9 受 入 FJ
1 0 形態

3一J仁fr

1 1 受入形態 ( 法 的位置付 け )
1 2 公 開 ・ 利用 条件
1 3使用
1 4宇佐裂 の
1 5 利用 ・ 展 示暦 ← * 
1 6保存 箱 番 号 ←保存 籍 種類 @ 番号
1 7収蔵場所 ← * 
1 8{iffi 考 ←備考
* の 項 目 に つ い て は 、 新 た な 作 業 が必 要

(参考)
ISAD(G) :General International Standard Archival Description 
3 ・ 1 個別構報
3 ・ 1 ・ 1 レ フ ァ レ ン ス コ ー ド
3 ・ 1 ・ 2 表題
3 ・ 1 ・ 3 資 料作成年 月 日
3 ・ 1 ・ 4 記述 レ ベ ル
3 ・ 1 ・ 5 記述 単位 の 規模3 ・ 2 成立の経緯
3 ・ 2 ・ l 作成者名 称
3 ・ 2 ・ 2 組織歴/履歴
3 ・ 2 ・ 3 年 代域
3 ・ 2 酢 4 伝来
3 . 2 ・ 5 入 手 先十 3 内容お よ び構造
3 ・ 3 ・ 1 範 囲 と 内 容
3 ・ 3 ・ 2 評価、 廃棄処分、 保存年限
3 ・ 3 ・ 3 追加受入
3 ・ 3 ・ 4 整理 の む「法
3 • 4 公開 およ び利用条件
3 . 4 . 1 法的位置付け
3 ・ 4 ・ 2 利 用 条 件
3 ・ 4 ' 3 著作権/摸写 に 伴 う
3 ・ 4 ・ 4 使用 言語
3 ・ 4 ・ 5 検索 手 段
3 • 5 関連する資料
3 ・ 5 ・ 1 オ リ ジ ナル資料の所在
3 . ら . 2 復裂 の 存 在
3 ・ 5 ・ 3 関連す る 記述単位
3 ' 5 ・ 4 関 連す る 資料
3 ' 5 ・ 5 出 版情報十 6 覚書
3 ・ 6 ・ 1 覚書

* 非 表 示
* 非 表 示
* 非 表 示

一 日
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第6震 f疲神 e 線路大震災メ そ グ アノ�1?: シタ - (:復離)J 1，ごおげ
る資抑 の活用才策等

I 資料関連部 門 に つ い て の検討

成 1 4 年 春 の 『 阪 神 砂 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー ( 仮称 ) ( 以 下 「 メ モ リ ア ル
セ ン タ ー J と い う 。 ) � 設 立 に 向 け 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー に お け る 資 料 の 活 用 方 策等 に つ
い て 本研究会で検 討 を 行 っ た 。

メ モ リ ア ルセ ン タ ー の概 要

I 整備概要
( 1 ) 整備場所 神戸 東部新都心
( 2 ) 建物面積 1 8 ， 4 0 0 rrl 

2 施 設 内 容
( 1 ) 大震災 に か か る 資料等 の 収集 ・ 保存 ・ 展 示 と い の ち の 尊 さ の
り ) 震 災対策 に 関す る 実戦 面 を 重視 し た総合 的 な 調査研究
( 3 ) 震災対策 に か か る 広域支援及び実 戦 的 な 人 材 の 育成
( 4 ) 国 内 外 の 防災関係機関等の交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

1 . 研 究会 に お け る 検討状況

次 の 日 程 に よ り 研究 会 で 6 回 、 検討部会で 3 百 計 9 田 に わ た り 検討 を 行 っ た 。

(研究会 に お け る 検 討状況)
第 1 4 田 平 成 1 2 年 5 月 2 3 日 (火) r 阪神 。 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称 ) J の

概 要 に つ い て
第 1 5 回 平 成 1 2年 7 月 24 日 ( 月 ) r 阪神 ・ 淡 路 大 震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (飯称) J の

概要 に つ い て
第 1 6 田 平 成 1 2 年 9 月 1 日 ( 金 ) r 阪 神 @ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に

お け る 資料 の 活 用 方策等 に つ い て
第 1 7 田 平 成 1 2 年 1 1 月 初 日 ( 月 ) r 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に

お け る ラ イ ブ ラ リ ー 及 び 一 次 資 料 の 公 開 手順 等 に つ
い て

第 1 8 田 平 成 1 2 年 1 2 月 刊 日 ( 月 ) r 阪神 @ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に
お け る 震災資料関連ス ペ ー ス に つ い て

第 1 9 田 平 成 1 3 年 3 月 5 日 ( 月 ) r 阪神 @ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に
お け る 資料 の 活 用 方策等

(検討部 会 に お け る 検討状況)
第 1 0 回 平 成 1 2年 8 月 3 1 日 (木) r 阪神 @ 淡路大震 災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に

お け る 資料 の 活用 方策等 に つ い て
第 1 1 回 平 成 1 2 年 同 月 2 3 日 ( 月 ) r 阪神 e 淡路大震 災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J に

お け る 資料 の 活用 方策等 に つ い て
第 山 田 平 成 1 2年 1 2 月 4 B (丹) r 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称 ) J

に お け る 震災資料 関 連 ス ペ ー ス に つ い て
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2 . 検討経過

メ モ リ ア ル セ ン タ ー に お け る ラ イ ブ ラ リ ー と ア ー カ イ ブ の 位 置 づ け や ス ペ ー ス 、 人
材 の 必 要性 に つ い て検

物 内 で の 配 誼案 に つ い て は 、 収肢障 に つ い て 資 料 の 保存 だ け で は な く 悦 ぶ
替 え 等 の た め に も 、 他 に 拠 点 を 確保す る 必 要性 が あ る な ど 、 資料室、 収 !故 障 に それぞ
れ ト分 な 面践 を 確保す る べ き と の 怠見 が 出 さ れ た 。

レ イ ア ウ ト 案 に つ い て は 作 業 の 流 れ を 前 提 に 、 作 業 ス ペ ー ス 、 カ ウ ン タ ー の
艶 置等 に つ い て 呉体 的 な検 討が行 わ れ た 。

な お 、 震 災 資料保存 e 提 訴 ス ペ ー ス に つ い て は 、 平成 1 2 年 l O fJ 2 7 日 に 開 催
れた f 阪 神 @ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮体) 展 品 ・ 交流検 討委 員 会 J に お い
て 、 研究会 に お け る 検 討結果 を 発 表 し 、 同委員 会 に お い て も 検討 さ れて い る 。

3 .  

こ の つ い て は 、 本研究 会 だ け で な く 、 メ モ リ ア ルセ ン タ ー 全体 の 検 討 の 中 で
で あ る た め 、 兵 庫県 と ( 財 ) 阪 神 @ 淡路大震 災 記 念 協 会 開 で 調 整 を 進

4 . 今後の検討課題

メ モ リ ア ルセ ン タ ー に お け る 資 料 の 活 用 方 策等 に つ い て は 、 平成 1 4 年 春 の 資 料 の
公 開 や 資料 室 で の 関 覧 に 向 け て 、 具体 的 な 公 開 手 順 や デー タ ベ ー ス の 整備 な ど 詳細 に
わ た る 課題が数多 く あ る た め 、 平成 1 3 年度 に検 討 し て い く こ と と し て い る C
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資 料 編
1 . 各 機 関 に お け る 震災 資 料収集 ・ 整理の現状 と 課題

1 ) 神戸大学 「震災文庫j に お け る 震災 資料収集 網 整理の現状 と 課題 に つ い て @
2) 兵庫県立 図書鵠 に お け る 震 災資料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ いて ・
3) 兵庫県立近代美術館 に お け る 震災 饗料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ いて e
4) 神戸市立博物館 に お け る 震災資料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ い て @
5) 尼i崎市 に お け る 震災 資料 ・ 文書の保存 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 固

2 .  ( 財 ) 販神 m 淡路大震災記念協会 資料室ニ ュ ー ス
1 ) 第 1 号 ・ ・
2) 第 2 号 ・ a
3) 第 3 号 ・ ・

3 . 震 災 資 料収集のた め の チ ラ シ
1 )  (財) 2 1 世紀ひょ う ご創造協会 に お け る 震災 資料収集チ ラ シ ・ ・
2) (財) 阪神 a 淡路大震災記念協会 に お け る 麓災 資料収集チ ラ シ ・ .
3) 緊急地域雇用特別交付金 を 活用 し た農 災資料髄資事業チ ラ シ ー

4 . 緊急地域雇用特別交付金 を 活 用 し た 震 災 資 料調査事業 マ ニ ュ ア ル
1 ) 震 災 資料所在調査の概要 (第三期) ・
2) 震 災 資料所在調査実務編~震災 資料所在調査手順� (第三期) . . . 
3 ) 震 災 資料所在調査実務編~帳票類の書き 方 に つ い て � (第三期ト ー -

5 . 緊急地域麓 用 特別 交付金 を 活用 し た 震 災 資料調査事業 帳票
1 ) 作業進行衰 ・ -
2) 連絡躍臆 ・ ・
3) 資料価葉 ・ .
4) 震 災 資料調査票 ( 鴎体用 ) ・ ・
5) 震 災 資料調 査票 ( 個 人用 ) ・ ・
6) 写真資料調査票 ・
7l 映像 ・ 苦声資料調査票 ・
8) 震 災 資料受領書 ・ a
9) 震災資料寵 査 に対す る 協 力強頼 回

1 0) 震 災 資料 に 関 す る ア ンケ ー ト 用 紙 ・
1 1  ) 調査員用業務 毘 誌 ・

6 . 新 開 の 保存 に あ た っ て の 開銀資料
1 ) 国書館 に お け る 主要新聞の保管状況 に つ い て ・
2) 新 関 の 寄贈依頼 を 行 っ た 臨書館 ・ .

7 . 震 災 資 料 分類 に あ た っ て の 関 係 資料
1 ) H R A F  に よ る 震災資料の分類 ・ 園

8 . 資 料取扱 い要綱制定 に あ た っ て の 関 保 資 料
1 ) 京都府立総合資料館 に お け る 閲 覧制限期酷の基準一覧表 ・ -
2) (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に お け る 資料取扱 い に 関 す る 要綱 ー

9 . フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ に お け る 震災 資料展示 に あ た っ て の 関 保 資 料
1 ) フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ に お ける 震災資料の展示 に つ い て ・ ・
2) r忘れな い あ の と き を J 展 開成 1 1 年 明 日"' 3 1 8障壁) チ ラ シ 個
3) 地元 に お け る 震災 資料の展示 につ い て ・
ヰ} 震 災 5 周 年特別展 F あ の 日 こ う や っ た J (平成 1 2 年 明 日'" 2 4 日間最) チ ラ シ
5) 震 災 6 周 年記念事業 リ レ ー 展 に お け る 展示 に つ いて ・
6) 震 災 6 周 年記念事業 リ レ ー展 (平成 1 J年 1 月 間"' 2 � 2 1 日開) チ ラ シ ・ -
7l 震 災 を語 り 継 ぐ~展示品 と 自 録~ ・ .
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第 2 由 研 究 会 資 料

( 委 員 名 : 稲葉洋子 )

神戸大学 f震災文庫j に お ける 震 災資料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ いて

1 資料収集 の 現状 に つ い て

7 月 1 0 日 現夜、 公 開 中 の 資料 タ イ ト ル数は 1 2 9 3  5 件、 未整理が 3 0 4 件。

資料総数は継続、 重複資料 も 含め て 3 万点 に 上 る と 思わ れ る 。

こ の う ち 、 図 書扱 い の 資料は 3 3 1 1 件、 外国語資料は 2 9 7 件で あ る 。

平成 1 0 年 1 月 か ら 6 月 末 ま で の増加 タ イ ト ル数 は 1 6 5 2 件で 月 平均約 2 7 5 件。

今 な お 、 平成 7 年 に 刊行 さ れ た 資料 が集 ま っ て い る o

大学 内 の震災資料 を 考 え る 研究会が先 日 、 開催 さ れ、 そ こ で、 研究室 に 眼 っ て い る 資料

の 寄贈依頼 を 教官 に 呼 びか け た が、 今 ま で に 随分多 く の 資料が廃棄 さ れ た 模様 で あ る

2 資料の分類 ・ 整理 の 現状 に つ い て

資料の デー タ 作成 ・ 装備 ・ 受入デー タ 作成は ア ル バ イ ト 1 名 で し て い る 。

分類 ・ 目 録作 業 は 人 文 ・ 社会科学系 密 書館の 目 録担 当 者 が通常の業務の合間 に し て い

る が}I質調 に 進 ん で い る 。

3 資料収集 の 課題 に つ い て

大学 内 に ま だ棺 当 の 資 料 (特 に 初 期 の 資料) が 眠 っ て い る と 思わ れ る の で 個 々 の 教官

への P R に 力 を 入れ よ う と 思 っ て い る 。

現在、 チ ラ シ 等 一枚 も の 資料 の 画像 デ ー タ を イ ン タ ー ネ ッ ト で 提供す る た め に 、 そ の

許諾用 リ ス ト 作成 に 追 わ れて い る 。

4 資料の分類 ・ 整理 の 課題 に つ い て

平成 7 年度 は 図 書以 外 に レ ジ ュ メ と か抜刷、 記者発表資料等一枚 も の 資料 と 図書 の 中

間 に 位置 す る 資料 も 目 録 を と っ て い た た め、 非 常 に 整理 に 手 間 が か か り 、 公開 ま で に

時 間 を 要 し た 。 こ の 点 を 解消 す る た め、 平成 8 年度 か ら は 目 録 を と る の は 、 国書扱い

の 資 料 ( 図 書、 地図、 A V 資料) の み に し た た め、 目 録抱 当 者 の 負 担 も 軽 く な り 、 整

理 の 迅速化 に つ な が っ た 。

分類 に つ い て は、 当 館 で は経営 ・ 経済 ・ 法学の 専 門 書 を 扱 う 図 書館 の た め 、 震災資料

の よ う に 全分野 に わ た る 資料 に は慣れて い な い 。 ま た 、 現在使 っ て い る 分類表で は 震

災資料は分類で き な い 。 そ こ で 、 「震災文庫 J 用 に 分鎖 表 を 作成 し た が、 こ れは N D

C を 基本 に し て お り 、 分類 に 行 き 詰 ま っ た 時は N D C の相 関 表 を 参考 に作 業 が で き る

よ う に し た 。

イ ン タ ー ネ ッ ト で 提供 し て い る 検索機能 は か な 、 漢字 ど ち ら か ら で も 検索 で き 、 ま た

書誌ヂ ー タ と し て 入力 し て い る デー タ の すべ て を 検索対象 と し て い る た め、 キー ワ ー

ド 付与 の 必要 も な く 検索 で き る 。 し か し 、 書名 や論文名 が似通 っ て い る も の が非 常 に

多 い た め、 点数が多 く な る と 絞 り こ み が 難 し く な っ て い る 。

こ の 点 を 解消 す る た め、 今年度 か ら 図書 な ら 章 ・ 節、 論文集な ら ば個 々 の 論文 名 、 雑

誌は 関連 す る 記事の タ イ ト ル名 を 入力 し 、 ま た 写真、 図 表 に つ い て も 個 々 に 識別 で き

Qυ

 



る 要素 で デー タ ベー ス を 作成 し 、 横 断 的 な検索の 可能性お よ び階層 的 な 表示 と 個 々 の

エ レ メ ン ト を ば ら ば ら に扱 う 検索 ・ 表示方法の検討 に 入 っ て い る 。

ま た 、 整理方 法 に つ い て は保存方法 と も 密接 な 関連 が あ る 。

「 震 災文庫」 公 開 に あ た っ て は チ ラ シ 等 の硬質カ ー ド ケ ー ス を 利 用 し た 見せ る 整理方

法 や レ ジ ュ メ 、 記者発表資料等 の装備、 広報や ニ ュ ー ス レ タ ー類 の ク リ ア ー フ ァ イ ル

を 利 用 し た 整理方法、 新聞原紙 の製本保序 を 行 っ て き た 。

そ れ と 共 に 写真資料の デ ジ タ ル化、 大型原資料の 真空保存、 チ ラ シ 等 一枚 も の 資料の

デ ジ タ ル化等、 新 し い 保脊方 法 に も 着手、 成果 を あ げて き た 。

5 今後研究会で の 議論 に お い て 留意 す べ き 事項 に つ い て

「麓災文庫J に お い て 公開 を 決め る 際、 一般公開 を 念頭 に お い て 作業 を す す め た が そ

の 過程 で 、 通 常 と 異 な る 仕事 が 多 く あ っ た 。

普通、 大学図書館、 特 に 当 館の よ う な 専 門 医書館は利用 者が最初 か ら 耕究者 か 学 生 に

限定 さ れて い る た め 、 見や す い 閲 覧 方 法 と か 資料 内 容 の 人権保護 と か は余 り 考慮 さ れ

て い な い 。

し か し 、 資料の 一般公開 と な る と ま ず人権保護、 そ し て 資料の保護、 見 や す い ・ 使 い

や す い 配架、 職 員 の サー ビ ス 教帯、 文献被写等、 考 え な け れ ば い け な い こ と が非 常 に

多 い 。

か つ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 常 時、 デ ー タ を 公開、 検索 を 可能 に し て い る た め、 一 般 の 方

に も 使 い 易 い イ ン タ ー フ ェ イ ス を 考 え る 必要 が あ っ た 。

ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で の情報提供 は 定期 的 な デー タ E望新 ( 現在 2 週間 お き に 更新 )

が 必須で あ り 、 か っ 画面構成 も 見や す く 利用 し 易 い こ と が必要で あ る 。

そ こ で 、 ま ず

①将来、 関書館の よ う な機能 を も っ場所で の 公 開 を 想定 し て い る の か 、 そ れ と も

静物館の よ う な ビ ジ ュ ア ル 的 な 公 開 を 想定 し て い る の か

双方 を 併 せ 持 っ た 施設 を 新 た に つ く る の か

文番館機能 と 図書館機能は根本的 に 異 な る の で は な い か

ま た 、 利 用 者 を 絞 る の か、 フ リ ー な の か

②現在、 デ ー タ ベ ー ス を 作成 し て い る の か、 ソ フ ト は伺か、 デ ー タ の項 目 は伺か、 そ

れ は 汎用 性 が あ る の か ど う か 、 検索機能は あ る の か

③整理作 業 は 司 書 か学芸員 が す る の か、 ま た は外注、 ア ルバ イ ト な の か

分類 自 体 に 熟練 し た作業者が必要か否かで は作業の進み 方 が 異 な る

ま た 、 内 容 ま で ふ み こ ん だ 分類 ・ デー タ 作成 を す る の か

④資料の デ ジ タ ル保存は ど こ ま で 考 え て い く の か

⑤ ど こ ま で 公 開 す る か、 ま た 公 開 し な い か、 利 用 者限定の 資料 を 設け る の か

公 開資料の保存はや り 方 は ど う す る の か

公 開 し な い 資料の保存は ど う す る の か

記念協会 と し て の構想 が あ れ ば、 そ れ に 合 う よ う に す る べ き 点 も 多 々 あ る と 思 え る の

で そ の あ た り も 知 り た い と 思 う 。
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2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1 0 

1 1 

1 2 

1 3 

1 4 

1 5 

1 6 

『震 <<< 
.:J<. 

類 日
地震災害一般

法 律
経 済
f丁 政

消 防 @ 防災

市 民 生 活

社 会 福 祉

教 三円tヰ

地震 と 地震動

医 療

土木 ・ 建築

産業 ・ 物流

交通 @ 港湾

情報 @ 通信

芸術 @ 文化財

文
-:!::t" "A 

文 』 分 類 表

高田 日
報道写真集、 新聞縮刷版、 雑誌特集号、
記録写真集、 航空写真、 ニ ュ ス速報、
地図 (被災図 @ 住宅地図) 、 総合研究

景気予測、 融資

復興計画、 町内会 @ 自 治会、 匿画整理、
広報活動、 環境、 税制、 地価、 警察、

、 危機管理、 労働問題

災害救助、 救急活動、 自衛隊活動、
防災 ( サパ イ バル) マ ニ ュ ア ル、 避難所、

世論調査、 消費者問題、 住宅問題、
女性問題、 提言、 危機管理

ボ ラ ン テ ィ ア 、 障害者問題、 義援金、

地震一般の公開講座 @ 市民大学 @ セ ミ ナ 一 、
副読本、 留学生、 図書館報、 学校の危機管理

地震工学、 活断層、 地質図 @ 地形図、
地震予知

救急医療、 看護、 精神医療

デザイ ン工学、 ラ イ フ ラ イ ン (電気 ・ ガス @
水道) 、 液状化

商 ・ 工 @ 農 ・ 水産業、 地場産業、 麗用 問題、
企業 (危機管理を含む) 、 貿易

観光
メ デ、 ィ ア 、 出版、 報道、 パ ソ コ ン通信

手記、 作文集、 文芸作品、 学校関係の文集
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人文 ・ 社会科学系顕書舘図書分類項目表日 本十選分類法
臣 表 ( 2 次産分表)

LANGUAGES • FOREIGI\i 書事E• 技術. 工学 園 工業

(酉業)

Q)

 

Tl

 

QハA
 
O

 

M川A
 
ヤカ
劃

mM
工
「iiβ

業
日
産

N
(

 

COMM王RCE

立

CLASS 

CLASS 

高業

産業及工芸

第 1 門

第 2 門兵器
鉱山工学

化 学 工 業
製 造 工 業

家政学 生活科学

きりの
5 1 0  
520 
530 
540 
550 
560 
ラ70
580 
590 

綱
総 記

図 書
図書.
百 科 事 典

般論 文集 ・ 議決 策
{一T �1吻 . 年 鑑
区1 1本. 五庁f

ジ ャ ー ナ リ ズ ム ー

殺 害 . 全 集

000 
0 1 0  
020 
030 
040 
050 
060 
070 
080 
090 

法律第 3 門 (法律)

NJC 
AC!J1iNISTRA.ア

f憲法 政治)

農 業
農 業
関 芸 主 i盟
主主 糸 業
斎産業. 獣医学
林 業
水 産 業
商 業
運 輸 交 通
通 信 事 業

LAW 
600 
6 1 0  
620 
630 
640 
650 
660 
670 
時80
690 

国

N 
1 00 哲 学

1 0  哲 学 各 論
1 20 東 洋 思 惣
1 30 西 洋 哲 学
1 40 心 理 学
1 50 倫 理 学
1 60 宗 教
1 70 神 j亘
1 80 {1、 F土
1 90 キ リ ス ト 教

CLASS 

CLASS 第 4

(経済)

(歴史〉

G王OGRAPHY

V 

VI 

CLASS ìÆ 

CLASS 

CLASS 

経済

思史

地理

第 5 門

第 6 門

第 7 門

CLASS V軍理科第 8 門

芸 術
彫 刻
総 E主1 . 書 道
版 画
写 真 . 印 間
工 芸
…氏 楽 舞 踊
;声 明! 日央 拘]

スポーツ 体育
諸 芸 娯 楽

700 
7 1 0  
720 
730 
740 
750 
760 
770 
780 
790 

歴 史
臼 本 史

ア ジ ア !と 東 洋 !と

ヨ ー ロ ァ パ 史 . [IIJ洋 !と

ア フ リ カ 史

北 ア メ リ カ 史

荷 ア メ リ カ 史

オ セ ア ニ ア 史

伝 記
地理. 地誌. 紀行

200 
2 1 0  
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 
290 

(数学〉

戸」QハハUγl

 

A
 
〔円ハ「じナ11」にi「

笠J
(門〉
沼口
ハハニコE
H)

 

G
U字
削
波
1L

 

rx 

X 

CLASS 

CLASS 

数学

文学及語学

第

第 1 0門

PHILOSOPHY， EDUCA下ION
(哲学 。 教奇)

xl CLASS 哲学及教青第 1 1 門
(��.J[f 

3喜
本't' ['RI Mf 

-//; 互= 
ド イ ツ 認
フ ラ ン ス 認
ス ペ イ ン 語
イ タ リ ア 語

ロ シ ア Z苦

そ の 他の 諸 C1 P吾

言800 
8 1 0  
820 
830 
840 
850 
860 
870 
880 
890 

社 会 科 学
政 1台
7去 i'lt
立X 文ぺ七 jJ--l
財 政
統 計
社 会

手f
民俗学

図 防 . 主主 事

300 
3 1 0  
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 

〉也CLASS 書辞及書叢第 1 2門
事典)

雑書)
尺

(辞書。ICTIONARiES

)信CLASS 統計及報告

雑書

第 1 3門

第 1 4門
英 米 文 学
ド イ ツ 文 学
フ ラ ン ス 文学
ス ペ イ ン 文学
イ タ リ ア 文学
ロ シ ア 文 学

そ の !也1ì�持文学

900 
9 1 0  
920 
930 
940 
ヲ50
960 
ヲ70
ヲ80
990 

学
学

学科

理

然
数
物
自

物
薬 学

400 
4 1 0  
420 
430 
440 
450 
460 
470 
480 
490 



f一 言芝ま 歩之 コ主二作笹 _J じり うま実質三むす去

* N D C  * r麓災文嘩j

。 事輩記 一一一→ 1 地震災害ー離

i 哲学
2 壁史

3 社金科学
3 1 7 .  1 蹴災行政 ・ 渚防

3 2 0  法隷 〉 2 法捧
3 3 0  離済 3 軽溝
3 4 0  期政 4 行政

3 6 0  社会 5 消防 a 酷災

生活 眼 溝費者問題 1
労量豊 富 家擦問題 ト 一一.... 6 市民生活
男性 e 女性問題 J 
社会福抵 一一一→ 7 社会構桂

3 6 9 .  3 災害

3 7 0 教育 一一一 8 教育

4 自然科学
4 5 0  地球科学
4 9 0  藍学

一一一→ 吉 地震と地襲重量
一一一一... 1 0 藍襲撃

5 投錨
5 1 0 建設工学. 土本工学 一一� 1 1 土木 a 建築

8 産業
6 7 0  画業
6 8 0  運輸商 交通
6 9 0  通信事業

菜犠

8 言語
s 文学

一一→ 1 2 産業 m 物議
一一一一→ 1 3 交通 E 選湾
一一→ 1 4 構報 廻 通信

一一一→ 1 5 装寵 闘 文化震設

一一一一→ 1 6 文芸

円J



『震災文庫』 請求記号 に つ い て

震 災 - 4 - 1 5

震 災 - 4 - N 1 5

震 災 - 4 - S 1 5

震 災 - 4 - V 1 5

震 災 - 4 - Z 1 5

N A C S I S - C A T と 学 内 デ ー タ ベース の 両 方 に

目 録作成す る も の 。 通 常 の 図 書館の 毘 録処理 を 行 う

「震災 ・ 活動記録室j が収集 し た 資料

通 常 の 目 録処理は し な い

書誌は イ ン タ ー ネ ッ ト で の み 閲 覧 ・ 検索可能

チ ラ シ ・ ポ ス タ ー等、 1 ----- 2 枚の 資料

キ ャ ビ ネ ッ ト に 収納

通 常 の 目 録処理は し な い

書誌は イ ン タ ー ネ ッ ト で の み 関 覧 ・ 検索可能

広 報類 ・ レ ジ ュ メ ・ パ ン フ レ ッ ト 等の 資料

通 常 の 目 録処理は し な い

書誌は イ ン タ ー ネ ッ ト で の み 閲 覧 ・ 検索可能

雑 誌 の 一 部 分 に 震 災 関連記事が掲載 さ れて い る も の

通 常 の 目 録処理は し な い

書誌は イ ン タ ー ネ ッ ト で の み 閲 覧 ・ 検索可能
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H l 0 . 7. 3 0  

第 2 関 研 究 金 資 料

(委員名 : 宮本 博)

兵庫県 立 図 書館 に お け る 震 災資料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ い て

l . 資料収集の現状について

- 現在、 図書 ・ 雑誌 ・ チ ラ シ類を中心 に し て約9000点を収集 し て い る 0
・ 販売 さ れて い る 図書は購入す る が、 そ れ以外 は寄贈依頼す る 。
- 雑誌 (企業の社内報等 も含む) の特集号等は、 主に寄贈依頼を 出 し て お願い し て

い る 。 チ ラ シ類 は個人の方の協力 に よ る と こ ろ が大 き い。

2 . 資料の分類 ・ 整理の現状につ いて

- 関書 は 日 本十進分類t去に よ り 、 一駿の図書 と 同様の分類 ・ 整理をす る が、 件名 に
f阪神 ・ 淡路大震災j を与え る 。 書名 や著者 ・ 発行所名 に含 ま れ る 言葉や件名 に

よ る検索が可能。
- 雑誌 は分類せず、 誌名 の五十音I1慣に配列す る 口 記事内容 に つ い て は記事索引 D B

を作成 し て お り 、 誌名 ・ 発行所 ・ 発行年月 ・ 著者 ・ 記事見出 し に含 ま れ る 言葉 に
よ る検索が可能。

- 震災以前か ら継続 し て受入れて い る 逐次刊行物 (雑誌 ・ 自治体広報 ・ 新開類) は
震災資料 と し て男Ij置せず従来 どお り の場所に配列 し て い る 。

・ チ ラ シ類 は、 作成者に よ り 分類。 行政 一 国 ・ 県 ・ 市町， 学校 一 大学 ・ 高校 ・ 中学
校 ・ 小学校 ・ 幼稚園 ・ 専門学校， 企業 ・ 商庖， 各種団体， 個人等に分け、 そ の 中
で作成者名の五十音/1慣に ク リ ア フ ァ イ ル にi奴納 し て配列す る 。 見出 し ・ 作成者に
よ る検索が可能。 あ く ま で も仮整理であ り 、 よ り 良い方法を模索 し て い る 。 ま た、
保存方法につ い て も 同様であ る 。

3 . 資料収集の課題につ いて

・ よ り 多 く の人々 に震災資料保存の必要性を訴え る継続的作業が必要。 収集 し た 資
料を使 っ た展示を各地の 図書館で巡回開催す る等、 分か り やす い P R が必要。

- 震災資料の収集は今で も行 っ て い る こ と を、 作 る側の人に も知 っ て も ら う 。
- 地域の資料はそ の地域で し か集め ら れな い。 (各地の多 く の機関や組織 ・ 個人 に

協力を依頼す る 。 )

4 . 資料の分類 ・ 整理の課題につ いて

- 雑誌記事索引 D B の再構築。
- 雑誌記事 ・ チ ラ シ 類の分類 を ど こ ま です る か。
- 新聞や雑誌、記事 ・ チ ラ シ類の イ メ ー ジ デー タ 化。
- 震災資料 と し て特別 に収集 し た新聞や雑誌 ・ チ ラ シ類の保存方法の確立。

5 . 今後研究会での議論において留意すべ き 事項につ いて

- 震災記念協会だ けで行 う 活動で はな い。 (震災記念、協会 と い う 大 き な 組織が動 く
と そ こ に頼 っ て し ま い、 各機関での震災資料に対す る 意識が薄れ る可能性があ る 。
よ り 多 く の機関や組織 ・ 個人 と 共に活動 し な ければ\ 地域資料は収集で き な い。 )

・ 研究者の た めだ け で は な く 、 A椴の人た ち が気軽に利用 で き る も ので な ければな
ら な し 凡

6 . そ の他
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阪神 e 淡路大震災関連資料の収集 e 整理状況
兵産県立図書館

郷土資料室

3 月 3 1 日 現在)

1 . 図書
a . 整理済 (端末検索 「件名 : 阪神 ・ 淡路大震災j の件数 ※捜本 は含 ま な い )

1 4 3 7 件

( 1  9 9 8 年

5 0 点※約b . 未整理 (受入待ち ・ 発注中 ・ 依頼中)

2 . 雑誌類 (新聞を含む)
a . 継続受入れ タ イ ト ルの特集号 5 2 7 点

b . 単独収集分 (継続受入れで はな い タ イ ト ル分)
ア. 県外発行 7 8 8 点 一一

※京都市内発行の新聞 4 紙 (京都 ・ 朝 日 ・ 毎 日 ・ 読売)
1995年分約 2 6 0 0 点 は含 ま な い } 

1 7 7 点 l

9 6 5 点

イ . 県内発行

3 . 震災復旧広報 ・ 震災ボラ ン テ ィ ア 通信 ・ 避難所だ よ り 等の逐次刊行物
( ※通常の 自治体広報類 は合 ま な い )

( 2  5 2 タ イ ト ル) 2 4 6 3 点

1 6 8 5 点
( う ち芦屋高校避難所資料 4 6 0 点)

※約 5 0 点

4 . パ ン フ レ ッ ト ・ チ ラ シ類
a . 整理済

b . 未整理

1 枚 も の地図類
a .  1 枚 も の地図

5 .  
1 2 1 枚

7 1 6 枚

※未整理を含む

b . 空中写真

そ の地 (視聴覚資料等)
a .  ビデオ テ ー プ

戸。
7 5 本

4 6 枚C 1 7 タ イ ト ル〕C D - R O M  'hu

 

l 枚( 1 タ イ ト ル〕C D  c .  

1 6 7 枚c 1 タ イ ト ル)ス ラ イ ドd .  

2 本

2 本c 1 タ イ ト ル〕

e . 録音テ … プ

f . マ イ ク 口 フ ィ ルム

8 2 0 7 点
( 十 未整理約 1 0 0 点)

合計 二1 � 6 ※ 

1 7 8 6 件 -l
1 5 0 4 8 件

7 . 雑誌記事索引入力件数
a . 調査相談室

入力記事件数 口約 8 6 0 0 件* 
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兵庫県立 図書館作成

「 阪神 ・ 淡路大震災関連資料 リ ス ト (県立芦屋高校避難所資料) J よ り

f阪神 e 淡路大震災関連資料 収 卜 (県立芦屋高校避難所資料) J 
1 . は じ め に

当館で は、 [ 阪神 @ 淡路大震災j に 関 す る 記録や資料を後世 に伝え る た め 、 あ ら

ゆ る 資料の収集に努めてお り 、 各教育機関に対 し で も ご協力 を お願い い た し ま し た。

こ れに応え て い た だ き 兵庫県立芦屋高等学校 よ り 、 学校で保管 さ れてお ら れた “避

難所関係資料" を ご寄贈 い た だ き ま し た。 内容 と し て メ モ類や フ ァ イ ル ・ 手紙 ・ 日

誌 e ピ ラ 等が大部分であ っ た ため、 一括資料 と しての販 り 扱い が適切であ る と 判断

し 、 従来の f 阪神 ・ 淡路大震災」 関連資料 と は異な る 整理を行い、 個別の リ ス ト を

作成す る こ と に い た し ま し た。

県立芦屋高校避難所の詳細 につ き ま し で は 『復興を め ざ し て : 県立芦屋高校

震災の記録� (兵庫県立声援高等学校 1 996年1 月 14 1 p  ; 30cm ) が刊行 さ

れて い ま す。 [376. 4-k13J

2 . 凡例

① 分類 避難所内資料J r 日 誌 ・ フ ァ イ ル類J r メ ッ セ ー ジ類J r公 (広) 報類j

「被災地情報類 rお知 ら せ ・ 新聞記事 ・ そ の他j に分類 し た。

② 配列 : 各分類内での資料名の五十音11顕で あ る が、 清音 と 濁音を区別 し て い る ため、

清音の後に濁音が並ぶ。

③ 記載事項 r資料名 J r注記 (形態等) J r整理番号J

※ {間人名の記載があ る 場合は “00" で代用 し 、 リ ス ト 上に個人名

が表れな い よ う に配慮 し た。

※ 「整理番号J は県立芦屡高校避難所資料内での所在番号であ り 、

任意の通 し番号であ る 。

④ 排架場所 : 一括の資料群 と し た た め郷土資料室内の f阪神 @ 淡路大震災関連資料

コ ー ナ ー j に は排架で き ず、 文書保管箱に収納 し 、 別置 し て い る 。

3 .  呂 次

避難所内資料

日 誌 ・ フ ァ イ ル類 … … … … … … … … … ・ 8 

メ ッ セ ー ジ類 … … … … . . . ・ H ・ - … … … … … … 9 

公 (広〉 報類 … - … ・ … … … … … H ・ H ・ - … 9 

被災地博報等 . . . ・ H ・ . . . ・ H ・ .. . .. . . . . ・ H ・ e .. . . . ・ H ・ 1 2 

お知 ら せ ・ 新開記事 @ そ の他 … . . . ・ H ・ . . . . . . . . . . . 1 3 

- 67 -



H l 0 . 7 .  3 0  

第 2 盟 研 究 会 資 料

(委員名 : 山崎均)

兵庫県立近代業術館 に お け る 震 災資料収集 ・ 整理の現状 と 課題 に つ い て

l 、 資料収集の現状 に つ い て

改革品 約3 ， 0 0 0併協を臓。 (近ft臨調， 近代態調， 兵庫ゆかりの繍， 現代購)
駆動加、 購入、 寄託、 寄贈l�よる。
車集の範囲(福井は 1 9蹴鮮職制降、賦まで。 日本li蜘勝、職まで)

@ 美鰍餅 織的 1 0 5 ， 日 時。 (美翻都， 5 0 0冊。 カ タログレゾネ 5 0 0冊。 鶏雑誌8 ， 0 0 0冊， 展覧会カタログ1 0， 0 0 0冊，
麟全日露@葉舎の7 レけ 1 0 ，  0 0 0件， 鱗記事2 0 ， O O OfX， 鱗鰭科5 1 ， 0 0 0件)

収集方法目、 購入、寄託、輔、 麟交換I�よる。
校集の繍(美簡iこ関する齢、文語、際、模造、写真、 フィルム等)

2 、 資料の分類、 整理の現状 に つ いて

@嘆美購簡端品 4わつ姉の臓露融iこ諜保鮪管飢し、 6わつの撤震蹴示室で鵠韓縦定の折テ}マ吟を設鮒IJて捕願雌札て引Lい:喝る
(伐分頒題 B本柑画， 洋鞠画， 素雑描， 工躍芸， 踊， 胸， 書， 写顎真その繍他， 以此上1わつのω7内fρWン刀j純レ陪を操設謝iり1、Jさ品ら拡iにこ制か相日本刺bか、の的分額艇を繍加脱えて引Lい}噌もるι。 )
作協品台雄帳， 所重品カタログを械。 作品移動票に学芸員�ì展童会最盤、臓を記入。

-美事館麟 麟室(障賦)
圏書・雑誌 舗番号シーI� 臓申
作家77イル 案内葉主 パン7 レけ齢輪。県内と耕憾の1分譲。
写真7 7イ Jv 約写真・ 自轍(臓鯨， 展覧会の1分類)
学芸員， 轍員， 費務整理ボラ ンティ ア�ì慨をしている。

了十 イ ン7tJ-ショ ン @ トト (鵬乱 闘震のみ， 難題書、 画集瀞本)
担当騒が関覧受付。 質問を学芸員紳介。

3 、 資料収集の課題に つ いて

- 新美鰯の整描
.#íh ンJV(写真、保存華復、美綿織)への織
. 担鱗境の麟

れ 資料の分類 @ 整理の課題 に つ い て

ザサベ』スft T1'!J'v雌
唱の美縦との連携 純子イベ-A (文術 文化鋪報システム) 初勝
・ 作品t美糊費松崎接的な麟の犠 鰯利用臓の鍛

5 、 今後研究会での議論 に おいて留意すべ き 事項について

@ 糠費科の翻 文書以外の分野の豊科の取り設い (謀聴覚鶴 芸能関連 トリ ンク閣連)
震災後の諸活動 鶏， 繍， 芸能， コンサ』 ト ， 向 的支援活動
詩瞬の既収集の文芸麟tの比較。

@ 醸の離 採集の噺， 時時， 所高層震など。
・ 費科話患の雄 酬の研究者， 行政 般の入々への精膿断続の調整
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H l 0 . 7. 3 0  
(委員名 ・ 洲脇 一郎)

第 2 臨 研 究 会 資 料

神戸市立博物館 に お け る震 災 資料収集 ・ 整理の 現状 と 課題 に つ い て

l 資 料 収 集 の 現 状 に つ い て

震 災 関 係 に つ い て は 、 文 化 財 に 関 す る 被 害 報 告 、 救 助 記 録 、 報 告 書 、 写 真 、 印 刷 物 を 収

集 し て い る 。 そ の 基 本 と な る も の は 、 阪 神 大 震 災 美 術 館 ・ 博 物 館 総 合 調 査 ( 全 国 美 締 館 会

議 ) が 発 行 し た 報 告 書 の 基 礎 資 料 で あ る o

2 資 料 の 分 類 a 整 理 の 現 状 に つ い て ( コ ー ド 化 を 含 め て 〕

神 戸 市 立 博 物 館 の 写 真 デ ー タ に つ い て は 、 パ ソ コ ン 入 力 を 行 い 、 公 開 で き る 状 態 。

全 国 美 術 館 会 議 の 写 真 等 の デ ー タ に つ い て 、 収 集 中 。 デ ー タ が 集 ま れ ば 分 類 を 検 討 。

3 収 集 資 料 の 課 題

( 1 ) 現 状 で は 、 収 集 対 象 が 麗 災 の 記 録 だ け で あ る 。 地 震 マ ニ ュ ア ル や 文 化 財 防 災 対 策 な

ど 災 害 の 予 坊 な ど の 資 料 の 収 集 が 課 題 で あ る 。

( 2 ) 収 集 予 定 の 資 料 が 未 着 な の で 、 本 格 的 な 呂 録 の 作 成 が 遅 れ て い る 。

4 資 料 の 分 類 ・ 整 理 の 課 題

資 料 保 管 ス ペ ー ス の 確 保 。 検 索 の た め の 機 器 の 導 入 。

5 今 後 研 究 会 で の 議 論 に お い て 留 意 す べ き 事 項 に つ い て

( 1 ) 震 災 は 世 界 的 な 事 件 で あ り 、 そ の 記 録 を ど う 収 集 ・ 保 管 ・ 公 開 し て い く か は 櫨 め て

重 要 な 問 題 で あ る と の 認 識 を 持 つ 必 要 が あ る 。

( 2 ) 震 災 資 料 は き わ め て 広 範 囲 に わ た っ て い る と 考 え ら れ る が 、 協 会 と し て ど こ ま で 収

集 の 範 闘 を 決 め て い く の か o た と え ば ① 避 難 所 、 佐 設 住 宅 、 援 興 住 宅 に 関 す る も の ② 区 画

整 理 と ま ち づ く り 協 議 会 ③ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 な ど に つ い て ど の 程 度 収 集 し て い く の か o

( 3 ) 資 料 の 保 管 ス ペ ー ス を 拡 大 で き る の か 。 資 料 収 集 体 制 を ど う す る の か 。 将 来 的 な メ

モ リ ア ル な ど の 施 設 は ど う す る の か o

( 4 ) 分 類 に つ い て は 、 新 聞 に 関 し て は 日 付 ご と に 目 録 を つ く る 方 法 も あ る O 避 難 所 な ど

の 文 書 に つ い て は 、 所 蔵 者 ご と に 通 し 番 号 を ま ず 付 け て 、 分 類 は そ の 後 に 行 う 方 法 を 採 用
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せ ざ る を 得 な い ( パ ソ コ ン 入 力 が必 要 ) の で な い か 。

( 5 ) 公 開 に つ い て は 、 今 後 の 課 題 で あ る が 、 個 人 デ ー タ の 記 載 が あ る も の は 当 面 公 開 は

国 難 で あ ろ う 。 し か し 、 積 極 的 な 収 集 を し て お く 必 嬰 が あ る O

( 6 ) 雑 誌 等 に 掲 載 さ れ た 論 文 は 、 総 合 的 な 自 録 が 必 要 。 関 係 機 関 が 収 集 し た も の を 含 め

た 総 合 自 録 の 作 成 が 要 望 さ れ る 。

( 7 ) チ ラ シ 、 ビ ラ な ど を 含 め て 収 集 す る こ と が 必 要 で あ る が 、 物 を 収 集 す る か ど う か は

十 分 な 検 討 が 必 要 o 当 面 は 文 書 や 映 像 資 料 に 関 定 せ ざ る を 得 な い と 思 わ れ る 。

( 8 ) イ ン タ ビ ュ ー 記 録 を ど う す る の か 。 避 難 所 の 代 表 者 や 行 政 の 担 当 者 な ど に ヒ ア リ ン

グ し て 記 録 を 残 し て い く の か 。

( 9 ) 集 め た 資 料 を イ ン タ ー ネ ッ ト な ど で 発 信 で き る 体 制 を つ く っ て い く こ と が 必 要 。
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車輪車 に お It る融資料 a 文書の保存

報 告 者 辻 JI I 敦

H 1 0 . 1 0 . 5 
第 3 由 研 究 会 資 料

( 吊 崎 市 立 地 域 研 究 史 料 館 }

1 .IE 輔 市 立 地 域 醗 究 虫 料 館 の 事 業

総 務 局 所 管

史 料 保 存 事 業 ( 文 書 館 事業 } と 市 史 の 編 さ ん

摩 史 的 公 文 書 の 選 別 ・ 保 存

2 罷 時 市 に お け る 麓 災 誌 輔 さ ん と 資 料 a 文 轟 保 存 の 取 り 組 み 経 緯

平 成 7 年 6 月 全 庁 的 に 震 災 資 料 ・ 文 書 保 管 状 況 調 査 ( 企 画j 局 )

平 成 8 年 6 月 震 災 誌 編 纂 委 員 会 設 置 ( 企 画 課 、 あ ま が さ き 未 来 協 会 )

平 成 島 年 7 月 2 r司 自 の 震 災 資 料 ・ 文 書 保 管 状 況 調 査 ( 編纂 委 員 会 )

平 成 8 年 1 2月 各 所 管 に お け る 資 料 ・ 文 書 の 保 管 指 示 ( 編 纂 委 員 会 }

王子 成 1 0年 1 月 『 阪 神 ・ 淡 路 大 賞 災 尼 崎 市 の 記録 』 発 行

平 成 1 0年 6 )j 震 災 資 料 ・ 文 書 保 ま た は 引 き 捜 し 依 頼 ( 地 域 研 究 史 料 館 }

10月 2 日 現 在 の 状 況 ( 未 回 答 1 局 }

局 室 数 お よ び

件 数 日
全 対 象 資 料 ・ 文

史 料 館 へ 引 き 捜 し

1 9}4 主 441 件
11持室 24 5件

3 そ O) t患 の 散 り 組 み お よ び課 題

地 域 研 究 史 料 館 に お け る 行 政 以 外 の 史 料 収 集 ・ 保 存

援 災 体 験 の 開 き 取 り 調 査 新 f 尼 崎 市 史 j と の 関 わ り

収 集 し た 資 料 ・ 文 書 の 整 理 ・ 保 存 と 活 用 ・ 公 開

網 羅 的 な 行 政 文 書 ・ 資 料 の 保 存

網 羅 的 な 震 災 資 料 ・ 文 書 の 保 存 と 記 録 化

市 民 の 取 り 組 み 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 行 政 の 関 わ り jJ
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(財) 阪神 @ 淡路大震災記念協会
資料室ニ ュ ー ス

第 1 号 平成 1 2 年 3 月 発行

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に お け る 農 災 饗料収集活動 に つ い て

し瞬) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理 事 長 石 原信雄

( 財 ) 阪神 ・ 淡路大震 災記念協 会 は 、 平 成 9 年 1 2 月 に f 阪 神 ・ 淡路大震 災 か ら 得 ら

れた さ ま ざ ま な 教 訓 を 踏 ま え 、 人 類 の 安全 と 共生 に係 る 総合 的 な調 査 研 究や 、 震災 に

関 す る 情報 の 収 集整理 ・ 保存な ど の 事 業 を 行 う j た め 、 兵 庫 県 と 神 戸 市 を は じ め と す
る 被 災 1 0 市 1 0 酎が共 間 し て設立 し た 財 団法 人 で す 。

当 協会 の 主 な 事業 内 容 は 、 ①人類 の 安全 と 共 生 に係 る 総合 的 な調 査 研 究 、 ②阪神 ・

淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ 一 等 の 震 災記念 と な る 長期 的 な復興関 連構想、 の 具 体化方

策の検討、 ③阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 情報 の収集整理 ・ 保存及び④販神 ・ 淡路大震災

潤年記念事業の 実施な ど です。

震災資料の収集、 整理 、 保存の状況 に つ い て 、 以下 に 詳 し く ご説 瞬 いた し ま す。

震 災 資 料 と い い ま し て も 、 災 害 の 状 況 や 復 1 8 . 復興の状況 を 記録 し た書籍 や 冊 子 を

は じ め 、 地 図 、 新関 、 ビデオ 、 カ セ ッ ト テープ 、 C D 、 C D - R O M 、 写真 、 ポ ス タ

ー な ど の ほか 、 避難所 や仮設住 宅 な ど か ら 収集 し た ボ ラ ン テ ィ ア 博報 、 体験記、 感想
文 、 ピ ラ 、 チ ラ シ 、 ノ ー ト 、 メ モ 類な ど の いわ ゆ る一次 資 料 が あ り ま す。

書籍 や 冊 子等 に つ い て は 、 有 鏡 刊 行物 を 購入 す る ほか 、 無償配布 さ れ て い る 資 料 な
ど に つ い て寄贈や 寄託の依頼 を 行 っ て適宜資料収集 を し て い ま す。

ま た 、 一 次 資料 に つ い て は 、 3 人 の 非常勤曙 託 員 が ! 日 避難所 リ ー ダ ー や ボ ラ ン テ ィ

ア グル ー プ等 を 訪 問 し て 資料 の 寄 贈 や 寄 託 を 受 け て い ま す。

さ ら に 、 販神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 費量な報道映像や 市 民 の ホ ー ム ピ デオ に よ る 映

{象な ど を デ ジ タ ) v{ヒ し 、 編集 し た f 震 災 映{象 ア ー カ イ ブj を 作成 し 、 さき 協会 内 で展 示

歯 公 開 し て い ま す 。

震 災 か ら 学 ん だ 重 重 な 教訓 と し て 、 今後 も 震 災 資 料 の 収 集 を 幅痕 く 行 い 、 そ れ ら の

資料が近 い 将 来 に 阪 神 a 淡 路大農 災 メ モ ワ ア ル セ ン タ ー に お い て展示 さ れ、 後 世 へ の

教書11 と し て大 い に 活 吊 さ れ る よ う 、 今 後 も 努め て ま い り ま す。
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f震災資料収集事業 と 詑念協会j

(財) 賑神 ー 淡路大震災記愈協会調査第 1 部 佐 々 木和

あ の 時 か ら 5 年 が経 ち ま し た 。 街 か ら 震 災 の 跡 は 滞 え つ つ あ り ま す。 5 J暫 年 を 磯 iこ 、

兵麓県や神 戸 市 に よ る 複興の 検証会 議 も 開 かれ ま し た 。 私 た ち が見た も の は 何 だ っ た の

か 、 あ の 自 か ら 私 た ち は ど の よ う えE 捗 み を し て き た の か 、 総合 的 !こ 開 い 霞 す試 み が お こ

なわれ ま し た。

地域や 時 を こ え て 、 こ の被 災地で お こ っ た こ と を 、 結 え る も の は 何 な の で し ょ う か 。

大都布 を 襲 っ た 謹 下 型地 震 の 全体操 は 、 ど の よ う に し て把揮す る こ と が で き る の で し ょ

う か。 今 置 の 麓 災 で は 、 臨後 か ら テ レ ピ や 新開 怠 ど の メ デ ィ ア が、 全 臨 に 映f象 や記 事 を

報道 し 続 け ま し た 。 さ ま ざ ま 怠 分野 の 耕 究 者 i乱 調査公 害 と い わ れ る ほ ど 調 査 を お こ な

い 、 研究成果 を 次 々 に雑誌や書籍 に 発表 し ま し た 。 一 方 、 全 国 各地 か ら 大撃 し て ボ ラ ン

テ ィ ア が駆 け つ け る な ど 、 こ れ ま で の 災器支簸 と 異えよ る 人 々 の 動 き がみ ら れ ま し た 。

地震か ら 約 2 か 丹 後、 ボ ラ ンテ ィ ア 鵠 体 の 中 か ら f ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 記 録 を 残 そ う j

い う 動 き がお こ り 、 震 災 資 料保持 活 動 が は じ ま り ま し た 。 続 い て 神 戸 大 学 関属 関書館

を は じ め 、 被 災 地 の E話番舘で も 震 災 関 連 資 料 の 収 集 を は じ め ま し た 。 そ の 対 象 i立 、 思

鑑 の 収集範関 を 一歩越え 、 手 書 き ポ ス タ ー や ピ ラ 、 避 難所 の メ モ や 時 誌 、 ポ ラ ン チ ィ

体のチラ シ や行政 のE広報紙本 ど の 一 次 資 料 を 含ん で い ま し た。 1 年 ( 平 成 7 ) 丹

時 、 兵 庫 県 の 饗 託 そを う けた r (財) 2 1 世紀りょ う ど割造協会j が農災 資 料収 集事業 を 開
始 し ま し た。 1 998 年 ( 平成 1 0) 4 丹 か ら は 、 こ の 事業が r (耕) 販神 ・ 淡路大震 災記念協

{以下 、 記念協 会 ) Iこ引 き 継がれて い

こ の よ う に 震 災 資料の収集活 動 i 立 、 震 災 と 同 時進 行 の 影 で は じ ま り ま し た 。 素材 の ま

ま の 資 料 ま で が 収集封書誌 に 立 っ て い ま す。 こ れ に 時 、 被災地で お こ っ た こ と を 正確 に 残

し た い 、 被災地で的経験 の 中 か ら 伍 え ら れ る も の は 怠 い か と の 人 々 の 患 い が支 え と 立 っ

て い ま す 。 し か し 、 被 災 地 iこ 暮 ら す 多 く の 人 々 は 、 あ ま り に 島近 に あ る 資 料 の 存率E や

味 !こ 気 づき に く い も の です。 あ る い li ， 生 活再建 に 追 わ れ 、 資 料 を 残 す 心 の ゆ と り が あ

り ま せんで し た 。 5 年 の 関 、 資料 i立新た !こ生 ま れ続 、 問 時 に散逸が進んで い き ま し た 。

震災 5 嬬 年 を む か え た 2000 年 (平成 1 2) 4 丹 か ら 2 年 間 、 兵麗県で は 被 災 1 0 1 0 町

を 対象 iこ 、 大規模怠資料収集活 動 を 予定 し て い ま す。 記愈協会 も こ の 事 業 の 一助 を 盟 う
こ と に怠 む ま し た。 さ ら に 、 1 995 年 か ら の 資 料�文集活動 の成果 時 、 昨秋建設が決ま っ た

「臨神 ・ 淡路大 震 災 メ モ ワ ア ル セ ン タ ー J 1こ 引 き 継 がれ る 予定 で す 。 『 史 料 の整理 と 管

理� ( 毘 文学研究 資料館史料館編、 1 988 年 ) の 中 !こ 、 f 文醤館 と は 、 人 類 の 共 同 期産 と し

て の構報資;騒 を 蓄額 し 事Ij 舟 に 換 す る 施設J と い う 一部があ ザ ま す。 震 災 iこ 関 す る 「 文書
館J の構築 に む け て 、 記念協会が果 た す べ き 役 割 i 立 大 き い の で は な い で し ょ う か。

- 74 -



("'/A酌調官/�J1
i 資料紹 介 i

O 海外の震災 開銀資料の収集 に つ い て

当 協 会 で は 、 海外で発行 さ れた 臨神 a 淡路大震災 関 連 資 料 を 収集 し て い ま す。 平 成

1 0 年 産 か ら 平成 1 1 年震 前 半 に か け て は 、 主 !こ ア メ リ カ 合衆 盟 で発行 さ れた 6 7 件

の 資料 が新規 に 登録 さ れ、 ト J lt 立 大地震や台湾大地震 に 関 す る 資 料 も 収集 し て い ま す。

今後{1 ， ヨ ー 自 ツ パで発行 さ れた 資料 を 中 心 に収集 し て い く 予 定 で す 。

一
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湖
一

一
-
罫
一

岬

料
田

「刈
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。 震災資料の分穎 a 公開 の基準研究会 に つ い て

当 協会で は 、 平成 1 0 年 7 月 !こ 震 災 資 料 の 分類 ・ 公 開 の 基 準 研 究会 を 組織 し 、 協 会

で収集 ・ 保 管 し て い る 震災 関 連 資 料 に つ い て 、 そ の 収集方法 、 整備方 法 、 分類方法 、

保存方 法 、 公 開 基 準等 を 検討 し て い ま す。

研究期 間 は平成 1 0 "'-' 1 2 年疫の 3 年 間 で 、 委 員 は 以 下 の と お り です。

[研究会本体}
( リ ー ダ ー ) 端 信行 臨 立 民牒学博物館教授 ・ 先端民族学研究部長
( メ ン バ ー ) 芝村 篤樹 桃 山 学 院大学経済学部教授

稲 葉 洋子 神 戸大 学関属 国書館構報管理課企画掛長
中村 議員Ij 神 戸 市 立 博物館 学芸課長
宮 本 博 兵庫 県 立 国書館南書
山 崎 均 兵庫 県 教膏委員会事務属社会教育 ・ 文化財諜主査

{ 公 開 基準検討部会]
( リ ー ダ ー ) 芝村 篤樹 桃 山 学説大学経済学部教授
( メ ンバ ー ) 奥村 弘 神 戸大学文学部助教授

辻 ) 1 1 敦 定崎市 立 地域醗 究史料館鋲長
大西 愛 大販大学 出 版会

O 震 災 資 料収集の お 願 い

し財) 販神 ・ 淡路大震災記念協 会で は 、 震 災 に 関 連 す る ①閤 書 e 資 料類、 ② ピ ラ 、 チ

ラ シ 、 壁新 聞 、 社 内 報 、 ミ ニ コ ミ 紙 、 ボ ラ ン テ ィ ア 構報 、 ③ 日 記、 体 験 記 、 感想文 、

ノ ー ト 、 メ モ 類 、 ④ ビデオ カ セ ッ ト 、 写真、 録苦 テ ー プ本 ど を 収 集 し て い ま す。

こ れ ら の 資 料 ・ 記録 は 、 大都市 霞 下 型地震の経験 を 記す も の で あ り 、 震 災 か ら 学 ん

だ貴重な経験 と し て 、 地域や 時代 を 超 え て後世 に 残 し て い か な け れ ばな ら 怠 い 私 た ち

の 財産で す 。

皆様か ら ご 寄 贈 、 ご 寄 託 い た だ け る も の が あ り ま し た ら 、 ど の様 な も の で も結構で、

す の で 、 -N 当 協会 ま で ご連絡 く だ さ い 。 な お 、 ご連絡先 に つ き ま し て は 、 4 ペ ー ジ

を ご参顛 く だ さ い。
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r"岬"-，，屈町〆1
i お知 ら せ i

O 資料室利 用の ご案内
- 資料室は協会事務室の隣!こあ り ま す。
・ 丹 曜 自 1)') ら 金曜 自 ま での 1 0 : 0 0 � 1 2 0 0  忍び 1 3 : 0 0 ""' 1 7 0 0 に ご
利用 い ただ け ま す。

a 土 ・ 器 曜 日 及び祝祭 自 は休館 と え主 っ て い ま す。
a 関覧杭で 畠 串 に関覧でき ますが、 資料の貸出及びコ ピ ーはでき ま せん。

O 協会ホ ー ム ペー ジの ご紹介
協会ではホー ム ペー ジを作成 して い ま す。 ホームペー ジでは、 震災資料 の 自 録等を

関覧する こ と がで き ま す。 ア ド レス は 胸中://www.hanshin-awaji.or伊/ですので、 震災資
料の検索等に ご活用 く だ さ い。

円 建
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一

縦
一

四
集
岬

r
iぃ

平成 1 0 年 7 丹 の資料室の開設以来 1 年 9 カ 月 が経過 し ま し た。 現在、 総収集資料
数は、 公開資料だけで も約 1 7 . 7  0 0 件以上 に の ぼ り 、 さ ら に 、 一次資料 に つ いては、
約 4 万件 に及ん で いま す。

一次資料の収集、 整理、 保持の方法 に つ いては、 研究会 にお いて検討を行 っ てお り 、
平成 1 2 年度に は一応の 自 途がつ く 見込み と な っ て い ま す。

震災資料の ご活用 につ いて、 ど う ぞよ ろ し く お願い し ま す。

! 同特 濃路大麓災記念協会資料室ニュ ース 第 1 号 !
平成 1 2 年 3 月 発行 i

i 編集 ・ 発行 (財) 隈神 ・ 淡路大震災記念協会調査第 1 部 i
i 〒 650船44 神戸市中央産東川崎町 1 - 13 i 

ク リ ス夕 jルレ 夕 ワ 一 1 1 階 i 
T E L 078伺Iト血5 1 15 i 
F A X  078司J366EO605 i

i U R し : 1知託向t申軍tp://下下刊:ゴ://www.ha帥m-側-
i Eι司m捌a訂i1仁 rr悶lto@h制hi出n司司側阻
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(財)阪神 @ 淡路大震災記念協会
資 料 室 ニ ュ ー ス

第 2 号 平成 1 2 年 1 0 丹 発行

震災の経験 ・ 教訓の継承 と 資料収集につ いて

(財)阪神 ・ 淡路大震災記念協会専務理事 町本欣信

阪神 m 淡路大震災の発生か ら6年 目 に入った今年 、 ピーク時には被災地内 に約48，300戸を数
えた依設f主 主 や 1 ， 1 53力所もの設置を毘た i自避難所もすべて解消 しま したが、 問 時に震災 に関
する貴重な資料が消 え ていくのではないかという思いがあ り ます。 復興住 宅募集 の 案 内 、 ボラ
ンチィア が作ったイベン ト案内 のチラシ 、 これらも仮設住宅や避難所と 間 じく 、 被災地の 自 常生
活の 中 に溶け込んでいま したが、 今となってはなかなか 闘 にすることもできません。

自 を広 く外 に 向 けますと 、 昨年 に大地震が発 生 した ト ルコ や台 湾 、 今年に入って噴火 した北
海道の有珠山 や伊思諸島の去三宅 島 、 つ い 先 自 に大きな地震 に襲われた 高取 県西部を中心に
した 中 園地方や大水害 に襲われた東海地方などの被災地では、 護輿に開 けて 自 々 醤関されて
いますc また、 関土庁かもの 受託事業と して作成したf阪神 ・ 淡路大震災教訓構報資料集Jを
協金ホームベージ上で公開したところ 、 連 日 数十人の方が関 覧されています。 これらに思 いを
はせ る と 、 阪神 鑑 淡路大震災の 謹 !日 首 復興の過程 や教�JIIを伝え る ことがますます重要になって
いると言えるでしよう。

私たち が経験した道程を伝え る方法として 、 「 語 り 部 J などの 口 承による 手設があ り ます 。 問
時に物的な資料も必要ですが、 生活の穫興にともない資料が処分されて しまう例が箆受けられ
るなど、 震災を伝える資料の散逸が現実化しつ つ あ り ます。 そこで 当協会では 、 労働省の緊急
地域麓用特別 交付金を活用 した震災 資料調査事業を 、 兵j叢操か ら の 委託を受けて8 月 よ り 本
格 的 !こ推進 して お り ます 。 すでに、 被災者やボランチィアの方 か ら 多数の資料をご寄贈頂いた
り 、 複写させていただいて お り ます 。 こ の場をお催 り して、 震災資料をご提供いただいた方 に1む
よ り お礼 申 し上 げます。

な お 、 こ の事業を通じて収集 した震災資料や、 資料に関する槽報i立 、 神 戸 東部新都I[) !こ平
成 1 4 年 4 月 にオープンする 阪神 岡 淡路大震災メモリ アルセンター ( 仮 称 ) で保存される予定で
す 。 また、 提供された方の 間意を得た上で、震災の教訓iを倍える資料として麗恭 陪 公 開し 、 将来の
関災対策 や 自 然災害からの復興築 !こ役立つ研究の素材として 活用する よう換討を進めてお り
ます。 今後とも、 皆さまの ご協 力 を 賜 り ますよう1む よ り お願い 申 し上 げます。
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i ノ ー ト 1
f阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務セ ンタ ーの活動につ いてj

阪神 障 淡路大震災資料調査事務セン舎一長 高 関 正次

私たち 蔽神 ・ 淡路大震災資料調査事務センターでは 、 兵庫 県からの委託を受 け て 、 さる6 月
1 9 日 よ り (財 ) 阪 神 岡 淡路大震災記念協会とともに震 災資料の 全体橡を把寵す る こ とをめざし、
震災資料調査事業を進めています 。 平 成 1 4年3 月 までの2年間 にのベ440人の調査員が兵庫
県 内 の被災市町を訪れ、 資料の所蔵者のご意 向 によって はご寄贈いただいたり 、 擾写させてい
ただきます。

活動開始から9月 末までの 間!こ4，600か所を調査し、 このページの下部 にご紹介 しているよう
な資料が約 1 1 β00点も寄せられ、 ご寄贈 、 接写のご了 解をいただいた写真も25β00枚以上 にの
ぼっています。 この活動を通じて私たち は資料や写真の朗 ザ にいる人たちの証言を添えてこそ、
は じめて本 当 の f 震災 資料」 となり 得ることを学びま した。 ですか ら 、 調査の過程で一 人でも 多く
の方から お話を伺 い、 みなさんの 「販神 ・ 淡路大震災jの体験も貴重な史実として記録にとどめた
いと考えています。

現在も震災資料をお平元にお持ち の 方 、 あるい は資料の所主についての構報をご存じの方
がいらっ しゃいま したら 、 下記の連絡先までご一報いただけま したら幸いで、す。

(連絡先 )
阪神 a 淡路大震災資料調査事務センター
干 650-0044 兵j車県神戸市中央区東川崎町1 ート3 神戸クリスタルタワー1 0階
電話078(366)2877 ファックス078(366)2898 ※ 業 務跨 間 は 、 平 日 の 午前9時から午後5時です

ホームページ http://www“hat.h i-ho .nejpl sh insa j-kyoukail 
E-ma i l  s h i nsa i-kyoukai⑨hat.h i-ho.nejp 

資料 の 数 々

震災後にボランティア 団 体 が演 奏 し た 太 主主 、
団 体 の 活 動 記 録 、 被 災 者 個 人 が 催 し た イ
ベ ン ト の 看 板 な ど が写 っ て い ま す 。
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f震災時に焼けたお金J

震災により全焼した賠舗の レ ジの 中 に 入ってい
た小銭が、熔けて癒着したものです。 当 時の火
事の凄まじさを怯える貴重な資料です。



i 資料紹介 1
。 震災関保資料の収集 に つ い て

当 協会で は、 販神 ・ 淡路大震災を 中 心 に、 あ ら ゆ る 災寵 B 防災関連の資料収集を継
続的 に行 っ て い ま す。 今 田 ご紹介するの i立 、 今年4J=] にご寄贈いただいた f新穆 日 本地震
資料J ( 東 京 大学地震 研究所編集ト 全2 1 冊です。 こ の 資料 Ij: .. 西暦4 1 6年か ら 大正 時代
までに発生した地震についての古文書等を 、 関連する給国 と とも に掲載したものです 。

特徴と して 、 関東大震災や安土 鍋 桃 山 時代の慶長大地震のように睦史的に者名 な地震だ
けではなく 、 そ の地域には大きな被害をもたら したものの全国 的 ! こは知 られていない地属 、
!日 家の手記 に壇もれていたような小さな地震まで、 鴫j主くj東文のままに掲載されています。 そ
して、 地震の揺れや被番!こ関する記録だけではなく 、 当 時の救接や謹 !日 の 状況も詳しく記載
されていますG

こ の 資料を読む と 自 本 はまさに地震列 島であ り 、 災害に対する不新の 心構えを持つ必要
が あ る と 思い返されます 。 私たち が!斑神 酋 淡路大震災で深く感じた助 け合いの精神とは 、 人
間社会 に お い て連綿と生きている大切なものだということもわか り ます。 そ して 、 将来の災害
!こ備えるため に 、 過去の 災害か らできるだけ客観的な視点で学ぶことがいかに重要かという
ことを実感できる資料でもあ ザ 、 大変嚢重なものと蓄えます。

貴重な資料をご寄贈いただいた寄贈者の方には、 この場をお借 り して改めて お礼 申 しあ げ
ます 。
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。 市 民が掻った震災映犠アーカイブについて

協 会 で は 、 震災直後 !こ被災者や行政職員がピヂオなどで撮影した被災地の 映像をとり
ま とめ て 「市 民が撮った震災映像アーカイブ、 jを作成しましたが、 こ のたび一般公簡を開始し
ま した。

来 内容
市 民 等 が揚影 したピヂオ と 、 撮影者への
インタビュ一 、 平成1 1 年夏に収録した後興
の 状況など、 約257分の映像をDVD-ROM
に収録しました。

来 閲覧できる場所
置 さ話 協会資料室

(次ページの お知 らせをご参照ください)
a フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ(阪神 ・ 淡路大震災復興支援舘)

(J R 三 ノ 宮駅西 口 前 a 月 曜休館)
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f市民が撮った震災映橡アーカイブj よ り
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O 資 料 室利 用 の ご案 内

- 資 料室 は さ当 協 会事務室 の 隣 に あ り ま す。

・ 丹 曜 日 か ら 金 曜 B ま で の 1 0 0 0 "-' 1 2 0 0 及 び 1 3 0 0 "' 1 7 0 0 に ご

利 用 い た だ け ま す。

- 土 ・ 日 曜 日 、 祝 呂 及び年末年始は休館 と な っ て い ま す。

- 閲 覧机で 自 由 に 閲 覧で き ま すが 、 資 料 の 貸 出及 び コ ピ ー は で き ま せん。

O ホ ー ム ペ ー ジ の ご紹 介

協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ で は 当 協会 で 収 集 し た 震 災 資 料 自 銀 の 検 繋 や 、 間 土 庁 の 受託

事 業 と して 作 成 し た 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 教 訓 情 報 資 料 集 j の 関 覧 がで き る ほ か 、 当 協 会 で

発行 し て い る f 阪神 ・ 淡路大震災復興誌J や f 出 の 復 興 力 j レ テ J な ど の 冊 子 の 配 付 申

し 込 み 、 さき 協会で主催す る イ ベ ン ト の 参 加 申 し 込みな ど が で き ま す。

ホ … ム ペ ー ジ の ア ド レ ス は http://www.hansh in-awaj i .or jp/ です。 み な さ ま の ご手IJ

舟 を お待 ち 申 し あ げ ま す 。

| 湊 川 神 社
→

1 I I I I 日函丙! バ-++十
( 歪 山 陽 倒 神鉄) L一一一一J

: 地 :

(歪阪急方街)

Cit阪神方図)

。 当 協 会 を 訪 問される に は

※JRご利用 の場合
J R神 戸 駅下車 、 徒捗 1 分

※ 阪急、 酒 阪神 a 山 陽 包 神 戸 電鉄

ご利 用 の場合
高速神 戸 駅東 口 下車

地 下 道を 徒 歩 5 分

: 下 ;
; 道 :

| 市バスヲーミナ}� . �:it場 i| (須磨 哩T -z雨前一園出足首誕彊i〕
: 垣園 : E EL­

E神戸 nzmH 1
デュオ神戸

(地下街)ヌ
; (地上部) 国道Z号 幽 阪神高速道路

: 1 至ハーバーうンド

〆.II1/IW"調'fIV/四一一〆.4III/IY.r調官J調〆且酵J四月
i (財)髄神 ・ 濃路大麓災配愈協会 資料壷ニ ュ ース 第 2 帯 平成 1 2 年 1 0 月 発行 i 
i 編集 ・ 発作 i 
i (財) 阪神 e 淡路大震災記念協会調査第 1 部 i 
i キ 6叶∞44 神 戸 市 中 央広東川崎町 1 - 1 -3 神 戸 ク 以 タ jレタ ワ ー 1 1 階 i 
i T E L 078-36 1 ー刊 5 F A X 間一制一0605 i 
i U R L : h均://www.hansh in-awaj i .o巾/ E -mai l : maí lto@hanshin-awaji .oゆ
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(財)阪神 @ 淡路大震災記念協会
資料室ニ ュ ー ス

第 3 号 平成 1 3 年 3 舟 発行

震災資料調査事業の現況 につ いて
(財 ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 調 査第 1 部

去 る 1 月 6 日 ( 土 ) か ら 同 月 末までの 問 、 神 戸 市 中 央 誌 の 販神 ・ 淡賂大震災復興支援館で開
催 した 「震災6鴎 年記念リ レー事業麗 J で 、 昨年6月 から 1 0月 に実施した震災資料調査事業第
1 期 において収集した糞料のうち 、 私たち は提供者から承諾をいただいた28点の資 料を展示 し
ました。

開催中 に行ったアンケートの 自 由意見繍 に は 、 「震災資料を被災者の 気持ちと一緒に保存し
てもらいたいJ 、 「もっと 多くの震災資料を見たしり 、 「展示の子クニックに工夫する余地があるJな
どのご意克があ り ま した 。 現在 農が建設 中 の 「 阪神 崎 淡路大震災メモリ ア ルセンター ( 仮 称 ) J 
で 、 収集した資料の…部の展示を検討しており 、 貴重なご提言として 受 け止めてお り ます 。

また 、 私たち は兵庫 県などの主催によ り 去る 1 月 1 7 毘 !こ実施された 「叛神 m 淡路大震災メモ
リ アルウ オークj のゴール地点で、 参加者に震災資料の提供を呼び掛けました。 私たち が震災
資料の収集を手がけてから約4年半が経ちますが、 この ような試みは初めて の こ とであ り 、 f実
際に資料や構報の提供 が あ る の だろうかj と tむ配していました 。 し か し 、 当 日 は天候にも葱ま
れ、 1 7 人の 方から資料や槽報の提供をいただきました。

このよう に 、 私たち の 活動も少 しずつ拡 が り を見せていますが 、 被災地の 内外 に はまだ多く
の貴重な資料が壊もれていると患 います 。 そのような資料があ り ま したら 、 阪神 ・ 淡路大震災資
料調査事務センター、 または 当協会までご連絡いただきますようお聴い 出 し上 げます。

ム阪神 ・ 淡路大震災資料調?を事務セ ン タ ー
0 7 8 - 3 6 6 - 2 8 7 7  (年末年始 を 除 く 平 日 の 午前 9 時か ら 午後 5 時 ま で)

f震災6!li!1Ftè:.会ヅレ一事車業度j での度茨』留資
見 学 者 か ら の ア ン ケ ー ト に よ れ ば 、 被 災 地 内 の 方 だ け
で は な く 、 北 は 岩 手 県 、 F容 は 鹿 児 島 県 の 方 ま で 、 全 国
各 地 の 方 に 私 た ち の 活 動 を 知 っ て い た だ く こ と が で き
ま し た 。

再?のf王子身持者箆ン
布 の おもち ゃづくりボランティア引またる� (神戸市) が 、 震災で
傷ついた子 供たち の 心 を 和 ら げるため に、 支子動物菌を楼し
て 8 7 匹 の 動 物 を 1 5 人で作製しました。 子供達が触ってもけ
がをしないように、 フェルト布を使っています。
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! 資料紹介，...， r揺井震災 語 り継ぐわが附記録j l
o 飯神 e 淡勝大震災 と 蔀井劫震

第 2 次世界大戦後、 阪神 ・ 淡路大震災が発生す る ま で に発生 した地震の 中 で は 1 948年
{昭和23年) 6 舟 に発生 した撞井地震が最大の被害 を及ぼ し てお り 、 こ め地震を き っ かけ
に 「震麗 7 J が設定さ れた こ と を ご存 じの方 も い ら っ し ゃ る と患 い ま す。

今臨紹介す る 資料i立 、 撞井県春江町震災記念誌繍集委員会が福井地震50閥年を記念 し
て作成 した 「撞井麓災 語 り 継 ぐわが町の記録j です。 こ の記録誌に は 当 時の カ ラ ー写
真や被災者の体験談、 新開の コ ピ ー 怠 ど が盛 り 込まれてお り 、 時 購 を 超えて生々 し く 私
た ち に教訓を語 り かけて い ま す。 {注 こ の福 中のペー ジ数i立、 資料中 の揚載ペー ジ)

福井地震での死者数は、 播井 ・ 石川 の両県で3， 769人 (P34) ですが、 当 時の春江町の臨
域で459人、 人 口 の約4. 2%  (Pl 0 3の最終擁定被害状況 に よ る} も の方が亡 く な っ て い る だ
けで!まな く 、 建物の全壊率は 9 割以上 (P1 9第一関} と い う 甚大な被害で し た。

こ こ で、 阪神 ・ 淡路大震災 と 共通の教割、 開鶴点等を列挙す る と 、
1 . 建物の耐震性や地盤の強弱が被害の礎度 に大き く 影響する 。 揺井地震で も 被害

の大き い地域iま軟弱な地盤に集中 し ていた。
2 . 地震発生時の避難行動 には、 舘人の (防災) 意識の差が大き い。
3 . 地震発生直後の救出 ・ 救援活動は、 近隣や地域の力 に よ る と こ ろ が大 き い。
4 . 撞上の交通機関が寸断 し 、 拐勤時 に お け る 救護の手がなかえEか自 ら えEか っ た0
5 . 正確な構報在住民に知 ら せる こ と は 、 住民への安心感を与 え る 。
6 . 被災地へのJt譲をする場合は、 応譲す る 備が 自 ら の装舗を整え る 必要があ る 。
7 . 災害時の対応マニュ アんや計画を平素か ら 準備する必要が あ る 。
8 寄 生活物資の嬬蓄だけではな く 、 早期?算出のための資材 も備蓄 す る 必饗があ る。

な どの点が挙げもれます。
一方で、 被災地外か ら の民間 に よ る被災者支讃を対比 さ せる と 、 大 き な違 い があ る こ

と も 判 り ま す。

(義) 被災地外か ら の 民間 に よ る 被 災者支援
区 分 | 福井県 18 春江町

ボ ラ ン テ ィ ア I 25人 ( 資 料P91 掲載分)

義 揺 金 I 96.000円( 1自 春江町受入 ・ 資料P91 掲載分)

東東京事内での大工時ベースで理在の動画1:韓要すると‘ 能!川万丹

蹴神 ， 淡路大震災 ( 兵 庫 県 関 連 )

約 1 00万 人 ( 1 995年3 月 1 6 日 まで)

約 1 ，788億 円 ( 1 998年4 月 初 日 現在)

f諸井震災 諮 り 継 ぐわが町の記録J が編纂 さ れたのが地震後50年 も 経過 し た後であ
り 、 掲載さ れていない支援 も 多数あ る と は選考え ら れ ま すが、 表 に示 さ れて い る 差l;t� 2 
つの地麓が発生 した時期 に も椙 当 影響を受 け て い る の ではないか と 考え ら れ ま す。

調井地農が発生 し た 1 948年は、 自 本の敗戦か ら わずか 3 年 し か経過 し て お ら ず、 全額
各地で戦災後興 に散 り 組んでい ま した。 さ ら に母、 1 943年 には鳥取地震 {死者 1 ， 083人仁
科年には東甫海地震 {死者 ・ 不 明 1 ， 2 2 3人} 、 45年 には三河地震 (死者2， 3 06人} 、 46年 に は
隅海地麓 {死者1 ， 3 30人} と 、 毎年の よ う に西 畠 本は大地震に襲われてお り 、 それ ら の被災
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地では地震か ら の護|自 @ 護興 iこ も取 り 組んでいた と 考え られ ま す。
一方、 販神 ・ 淡路大震災が発生 した1 995年は、 日 本 iま関民経済の規模では世界第 2 位

の地位 にあ り 、 1 948年 過 時 と 比べて社金的 に は余裕があ っ た時期 と 言え ま す。 さ ら に 、
1 948年 当 時 は ラ ジオも全世帯 !こ普及 し て いな い 時代で したが、 1 99 5年はテ レ ビがほ援金
世帯 に普及 し て い る だ けではな く 、 イ ンタ ーネ ッ ト や携帯電話の普及が本格化 し つ つ あ
る 時期で し た。 こ れ ら の違いは、 被災 した状況を外部へ伝える情報量の 差 に つなが り 、
全盟的な救援活動の広が り に も違いが生 じた原国であ っ たか も しれません。

@2 つの劫震ζf貨押収集の震嘉
と こ ろ で、 震災資料の収集を進めて い る私たちが最 も 心 に留 め る べき 教富市立 、 復興に

あ た っ た行政の資料、 被災者錨人や組織 ・ 毘体が持 っ て い る 資料、 そ して被災 した舘人
の体験談な ど、 「その時j を過ぎる と 手 に入 ら な い資料を収集 ・ 整理 ・ 保 存 す る こ と を
普段か ら心がけるべき だ と い う こ と です。

春江駒の記録誌に は現存 さ れて い る被災者の手記が多数掲載さ れ て い ま す が、 播井地
震当時は30代以下だ っ た方がほ と ん どであ り 、 謹 IB . 復興の過程で指導的な役割を果た
した方の菌接的な体験談はほ と ん どあ り ま せん。 そのため、 当 時の被災者が ど の よ う に
住宅を再建 したのか、 被災者側か ら 学び取る う と して も 「親が家を建て直 し 、 私は借金
の返済を 手伝 っ たJ と い う 趣皆 の体験談が 居 立 ち ま す。 ま た 、 f被災 当 時の職員の転任
等で生々 し い メ モや記録書類が散失 (P367) J さ れた と の こ と です。 ですか ら 、 当 時の春
江町長が被災 した町を克て何を感 じ 、 復興 に 向 けて どの よ う に決断 し たのか、 閣や描井
県 と の細かい交渉過程を知 ろ う と し て も難 し く な っ て い ま す。

まだ阪神 幽 淡路大震災から6年しか経過していない現在でも、 既に失われた資料が多数ある
と考えられます。 由 治体で復興を指帯されていた方でも 、 個 人 レベルで生活の復興に取り 組ま
れていた方で、も、 既!こ亡くなられた方がいら っ しゃいます 。 今 、 私たちが改めて1 995 年 当 時の過
程を詳細に記述しようと試みるほど、 春江町の方と同様の?臨みを持つでしょう。

… 方 、 2 1 世紀の半ばには 、 いわゆる f震災を知 ら ない子どもたち j が社会を担う B が来ます。
その時、 彼 ら が防災対策を検討し、 あるいは遭遇した災害からの復 18 . 復興対策を推進する|擦
に、 私たちが残した資料そのものを教部! として活用するでしょう 。 そのように考えると 、 私たち が
取 り組んでいる資料収集は将来に向 けて非常に重要なことと蓄えるでしょう。

最後にな り ま した が 、 福 井 県 春 江町 の 方 々
が、 揺井地震から50年も経過したため、 資料の
散逸や体験者の減少など、 私たち 以 上 の 関 難
があったにも 関 わ らず 、 f悲E惨な患い 出 を風化
させてはならないj という熱意 の 元に記録誌を
繍纂・ 発行され、 私たち に も蝶 々 な教�mを伝え
て い ただいたこ と に 深く 感謝を 申 し上 げま す 。

そして、 福井地震の教制をいつまでも缶え続
けていただく と とも に 、 今 後ともご活躍されるこ
とを心から お新り 串 し上 げます。
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i お知 ら せ i

。 資料室利用の ご案内
- 資料室は 当協会事務室の隣 に あ り ま す。
- 丹 曜 日 か ら金曜 自 までの 1 0 : 0 0 """" 1 2 : 0 0 及び 1 3 : 0 0 "' 1 7 : 0 0 に ご
科用 いただけます。

・ 土 ・ 自 曜 語 、 親 臨 及び年末年始は休館 と な っ て い ま す。
- 関覧机で 自 由 に関覧でき ま すが、 資料の貸出及びコ ピ ー はでき ま せん。

O ホームペー ジの ご紹介
当協会のホー ムペー ジでは当協会で収集 した震災資料 自 録の検索や 、 内 閣府の受託

事業として作成したf阪神 ・ 淡路大震災教訓情報資料集J の 関 覧がで き る ほか 、 当協会で
発行 し て い る f阪神 ・ 淡路大震災復興誌j や 「街の復興カ ルテJ な ど の冊子の配付申
し込み、 当 協会で主催するイ ベ ン ト の参加 申 し込みな どができ ま す。

ホーム ペ ー ジ の ア ド レス は http://www.hanshin-awaji .orjp/ です。 みな さ ま の ご利
用 を お待ち 申 し あ げま す。

。 当協会を訪問されるには
来JRご利用の場合

JR神戸駅下車、 徒歩3分
※阪急 ・ 阪神 ・ 山陽 ‘ 神戸電鉄

ご利用 の場合
高速神 戸駅東日 下車
地下道を錠歩7分

両 ! 神 引
H 高速神戸駅 HL-トー十

(�山陽・ 神欽) し一一一ナ---.J

: 地 :
: 下 :
:道 ;

部天王手二 む函

(�阪急方面)

ト十十十十+十一ト
(至阪神方笛)

(須磨・ 明石方蔚 「十一一一一つ (三ノ窓・ 芦屋方面)
園田E 園田.JF主神戸叡 ! 一- .園田

j只
; ま臨調 ; 国

デュオ神戸
(地下街)

: 1 玉�I\-I\-うンF
: C地上部) 閤道2号・ 阪神高速道路

，
"""'''ArJIII/Y〆掛町岬"'Al盤J四J且即〆�/.IIIIIfIIIIT/AIIIIT〆届跡〆a即/-/岬醇〆.-- 〆." ".，，.醇〆岬W/調官/眉/ .4IIIIIT /'"師一/""'/.IIIIIfIIIIT 〆_/A町〆-/1

i (瞬)臨神 ・ 濃路大膿災記愈鵠会 費料童ニ ュ ース 第 3 帯 平成 1 3 年 3 月 発行 i 
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兵庫県 か ら の お願 い

平 成 1 0 年 3 月 ま

で の チ ラ シ

阪神 ・ 淡路大震災 に 期 す る 資科 ・ 記録 を 生 か '- � '- ょ う f

阪神 ・ 淡 路 大 震 災 と そ の 復 興 に 関 す る 資 料 ・ 記 録 は 日 本 の 竪 史 上 初 め て の 大都 市

在 下 型 地 震 の 経験 を し る す も の で あ り 、 震 災 か ら 学 ん だ 貴 重 な 教訓 と し て 地域 や 時

代 を 超 え て 後世 に 残 し て い か ね ば な ら な い 私 た ち の 財 産 で す O

本 や パ ン フ レ ッ ト に 限 ら ず 、 個 人 の メ モ 類 や 体験 記 、 身 近 で 撒 か れ た ピ ラ や チ ラ

シ 類 、 避 難 所 で の 壁 新 聞 や ノ ー ト 、 町 の 集 会 を 記録 し た ノ ー ト や メ モ 類 な ど と い っ

た 、 通 常 は あ ま り に も 身 近 に あ り す ぎ て 「 資 料 ・ 記 録」 と は 思 わ な い よ う な も の も

「 震 災 ・ 復 興 資 料 ・ 記 録J で す 。

こ れ ら の も の は 被 災 し た 人 々 の 生 活 や 、 当 時 の 状況 を し る す 貴 重 な 「 生 の 情 報 」

と し て 後 世 に 残 し て い く 価値 を も っ て い ま す 。

兵庫 県 で は (掛2 1 世 紀 ひ ょ う ご 創 造協 会 に 委 託 し て 、 こ れ ら 資料 ・ 記 録 の 散 逸 を 防

ぎ 総 合 的 に 永 久 保存 す る と と も に 、 震 災 の 記'憶 を 風化 さ せ ず 、 兵 庫 県 、 被 災 市 町 、

県 民 こ ぞ っ て の 創 造 的 復 興 の 糧 と な る 「 開 か れ た デ ー タ ベ ー ス J と し て 幅 広 く 活用

で き る 仕組 み 作 り を 進 め て い ま す O

こ の た め 、 市 町 、 大 学 、 企 業 の ほ か 各 種 団 体 や ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ等 へ 資 料 提

供 を 依 頼 す る と と も に 、 広 く 一 般県 民 に 広 報 し 、 資 料 ・ 記 録等 の 提 供 を 呼 びか け て

い ま す O

(財)2 1 世 紀 ひ ょ う ご 創 造協 会 と は 、 兵庫 県 が 「 あ す の 兵庫 を ひ ら く 新 し い 地域 社 会

づ く り の 推 進 J を 基本 方 針 と し て 産 ・ 官 ・ 学 の 協 調 に よ る 地 域 レ ベ ル の シ ン ク タ ン

ク と し て 昭 和 4 7 年 に 創 設 し た 財 団 法 人 で す O

県 、 大 学 、 企 業 、 団 体 等 と 連 携 し て 様 々 な 講 査 研 究 を 実 施 し た り 、 地 域 づ く り に

関 す る 情 報 提供 を 行 っ て い ま す 。

こ の た び、 阪 神 ・ 淡路 大 震 災 と そ の 復 興 に 関 す る 資 料 ・ 記録 の 収集 ・ 保存 に 関 す

る 業 務 を 兵庫 県 か ら 委託 を 受 け て い ま す O
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平 成 1 0 年 3 月 ま

で の チ ラ シ

新 聞 、 公 広 報 誌 、 地 図 等 )

ミ ニ コ ミ 誌 、 ボ ラ ン テ ィ ア 情 報 日 記 、

8 阻 フ ィ ル ム 、 写 真

文 字情 報

・ 関 連 す る す べ て の 図 書 ・ 資 料 類 ( γ丹 、

・ 民 間 の ピ ラ 、 チ ラ シ 、 壁 新 聞 、 社 内 報 、

体 験 記 、 感 想 文 、 ノ ー ト 、 メ モ 類 等

門 研 究 の 記 録 ( 研 究報 告 、 調 査 報 告 、 施 策 提

・ 講 演 記 録 、 セ ミ ナ ー 、 シ ン ポ ジ ウ ム 資 料 の 内 容

・ 統計 資 料 ( 各 種 行 政 統 計 資 料 )

映 像 靖 報

・ テ レ ピ 映 像 、

. CD-ROM等

音 声 情 報

- 録 音 テ ー プ等

) 
噌tA( 

(2 )  
ピ デ オ カ セ ッ ト 、報 道 写

子 資 料 、 マ イ ク ロ フ ィ ル ム

(3 )  

( 1 )  震 災 ・ 復 興 に 関 す る 資料 ・ 記 録 を お 持 ち の 方 、 あ る い は 所在 情 報 を ご存 じ の 方

は (賜2 1 世 紀 ひ ょ う ご 創 造協 会 ま で ご連 絡 下 さ い O

(2 ) 原 本等 を お 譲 り い た だ け な い 資 料 に つ い て は 、 複 写 等 取 り 扱 い 方 法 を ご 相 談 い

た し ま す C

新 聞 、 雑 誌 、 単 行 本 、 出 版物 は 購 入 し 、 個 人 的 記 録 は 譲 り 受 け ま す O

(3 )  資 料 収 集 の 方 法 に つ い て 何 か 良 い ア イ デ ィ ア が あ れ ば 、 当 協 会 ま で お 知 ら せ 下

さ い 。

(4 ) 将 来 的 に は 、 収集 し た 資 料 を 図 書館 、 大 学 等 と 総合 利 用 で き る よ う な 協 力 体制

の 構 築 を 考 え て い ま す O

- ・ お 問 い合 わ せ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
側21 世紀 ひ ょ う ご創造協会 地域構報 セ ン タ ー

雫 6 5 0
神戸市中央臨下 山 手通 4 T 自 1 6 - 3 
兵庫県民会館 8 階

0 7 8 - 3 9 3 - 2 0 0 1 
0 7 8 - 3 9 3 - 2 9 5 9  
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輔 調

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会では

平 成 1 2 年 5 丹 ま

で の チ ラ シ

議灘

震災に 関 するいかなる資料・ 記銭、 こんなものでも ? と思われるものでも

当時の状況を伝える貴重な'情報と考え、収集 ・保存しています。
あ らゆる方 面の資料 ・ 記録をお待ちしてお ります。

{鰐}犠神。撲勝大欝縛締金



| 平成 1 2 年 5 丹 までのチラ シ |

結ぜ、 麓災復興広関する資料 ・ iè銀が必聾拾のですか?
販神 . ì:炎務大藤災とその復興{こ 標 する資料 ・ 詑鍛は、 日本の歴史上初 め て の大都市議下型地震

の経験を記すものです。 麓災か ら学んだ鐘璽拡経験と し て 、 地域や時代を越えて後世に残し て い

か怠けれI<!なうない私たちの財産です。

(関} 鍛縛 ・ 漉臨大麓災記念協会は 、 平成9年 12月 に f 阪神 ・ 淡路大震災からの復!日 ・ 復興の状

況や震災から得られたさまざま な教 識 を 踏ま え 、 人類 の安全と 共生に係る総合 的 な調査研究や 、

阪神 ・ 淡路大震災に繰る獄事構報の収集整理 ・ 保存などの事業を行うj た め 、 兵庫県と神戸市を

はじめとする被災 10市 10町が共 同して設立した防協法 人 です。

(鰐) 臨神 ・ 淡路大麓災記念協会 鰭蛮第一部
字650・0044 神戸市中央箆東川崎町l TE3 1 -3 神戸クリスタルタワー1 1 階

TEし (078) 36 1 -5 1  1 5 ドAX. (078) 366副0605



平 成 1 2 年 6 月 か

ら の チ ラ シ

( "" 平 成 1 3 年 度 )

難題

震災に 関 するいかなる 資 料 ・ 記録、 こんなもの でも? と思われるものでも

当 時の状況を伝える貴重な情報と考え、 調査 ・ 収集 ・ 保存しています。

あ ら ゆる方面の資料 ・ 記録をお待ちしてお り ます 。
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怪成 1 2 年 6 月 からのチラ シ (--...平成i竺些

器官、 災復興に関す部資料 @ 記録が盛 替のですか?
臨縛 . ì.擬務大量襲災とその護輿iこ関する資料 ・ 記録i立 、 来曾荷の大都市議下型地畿の経験者認す

も的です。 麓災か ら学んだ費量な経験と し て 、 地舗や時代を謡えて後世!こ 残 し て い か 拡 げれ ば話

ら な い私たちの財産です 。

句、 、

司、

お構い合わせ先:マンパワ ー ‘ ジャパン (株)
簸神 ・ 淡鰭大震災灘料欝輩事務センター

965与0044 神戸市中央臨東川崎議1 1 了自 1 -3 神戸クリスタルタワー 1 0織

す定し (0ア8) 3 6 6-28ア7 FAX. (Oア8) 366…2898

: ht牡tp紋:ゾ11八wwwぜ句単.h

携簿 襲麓霊諮用 (iそ一ドカか、sもご麓いただiけフ5荻安Zすt)ド: tれ1t悦tp広:1刀Iw γww‘.h杭.h何i榊引hO.ne佼引 .i必pl危Sれ矧insaiト暢-kyoυka釦iνliν / 

毒薬襲撃金鉢 : 兵藤鰻 : (鰐} 露支輪 場

、



震災資料所在調査の概要
第三期

(財) 阪神 @ 淡路大震災記念協会

Qυ
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震災資料所在調査の概要

I 震災 資料所在調査 の概要

1 概要

阪神 ・ 淡路大震災は、 地域で暮 ら す私た ち の 生活 に 、 予想 も し な か っ た大 き な 打撃 を も

た ら し ま し た。 私た ち は、 被災後 の さ ま ざ ま な 困難 の 中 か ら 生活やま ち の再建 に あ た っ て

こ ら れ た 人 々 の様子やかけ が え の な い体験 を 、 被災地外の人た ちゃ次の世代 に も 倍 え 、 万

ー ど こ か で 災 害がお き た場合、 私 た ち の経験を役立て て ほ し い と 考 え て い ま す。

兵庫県は 、 平成 12 ・ 13 年度の 2 年間 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 (以下、 記念協会)

と と も に 、 兵庫県内 の被災 1 0 市 1 0 町を 対象 に 調資員 を派遣 し 、 f阪神 ・ 淡路大震災 と そ

の復興 に 関 す る 資料 ・ 記録J (以下、 震災資料) の所在調査 を お こ な い ま す。 本調査 で は 、

調査員 が 資 料 を お 持 ち の方 を訪問 し 、 実際 に 資 料 を 見せ て い た だいた り 、 お 話 を伺 っ た り

し ま す。 ま た 、 資料の所蔵者の ご意 向 に よ っ て は、 資料を ご寄贈 し 、 た だい た り 、 お 預 か り

し た り 、 被 写 を さ せて いただいた り し ま す。 今 回 実施す る 調査では、 で き る だ け も れな く 、

網羅的 に調 査 を お こ な い 、 震災資料の全体像 を把握す る こ と を 目 指 し て い ま す。 ま た 、 調

査 を お こ な う こ と に よ っ て 、 所蔵者 の資料へ の 関 心 を 高 め る こ と に な り 、 こ の よ う な調 査

を お こ な う こ と 自 体が非常に意義の あ る こ と で あ る と 考 え て い ま す。

兵庫県は 、 平成 1 4 年春 に 、 f阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ アルセ ン タ ー (仮称) J (以下、 メ

モ リ ア ル セ ン タ ー) を 完成 さ せ ま す が 、 こ の メ モ リ ア ルセ ン タ ー は、 そ の事業の一環 と し

て 、 記念協 会 の震災資料収集 ・ 保存 ・ 整理事業 を 受 け 継 ぎ 、 震災 の教訓の発信 を し て い き

ま す。 こ の 所在調査で判明 し た情報 も 、 今後 の 基礎的デー タ と な り ま す。 ま た 、 当 協会 が

こ れ ま で に i収集 し た 資料お よ び今後収集 さ れ る 資料類 も 、 メ モ リ アルセ ン タ ー に保存 さ れ

ま す。

注) 兵藤県内 の被災 10 市 10 町 と は 、 災害救助法が適用 さ れた神戸市、 月三崎市、 明石市、 西

宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 川 西市、 津名 町、 淡路町、 北淡町、 一宮町、

五色町、 東浦町、 緑町、 西淡町、 三原町、 南淡町 を 指 し ま す。

2 震 災 資 料

震 災 か ら 6 年、 被 災地で暮 ら す人 々 に と っ て震 災 は 日 常生活 と 不可分の も の で あ り 、 震

災資料は 日 常生活 に 関す る 資料 と も 同義語です。 つ ま り 、 い つ も 身近 に あ り す ぎ て 、 資 料
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や記録 と 思わ な い よ う な も の も 震災や復興の過程 を 示す重要な資料 と な り ま す。

具体的 に い え ば、 ①震災直後 に い ろ い ろ な と こ ろ で配 ら れ て い た ピ ラ や チ ラ シ、 ②避難

所 の 日 誌や支援物資、 ③鉄道やパス の時刻 表 、 ④そ の こ ろ に書かれて い た 日 記や生活の記

録、 ⑤子供 さ んの学校か ら 配 ら れ た プ リ ン ト 、 ⑥仮設住宅 での催 し物のお知 ら せ、 ⑦地域

でお こ な われ て い た 支援活動 な ど の記録 を 記 し た ノ ー ト 、 メ モ類、 ③ま ち づ く り 協議 会 な

ど で発行 さ れた ニ ュ ー ス 、 な どです。 形態 も 、 ノ ー ト や ち ら し を は じ め 、 書籍、 写 真 、 ビ

デオカ セ ッ ト 、 録音テ ープな ど多種多様です。

資料の価値は、 使 う 人 に よ っ て 、 時代 に よ っ て さ ま ざ ま です。 ま た 、 将来何が 貴 重 な 資

料 に な る か は現在で は わ か り ません。 現在だ け の価値基準で判断せず、 資料の範閥 を 幅広

く 考 え て い た だ く こ と が 大切 です。

資料は、 震 災 の 経験 を 生 かす と い う 趣 旨 に そ っ て公開 し 、 活用 し て い た だ く こ と を考 え

て い ま す。 た だ、 震災資料 に は 、 個人の プ ラ イ パ シー に 関す る 資料等が た く さ ん含 ま れて

い ま す。 調査や公開 に あ た っ て は 、 所蔵者 の 方 の ご意向 を十分尊重 し 、 さ ら に プ ラ イ パ シ

ー の保護等に は十分な 配慮が必要です。

3 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会は、 平成 9 年 1 2 月 に f 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復 旧 ・

復 興の状況や震災 か ら 得 ら れた さ ま ざま な教訓 を踏ま え 、 人類の安全 と 共生 に係 る 総合的

な 調査研究や、 阪神 ・ 淡路大震災に係る 既存情報の収集整理 ・ 保存な ど の 事 業 を行 う j た

め 、 兵庫県 と 神戸 市 を は じ め と す る 被災 10 市 10 町が共闘 して設立 し ま し た。

事業内容 と し て は 、

( 1 ) 人類の安全 と共生に係 る 総合的 な調査研究

・ 阪神 ・ 淡路大震災の経験を 生か し た災 害対策 の調査研究

- 新 し い社会 シス テ ム な ど 2 1 世紀文明 の創造に寄与す る 調査研究

( 2  ) 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ アルセ ン タ ー な どの震災記念 と な る 長期 的 な復興関連講

想、の 具体化方策の検討

( 3  ) 阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存

( 4 ) 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業 の 実施

が あ り ま す。

記念協会の 主な事業の一つで、あ る ( 3 )  r 阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 既存情報の収集整理 ・

保存事業j は 、 兵庫県の委託事業 と して震災 の 直後 か ら r (財) 2 1 世紀ひ ょ う ご創造協会j

が お こ な っ て い ま し た が 、 平成 10 年 4 丹 、 記念協会が 引 き 継 ぎま し た。

な お 、 今度の震災資料所在調査は、 従来か ら 行 っ て い た 上記 の 事業 に加 え て厚生労働省

の 緊急地域特別交付金 を活用 し て 、 兵庫県の緊急濯用就業機会創出 事業 と し て行われま す。
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立 所在調査の概要

1 所在調査

1 - 1 調査対象

① 地域の被災者 約 2 1 万 4 ， 0 0 0  件… … … ・ ・ … …第 2 期 一部着手

(被災 10 市 10 町の全小学校 区 ( 4 2 8 校 区) x 各 5 0 0 戸程度)

② 復興公営住宅 約 4 万 6 0 0 0 件… … … … … …第 1 期 着手議み

③ ボ ラ ンテ ィ ア 、 支援団体 約 4 ， 0 0 0 件… … … … … ・ 第 1 期 着手済み

( ボ ラ ンテ ィ ア セ ン タ ー把握数 1 ， 0 0 0 件、 宗教団体 3 ， 0 0 0 件)

④ ま ちづ く り 協議会 約 3 0 0 件

⑤ 主要事業所 約 4 ， 8 0 0 件

⑤ 団体 ・ 組合 約 3 ， 6 0 0  件… . . . ・ H ・ . . … … 第 2 期 一部着手

(労働組合 1 ， 7 6 0 件 十 そ の他の団体 ・ 組合 1 ， 8 0 0 件)

⑦ 小 中 高 校 8 2 4 学校

( 平成 6 、 7 年度 にお け る 各学校 の管理職を含む)

1 - 2 調査対象別 の調査方法

ア [①地域の被災者] 、 [②公営住宅]

a 調査対象の選定

〔① 地域の被災者]

10 市 10 町の小学校 区 ご と 、 小学校 を 中 心 に 周 辺約 5 0 0 世帯 を 対象 と し ま す。

[② 公営住宅]

全戸 を 対象 と し ま す。

b 調査の方法

協力 お願い の チ ラ シ及び簡 単 な ア ン ケ ー ト を住宅のポス ト に配布 し 、 協力 し て い

た だ け る 旨 の返事が あ っ た 世帯 を 対象 と し て 、 改 め て訪 問 し ま す。 た だ し 、 返事

の な い世帯に つ いて も 、 後 日 訪問 等 に よ り 確認 をお こ な う こ と が あ り ま す。

イ 〔③ボ ラ ンテ ィ ア 、 支援団体〕

リ ス ト を 作成 し 、 電話で予約 を 取 り 、 協 力 い た だ け る 旨 の 返事 が あ っ た と こ ろ を対

象 と し て訪問 し ま す。 ま た は、 名 簿を も と に直接訪問 し ま す。

ウ 〔④ま ち づ く り 協議会] 、 [⑤事業所] 、 〔⑤組合]

協力 お願い の チ ラ シ及び簡 単 な ア ン ケ ー ト 郵送 し、 協力 し て い た だ け る 旨の返事が

あ っ た と こ ろ を対象 と し て 、 改 め て訪問 し ま す。 ま た は、 名 簿 を も と に事前 に 予約

を し 、 地域 ご と に直接訪関 し ま す。
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エ [⑦小 中 高等学校]

名 簿 を も と に し て 事前 に 予約 を し て か ら 、 地域 ご と に 小 中 高 等 学校 を 訪 問 し ま

す。 さ ら に 、 職員名 簿か ら 震災 当 時の管理職員 を探 し 出 し て 資料調査協力 の依頼文

書 を 郵 送す る 作業 を 一部の調査員 で行 い 、 協力に応 じ て く れ る 旨 の返事が あ っ た管

理職員 を 対象 と し て調査を行い ま す。

2 震災資料

現在、 震 災 に 関す る い かな る 資料 ・ 記録で も 当 時の状況を伝 え る 貴重 な 情報 と 考 え、 調

査 ・ 収集 ・ 保 存 を し て い ま す。 今 回調査の対象 と な る 震災資料 と は 、 震 災 に 関連す る ①図

書資料 ② ピ ラ 、 チ ラ シ、 壁新聞 、 社内報、 ミ ニ コ ミ 紙、 ボ ラ ン テ ィ ア 情報 ③ 日 記、 体

験記、 感想文、 ノ ー ト 、 メ モ類 ④ ピヂオカ セ ッ ト 、 写真、 録音テ ー プ な ど です。 こ れ ら

の 物 は 、 被 災 し た 人 々 の生活や 当 時の状況を記す貴重な 「 生の情報J と し て 後世 に 残 し て

い く 価値を持っ て い ま す。

こ れま で収集 し た 資料 と し て は 、 「炊 き 出 し 用 の鍋J 、 f救援用 の 毛布j 、 「 ボ ラ ンテ ィ ア

の発行 し て い る 機関誌J 、 「 自 宅 の 被害状況の写真 」 、 f震災展示会 を し た 時のパネノレJ 、 「仮

設住宅に送 ら れて き た励ま し の手紙j 、 「新聞切 り 抜 き J r被災者が作 っ た俳句J な ど実 に さ

ま ざま です。

- 98 -



3 資料調査の流れ

地域 公営住 ボフ ン ま ち づ 事業所 団 体 固 小 中校
同宅司 テ ィ ア く り 協 組合 校

議会
1 手紙を郵送す る / / / O O O O 

2 ポス ァ ィ ン グ を す る O O / / / / / 

3 ア ポイ ン ト を取る O O O O O O O 

4 資料所在調査に行 く O O O O O O O 

5 一 日 の作 業内容 O O O O O O O 
チ ェ ッ ク

6 借用 物 を複写す る O O O O O O O 

7 資料の 自 録 を O O O O O O O 
作成す る

B 資料 を 整理 し 、 保存 O O O O O O O 
箱 に いれる

9 資料の 目 録や写真 を O O O O O O O 
入 力 す る (OA)

10 資料， 入 力 項 呂 ，保存 O O O O O O O 
状況の チ ェ ッ ク
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震災資料所在調査実務編
第五期

震災資料所在調査手JI麗

(財) 阪神 @ 淡路大震災記念協会
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け 調査 フ 口 一チ ャ ー ト {団体用 )
訪問先の リ ス ト をつ く る k 

(新た に 判 明 し た も のがあれば髄待r 、
追加する) I (健志�記念協会L 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

リ ス ト につ いて既訪問分等 を チ ェ ッ ク
I (団体によ っ て必要な場合のみ)

(事務所)

調査先番号台帳、 作業進行表、 連絡履歴の 3 カ 所 に ナ ンバ リ ン グ

封筒 と ア ンケー ト の河方 に調変先番号、 団体名 等 を記入する

団体 に よ っ て、 ア ン ケ ー ト を郵送せずに 、 直接 ア ポイ ン ト を
と る 場合 も あ り ます

各班で調査先番号を と る

連絡履履 に 記入
ア ポ イ ン ト が と れれ ば作業進行表 に も 記入

l ア ンケー ト を郵送する

長三寸
「 返送無 司 � -�)最有“ 1

二五 二 回 由 時 句 " “ …
; 返送期 日 後 2 逓間待機 ;

二�ζζζよ ー ー
: 返送無 返送有 ;ー - -r ゃ ー - . 

ア ポイ ン ト を と る
※事業内容が全 く 無関係の可能性も

あ るので確認する

1 人が 開 き 役 、 1 人が記録係 と な り 震災資料調査票 ( 個 人 用 ) に
記入。 作業進行表に調査 日 や氏名 を記入

資料所在調査に行く
※震災資料 につ いてのお話を広 く

お開きする

(訪問先)

震災資料調査察 の現在所蔵する 資料の概要欄 、 資料群
情報欄 ・ メ モ欄 と 個粟や写真調査察、 映像 ・ 音声資料
資料調査察 に記入
(写真や ビデオの被写体や、 撮影場所 な ど も 確認)

震災資料調査票の受入形態 ・ 公開 欄 に記入

受領書記入
(公開 の 承諾 に つ い て 内容 を説明 し 、 選択 し て も ら う )

借用 の場合は、 作業進行表 に 記入

調査完了
(必要喜に応 じ、 複数回訪問)

月
4 借用 資料につ いては複製を つ く る

(紙→ コ ピー。 ビデオ、 カ セ ッ ト 等ダ ビ ング)
モ ノ 資料につ いては全て使い捨てカ メ ラ で撮影 借

用
資
料
の
場
合

資料番号を記入 し、 資料個票、 写真 ・ 映像 ・ モ
資料隷査葉作成
( 8 鉛筆または写真につ いては害専用 の鉛筆を使用
※ 聞 き漏れがあれば必要 に応 じて提供者 に確認

/ 

資料鋼索
を OA オイ

(OA オヘ。 レーター)
作業進行事長ス;ヵ : 記� (調査員)

; 資料個票、 写真 ・ 狭像 |保存袋 に記入
! モノ 資料調査業入力 : 1保存袋 ・ 保存籍 に収納
1 写真 ・ 絵画 ・ モ ノ 写真 |資料偲棄の箱番号記入
j フ ィ ルム ・ デジカ メ ; 
; 写真のカ ラ ー コ ピ一等
: を全てデジタル化 ! ， - - - - -， 

0A オヘ。 Lーター)
毎週月 曜 日 に前週の入力
を プ リ ン ト ア ウ ト し て リ
ーダー に提出

写真調まま察
ータ』に渡す

(OA オへ。 レーター)
リ ーダーの指示に基づき、
修正箆所を訂正する

借用資料の場合
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調査フ 口 ーチ ャ ー ト (鱒人用)
訪問する地震を地図 によ り 確認

(事務所)

返送有 ・ 連絡先無

各戸の郵便受 け に
ポステ ィ ング号をす る

調査先番号台帳、 作業進行表、 連絡履歴の 3 カ 所 に ナ ンバ リ ン グ
連絡履 歴 に 記入
ア ポ イ ン ト が と れれ ば作業進行表 に も 記入

講宝筆先番号を と り
ア ポイ ン ト を と る

1 人が 開 き 役 、 1 人が記録係 と な り 震災資料調査禁 (個人用 ) に
記入。 作業進行表 に調査 日 や氏名 を記入

資料所在議査に行 く
※震災資料につ いてのお話を広 く

お鴎きする

震災資料調査粟の現在所蔵す る 資料の概要機 、 資料群
情報欄 ・ メ モ欄 と 個重要や写真調査察、 映像 ・ 音声資料
資料調査票に記入
(写真や ビデオ の被写体や 、 撮影場所な ど も 確認)

震災資料調変粟の受入形態 ・ 公問機に記入

受領警記入
(公開の承諾 に つ い て 内 容 を 説 明 し 、 選択 し て も ら う )

借用 の場合は、 作業進行獲 に 記 入

r 一 一 一

調査完了
(必要に応 じ、 複数殴訪問)

1 日 の作業が終わ っ た ら
d 震災資料業務 日 誌を記入

全帳棄 に書き 漏れがな いか
確認

借用 資料については複製をつ く る
(紙→コ ピー。 ビデオ、 カ セ ッ ト 等 ダ ビ ング)

モ ノ 資料については全て使い捨てカ メ ラで撮影 借
用
資
料
の
場
合\ を 0州

(OA オイ レーター)
作業進行事�Xガ: üê� (調査員)

; 資料個票、 写楽 ・ 映像 |保存袋 に記入
白 モ ノ 資料調査業入力 : 1保存袋 ・ 保存箱 に収納
: 写真 ・ 絵画 ・ モノ 写真 |資料偲薬の箱番号記入
; フ ィ ルム ・ デジカ メ : 
: 写糞のカ ラ ー コ ピー等
: を全てデジタル化 j 一 - -， 一 一 -

OA オヘロ レーヲー)
毎週月 曜 B に前週の入力
を プ リ ン ト ア ウ ト して り
ーダー に 提出

資料番号を記入しJ資料個察、 写真 ・ 映像 ・ モ
資料請査票作成
( B 鉛筆ま たは写真については専用の鉛筆を使用
※ 聞き 漏れがあれば必要に応 じて提供者 に確認

写真調査票
日夕ーに渡す

/ノ
きづ

一
一基
る

一
に
す

一一
不
正

川
口
一指
訂

ヒ
の
を

へ亡
所

よずq一Hya酎叫

Mご
疋

hM一
り
修

借用資料の場合

各種調釜棄 と 入力丙春蚕
各グル ー プでチ ェ ッ ク する
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2 ) 資料所在調査手糠

I 準備段階

1 ポス チ ィ ン ゲや ダ イ レ ク ト メ ールの準舗 を お こ な う

リ ス ト 作成 な ど の作業が必要です。

2 返送 さ れた ア ン ケ ー ト や名 簿 を も と に 調査先 に 、 f調査先番号j を つ け る

① { 作業進行表] [ 調査先台帳 ] [ 連絡履樫} の 「調査先番号」 の欄 3 カ 所 に 同 じ 番号 を ナ ン

ノ〈 リ ン グ し ま す。 番号が重複 し な い よ う に 、 一人が責任 を 持 っ て番号を 打ち ま す。 調査先

収集区分

番号は班 ご と に通 し番号 を つ け て 、 管理 し て く だ さ い。

* 誠査先番号の付 け方 (全 7 桁)

ご と の通 し番号

( 1 )  1 桁 目 は、 今 回 の 事業 の何期 自 で あ る かの番号 を 与 え ま す。 (すべて 3)
( 2 ) 班番号 を 与 え ま す。 ( 1 "-' 6 ) 
( 3  ) 最後 の 6 桁 に 、 班 ご と の通 し番号 を 与 え ま す。 (99，999 番 ま で)

② [ 作業進行 表 ] の r 2 調査先 区分」 、 r 3 調査先名 j 、 r 4 代表者氏名 j 、 r 5 調査先住所 」 、

r 6 調査先竃話番号」 の う ち 分 か る も の を書 き 写 し ま す。

1 既存データ 三。) 震災資料調査事業
3 電子メールでの申し出
4 Z電子メール以外での申し出
1 識変先番号

作 業 進 行 表

.3 2 0 0 002 
2 調査先区分 (2つま 11 3 本.うン予ィ7 ・支援団体・ 宗教団体等

、r

3.2. 000 )-

/一
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3 ア ポイ ン ト を と る

ア ン ケ ー ト が返 っ て き た と こ ろ を 対象 に 電話連絡 を し 、 ア ン ケ ー ト の お 礼 を のベ、 資 料調査 の

趣 旨 を ご説 明 し 、 一度お話 を お伺 い し た い こ と を怯 え ま す。 場合に よ っ て は 、 調査先 に 誼接訪問

し て ご説明す る ほ う が趣 旨 が伝 わ り やすい こ と も あ る で し ょ う 。

① 電話 を か け た 内容 について は [ 連絡履歴 ] 1 6 連絡躍歴j に記入 し ま す。 拒否 さ れればその

を 記録 し 、 調査は終了 に な り ま す。 不在の場合や本人 がお 出 に なれない場合 は、 再度、 電話

を か け ま す。 いつ頃な ら連絡が と れ る の か、 な ど分 か つ た情報は 1 6 連絡履歴」 に 必ず記録

し ま す。

② 予約が 取れれば、 [ 連絡履歴} の 1 7 訪問予定 日 時J 1 8 場所の特徴J 1 9 訪 問 予 定調査員」 を

記入 し ま す。 ま た 、 { 作業進行 表 } の は 連絡結果J 1 1  0 電話連絡者氏名 J 1 1  1 調査対応者J

1 1  2 調査 日 1 回 目 」 を 記入 し ま す。

* 電話で ど う し て も 連絡が取れな い場合、 少 な く と も 3 回 は 日 時 を 変 え て 電話 を し て く だ

10 官Ilæ連絡者氏名

1 1 観査対応者

1 2 調査 臼

13 錦筆者氏名

さ し 、。

帳票類の 書 き 方 に ついて I [作業進行表 ] の書き 方J p 1 を参照

1 説査先番号

2 踏査先名

3 代表者氏名

4 読まま先住所

5 銭資先官童話番号

6 連絡趨腹

寸\孟〆/
開問問『

金三よち
5隠

己臣 盈
年
! 

日 ( ) 

..毎 回伽令ーー

7 訪問 予 定 日 時

8 場所の特徴

(最寄り訳、
居 印など)

9 訪問予定翻変員
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連 絡 R重 度
(�童話連絡、 ilH量訪問、 来訪等進行過程を侵入して下さい)

イ .2 0 1} & () よ

'f'r' f' ーF 士し::J すJJJ 

i?SO - DD件 特』十一よ子 。ル ヒ 州 百ワ ヲ I Ël I ー /
o ?J' - ，，6 之 、 に 乙 ('; C

自 跨 主 ひ か / 年 F 月 � s et 勺 J 時 ('

連絡対応者名 神同
す時下 ふ "1 地了 r>' つ1 ， 内 容 1 :神ゑ偽丸十 ムL η d 理L ザ 稲 川 Ti . ， T一 的 、 ?を 日

� ( 与 い 1 t 門 こ り 包，
連絡署名 4読 売 毛

日 時 三 cC' / 年 � !'l í 自 ( 内 ) / ) 時

連絡対応者名 1<ド F Fy /多
出弓言、 -， 内 Jぺ 、内 容 I } ち /1 I νtl TJ ら 合 ， J:" 、 d) Z\ 

�(J\B1Jら 章一弘作ì íJ 、 じ 内 土 、心 e
連絡者名 :f"r 号 3，-

臼 梼 年 月 日 ( 時

連絡対応者名

内 容

遵絡者名

;2 00 I 年 了 月 (1 自 {露、 ) I 年 時~

JR. ヰ下手 心ムi主忘 る 〈 ヰ "è 刊 》
r71わ い じ ゃ』 、 iτγ め� ()G :? � ' ラ :...- 0) うo4 -tî

� 令ヰ 日 同 l_-K-
※6 連絡履歴繍が不足すれば2枚 目 へ 01.04.01 



i E 資料所症調 査 に 行 く

1 諮査の用意 を す る
調査に行 く た め に必要な も の を 用 意 し ま す。

1 チ ラ シ 2 種 c r あ な た の お手持 ち の “震災の記録" を臆史 と し て 残 し ま せ んか ? J カ ラ ー

チ ラ シ、 「 阪神 ・ 淡路大震災 に 関す る 資料の調査 に ご協力 く だ さ い ! J モ ノ ク ロ の チ ラ シ)

2 [連絡履壁 }

3 [ 震 災資料調査票 (団体用 ) ] [ 震 災資 料調査票 (個人用 ) 1 

4 [ 写真資料調査票}

5 映像 ・ 音声資料調査票1

6 震災 資料受領書}

7 地図

8 指定の鉛筆 ・ 付筆 (写真用 )

9 筆記用 具

10 ノ ー ト (記録用 )

1 1  筆記用 パ イ ン ダー

12 使 い 捨 て カ メ ラ

13 資料を入れ る 袋

14 腕章

15 名 刺

* 調査体制 (班内 の ブ ロ ッ ク 決定、 ベア決定 な ど) に つい て は、 各班 リ ー ダー の 元 で取 り 決め

を お こ な っ て 下 さ い。
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2 訪 問 す る

① 調査の趣 旨 を説明 し ま す。

チ ラ シ と パ ン フ レ ッ ト を お 見せ し な が ら 今 回 の資料所在調査事業の説明 を し ま す。 所在調

査 で あ る こ と をお伝 え し ま す。 強引 に話を押 し進 め な い よ う に注意 し ま し ょ う 。 し か し な が

ら 、 資料が い た だ け そ う な場合はい た だ き ま す。 今回の事業で使用 し て い る ‘ 資料 ' と い う

言葉は、 一般的 な言葉では な い の で分か り に く し 、か も しれま せん。 国 書資料だ け で な く 6 生

の 資料 ' も 収集 し て い る こ と 、 そ し て 園書資料 と 同 じ よ う に十分な価値が あ る こ と 、 広い分

野 の 資料 を 収集 し て い る こ と 、 生の資料の散逸 を 防 ぎた い こ と 、 後世に残 し て今 後 の 災害研

究や兵庫県の人 々 の た め に 、 地域や時代 を 超 え て役立て て い き た い こ と な ど の趣 旨 を し っ か

り 説明 し 、 ご理解 と ご協力 を 求 め ま す。 そ の た め に は、 道L圭主主空襲星会主義を 理解 し、

息公Qa葉で相手 に良盟主主五よ:'H主主豆よよ去さ盟主主♀

Q O  震災資祥事務官 ンタ ー と 線j 疲神 e 成長宗大震災iè，�藤会止 の/J!Jì!1!佐I;J:

A O  兵庫県は、 平成 12 ・ 13 年度の 2 年間 、 厚生労働省 の緊急地域特別交付金 を 活用 し て J阪神 ・

淡路大震災 に係 る 既存情報の 収集整理 ・ 保存事業」 を お こ な っ て い ま す。 兵庫県 内 の被災 1 0 市

1 0 町を 対象 に調査員 を派遣 し 、 震災資料の所在調査 を お こ な っ て い ま す。

兵障県は、 実施に あ た っ て 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に企画 ・ 運営 を 委託 し 、 マ ンパ ワ

ー ・ ジ ャ パ ン (株) に調査員 の 人選な ど事業の実施 に かかわ る こ と を委託 し て い ま す。

な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 既存情報の収集整理 ・ 保存事業」 は、 兵庫県の委託事業 と し て

平成 7 年 10 月 か ら I (財) 2 1 世紀ひ ょ う ご創造協会J がお こ な っ て お り 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震

災記念協会の設立 と と も に平成 10 年 4 月 に記念協会 に 引 き 継がれ 今 日 に至 っ て い ま す。

QO 震'!ftの野押収薬-t: L- でい 3 必のE舟r/;J:tb {，う の ですか

AO 地震か ら 2 ヵ 月 後 に ボ ラ ン テ ィ ア 団 体の 中 か ら 震災資料保存活動が始ま り ま し た。

現在主だ っ た収集活動は、 神戸大学付属図書館 『震災文庫』 や長 田 区の ボ ラ ンテ ィ ア 団体であ

る 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブム 長 田 区役所内 の 「人 ・ 信 ・ な が た震災資料室」 、 阪神 ・ 淡路大震

災復興支援館 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ」 、 尼崎市立地域研究資料館、 神戸市立 中央図書館、 兵庫県立

図 書館 な ど で も 行 われ て い ま す。
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② 調査は二人ベア で行 き ま す。 二人は 「話 し役j と 「記録役」 と に役割 を 分担 し ま す。 こ の役

割は一 日 の 中 で 、 あ る い は調査の種類 に よ っ て 交代 し で も かま い ま せん。

* r話 し役」 が 、 話 を 進 め ま す。 震 災 の こ と を 思 い 出 し て い た だ く に はやや時間 が かか る 場

合 も あ り ま す。 時 間 を 追 っ て震災 に 関す る 質問 を し て い く こ と に よ り 、 ご本人 が 当 時の こ

と を思 い出 し て い た だ く き っ かけ に も な り ま す。 { チ ェ ツ ク シー ト } の項 目 を す べ て 聞 く 必

要 は あ り ま せ ん が 、 聞 く こ と に よ っ て 資料に対す る 理解 を 深め る こ と が で き ま す。 会話が

続 く よ う であれば対象者 に 自 由 に話 し を し て い た だ、 く 方が 望 ま し いで し ょ う 。 「話 し役」 は

調査対象者か ら 、 情報 を 引 き 出 し な が ら 話 を つ な げ る こ と に努 め ま す。 f 活動 内 容J は こ の

6 年間で随時変化 し て い る こ と が 多いので、 で き る だ け詳 し く 追 っ て い く 必要が あ り ま す。

話の最後 で、 調査対象者が ご存 じ の 団体や、 資料を持っ て い そ う な団体、 震災や資料の話

を 聞 かせ て い た だ け そ う な 人物 につ い て 尋 ね ま す。 →後で紹介者 を リ ス ト に追加 し て く だ

さ し 、

* 記録役」 は、 { 震 災資 料調査票 ( 団 体用 ) ] [震災資料調査票 (個人用 ) ] を 持 ち な が ら

調査対象者 と の会 話 を 記入 し ま す。 具体的 な 活動経緯、 苦労話な ど う か が っ た 内容 は 、

「 メ モ j の欄に書 き ま す。 お話が豊富で書 き き れな い場合は、 新た に用紙を追加 し ま す。

飽蜜主毘録堂監ゑこ と で、 震災資料の価値が よ り 直主o こ と に な り まてLま た 、 資料を

お持 ち でな い 団 体 の 場合 で も 、 お話の内容が重要な記録 と な っ て残 っ て い く こ と に な り

ま す。 会話の途 中 で も 、 開 き 取 り に く い場合や、 お名 前や地名 の漢字 な ど が わ か ら ない

場合は そ の場で確認 し ま す。

* 震災資料調査票 ( 団 体用 ) ] [ 震災資料調査票 (個人用) 1 は、 後 々 ま で保管 ・ 利用 さ れ

る 重要 な記録ですの で、 後 か ら 他人 が 見 て理解で き る よ う に 、 で き る だ け分 り やす く 、

正確に記述す る 必要 が あ り ま す。



( 回 咋 問 ・ ウ ヲ )
盗盗塁賞受J (いつ頃の資料か、 どこで作成した資料か、 何に使った資料かなど)

和μj I1Jt盆伊 肋均等千T 修\ti'，嘉 1<5Y"t 千 ヒ ! こ れ f! Þt>7=o 
L一生主主金主壬二セ仕上EYJ五_��J-�...t虫色町E血事三空'i){

訊 ヲ E キ \� A.h:!irtr，-l�---'-'自主二主��t�f5�!主ごい';r，
い 7c t 句 、

一一 竺益lM_竺童空4Li当良型 l!._C!_ー昌 子 &" 句�_� I :一一一

一一政計三五竺r..，_主 長 堅企�' i_I�，-'L'-，---"正L室� .ー一一一
← 一一軒立

メモ I (活動期間、 滋動内容、 活動人員、 活動艇筒、 他間体と の連携の様子、

間体成員への支纏、 被災地への支援 (時刻、 期間) 、 成員j国1体の績害状況

苦労したこと・うれしかったこと、 震災で得た教割11、 f也館体の紹介など)

_i�4�主ムî1]ð-":�_"Y きる月為旦 ι塾生i三一全血白色玉虫T.f\I .一事注孟室、-工事当 主L�止ふ日空1jt5，Jfi-l
三f1" . r J"ff ;)( k 'i."'-G)' S 王子 主犯I う門担‘
主担�1.:て m罪事 L 攻 、 <-"吾 ‘

一一一位述止ヱ自主 ニJ司王綾子 二 土佐'"
t \  ti\ ! λ T:-'S... 1，ィ主久エゴ.J tn' r'fTíEま異:J 伝向 S.j').才色
作っ1 A主主企り\一二一喧全土主ι 一一一

資料群情報
{いつ頃の 資科か 、 どこで作成 した資料か、 f可に使 った資料かなど)

2LTK Y井 ìí'l 1 -' 神い m 注 当 � l1Ð 1 ' [: .� b" ' J<， )7，。廷内 時 町 � \:， ら 良 い 歩 し 1正 げ ら ま�主l二 主主81- ") 一一一i包k:r�五 雄主L1i...=.�" l- 2 ‘ j ⑤ 代 t 聖'L ( 下 しT土 。

メ モ
{廃棄した資料についての情報、 住宅の被害、 家族の被害、 震災直後の様子、

支援した こ と 、 支怨された こ と な ど)

ー らあ ri え も ら 、 ， • 
時 1 -:' �n :O 向 特t， jユ し
ザド ， 写 、

個人間〉 01.04.01 
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調査の擦の答え方Q & A
Q 1 I;;.�tf. 震だ資料所症調蒼I;;.�.ゐ ですl) の ?

A l  �反神 ・ 淡路大震 災 は 、 阪神 ・ 淡路地域で暮 ら す人 々 の 生活 に 、 思いが け な い 大 き な 打撃 を あ た

え ま した。 私た ち は 、 被災後 さ ま ざ ま な ご苦労の 中 か ら 立 ち 上が っ て こ ら れ た 人 々 の様子や貴重 な 体

験 を 、 被災地外の 人 た ち ゃ次 の 世代 の 人た ち に も 伝 え て い き た い 、 万ー ど こ かで災 害 が 起 き た 場合、

こ こ で、培っ た経験を役立て て ほ しい と 考 え て い ま す。

そ こ で ま ず、 震災の あ り さ ま 、 復 旧 ・ 復興の様子 を伝 え る 資料が ど こ に あ る の か調査 し て い ま す。

Q 2  資料 っ てrゐI;;.� る の ?

A 2  今回の震災は、 現代の 大規模な都市災害 と し て 他 に 例 を 見 な い も の で し た。 書籍や雑誌 な どの

刊行物 も た く さ ん発行 さ れ、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災 では現在では 2 万点近 く を収集 し て い ま す。 けれ

ど 、 それだけ では阪神 ・ 淡路大震災の全貌 を つ か め て い る と は思え ま せん。 こ の調 査 で は 、 単 に書籍 ・

刊行物だ け で な く 、 書籍 を 書 く も と の 「生の資料j か ら の 資料調査 を 考 え て い ま す。

当 時の お話 を 聞 かせ て い た だ き な が ら 取 っ て い る こ の メ モ も 、 震災資料を作 り 上 げて い る こ と に な

り ま す。 日 常 に あ り ふれて い る イ ベ ン ト の チ ラ シ、 家計簿や 日 記、 子 ど も の学校 か ら の連絡帳な ど も 、

大切な震災資料なの です。

Q 3  6 3.戸tnっ て、 I;;.�ぜ今境調査/ご莱吾 の ですか ?

A 3 震災資料収集 自 体は 3 年半前か ら (財) 2 1 世紀ひ ょ う ご創造協会や (財) 阪神 ・ 淡路大震災記

念協会が 手が け て い ま し た。 た だ し 、 少 人数で調査 ・ 収集作業 を行 っ て い た の で、 広範囲 に ま わ る こ

と が で き ま せ ん で し た。 今 回 は、 2 年間総勢 4 4 0 人 で震災資料所在調査 を 実施す る こ と に な っ た の

で、 た く さ ん の錨所に行 く こ と が で き る よ う に な り ま し た。

震災直後 で は 、 震災 の こ と が あ ま り に も 生々 し く て 思 い 出 し た く な い と い う 方 も お ら れ ま し た が 、

6 年 も の 時聞 が 経過 し た こ と に よ っ て 、 震災 の こ と を語 る こ と が で き る 方 も 中 に は い ら っ し ゃ る の で

は な い か と 思われま す。 ま だ 6 年 な ら 当 持率先 し て活動 さ れて い た方や、 ご苦労 さ れて い た方 の 手元

に 資料が残 っ て い る 可能性 も 高 く 、 そ の 当 時のお話 も う かが う こ と が で き ま す。 あ と 何年か経 ち ま す

と 震災 当 時に活動 さ れて い た 団 体 で も メ ンバー が 入れ替わ り 、 資料の意味や価値 も 分か ら な く な り 、

資料が破棄 さ れ て し 、 く 恐れ も あ り ま す。 ですか ら 、 こ の 時期 に 兵庫県の被災地全域 で き ち ん と 資料の

所在調査 を し て お き た い と 考 え て い ま す。



Q 4  賞141;t:舟 っ ています」民 今成産会f'fttt-I心。

A 4  す ぐ に い た だ く わ け で、 は あ り ま せん。 現在 も 使 われて い る 資料は、 当 然 な が ら 活用 し て い た だ

い た 方が価値が あ り ま す。 ま だ思 い 出 と 共 に 手元 に お い て お き たい と 思 う お気持 ち も ご も っ と も です。

そ の よ う な ご事情 を 尊重 し な が ら 震災資料の所在調査 を進 め て い き たい と 思 っ て お り ま す。

し か し 、 も し も 使わ な く な っ た り 、 大量の資料で持 ち き れ な く な っ た り 、 整理 し よ う と お 考 え に な

っ た場合、 こ ち ら に 寄贈 し て い た だい た り 、 お預か り さ せ て い た だ く こ と が で き ま す。 そ の よ う な際

に は 、 あ ら た め て ご棺談いただければあ り が たい と 思い ま す。

Q 5  賞'!4I;tJjI/の厨体/ご渡L- 'ft L- t::。

A 5  今 回 の趣 旨 は 、 資料の収集 だ け で な く 資料の所在調査ですので、 資 料 を ど の 団 体 が いつ か ら 保

存 し て い る の か な ど を調べ る こ と も 意味の あ る こ と です。 ど ち ら に ど の よ う な 資 料 を 渡 さ れ た の か、

簡単で、結構ですの で教え て い た だ け ま せん か。

Q 6  行政/ご対 L て昆 l l!fB:揮�舟 っ てl lt;u l の で賞f-.f.� I:UK L- L- た ぐ Jj tj まダノ心。

A 6  今 回 の震災ではい ろ い ろ な意 見 を残 し て い く こ と も 重要です。 出版 さ れて い る 書籍 な ど だ け で

す と 、 良い話ばか り 残 る 可能性が あ り ま す が 、 生 の 資 料 は あ り の ま ま を怯 え る こ と が で き ま す。 検証

に は さ ま ざま な 立場か ら の 資料が必要です の で 、 行政 を批判 的 に見 る よ う な 資 料 を 後 世 に残 し て い く

こ と も 大切 です。 ご協力お願い し ま す。

Q 7  }).嘗L たjf!4I;t�.. ヨ �ÞlJ の ですか ?

A 7  お預か り し た資料は、 現在計画 を 進 め て い る f 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー (仮称) J 

に移管 し 、 保存 し て し 、 く 予定です。 震災の経験 を 生 かす と い う 趣 旨 に そ っ て公開 し 、 ご活用 い た だ こ

う と 考 え て い ま す。 た だ 、 震災資料 に は 、 個 人 の プ ラ イ パ シ一等 に 関 す る 資料が た く さ ん含 ま れて い

ま す。 調査や公開 に あ た っ て は、 提供者の方 の ご意 向 を 十分尊重 し 、 さ ら に プ ラ イ パ シー の保護等 に

は十分配慮、い た し ま す。



3 - 1 韻か る 資料がな い場合
調査先の ご本人が そ の ま ま 所蔵 し て お かれ る 資料は、 [震災資料調査票 (団体用 ) ] [震災資

料調査票 (個人用 ) ] r 1 所在情報j に記入 し て く だ さ い。

3 - 2  預か る 資料が あ る 場合

① {震災資料調査票 (団体用 ) ] [震災資料調査票 (1翻入用 ) ] を 記入す る

提供 し て いた だ く 資料は、 [ 震災資料調査票 (団体用 ) ] [震災資料調査票 (倒入用 ) ] r 2 受入

資料の惜報J に記入 し て 、 大 ま かでいい の で そ の 内容や形態、 最 に つ い て 分 け て記入 し ま す。

* 提供 し て い た だ く 資料 に つ い て は、 いつ 頃作成 し た 資料か、 誰 が 作成 し た 資 料 か (他の

人 か ら 譲 り 受 け た場合 も あ り ま す) 何に使用 す る た め に作成 し た 資料かな ど を で き る だ

け 詳 し く お 開 き し ま す。

* 資料 を セ ン タ ー に い た だ く 場合 を f 寄贈j 、 保管す る た め に預か る 場合 を f寄託J と いい

ま す。 「借用 ・ 接写J と は、 一時的 に お借 り し て 、 短期間 の う ち にお返 し す る こ と を指 し

ま す。

* 資料の公開 について は、 1 資料の公開 の確認、 2 所蔵者氏名 の公開 、 3 イ ン タ ーネ

ッ ト 上での公開 の 3 種類 が あ り ま す。

* 資料の公開 で r 1 セ ン タ ー に一任」 と は、 相 手先 が 、 公 聞 に つ い て特 に 制 限 を し な い と

い う こ と 、 デ ジ タ ル化 に つ いて も イ ン タ ーネ ッ ト 上での公開 も かま わな い と い う こ と で

す。 r 2 3iJ途協議j と は、 資料について公開 が 不都合で、 あ る と 感 じ る も の も 含 ま れ て い る

た め 、 公 開 に 際 し て は、 別途協議 し な が ら 公開 す る も の を選別す る と い う こ と です。 r 3

イ ン タ ーネ ッ ト 公開 の み不可」 と は、 来館者 の 方 に み て いた だ く の はか ま わ な い が 、 イ

ン タ ーネ ッ ト 上で公開す る の は困 る と い う こ と です。 公開 に つ い て は 、 イ ン タ ーネ ッ ト

上での公開 に つ い て の確認 も お願い し ま す。

震災資料繍査粟(団体用}
翻葺先番号3'10001/ 函函不一一 / 年 b 舟 之o B疋可否時 10 時 0 0 分

住所! 神 f 市 0 0 1& ふ ふ 町 / - 2 - 3 
団 体 名 | 刈 対立寄ら，-j'LI) T;;!"ì�� I電話桝jr?F200 ー メバ メ
代聾者名 1 * 古車 7ら 師 | 活動内容 l [i � 殺屯 ， 科吋 ζリ
設立年月 日 I I q守3 年 6 円 I 人 数 I -10 人 | 探査対応者 I�渇 芥 都
議開躍する置軒由概要 1<本人く調査先〉が糊する場合→1へ呪意協会が預かる塙合→Eへ)
1 所在情報 内 容 I置軒静盟i 量

v d特別出佐川十議つ顎計瓦主i恥 刊 新 制3 〉 同i一一
伽いらむい同1--伽�j雇杢

2畏入費轄の情報 [ 肉 容 j貰料静綬 量

一 ú' liti..lt-，，，，' <'1 例 み ゆみ.ll Î私詰

-.一一一寸

定互静「 公閥

幹Rn--Tγ τ 庁七十三
l s  i ! 1 2 i ; i 1 2  i ; i t 2  ! ; i 1 2  

(畳入静態 寄鱒 E寄挺 3借用(複写) 4そ由他 ) 1 上院情報欄白書骨はよ全般山 内 明書箆声明(:g花.:::l!;;':::.i!.......?��醐竣一 “ 一 一一._L.:盟主主明日1'，\<L'.
返却予定日 年 島 田

F: 1 神十 ;\\J'3r : r-.:.時 代 1 �i'� 1 テ !出所番帯 。 /2. タ
01.04.01 

窟災費刺繍査J里(個人用)
調査先番号�\"oo山|践的両云J云 'f 月 20 自 (長百討を奇 13 時 50 卦

住 所 l 叫 あ 市 思 ム ム 町 O J I3 L:; -.1 
氏 名 | 劉 昔話 1u 電話番号I ó?f- Xi:J<. - "/"j..札
性 服 | 事 | 年 齢 ! っ0 1て i調査対応者 I � � え」
現韮所蔵する貰料白紙聾 1<本人く調査先〉が所蔵する場合叶へ、 毘錨剣明かる場合吋Zへ}
1 所在情報 | 肉 容 i責将軍睡i 量

UL---1科土
斗一一一一+
」し 一一斗L

-十一一一一十
ωよ一一一一-.L

2畳入費削情報 ! 内 容 !醐側 量 1緊密1 公際
住 ゐ 手R需主 札ん 毎�\τ �'�Ija ! '+ 亨τ7否十2

ト-十十一;七与子「一一ーす一一一IT"TIつ一一ァ1 3  4ーしよーこ1 í 3 :< í 1 2 
γ 

三五主11印鑑 欄 2概 棚(複写) 4そ州 n 上位糊由番号は
治劉L一一一...!.!til.金融i主主任lL，.=廷… ...gJ，理機農段一一一一一_L三型自，i!I白金主主主:工
軍部予定日 年 R 自
宮司 i 神 7 1L ヰ : θ 町 1ゑ l1lflLf I出蹄� 'ioo]n. 

.01 画面1



② {震災資料受領書] を 記入す る

寄贈 ・ 寄託 ・ {昔用 資料が あ る 場合、 {震災資料受領書] に 必要事項 を 記入 し ま す。 セ ン

タ 一保管用 と 提供者側 と 2 枚作成す る 必要 が あ り ま す。 提供者側の { 震 災資料受領書]

を 相 手方 に お渡 し し ま す。 借用 資料の場合 は 、 返却 日 に つ い て も 相 手方 と 話 し合 っ て決

め ま す。 借用 資料は責任 を 持 っ て期 日 ま で に お 返 し し ま す。

* 資料の公開 に つ い て は 、 l 資料の公開 に つ い て 、 2 資料提供者情報の公 開 に つ いて 、 3 デ

ジ タ ル化 (パ ソ コ ン に 画像な ど を取 り 込む作業) お よ びイ ン タ ーネ ッ ト 上で の公開 に つ

い て の 3 種類の意味を含んでい ま す。

* 資料提供者情報の公開 と は、 資料を提供 さ れた 方 に 関す る 情報 を 目 録等 で 公 開 し で も よ

い か と い う こ と をお尋ね し ま す。 具体的 に は 、 氏名 、 住所(個 人の住所が特定 さ れ る こ と

の な い範囲での公開)、 団 体名 、 団体代表者等 です。

* 資料の公開 で r l 記念協会(セ ン タ ー) に 一任j と は、 相 手先が協会 の要綱 に 従 い、 特lこ公

聞 につい て提供者側か ら 制限 を し ない と い う こ と 、 r2 55iJ途協議」 と は、 公 開 に つ い て

は、 提供者側か ら 協会側 と 条 件 に つ い て 協議 を お こ な う と い う も の です。 r 3 イ ン タ

ーネ ッ ト 公開 の み不 可」 と は、 来館者の方 に みて いた だ く の はかま わ な い が 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト 上で公開す る の は 図 る と い う こ と です。 公開 に つ い て は 、 イ ン タ ーネ ッ ト 上での

公開 に つ い て の確認 も お願い し ま す。

資料を相手方にお返 し した殴ふ乏鎮査企よ四ム返蔑旦よ♂趨i三思旦よ所蔵者 のサイ ンご

玄心主主ビエ三主主ど♀
一、戸一戸日一一一一一一 一一一ー一一一一一一一一戸一一一ー一ー一一一←~一ー一~一一一一一一一一-叩-目白叫時‘一一一明白ー一ー“司-令一一ーー一ー一司

叫l，1'胆ぱ
震 災 資 料 受 領 書 (センター用)

ム ム サ1をの �iL合 繊 2，000 lf- I I Ji 2 2... a 

阪神 淡路大震災関護資料として‘ 下書記のとおり資料をお預かりしました‘

. 111 終 ß 敏lt

ニ 侵入鯵鎗

自己

写 真 r，レベ ム l 持
会t\'ÞL杭 J - ト 1 -舟

E制 時託 。抑
三、 借m繍陶之ðOO 辱 〆I � 之之 日 �2oc>o 年 吋 月30 .

. 進毎日 リヘヱooo .. ! I �JO • 車揮監ι此ゐ 堅持得
" 終的事項 . 
ー.斜の彼S建物は‘ 原資料iと場じて取扱いをいたします.

ー 議 書定資料について、 本書以外の受領書が，略行会れた織合i玄白 本.は鋳効"します a

" 医科の公織について

マ}苧12較的立
イントネ タ ト 公開のみ不可 22官立2Lll崎町印刷号

一一一一一 一一J立竺月」
③ { 作業進行表 } の r 1 8 借用 資料有無J r 1 9 資料借用 日 J r 2 0 借用 資料返却予定 日 」 を記入

し ま す。

- 1 16 



そ の う ち 、 以 下 の も の に つ い て は次 の よ う な 注意 が必要です。

ア 既に収集済みであ る と 思われる も の : 当 時の新聞、 刊行物

寄贈い た だ け る 場合 は い た だいて き ま す。 寄贈で な く 借用 の場合 は、 収集清みで あ る か ど う

か、 取 り 寄せ可能か ど う かな ど確認 し ま すの で 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に ご相 談 下

さ し 九

イ 膨大 に でて く る と 思われ る も の :

ω…今

複写 さ せ て い た だ く 場合で も いた だい た 場合 で も !必ず履歴 を う

裏側に持参の鉛筆 で、 N o. をつ け ま す。 そ し て {

な る べ く ご本人 に 事構 を伺 い な が ら 記入 し ま す。

し 、 ま す。 提供者の許可 を

i に 内 容 、 枚数、 日 時 を

ウ モ ノ 資料が あ る 場合

ち帰 り が 出来 る ほ ど の大 き さ で あれば、 い た だい て 帰 り ま す。 モ ノ 資 料 を い

必ず写真撮影 を し 、 { モ ノ 資料写真調査票 } を 作成 し ま す。 写真は { モ ノ

貼付 け 、 ネ ガは [ �モ ノ 資料の撮影』 フ ィ ルム保管管理表} と 共 に保存 し ま す。

、 た ら

ち 帰 り が 不

可能な ほ ど大型の も の につ い て は 、 許 可 を 得て使い捨て カ メ ラ で全容を撮影 し、 写真で残 し

ま す。

調査員が 撮影 し た 写真の取 り 扱い につ い て 、 { 資料個粟 } き 方は、 以 下 を参照 し て く だ

さ し 、。

01 .04. 01 

エ 収集の 際 に お願 い を し て み る も の : 撮影 ビデオ

撮影者は か な り こ だわ り を持 っ て い る 人 が 多 い の で、 震災前の撮影地点での ピデオが あ る か

ど う かや定点観測の ヒ守デオ を撮っ て い た だ け る か ど う か、 ピデオに 履歴 を付 け て も ら え る か

ど う か な ど を お願い し て み る こ と が必要ですc
→ 「青葉蚕あ書 き 方 に つ い て r 映像 ・ 音声資料調査票い 書 き 方J p 10 を扇

* 扱 い が 難 し い 、 取 り 扱い に悩むな ど の 場合 は 、 統括担 当 。 リ ー ダー に相 談 を し て 下 さ い。



4 資料所在調査終 了 後の 作 業

① い た だし 、 た 資料が あ っ た 場合は、 調査先 ご と に封筒 に入れて 、 封筒 の表紙に鉛筆で調査先、

調査先住所、 連絡先 を記入 し ま す。 借用 資料が あ る 場合 は別の袋に入れて わ か る よ う に し ま す。

借用 資料は、 責任 を も っ て 返却 し な ければい け ま せん の で、 慎重 に 取 り 扱 い ま す。 封龍 の表書

き に 「借用 資料あ り 」 と 記入 し ま す。 資料は各地区 ご と に大切 に保管 し て く だ さ い。

② そ の 日 に訪問 し た件数分だ け [ 震 災 資料調査 禦 } が あ る こ と を確認 し ま す。

借用 資料が あ る 場合 は分か る よ う に し て お き ま す。 一つの調査先 に 対 し て 、 同 ー の調 査先番号

を 持 っ た { 作業進行表 L [ 連絡履歴 L [ 震災資料調査票] が そ ろ っ て い る はず です。 資料に写

れ て い る 場合は、 [ 写真資料/映像 ・ 音声資料調査票} も 追加 し ま す。 こ れ ら の記入済

み の シー ト は、 調査先 ご と に整理 し て 管理 し ま す。

@ 業務 日 誌} に必要事項 を 記入 し ま す。 調査員 は 一 自 の業務 内 容 を 一人ずつ書 き ま す。 個

人 ご と に毎 日 の記録が で き あ が っ て い く こ と に な り ま す。 内容 と と も に 、 問題点、 改善すべき

点 な ど も 記入 し て 下 さ い。 そ れぞれの意見 を 各 地区 の 中 で出 し あ っ た り 、 全体の 作 業 を改善 し

て い く た め の 大切 な材料 と な り ま す。

リ ー ダーは、 業務 日 誌の代わ り に毎逓末に リ ー ダー ミ ーテ ィ ン グの基礎 と な る 資 料 を作成 し

て 下 さ い。 業務 日 誌
No |勤務 B þOO( 年 b 丹 2 0 8 ��l一戸手五足 与
業務内容 ! ・ 資料配布 (.)華料整理 ()ff間務査 ・ その他
業務内容の Ul苦吟g3R2i:.三 必勝.;:ç，.J!!殴替思l，.J轡!i煮、 宇佐球;窓�Rí'!!f.ζJ! 茸Zぷ畏ム童軍監豊i

記録 ll9;.QQァi三:民一一 心Q忠E窓会1思議…謝 :&.3一一一一一

1......É5:�喪￡主t�.�能阻L接投村G.o生f/-，金L.
……阻予J事……_..��致 _:f(!L...…‘…… 一--_-4ー…
1.1:設斗1�.1.? .___.�.t?.1r.�.:g.::.，二江紘一一一一L虫色一

一 ....�fl及盛1:.�J後世�相互坐�士を:!2L一 一一 ー ー

…血J百一]L.._..1�li..!�.を 一一一一 一一← 一一一

..J.f.�虫ヱJ.2:.�!?......Æ盟主計一品:1::.1ゑ離島古一長:主t命噂ーーーーーー

一 室町興支.f!!:>!.!��::'!'..�!-!.:?2.f�史 的…

備考 (借用 した資料がある場合は、 資料名、 返却予定 日 、 返却 自 な ど記入)

日目



IE 資料の整理 を 行 う

1 借用物の取扱い
* 借用 資料は原則 と し て借用 し た調査員 が 責任 を持っ て返却 し ま す。 返却予定 日 を越 え な い よ

う に気 を つ け ま す。

① 謹製 をつ く り ま す0

. 借用 し た紙資料

借用 し た調査員 が複製 し ま す。 コ ピー を と り 、 な る べ く お借 り し た資料に近い状態 に複製 し ま

す。 中性紙に コ ピー し ま す

・ 映像 ・ 音声資料 (写真、 ビデオ、 カ セ ッ ト な ど)

写真は、 O A オペ レー タ ー に { 作業進行表L [ 資料館葉 L [ 写真資料調査票] ， [ 連絡履歴 ] 、 {震

災資料調査票} 、 { 震災資料受領書} と 侍者 に お渡 し し 、 ス キ ャ ナでの読み込み を お願 い し ま す。

ピデオや カ セ ッ ト は、 原則的 lこ は借 り て き が ダ ビ ン グ し ま す。

② 相手先を も う 一度訪問 し て借用 物 の 返却 を 完 了 さ せま す。 そ の際 に { 震 災 資 料受領書} に所

蔵者サ イ ン を い た だ き ま す。

|震災資料所在調査 マ ニ ュ アノレ [デ ジ タ ル フ ァ イ リ ン グの流れ ] p 2 1 を 参 照|
③ 返却が完了 し た ら 、 { 作業進行表 } に r 2 1 資料返却 日 J r 1 4 調査結果J を 記入 し ま す。

収集区分
1 既存デ-:$1

金) 震災資料調査事業 作 業 進 行 表3 の申し出
4 電子井一J�以外での寄与し出
1 1 線変先番号 J 2.90 002 

IICD 1濁人(遜競所、 散設伎宅、 復興公営銭宅総係者を除く 2 復奨公営住宅

" 回F唖』輔叫J‘-;，，..も' R
--ー~

1 2 錦資自

13 顔筆者氏名

1 4 鵡査結果
1 5 所夜情報の有無
1 6 受入資料の有無
有ー→ 17 資料受入 自
18 借用資料有無
借 1 9 資料借用 日用策 [�臼0 資料返却予定料有吋 21 資料返却 日

22 務まま 悶 篠の数量
全体の数最

23 資料点数

'f篭 "，-lI..I TJ 
1 !1iI 箆 2 !1iI 13  

2.00 1 年 2-00 1 年
S- Fll ! 日 (輩) !i Fl :<3 町内

臨住金五一I:1 fïïì 重久
綾

子有 で喜事「界@ ・ 鰍
ゆ ・ 無
.) 00 f目 。年 年S FlI/ 月 日 ( ) 
ぞ昏 ・ 無 十 番忌
T
200 l ⑥  年 年

Fl f I  B 月 日 ( ) 

rュ月o1o F
i
日 {会年 年

月 日 ( ) 
2 03tS0F 悶1

年 年
守 月t 悶 ⑥ 月 自 ( ) 箱 之 重S 籍 袋

夕、f♀と

3!1iI 13 
年

月 日 ( ) 
一��__b_一一一一一日制

継続 ・ 完了
有 ・ 書聖
有 ‘ 無

年
月 日 ( ) 

幸吉 ・ 熊
年

月 日 ( ) 
年

月 日 ( ) 
年

月 日 ( ) 箱 袋
箱

24 出所番号

) 
41i華 麗

年
月 日 ( ) 
一一日一一一一一一一

継続 ・ 突7
手5 ・ 書量
有 ・ 無

年
月 日 ( ) 

有 ・ 無
重手

月 日 ( ) 
去手

月 民 ( ) 
年

R 日 ( ) 箱 袋

." ___AヲtJ
5笛箆

年
月 日 ( ) 
"一-一回一四一一一ー

継続 ・ 発7
有 ・ 書聖
有 ・ 費署

年
月 !3 ( ) 

有 ・ 書署
ま手

}寺 日 ( ) 
年

J号 自 ( ) 
月 s c

年
)1 

籍 袋
み ⑧

300 主s-I
25
包
5;保E亡

2存1輔3五麺百輔十 ゴ;;ïの � 之F0077万九双1「「三�-;ï町十 五回!2777Z-32n1 1 
入 (27 入力者氏名 (Acc叫 秋 由 謀 長 !(MDS) 鬼 平 菅 洋 百T了Ö�Ö1

1 19 



2 出 所番号 を つ け る

① 資料 を いた だ い た (借用 を含む) 調査先 に 限 り 、 出所番 号 を つ け (所在情 報 の み の 場

合 は不要。 ) 11問 票 を 作成す る 前 に 、 調査員 は リ ー ダー に 資料が あ っ た こ と を報告 し 、 班 ご と

の リ ー ダーはそ の 申 詰 を受 け て i 出所番号台帳} に 出所番号を連番 に な る よ う に つ け ま す。

そ し て 、 出所番号台帳に番号 を記入 し ま す。

* 出 所番号の つ !t方 (全 6 桁)

① l 桁 日 は 、 班番 号 を 与 え る 。 ( 1 � 6 )  
② 最後 の 5 桁に 、 班 ご と の通 し番 号 を 与 え る 。 (99，999 番 ま で)
③ こ の番号は、 班 ご と に 2 年関連番 号で管理す る 。

出所番号台犠
調査先番号 I a簿登宍名 !保存精慈号

��� 出ー/ 恒三竺/一_Lb_��串担金一-iaz; ­�L�_o�!()�l_ L3 .z Of)O仁_ _�i訟如意味事会 図こ2. 0/ () ょ 00 /0 3 L�三1700竺一 回型車止全員約一lφ一一
J足 0' 1 0  S 

② [ 作業進行表 1 [ 資料個票 ] [震災資料調査票1 [ 写実資料/映像 ・ 音声 資料調査票} の 出所番

号を一致 さ せて班 ご と に 管理 し ま すσ
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3 資料{覇襲震を作成す る
資料{閤票 と は、 い た だい た 資料 l 点づっの履歴です。 資料の一点ずつ に番号 を つ け 、 [ 資料個

票 } を作成 し ま す。 資料{問票は、 一点、ずつ上か ら !棋 に 数 え ま す。 紙資料の 上 に指定の鉛筆で

番 号を記入 し て く だ さ い。 [ 資料相禁 } は、 資料 目 録の も と に な る 重要なデー タ な の で、 f寧に

記録 し ま す。
同揃・+

作成者!こ 関 す る キー ウ ー ド事 態 (髄票記入用 )

1 個 人 ( 2 災害復興公営住定関係、 1 0 避難所関係、 1 1 仮設住宅関係 を 除 く )
1 1 被災地の個人、 1 2 被災地外の個人

2 災 害復興公営住宅関係
2 1 居住者、 2 2 自 治会、 2 3 そ の他

3 ボ ラ ンテ ィ ア ・ 支援団体 ・ 宗教団体等関係
3 1 ボ ラ ンテ ィ ア ・ 支援団体、 3 2 宗教団体、 3 3 そ の他

4 ま ち づ く り 。 コ ミ ュ ニテ ィ 組織
4 1 ま ち づ く り 協議会、 4 2 住宅再建組合等、 4 3 自 治会、 町内会等、 4 4 そ の他

5 事業所 (企業) 関係
5 1 交通機関 、 5 2 ガス 、 5 3 そ の他

6 労働組合 ・ 任意団体関係
6 1 労働組合、 6 2 任意図体

7 教育 ・ 研究機関 (保育所含む) 関係
7 1 保育所、 幼稚閣、 7 2 小 ・ 中 学校、 7 3 高校、 7 4 大学 (研究者含む) 、 7 5 そ の 他

8 マ ス @ メ デ ィ ア
8 1 新聞社、 8 2 出版社、 8 3 放送関係、 8 4 そ の他 (映画 な ど)

9 行政 ・ 外郭団体
9 1 保健、 環境、 福祉、 9 2 住宅 関連、 9 3 道路、 水道等、 9 4 そ の他

1 0 避難所 (避難所 自 治会合む) 関係
1 0 1 避難者、 1 0 2 施設管理者、 1 0 3 避難所 自 治会、 1 0 4 そ の他

1 1 仮設住宅 (仮設 岳 治会合む) 関係、
1 1 1 居住者、 1 1 2 仮設 自 治会、 ふれあいセ ン タ ー運営委員、 1 1 3 そ の 他
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ク * 保存箱種類 に つ い て
資料の形態 と 保存す る 箱 の 大 き さ に よ り 6 種類 に 分 け る こ と が で き る 。

1 箱 普通 の 大 き さ の も ん じ よ 箱 ( ほ ぼ定型の紙資料 を入れ る )
例 A 4 、 八 3 な ど保存用 封筒 に入 る 大 き さ の紙資料

2 モ ノ 箱 普 通 の 大 き さ の も ん じ よ 箱 (比較的小型のそ ノ 資料 を 入れ る )
例 時計、 かんづ め 、 給水用 水袋 、 千羽鶴

3 映像 ・ 音声資料箱 普通 の 大 き さ の も ん じ よ 箱
(映像 ・ 音声関係資料 を入れ る )
例 ネ ガ フ ィ ルム 、 ビデオテ ー プ、 録音テ ー プ、

4 大箱 本型の も ん じ よ 箱 ( 大型の紙資料を入れ る )
例 新聞 、 ポ ス タ ー、 地図

5 モ ノ 大箱 大型の も ん じ よ 箱 (大型のモ ノ 資料を入れ る )
例 看板、 絵画

6 箱外 箱 に は入 ら な い大 き さ の 資料
例 ス ト ーブ、 鍋

* 1:某蒋箱番号 の つ け方 (全 4 桁)

1 0 0 1  
① 1 桁 目 は、 班番号 を 与 え る 。 ( 1 � 6 )  
②最後 の 3 桁に 、 班 ご と の通 し番号を 与 え る 。 (999 番 ま で)
② こ の番号は、 珪 ご と に 2 年間連番号で管理す る 。
③ 協会 資料は班番号は O と す る 。 例 0 0 2 0

保管 は 、 保存箱種類 ご と 1 0 0 1 か ら 頗 に 並 ぶ こ と に な る 。

4 写真資料/映像 画 音声資料調査票 を作成す る
写真資料/映像 ・ 音声 資料調査票は、 い た だし 、 た 写真 l 点づっ の履歴で、す。 写真資料の一点ず

つ に番号 を つ け 、 [ 写真資料/映像 ・ 音声資料調査票} を 作成 し ま す。

帳票類の書 き 方に つ い て I [ 写真資料/映像 ・ 音声資料調査票 } の書 き 方J p 8�p l l を|
匿覇
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lw 資料保存 を お こ な う

い た だし 、 た 資料、 複製 し た 資料は、 出所 ご と に箱に入れ ま す。

融資料保存の仕方|
① 資料を保存用 封筒 に入れ る 。

一つ の保存用 封筒 に は、 同一の調査先 の も の の み を入れま すc 資料は、 数件ずつ ま と ま っ た ら 、

順番 に重ねて保存用 の封筒に入れま す (入れ る 点数は、 資料の 量 に よ っ て異 な る ) 。

② 封筒 の 表 面 に ラ ベルの字社 を押 し 、 内容 を 記入 し ま す。

1 調査先番号 封筒 内 の資料 と 同… の調査先番号を記入す る 0

2 調査先名 封筒 内 の 資料 と 向 ーの調査先名 を記入す る 。

3 出 所番号

4 資料点数

5 資料番号

6 備考

封筒 内 の資料 と 同ー の 出所番号 を記入す る 。

資料点数 を記入す る 。

資料番号を記入す る O

館設農産主金鍾虫館鐙霊長問Jヰム
* 資料全体が、 譲写物 (借用 資料で コ ピ ー を と っ た後返却) し た も の は 、 保存

袋の備考欄 に 「被写資料J と 記入。

* 資料の一部 に 、 捜写物 (借用 資料で コ ピ ー を と っ た後返却) が 入 っ て い る

も の は、 「複写資料あ り J と 記入。

* 写真の場合 は枚数 も 記入す る 。 1 点 ( 写真 2 4 枚)

そ の他 記入すべ き 点 が あれば、 書 き 込む。

ラ ベル (例)

調査先番号 3之 0000/
調査先名 ム 6. キデう警合 員二乱高
出 所番 号 ;足 。 0 1 之 もど
資料点数 丘三
資料番号 () O ! D Oヰ '-" OO ! D OS-
備 考 な) 一 之 0 1 S-

③ 保存用 封筒 を保存箱 に入れ る 。

* 保存用 封筒 が た ま っ た ら 、 保存箱 に入れ ま す。

* 保存す る 箱種類 ・ 箱番 号 と 、 保存用 封筒 の備考欄の箱 の番号が一致す る よ う 注意 し ま す

* 同 じ 出所の も の は、 保存箱 を 連番号で と る よ う に 注意 し ま す。

* 箱 は、 6 割程度 に資料を入れ る よ う に し て く だ さ い。
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扉翼の保詩型空君j
① 一枚ずつ薄葉紙 に 包 み 、 笠皇位ゑ保存袋に いれ ま す。

② 保存袋の 資料点数欄 に 点数 と 枚数 を 記入 し ま すc 例) 2 点 ( 5 0 枚)

③ 1 3 映像 ・ 音声資料箱j に保存 し ま す。

恒竺型保存的仕方|
モ ノ の 大 き さ に よ り 保存方法が異 な る 。 箱 に入 ら な い 大型のそ ノ の場合は、 適宜対応。

箱や大箱 に入 る 場合 は 、 薄葉紙に包み保存 し ま す。

* 保存箱 に入 る 場合 に は 、 1 2 モ ノ 箱j か 1 5 モ ノ の保存箱 を使用 す る 。 入 ら な い場合

は、 1 6 箱外」 の ラ ベノレを使用 し ま す。 薄葉紙に ラ ベル を 貼 っ て く だ さ い。
一一一一一也、一一 -←~匂

〔 コ じeづ令\ 〕
ヰ 今Jも 咋る -t.重 E 記 入 す 3 ヱ ヒ

副
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① { 作業進行 表 L [ 資料価票 L [ 写真資料/映像 @ 音声資料調査票] [ 連絡履歴L [ 震 災資料調査

票L [ 震 災資 料受領書} が完全 に 記入で き た段階で、 ク リ ア フ ァ イ ルに す吾 し て入れ、 O A オベ

レ ー タ ー にお 渡 し し ま す。

② 写真や ピデオが あ っ た場合 も O A オベ レー タ ー に上記の帳票 と 現物 を お渡 し し 、 ス キ ャ ナ読

み込み、 ダ ピ ン グな どデジ タ ノレデー タ 化 をお願い し ま す。

q 
Cb ^-'愈車℃を
うリアラ1'\t1�
入札、問を円、』! 之 i産主

心

〉

7仙川、
hmmu

恥
(
史
1

弘叩

定自
U

4枕
M叫、相
A
I

目

作h川
町
く
J

号
制~ド
判別

パサ

叫V
34
U
恨
む
か酔

判
明lhト
削者一
入
日

ん
f

vT

十

「ノ
日

八九〕
ι
 

得Jí:i�9械l

{議
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麓�資料高野謹購査翼暴露鱒
i鰻襲聖護襲的事襲撃

襲警玉三期

「作業進行表J の 書 き 方 マ ニ ュ ア ル

「資料個票j の 書 き 方マ ニ ュ ア ル

r�写真資料/映像 @ 音声資料調査票j の 書 き 方マ ニ ュ ア ル

「作業進行表J の 記 入例

「資料個票J の 記 入例

「写真資料調査票」 の記入例

「 映 像 @ 資料調査票」 の 記入 例

1

4

8

2

3

4

5

 

1i

1i

1ム

寸よ

{異議) 髄縛 働 話題盤整大量霊jii書記金協議
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「作業進行表J き15マニ ュ アル
0 1 つの調麓先番号で一枚です。

G 収集区分 1 "-' 4 で該 当 す る も の をO で 臨 み ま す。 2 震災資料調査事業 の ケ ー ス が最 も

多 く な り ます。

i①調 査先番号がす主主ら 、 記入 し て く だ さ い。 j
I 調驚先番号 (7 ケ タ )
2 調査先毘分 ( 1 つ 、 ま た は 2 つ )

1 "' 1 2 か ら 該 当 す る も の を 2 つ ま で選択 し てO を つ け ま す。

3 調査先名

リ ス ト な どか ら 、 調査先名 を記入 し ま す。

4 代表者氏名

団体の 代表者名 を記入 し ます。

5 調査先住所

調査先の住所 を 記入 し ます。

6 調査先寵話番号

調 査先 の電話番号 を記入 し ます。

7 諦 査 ア ンケー ト 発議 圃 配布 自

1 、 D M (郵送 に よ る も の) ム ポステ ィ ングの いずれかを選択 し ま す。

西踏で記入 し ま す。 電話で ア ポ イ ン ト を と る 場合は、 記入 し ま せん

8 ア ン ケ ー ト到着 目

西震で記入 し ます。 発送や記布 し て い な い 場合は、 記入 し ません (一一一) 。

i②調 査 に い た る ま で の連絡窟躍を記入 し て く だ さ い 。 |
9 連絡結果

[霊童話 ・ 直接訪問 ・ 来訪 ・ 郵送 (F必0 )

調 査 に と り かか る まで の 連絡方法 に よ っ て、 4 つ の 中 か ら I つ選択 し ます。

「寵話j と は、 電話 に よ っ て調査の約 束 を お こ な う こ と です。 電話連絡 日 が捜数 日 に

わ た る と き は、 電話完 了 日 を記入 し ま す。

「直接訪問j と は、 電話をせず に 連接調査先 を訪れる こ と です。

「来訪J と は、 セ ン タ ー に相 手方が来 訪 さ れた場合です。

「郵送 (F心。 」 は、 資料を郵送 さ れて き た 場合です。

[ 諾 ・ 否]

調 査 の 承諾を い た だけたか否か を選択 し ます。
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[ 年 @ 月 ・ 日 〕

「電話J • f直接訪 問 j は、 承諾か否 か の 決定 を し た 日 です 。 「来訪」 は、 セ ン タ ー に こ

ら れた 日 です。 「郵送 (FAX) J は、 郵便や F必立 が届 い た 日 です。

* ど の 場合で も 、 数自 に わ た っ て調査がお こ なわれた と し て も 、 こ の摘 は最初 に 諾否

が決定 し た 日 を記入 し ます。 ま た、 「否j と な っ た時点で調査は終了です。 [連絡履歴}

と 一致 し て い る か確認 し ます。

1 0  龍話連絡者氏名

を 行 っ た 調査員 の 名 前 を フ ル ネ ー ム で記入 し ます。

調査が数回 に わ た る 場合は、 訪問 日 ご と に記入 し て く だ さ い 0

1 1  調査対応者

調 査 に 対応 し て下 さ っ た調査先 の 方 の 氏 名 を 記入 し ます。 複数 人 に な っ た場合 は 、 主

な 方 を 3 名 ま で記入 し て く だ さ い。 電話連絡のみで訪問で き な い場合 ( f杏J の 場合〉

は 、 電話で対応 し て く だ さ っ た方 の 名 前 を 記入 し て く だ さ い 。

1 2  寵査 自

西麿で、 調査訪問 日 を 記入 し ま す。

口 調査者訳名

調 査 日 ご と に フ ルネ ー ム で記入 し ま す。

1 4  調査結果

訪 問 日 ご と に記入 し ます。 調査終了時点で 「完了 j と な り ます。

1 5  所設構報の脊無

{震災資料調査票 ( 団 体用 ) ] (震災資料調査票 (縄入用) ) の r 1 所在情報j 欄 に 資料

名 が記入 さ れて い れば、 「有J に O を つ け ます。

1 6  霊 入 資料の帯無

[震災資料調査票 ( 団 体用 ) 日震災資料調査票 (個 人用 ) ] の f2 受入資料の惜報j 構

に 資料名 が記入 さ れて いれ ば、 「有j に O を つ け ます。

1 1  資料費入 自

f 1 6 受入資料の有無J が 「有」 の場合、 調査 日 ご と に 記入 し ま す。

印 鑑用 資料の有無

調 査 日 ご と に 、

1 9  資料館朗 自

「無j の い ずれか に O を つ け ま す。

f 1 8 借用 資料の有無」 が、 「有」 の場合、 調査 日 ご と に記入 し ます。

20 資料遮却予定 時

r 1 8 借用 資料の有無」 が、 「有」 の 場合、 調査 日 ご と に記入 し ます。
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2 1  資料返却 B

資料返却 の 日 付 を 記入 し ます。

* 調査 回 数が、 f 5 回 自 J を超 えた場合 は、 [作業進行票} の 2 枚 目 を作 り ま す。 f 1 回 目 J

→ f 6 由 自 J に 鉛筆で訂正 し て使用 し ます。 確認の た め 、 口 調査先番号」 と f 3 調査先名j

は記入 し ま す。

24 出所番号

f 1 6 受入資料の有無J が 「有」 の場合、 リ ー ダー に そ の 旨 を 申 告 し て 出 所番号 を 与 え ま

すむ 「出所番号台帳j に 書 き 加 え ます。

2 2  全体の数量

「調査 日 毎 の 数量J に は、 調査 日 毎 に い た だ い て き た 資料 の 数 量 を 記入 し て く だ さ い。

「全体の 数量J は、 調査 日 毎 の 数量 を 合計 し た数量を記入 し ま す。 楼 数 回 受入れがあれ

ば、 そ の 都度数字 を 書き 直 し て く ださ い 。

「箱j か 「袋j に O を つ け て 、 大 ま か な 数量 を 記入 し て く だ さ い 。

2 3  資料点数

い た だ い た 資料の総数を記入 し て く だ さ い 。 資料点数は、 そ の [ 資料値粟〕 の 数 と 一

致 し ま す;

位民開票日前終わ り 、 現物 を 保管 し た後 に 記入 し て く だ さ い 。 j
担 保存籍撞類 ・ 番号

資 料 を 保存 し た保存箱の種類 と 保存箱の番号 を記入 し ます。

伊J) ②- 1 003

|⑦OA オペ レ ー タ ーが記入 し て く ださ い 。 1
2 6  入 力 完了 日

ACCESS 入 力 日 、 MDS 入 力 日 を そ れぞれ記入 し て く だ さ い。

2 7  入力 者氏名

ACCESS 入 力 者、 MDS 入 力 者 を それぞれ記入 し て く ださ い。

|③ リ ー ダーが最後 に 記入 し て く だ さ しとJ
リ ー ダ ー チ ェ ッ ク

{作業進行表) のすべて の 項 目 が記入 さ れた後 に 、 チ ェ ッ ク 轍 と し て 使用 し て く だ さ い。
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アル
O 基本は、 上か ら 1 点、ずっ と る。

* フ ァ ッ ク ス な ど感熱紙の資料は、 劣化が激 し い の で コ ピー を と る 。 コ ピー し た 場合

は、 コ ピー し た 資料の裏面 に 「写J と 記す。 元資料 と 同 一番号 を 付 け、 重ねて専用

の ク リ ッ プで ま と め て 保存す る 。

* 記入者の推測、 判 慨 に よ る も の は、 ) 内 に

o r / J 

一 つ の籍 @ と i之 、 全体の (資料の個緊の数) と そ の個繋の まし

す 。 ( こ の場合の籍 ・ 袋 と は、 い た だ い て き た資料の箱 ・ 袋 を 指 し ます。 保存用 の 箱 e

袋 と は異な り ま すJ

* た と え ば、 2 箱 自 に 456 件 の 資料があ り 、 そ の 3 1 番 目 の 資料の場合 (資料番 号 は

002031 ) 、 31/456 と 記 し ます。

1 調査先番号 (7 ケタ )

「作業進行表j に 与 え ら れて い る 国有の調査先番時 を 記 し ま す0

2 出 所番号 (6 ケタ )

「出所番号の つ け方J を参考 に 、 出所番号 を つ け ます。 「 出所番号台帳J は 、 各 リ

ー ダー が賞任 を持 っ て 、 管理 し ます0

3 資料番号 (6 ケタ )

一 つ の 出 所で 、 被数の 籍があ る 場合 に は、 箱 ( ま た は袋) に l か ら 番号 を つ け る

(3 ケ タ ) 。 一 つ の 籍 ご と に 、 l か ら )1麗 に 資料の 1 点、 l 点 に番号 を 与 え 、 3 ケ タ

で記す (原則 と し て 、 左上 に 鉛筆で書 き込む〉 。 籍 ・ 袋の 3 ケ タ と 資料の 3 ケ タ を

合 わ せ て 、 6 ケ タ の資料番号 と す る 。

例 ) 2 箱 自 の 54 番 目 の 資料の場合、 と な り ます。

* た だ し 、 l 箱! 1 袋 の み の場合で も 、 001001 か ら 始 ま り ま す。

4 資料名

① 資料 に 表題があ る も の はそ の ま ま記 し ま す。

② 資料 に 表題がな い場合 は 、 を つ け て 内 容がわか る よ う な表題を つ け

ます。 例 : (連絡 メ モ) 、 ( ト ー ス タ ー の 使い方) 、 (清掃 当 番 に つ いて) な ど

5 作成者 ・ 発持者

① 資料 に記入 さ れて い る 場合はその ま ま 記 し ます。

② 明記 さ れて い な い が推測 で き る 場合 は 、 ( 内 に 記 し ます。

③ 全 く 不明 の場合は一一ーと 記 し ます。
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6 作成者キ ー ワ ー ド ( 1 つ 、 ま た は 2 つ )

「作成者キー ワ ー ド項 目 J ( W震災資料所在調査手需要』 参照) か ら 該 当 す る 数字 を 記入

し ま す。

7 作成年 月 日

① 資料 に記入 さ れて い る 場合 は そ の ま ま 記 し ま す ( た だ し 、 西暦 に 統一) 。

② 日 付が明記 さ れて い な い が資料か ら 推測で き る 場合 は 、 内 に 記 し

ます。

8 様式

③ 全 く 不明 の場合 は一一ーと 記 し ます。

サ イ ズ と 枚数、 ま た はペー ジ数、 個数 を記入 し ます。 サイ ズは、

な ど) 以外は、 セ ンチ メ ー ト ル を単位 と し て大 き さ を示す。

例 : A 3 1120 真、 12 c m X  10cm/ 3 枚

(A 4 、 B 5

* 立三ぷ と は、 資料 1 点 分 の 大 き さ (紙の場合 は B4、 B5、 A 4 、 写真の場 合 は 、 E

サ イ ズ、 パ ノ ラ マ な ど、 ビデオでは、 VHS、 8mm な ど) です。

* 枚 ・ ペー ジは、 そ の 糞料 l 点の枚数 ・ ペー ジ数です。 冊子な どの発行 さ れた も の で

あ る と 「枚J ではな く 「ペー ジJ で記入 し ます。

9 資料形態

見 たそ の ま ま の形態 を 1'"'"' ll の番号か ら 選びO を つ け ま す。 いずれに も 該 当 し な

い 場合 は 、 12 そ の他の欄 に 記入 し ます。

10 数量

産盟主ムエ上。 全 く 同 じ も のが あ る と き はそ の 数 を 記 し ま す。 同一の も の が 、 は

な れ て 含 ま れて い る 場合 は、 新 し い番号 を つ け ます c r資料は上か ら 」 の原則 に 従

い ま す) 。

* 習と は、 同 じ 資料が何点 あ る か を 数え ます。 ( た と え ば、 B4 ・ 3 枚で l セ ッ ト の

資料が l 点 あ る 場合 に は、 様式は ま�4/ 3 枚、 数量は l です。 B4 . 1 枚の 陪 じ 資料が

3 枚あ る 場合 、 様式は B4/1 枚、 数量は 3 です。 ビデオが I O 本で I セ ッ ト の 場合

は 、 議式は VHS IO {園、 数量は 1 です。 )

1 1  受 入 陸

資料 を 受 け入れた年月 日 を記入 し ま す。

1 2 公開 につ い て

「 1 記念協会 (セ ン タ ー) に 一任J 、 f2 別途協議j 、 「3 イ ン タ ー ネ ッ ト 公開 の み不

可J の い ずれか の番号 に O を つ け ま す ( [震災 資料調査票〕 、 {震災資料受領書] の

記 入 を 参考 に し て く だ さ い ) 。
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1 3 受入形態

頭か っ た 資料が、 f l 寄贈J さ れた も の で あ る か 、 「 2 寄託j さ れた も の で あ る か 、

借用 し て 「 3 借用 (複写) J し た も の で あ る か 、 いずれか の 番号 に O を つ け ま す。

そ れ以外の も の は、 「 4 そ の他J に 具体的 に 内 容 を 記入 し ます。

1 4 保存箱種類

1 � 6 の 選択肢の 中 か ら l つ選んでO を つ け ま す。

1 5 保存箱番号

資料 を 保存す る 箱 の 箱番号 を記入 し ま す。 f保存箱番号 の つ け方J を 参照 し ま す。

1 6 記入者名

個 票 を 作成 し た担 当 者 名 を フ ルネ ー ム で記入 し ます。

1 7 備考

き 、 裏 に メ モ あ り 、 感熱紙、 同 一封筒 内 の場合 はそ の 旨表示 な ど 、 気の つ い

た こ と を 記す。

* 同 一封筒内 の場合の例 : (00102 1"'""00104 1 ま で向 一封筒)

* 同 一 フ ァ イ ル 内 の 場合の例 : (00 1023'-"""00 1082 まで W 1995 年ボ ラ ンテ ィ ア 連絡事

項 』 フ ァ イ ル内)

1 何 を 資料の 1 点 と 数え る か ?

①何 を 資料の l 点 と 数え る か は、 とて も 難 し い も のです。 個票は フ ァ イ ル単位で は な く 、

分 け る こ と ができ る も の は、 中 身 を 1 点ず つ 取 り ます。 (た と え ば、 『ボ ラ ンテ ィ ア 関連

フ ァ イ ル』 と し て綴 ら れて い て 、 雑多 な も の が含 ま れて い る 場合 は 、 ホ ッ チ キ ス で止め

で あ る も の は 5 ホ ッ チキ ス 止 め 、 1 枚 l 枚 (4 一紙) に つ い て 資料番号 を つ け ま す) 。

②ニ ュ ー ス な ど号数が変わ る も の も l 点ずつ 数 え ま す (00ニ ュ ー ス 2 号 と 00ニ ュ ー

ス 3 時 は それぞれ に 別 の 資料番号 を 与 え ま す) 。

③た だ し 、 フ ァ イ ル に 名簿が綴 つ で あ っ た 場合 な ど 、 明 ら か に ひ と ま と ま り の 場 合 は 、

l つ の フ ァ イ ルが 1 点 (3 フ ァ イ jレ) と 換算 し ま す。

2 写真の場合の注意 !

①写真 がパ ラ の場合 : 固は、 サイ ズ (E サイ ズな ど) /0枚 と 記入 し ま す。 匿E圏
は 住墓 を 選択 し ま す。 圏はよです。

②写真 ア ルバム の場合 : 屈は、 サイ ズ (A4，A3 な ど) /0ペー ジ と 記入 し ま す (2 冊

で 一 つ の個票 を作成す る 場合 は 、 合計のペー ジ数を記入 し ます) 0 YJv} ，\Áo)毘数， EJ­
真 の枚数 を 備考欄 に 記入 し ま す。
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③た だ し 、 撮影時期が明 ら か に違 う 場合 、 ア ルバ ム 自 身 に 明 確 に 他 と 識別 で き る よ う な

タ イ ト ルが付 け ら れて い る 場合 は、 ア ルバム ご と に 別 々 の個票を作成 し ま す。

3 確認 !

「写真資料/映像 ・ 音声資料調査票J (後述) の上段の室控蚤長と 「個票J の 上 段 の堂監

番号 は 、 同 ー の も の です0

4 モ ノ 資料の場合

モ ノ 資 料 を い ただ い た ら 必ず写真撮影 を し 、 [ モ ノ 資料写真調査票] (別表) を作成 し

ま す。 写真 は { モ ノ 資料写真保存禦] に貼付 け 、 ネ ガ は ( W モ ノ 資料の撮影』 フ ィ ルム

保管管理表] (別表) と 共 に 保存 し ま す。
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写真資料/映像 ・ 昔声資料調査票の書き方マニ ュ アル
O 一つ の [ 資料個票〕 に対 して、 一枚の 〔写真資料/映像 ・ 音声 資料調査票) を作成 し ま す。

〈写真の枚数が多い場合は、 調査票用紙を追加 し て い き ま す。 )
* 写真 ・ デ ジタルカ メ ラ ・ 写真力 ラ ー コ ピ ー については、 {写真議料調査票〕 を作成

し ます。
* ピヂオ ・ 力セ ッ ト . MD . CD な どの録音 ・ 録画議料に ついては、 [映像 ・ 音声資料

謂査票) を作成 し ま す。

防毒真資料調査棄の書き方|
* 写真は、 後世に残す大切な資料です。 震災について知識のない人が数十年後に見た

と き に も分かるよ う に、 日 位、 場所、 タ イ トルなどの情報を了寧に加える こ と が大
切です。

* 形態によ っ て 1.写真、 2.デジタルカ メ ラ、 3.写真力 ラ ー コ ピーのいずれかを選択 し
ま す。 直量は写真プリ ン ト、 lデジタルカメ ラ|はデジタルカ メ ラ撮影に よ る デ ー 夕 、
|写真カメ ラ コ ピー|は写真を力 ラ ー コ ピー等で印刷 しだもので、 写真プ リ ン ト と 時 レ
ベんのものを指 します。

1 調 査先番号

調査先番号 を 記入 し ます。

2 調査先名

調査先 名 を記入 し ます。

3 出 所番帯

出所番号 を [ 出 所番号台帳] で確認 し て記入 し ま す。

4 資料番号

{ 資 料個票] の番号 を記入 し ま す。

5 NO. 
写真の番号を記入 し ます。 基本的 に一枚ずつ に番号 を 与 え ますが、 「撮影 日 J 、 「被写体タ

イ ト j打 、 「撮影 者 名 J 、 「撮影 場所J の 4 つ がすべて 問 じ で あ る 場合 、 ま と め て 一つ の番

号 を 与 え る こ と がで き ます。

* 例 え ば、 同 じ 場所で も 撮影 日 が異な っ て いれ ば、 新 し い番号 を与 え ま す。

5 枝番号

一 つ の 写真 NO. の そ れぞ、れの写真 に 、 校番号 を l か ら 与 え ます。 (写真 を 1 枚ずつ ス キ ャ

ナ ーで歌 り 込むので、 枝番号が必ず必要 に な り ます。 ) 枝番号は 、 r 1 ""'5J の よ う に ま と

め て書 く こ と がで き ます。



6 撮影 日

撮影 し た年月 を わ か る 限 り 記入 し ます。 (正確 に分か ら な い 場 合 は 、 f 1995 年 1 月 j だけ

で も よ い 。 )

7 被写体タ イ ト jレ

{可 を 撮影 し た も の か 、 被写体の 内容を簡単 に ま と め て表題 を つ け ます。 提供 を 受 け る 際

に 本 人か ら でき る 限 り 開 い てお く と 、 参考 に な り ます。 不 明 な 点 に つ い て退却時 に 確認

す る な ど し ます。

8 撮影者名

提供者 と 撮影者が異な る 場合があ り ま す。 撮影者の氏名 を 記入 し ま す。

9 撮影場所

町 名 ま で はで き る だ け記入 し ま す。 提供 を 受 け る 際 に で き る 程 り 本人か ら 聞 い て お き ま

す。

1 0 備考

写真等 の 受 け入れの経緯で注意すべき こ と 、 提供者 に 関す る こ と 、 そ の 他特記すべ き こ

と があ れ ば何で も 記入 し ま す。

1 1 プ リ ン ト

カ ラ ー と モ ノ ク ロ に わ け で記入 し ます。 サイ ズ と 枚数 を 記入 し ま す。

1 2 フ ィ ルム

カ ラ ー と モ ノ ク ロ に わ けで記入 し ます。 35 mm は通常の ネ ガ シー ト のサイ ズです。 何枚撮

り の フ ィ ル ム か も 記入 し ます。 「 ネ ガ J は陰画、 「 リ バーサルJ は 陽商です。 陰 画 は 、 実

際 自 に 見 え る も の と は反転 し 、 陽画は実際 自 に見え る 通 り に 見 え ま す。 「 リ バーサルj は

ス ラ イ ド の形 の も の が多 いです。 該 当 す る も の にOを し ます。

1 3 デジ タ ルカ メ ラ

デ ジ タ ルカ メ ラ で撮影 し た デー タ の 数 を 記入 し ます ( フ ロ ッ ピ ー で い た だ い た り 、 記念

協会やセ ン タ ーで資料 と し て 撮影 し た も のが該当 し ます) 。

1 4 写真カ ラ ー コ ピ ー

を カ ラ ー コ ピ ー 等 に 印制 し た も の を い た だい た 場合 に 枚 数 を 記入 し ま す (写真 プ リ

ン ト と 同 レベル、 つ ま り ス キ ャ ニ ン グ し て写真 と し て残 し て お け る も の を さ し ます) 。

1 5 提供者名

写真 を 提供 し て く れた方の 名 前 を フ ルネ ー ム で記入 し ま す。

1 6 受入 日

資料 を 受 け入れた訪問 自 を西暦で記入 し ます。

1 7 記入者名

記 録 を 担 当 し た者、 l 名 の 名 前 を記入 し ます。
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* 形態によ っ て L ピデオ、 2.力セ ッ ト 、 3.MD、 4.CD、 5ーその他のいず、れかを選択 し ま す。

1 調査先番号

調査先番号 を記入 し ま す。

2 調査先名

調 査先 名 を記入 し ま す。

3 出所番号

出 所番 号 を [ 出 所番号台帳} で確認 し て 記入 し ます。

4 資料番号

[ 資料個票} の番号 を 記入 し ま す。

5 NO. 
録画 ・ 録音内容 に よ っ て、 基本的 に一つずつ番 号 を 与 え ます。 「収録 ・ 撮影 日 J 、 「 タ イ ト

ル J ， r  1民録 ・ 撮影者名 J ， r収録 ・ 撮影場所J の 4 つ がすべて 同 じ であ る 場合 、 ま と め て 一

つ の番 号 を 与え る こ と がで き ま す。

5 枝番号

基本的 に 1 です。

6 収録 ・ 撞影 日

収録 ・ 撮影 し た年月 日 を わ か る 限 り 記入 し ます。 (正確 に分か ら な い場合は、 r 1995 年 1

月 j だ けで も よ い。 )

7 タ イ ト ル

侭 を 収録 ・ 撮影 し た も の か 、 被写体の 内 容 を簡単 に ま と め て表題 を つ け ます。 提 供 を 受

け る 際 に 本 人か ら で き る 限 り 聞 いて お く と 、 参考 に な り ます。 不 明 な点 に つ い て 返却時

に確認す る な ど し ます。

8 収録 ・ 撮影者名

提供者 と 収録 ・ 撮影者が異 な る 場合 が あ り ま す。 収録 @ 撮影者の 氏名 を記入 し ま す 。 た

だ し 、 テ レ ピか ら ピデオ に 録画 し た場合は、 氏 名 で はな く (一一一一) と記入 し ま す。

9 収録 ・ 撮鮮場所

町 名 ま ではでき る だけ記入 し ま す。 提供 を 受 け る 際 に で き る 限 り 本 人か ら 聞 いて お き ま

す。 た だ し 、 テ レ ビか ら ビ デ オ に 録画 し た場合 は、 場所で はな く (一一) と 記入 し ま す。

1 0 髄考

受 け入れの経緯で注意すべ き こ と 、 提供者 に 関 す る こ と 、 そ の他特記すべ き こ と が あ れ

ば何で も 記入 し ま す。

1 1 録画媒体

ビ デオテー プの場合 は、 録画時間 と 本 数 を記入 し ま す。 そ の 他の媒体の場合は、 媒体名 、

録画時間 と 数量が必要です。
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1 2 録音媒体

形 態 に よ っ て、 カ セ ッ ト . MD . CD ' そ の他の欄 に 記入 し ま す。 録音時間 と 数量が必要

です。

1 3 提供 者名

録音媒 体 を 提供 し て く れた方 の 名 前 を フ ル ネ ー ム で記入 し ま す。

1 4 受入 日

資料 を 受 け入れた訪問 日 を 西暦で記入 し ま す。

1 5 記入者名

記録 を 担 当 し た者、 1 名 の 名 前 を 記入 し ます。
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喝脚F司， .， 

。十 I"'{ 以 D， 除ピ ぴ} f培子 時 b

) > 

備 寺号

録濁媒体

品も しでぷ け
苦jまうよ い ìJ'
「 一一一一一- J

録音媒体
ブ一

一ナ一
八刀一。一。/いオ一

件

デ一
セ

ピ一
カ

その他 (

提供者名
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1
2
3
4
r

1
 1

3
5
7
0

 

4 

5 

2 ω  
�Ii '器 開

9 11 (FAX) 月 自 (

1 2 誠査 日
月 時 ( 持 毘 (

年

月 器 ( ) 月 時 ( 月 器 (

1 3  

1 4  
1 5  

月 月

無

年
月 月 時 ( ) 

月 丹咽 æ s D D 祖 国 闘 圃 幽 凶 畠 幽 a・ . .・ 尚 駒 騎 崎 博 朝 間 . . 陪 E 甥 園 E
一歩 12 1 資料遮部 罷

月 自 ( ) 
22 謂査 時 毎の数量 袋

丹 由 (

結 袋

24 出 所番号23 
25 保存結権類 幽
。立26 入 力完 了 器
詞じ 費
l l27 入 力 者氏名

}守 器 ( 月 臨 (
一一一一一一一一一一一一臨m圏一一一ず盟国臨圏一一隅E繍一一一一一一一-闇一一醐醐

(Access) ! (糊DS)
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(電話連絡、 直披訪問、 来訪、 等進行過程を記入して下さい)

口吋一

名一

所

番一

名一

氏一

住

先一

生

者一

先

輩

査一

表一

査

調一

調一

代一

調

1一

ク2

3一

4

5 謂査先竃話番号

6 連絡履壁 時 | 年 月 器 時

電話対応者

内 容 i 
連絡者名

器 時 i 年 月 日 時

竃話対応者

内 容 ! 
連盆査倉時 | 生 息 旦ム よ 接

電話対�者

内容 i 
連絡者名

時一

日

E一

徴

な

{疋一

特

孔
印

予一

の

鴻
自

問一

所

寄

車

場

按

づ'一

QU

造事 日 ) 時~月

9 訪開予定調査員

※6 連絡羅醍構が不足すれば2枚 冨 へ
01 .04.01 
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料 名

資料番号調査先番号 出 所番号
作成者キーワード

( 2つまで)

作成者 ・ 発行者

作 成 年 月 間

料 形 態 h 2冊子 3"7ァイル 4 一紙 5ホッチキス止め

1 0写真アルバム 1 1 *'ケットアルバム 1 2その他 (

数 量 時

1 2別途協議

1 寄鰭 4 その他

権 鶏 i箱 4大籍 5モノ大箱 6箱外

備 考 覆 類

/ 

自

スユ紙コ物一丁
重
刊

他

民一
鍛

の

章
一

そ

入一一
41

内正

記一

調査先番号 資料番号出帯番号
作成者キーワード

( 2つまで)

大きさ

資 賞委 2冊子 ヰー紙 6ホッチキス止め

1 2その弛 (

数 受入 居 月 自
公 開 1 記念協合 2完IJ途協議

4 その他

5モノ;大箱 6箱タト 記入者氏名
1 一般刊行物 銅 『 一 間 ニュース

頼 2 
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震箆資料調査票 (�体用)

2 受入糞料の構報

年 月 日 ) 午前 智 午後
� 町

調査対応者

(本人く 調査先〉が所識する場合→1 へ、 記金協金が韻かる場合一吃へ)

i持

ト

E 

す-_.- I 

2 

2 

(受人形態) 1 寄贈 2寄託 制蓄用 (寵写) 4その他 ) ì 上記構報欄の番号lま
(公開 1 記念協会 (セン舎一) 1こ一任 2別途協議 J この中から選んで下さい。
退部予定 語

調査者
氏 名

年 月 日

01 . 04. 0 1  



i 資料群構報 iI ( いつ墳の資料か、 ど こ で作成 し た資料か、 倒に罷 っ た資料かな ど)

ト一一一 一一 一一一一 一一 一一 一一一一 一一一 一一一一 一一一一 一一一一一 一一一 一 一一一一一一…一一一 一 一

( メ モ |

く閤体用>

(活動期間、 活動内容、 活動人員、 活動範霞、 他団体 と の連嘆の様子、

間体成員への支援、 被災地への支援 (時期、 期間) 、 成員/団体の被害状況

苦労したこと 傭 うれしかったこと、 震災で得た教書11 、 他団体の紹介怠ど)

ー一 一一 一一一 一一 … 一 一一一一一 ー 一 一 ~ →  

01 .04.01 
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震災資料調査票 (個人用〉
調査先番号 国型竺l 月 器 ( ) 午前 個 時 分

住 所 1& 町

氏 名 竃話番号|
性 別 年 齢 調査対応者 |
現在所蔵す る 資料の職事fìc本人く調査先〉時離する場合吋1 へ、 記愈協金が韻かる場合叫2へ)

1 所在構報 | 内 容 i資料静態j 量

I----r 
十一 一一一 ↓

'-一一一一一一一一一一一一

2 受入資料の槽報 !資料形態 ! 量 !完全忠孝! 公開
「一一一「一 一「干 2ーT一一一一
�___�_L一一一ーしそ一空i

1 2 ' 
3 4 I 1 2 

I 1 2 I 1 2 3 4 ー … 一 一一一 一 一一一寸一一一 一r--- I 1 2--r--一一一一一
1 2 一 一一一 一 ---1--- - - -� 空 � 一一1 2 i 3 4: i 1 2 

一 一トー … 1 11-z-下1…一
2. 3 4 - 一一一一一一一 一一 一 一一一一丁一 一 丁一一 一丁干 2T-� 一一一

1 2 3 4 一一 一 一一一 一_I_ _ � _I_ _ __�_I v ..，. �一一一一一一1 2 1 2 I 3 4 I 
1 2 I :.. ':; I 1 2 3 4 

内 容

2 

(受入野態 1 寄贈 2寄託 3構用 (譲写) 4その地( )ì 上記構報欄の番号iま
(公開 1 記念協金 (セン舎一) 1こ-1壬 2別途協議 j この中から選んで下さい。

口一日
一定

者名
予一
葦

龍一
誠
民

遮一 年 月 日

| 護学会 | |戸市番号l
01 司 04. 01
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資料群情報 I ( い つ 噴 の 資 料 か 、 こ で 作 成 し 資 料 か 、 開 に 使 っ た 試 料 か な ど )

メ モ I ( 鹿棄 し た劇 的 いて のj情報 、 住宅の被害、 家族の 被害、 震災直後の様子、
住居の 移動腰、 支援 し た事、 支援さ れた事な ど )

f" -t �司、 . r司 4
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真資料 査票 く 1 写真 2 ヂジタjレカメラ 3 写真カラーコピー 〉
※ 該 当 するものにOをつ ける|調査先名 tI:l j:ifr:m: � 資料番号

撮影 日 l 被写体9イ トjレ | 撮影者名 | 撮影場所

調査先番号

No. 枝番号
a E E 2 E 

船 側 聞 峨 幽 血 園 田 園 _.JI_ _ _ _ 田 園 田4面 白 園 田 - - - - 回 世 自 由 慣 削叫附 嫡 嫡 柵 冊 目 白 個 目 - - - - 園 田 園 田 崎由 間 側 聞 卿 制 御 愉 剛 側 棚 網 備 制 蜘 同 同 同 制 胸 間..a- - - - - - - - - - - - - 四 四 -1...- 柑 剛 帥 欄 糊 剛 網 舗 網 繍 偏 周 回 副 首 園 田 - - - - - - 輪 禍 - - - - 園 田 綱嶋 剛 欄 梱 司 圏 直 園 田

E g g 
- - - - - 担 問 問 問 問守陶 陶 陶 冊 冊 幅 四...- 情 論耐 四 回 町 田 園 田園 盟 国 -...・ 国 幽 幽 幽 柳 欄 蜘 剛 刷 鱒 鱒 翻 問 問 問 副 園 田 - - - - 園 田 園 田 - - 由 - - - - 幽 幽 四 回 目吋嶋 側 側 刷 側 同 叩 鮒 嗣 蜘 岡 帥 国 _ _ _18 _ 由 - - 園 田 園 田 国 自 由 岡 田欄 嶋 働 崎 刷 蜘 欄 輪 個 曲 - - - 明 開 削 剛 嗣 司 - - - - 但 醐 欄 輔 副綱 同

E E E 
' 

蜘 制 縄 問 削 一 一斗E 園 田 一 - -...幽 一 一 白 血 也 幽 聞 酬 … 融市岡 岡 田 田 園 田 回 一 E 園 田 一 一 暢 剛 酬 陣 綱 嶋 酬 剛 … … … 一 一 一 - -..一 回 - - - - 田 E 園 田 回 一一目掛……一副 幽 - - - - - - - - - - - - 国 一 … - - - 園 田 一 … 糊 一 回 - - - -

S S 
E 四 回 目偏 輔 同 岡 嶋 蜘d酬 “輔 副 蜘 周 回 同4開 園 同 問 嗣 旬 情 嗣 置 問 問 - - -......園 田 E 目 白 剛車 関 柵 明 陣 剛 剛 凶陶 畑 繭 嶋 田 園 田 - - - 園 田 園 - - - - - - - - - - - - --1回 世 削 酬 暢鵬 削 鵬 削 刷 側 側 陶舗 網 鍋 嶋炉補 司 副 - - - - - - - - - - - 園 田 恒 四 時 閉 剛 側 幅 - - - - 白 血 開 削 嗣 胸 囲 ・ - - 園 田 嶋 糊 酬2 2 2 E E 
- - - - - - - - - -吋- - - - 田 園 田4園 田 園 田 E 園 田 園 田 - - - - --1幽 聞 目 勝 酬 鍋 嶋 輪 嗣 輔 回白 園 田 園 田 - - - - 田 園 田 園 田 田 園 田 園 田 - - - - - - 四 - -吋側 聞 価 値 白 岡 町 個 同 罰 - - - 園 田 -1- - - - - -- - - - 回 開 剛 剛 附 胸 胸 糊 鵬 耐 楠 岡 田 - - - 園 開 削 鵬 嗣 冊 目 - - - - - 聞 剛 酬 嗣 剛

E E E S 
剛 一 回 目 目 一回 目十- - 一 回 目4圃 ー 園 田園 田 国 四 回 自 - - -oof- … … 一 回 - - - 園 田 - - - - -- 圏 一 一 一 一 酬 一 一 … … …山岡 - - 園 田 - - - - - - - - - -1一 一 一 … … … … … … 曲 一 回 一 一 … 一 司 - - - - - 一 … 輔 副 担

g 
' B E 

側 欄 - - 櫛 田 園 田 園 -�自 E 田 - - - --1園 田 - - ー 田 園 値 幽 問 問 耐 剛 峨吋剛 剛 嗣 師 岡 田 - - - - - - - ー 回 目 ・ - - -- - - ・- - 欄 開 欄 欄 欄 欄 欄 酬 鵬 削 舗 網 剛 嶋崎同 国 E ・ - - - - - - - - - - - -1- ー ー ー " 明 剛 胸 網 棚 欄欄 剛 鵬 剛 鵬 剛 幽 幽 嗣 回 白 E ー - - 附 欄 輔 副副 ・・ 圃 ー ー 園 田 司 剛 酬 欄 刷 酬 司a s s E 
同 世 田 園 田 園 - - 園 田JE E E 園 田 田 園4・ - - - - 園 田 自 由 - - - 網 開吋剛 駒 融 制 情 曲 目 凶 四 回 国 - - - - - - 田 恒 国 自 由 国 剛 胆 時 間 町 - - - - 側 側 側 剛 酬 鵬 嶋崎蜘 … 自 由 園 田 園 田 - - 園 E 園 田 -，園 田 - - - - 間 瞬 時 閉 開 剛 剛 剛 剛 … 側 輸 闘 畑町 田 -- - 明 側 側 附 耐 園 田 園 田 園 - - 刷 酬 欄 帥 嗣

' 

E a 
- - - - - - - - - --1- - - - 回 目 -...園 田 園 - - - - - - 国 一 - -ゆ… 刷 愉 畑 剛 剛 一 回 圃 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 開 - - - - 胸崎糊 … 一 一 一 一 一 一 ードー - - - - - - ー 一 一 一 … 酬 … 刷 回 - - - - - - - … - - - - - - - - … 柵

E 
' 
' E 

- - 白 園 田 町 田 町田 町4個 目 圃 副 罰 E 田4開 園 田 自 由 - - - - - - - - --1園 田 町幽 附 酬 剛 蜘 網 棚 綱 嶋 嗣 回 同 商 嗣 司 自 ー - - - - - - - - - - - - - - - 田 - - --尋問 輔 欄 剛 棚 網 棚 網 側 剛 剛 駒 剛 臨 嗣 幽目園 田 園 緬 - - - - - - - - - - - - -- - 目 潤 閣 制 側 副 国 - - - ー 四 隣 醐 舗 耐 胸 囲 ・ - - - - ­a g z E 
則 樹 繍 剛 同 鵬 鵬 脚 剛 剛」 剛 鍋 嶋 削 剛 酬 剛山 嶋 糊 嗣 酬 附 嗣 胸 剛 闇 - - - --1・ E 園 田 植 - - 担 聞 輔 開 棚 網 刷 附 剛 鵬 剛 附 刷 欄 刷 画面 白 儒 回目 冒 回 目 - - - - - - - -""- - 胆 - -- - - - 剛 鵬網 棚 側 側叫側 剛 融 闘 嗣 幽 薗 E 白 白 - - - - - - - - - - - 咽 四 輪 側 副 但 - - - - 聞 剛 網 棚 酬 鵬 幽 幽 - - ­

E 
E E 

回 一 一 自 由 園 田 恒�- - - - - - -;・ 勝 目 刷 嶋 崎 脚 … … … ω4・ - - - - - - - - - 田 恒 - - - - - 剛 一 … … 胸 … … … … 一 一 - -...- - - - - - - - - - - - - - 皿 -1.. - - - … … … …… 一 一 一 回 - - - - - … 剛 剛 副 - - - - - - --……

' g g 
- - - - - - - - - --1- - - - - 園 田... 園 - - - - - 回 目 園 田 町 聞 桐 剛吋糊 剛 剛 嶋 崎 臨 同 国 自 国 - - - - - - - - - - 園 田 園 - - ー 園 田 胆 個 旬 開 削 鵬 脚 欄 酬 欄 酬・4輔 副 副 担 由 国 - - - - - - - - - -1- - - - - - - - - - 町 柳 欄 開 剛院 鵬 鵬 網 棚 附附 剛 町 田 - - - -- - 側 側 欄 値 目 圃 - - - - - - ­E E 

' 
' 

… … 剛 … 剛 備 制」嗣 剛 嗣 剛 一 嗣品一 一 一 一 一 一 --1量 一 - - … … 附 一 一 嗣 岡 田 国 一 一一 - - - - - - - - - - - 一 - --1- - 側 聞 一 剛 … … … …ゅ一 一 一 一- - - - - - - - - - 一 一 … 輔 - - - - - 一 … 酬 … 一 一 E

g z z e 
- - - - - - - - - -十四 - - 四 酬 明4同 情 回 開 - - 網 開 剛 酬 輸 蜘 偏 同4圃 田 園 田 園 田 - - - - -自 由 欄 縄 開 柵 帥 鵬 鵬 酬 悌 綱 同 働 編 曲 副 醐 剛 蜘 同 園 田 園 田 園 値 目..a- - - - - - - -- - - 恒 ー 岨 田 畑町側 輪 銅 鵬 嗣 棚 網 輔 師 側 同 周 回 目 - - - - - - -- 罰 粗 削 … " 回 国 - - - - - - - 聞 柳 欄 欄

2 8 
四 四 国 E 圏 直 園 田 園 田4園 田 - - - - 四回事圃 - - - - - ・ - -田 町 開 削 防叫糊 鵬 鱒 晴 間 四 国 - - - - - 四 回 目 白 自 由 - - - - - 附 開 削 働 側 側 勝 陣 剛 醐 側 側 同 削 編 "・4同 調 園 田 園 ' 回 - - - - - - - - -1- - - - - - 聞 開 削 開 削 剛 鵬 削 剛 附 則 欄 嗣 欄 嗣 四 国 ー - - - - 側 側 醐 蜘 - - - - - - - - - - 回s E E E 
… 一 回 間 同 開 閉ベ岡 田 園 回 一 回占園 田 一 回 目 - - - - - - -....- … … … 一 一

備 考

ぶ ♂ カゥー よム モノク よ..L
プワント

m一
m

m
T出

(

3一
3

M
い

他一
ガ一

切

サ
の一
一
←

巨
そ
一
ネ一
肘

) 枚 ・ パノラマ (
cm X .  cm ( 

尚一
名

M一
者

守
一
供

hソ
一
語

回す
で+f

(
一

(由
枚

「町

り一
り
でノ一
入 一

撮一
撮一
一
受

枚一
枚一

丁
!

)田
)

) 枚 目 正サイズ(
) 枚 11 その他

) 本 11 ネ ガ 35mm ()本11 1)/トサJ� 35mm ( 
写真カラーコピー

年 月 田| 記入者名 |

) 枚 ・ パノラマ (
c m  X cm ( 

フィルム
けり一日り

自販一
機

枚一
枚

市川
湖一
涼一
沫

故

'01 . 04. 0 1  
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RU

 



験機 瀦 資 く 1 .ピテゃオ 2.力セッ ト 3闘MO 4.00 
※ 該 当 するものにOをつける

5.その他 ( ) > 

調査先番号 調査先名 i出所番号 資料番号

No. 枝番輔収録 撮影 田
2 2 E E E 

合イ トjレ 収録・撮影者名 収録・織影場所
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No. 0 0 3 0 1 

回目 災 資 料 受 領 (資料提供者用 )
年 月 日

様

阪 神 ・ 淡路大震災関連資料 と し て 、 下記 の と お り 資料 を お預か り し ま し た 。

言己
資料名 ・ 数量

一 受入形態

1 . 寄贈 2 . 寄託 3 . 借用

三 、 借用 期 間

年 月 日 ~ 年 月 日

回 、 返 却 日

年 月 日 提供者サ イ ン

五、 特約事項

・ 資料の接製物 は 、 原 資 料 に 準 じ て 取扱 い を い た し ま す。

- 当 該資 料 に つ い て 、 本書以外の 受領書が発行 さ れた 場合 は 、 本書 は 無効 と し ま す 。

- 資料 の 公 開 に つ い て

1 . 糊阪神 ・ 淡路大震 災記念協会 ( 阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務セ ン タ ー ) に 一任

(資料提供者情報の 公 開 を 含 む )

( デ ジ タ ル化 お よ びイ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の 公 開 含 む)

2 . 別 途協議
〒 650 - 0044 
神戸市中央区東川崎町 1 丁 目 1 番 3

神 戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10階
TEL 0 7 8 - 3 6 6 - 2 8 7 7 

阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務 セ ン タ ー

3 . イ ン タ ー ネ ッ ト 公開 の み不 可 担当 ⑪
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調査先番号 / 



災 もI!:

争議

No. 0 0 3 0 1 

(セ ン タ ー 用 )
年 月 日

阪神 ・ 淡路大震災関連資料 と し て 、 下記の と お り 資料 を お預か り し ま し た 。

記
資料名 ・ 数量

一 受入形態

1 . 寄贈 2 . 寄託 3 . 借用

三 、 借用 期 間

年 月 日 ~ 年 月 自

四 、 返 却 日

年 月 日 提供者サ イ ン

特約事項

- 資料の複製物 は 、 原 資 料 に 準 じ て取扱い を い た し ま す。

. �匂 該資料 に つ い て 、 本書以外の 受領書が発行 さ れた 場合 は 、

- 資料 の 公 開 に つ い て

は 無効 と し ま す 。

1 . 制 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 ( 阪 神 ・ 淡路大震災資料調査事務 セ ン タ ー ) に 一任

( 資 料提供者情報 の 公 開 を 含 む)

( デ ジ タ ル化 お よ び イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の 公 開 含 む )

2 . 別 途協議

3 . イ ン タ ー ネ ッ ト 公開 の み 不可

〒 650 島 0044

神戸市中 央区東川 崎町 1 了 自 1 番 3
神 戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10階

TE止 0 7 8 - 3 6 6 - 2 8 7 7

阪神 ・ 淡路大震災 資料調査事務 セ ン タ ー

担 当

/ 



一 -一 震災讃料があ る か調べて O 

販神 e 淡路大震災!立 、 阪神 @ 淡路地域で暮 ら す私 た ち の生活 に 、 予想も し 拡 か っ た大器拡n

撃 を も た ら し ま し た 。 私 た ち は 、 被災後 ま ざま 芯 ご昔労の中 か ら 生活や ま ち の再建 に あ た っ

て こ ら れた人々の様子やか けがえ の な い体験を 、 被災地外の人たち ゃ次の世代の人た ち に も倍

えて、 万ーど こ かで災害がおきた場合、 私たちの経験を役立ててほ し い と 考え て い ま す 。

兵庫県は、 平成 1 2 ・ 1 3年震の2年間、 (費者〉 販神 ・ 淡路大震災記念協会 (以下、 記念協会)

を通 じ て 、 阪神 ・ 淡路大震災 と その復興 に 関 す る 資料 @ 記録 (以下、 震災資料) に つ い て 、 ど

ち ら に どの よ う な震災資料が あ る か、 調査を行いま す 。

本語査 で は 、 調査員が兵庫県内の被災 1 0市 1 0 自?を訪れ、 お話を伺 っ た り 、 実際に資料を拝

見 さ せ て い た だ いた り し ま す。 ま た 、 資料の所蔵者の ご 意 向 を う かが っ て、 資料を ご寄贈 い た

だいた り 、 お預か り し た り 、 謹写を Zさせていただいた り し ます。 今回実織する 調 査 に お い て は 、

できるだけ もれな く 、 網羅的に謂査を行い、 震災資料の全体像を把握する こ と を 目指 し ています。

な お 、 本事業 は 、 労働省の緊急地域雇用特別交付金を活用 し て 、 兵庫県の緊急震用就業機会

創出事業 と し て符われます。

注) 兵庫県内の被災 1 0市 1 0聞とは、 神戸市、 居崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦塵市、 伊丹市、 宝塚市、

三木市、 ) 1 1 西市、 津名目7、 淡賂町、 北淡町、 一宮町、 五色目7、 東浦問、 緑町、 西淡町、 三原町、 商淡町

を揺 します。

2 みなさんの震災資料を役立てていそをたい と考えています。
兵庫県 は 、 平成 1 4年春 ! こ 、 「阪神 ・ 淡謡大震災メ モ リ アjレセ ン タ ー (寝称) J (以下、 メ

リ アルセ ン タ ー ) を完成さ せ 、 記愈協会の震災資料収集 @ 保存 @ 整理事業を受け継ぎ、 震災の

教献を発信 し てい き ま す 。 お預か D し た謹料i立 、 メ モ リ アル セ ン タ ー に保存される予定です 。

資料!立、 震災の経験を生かすと い う 趣留にそ っ て公開 し 、 利活用 したいと考えています。 ただ、

震災資料 に は 、 儲人の プラ イ バシ ー等 に 関 す る 資料がた く さん含ま れ て い ま す 。 謂査や公開 に

あ た っ て は 、 所蔵者の方の ご意向 者十分尊重 し 、 さ ら に プラ イ バシーの保護等 に は十分配慮し1

た し ます。

- 161 



返信用の封筒 (切手不要) に て 、 月 日 ま で に ポス ト に と投菌互い
た だき ま す よ う お願いいた し ま す。 ご協力 ど う ぞよ ろ し く お願い し ま す 。

( FAX Iこ てお送 り いただいて も け っ こ う です。 )

臨 あ 拡 た は 、 阪神 @ 淡路大震災の単 語 ど こ に お う れ ま し た か ?

( ) 都 ・ 道 ・ 府 ・ 禦 ( ) 市 ( ) 区 ・ 盟7

田 あたE た は 、 “震災!こ 関 す る 麓料" を お持ちですか ?

①持 っ てい る ②すで に 処分 し た ③持 っ て いない

由 (轄で①ま た は②と答え た人のみ) そ れ は どの よ う 拡資料ですか ?

あ て は ま る ものすべて に O を つ けて下さい。

①昌記 ②擢災証明書 ③家計簿 ④手紙 ⑤ ノ ー ト 、 メ モ

⑥報告書な ど ⑦ ミ ニ コ ミ紙な ど ⑧チ ラ シ 、 ビラ ⑨新聞 、 匹報

⑩写真 ⑪ ビデオ ⑫録商テープ

⑬その他 (

臨 “震災!こ 関 す る 資料" に つ い て お話を う bもがいた い と 患 い ま す 。 よ ろ

し けれ ばと連絡先を お教え く だ さい。

一
T

fk

(

(

号

所

名

番

住

芳

話

御

御

電

臨 “震災iこ 関する資料" の iまか、 震災!こ関す る こ と 拡 5簡でも と 自 串 iこ

お書き く ださい。 (裏躍も ご利用 く ださ い)

ご協力あ り が と う ご ざい ま し た 。

お問い合わせ先 : 販神 ・ 淡路大震災資料調査事務セ ンター
電話 (078) 366働287ア
FAX (0ア8) 366-2898 

事 業 主 体 : 兵庫県 企画 : (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
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業務 時 誌;地区名 l 勤務 日 i 年 月 口u ) 吋
業務内容 卜 資料配布 - 資料整理 @ 訪問調査 - そ の 他

I. ..�資料配布先、 訪問先 、 訪問時間、 同行者、 作成資料名 な ど�.. . . . . . . . _ . .L: 完了 、 相 、 要再開業務内容の
記録

備考 (借用 し た資料が あ る 場合は、 資料名 、 返却予定 日 、 返却 日 な ど記入)



臨書館における主要新閉め探管状現について ( 平成時年5用 調査)

新聞名 神 戸 新聞 朝 田 新開 毎 思 新聞 産経新聞 読売新聞 由 経新聞 {蒲考

盟書館名 報 保管状j克 寄贈 持軍 {果管状j毘 寄贈 版 保管状j克 寄贈 版 保管状混 寄贈 版 保管状混 寄贈 骨震 保管状況 寄贈
宝壕市立 i 賑神 |未定 1 1坂神 |未定 | 賑神 未定 I I�長神 未定 11岬 未定 l未定

|西中宮央市立 �長神 永 久 保存 × 久{栗蒋 X !衷神 6ヵ月 × 阪神 6 カ 月 × 賑神 6ヵ尭 × 6ヵ月 × 
H7. 1 - H7 . 1 - H7 . 1 - H7 . 1  ，.....， 
H8.3 !;t H8.3 r;t H8.3 Iま; H8.3 (ま
永久保存 永 久保存 永久保存 永 久保存西宮布立 目度神 6カ尭 O 日長神 6ヵ月 O 阪神 5ヵ月 O 阪神 5カ月 O 阪神 6 ヵ 月 O 6 ヵ 月 O 1 カ 月 毎

北部 に鹿棄
思崎市立 販神 永 久{果存 × 掠神 3年開 × 阪神 3年間 × 阪神 3年間 × 尼崎 永 久保存 × 6ヵ月 O 中央 地方報永

|
地
久

;:;鰻来 地方賑永 H7. 1 '" 
久 久 H8.3 l;t 

永 久保存
fË幡市立北 賑神 永久{果存 × ß長神 地方臨永 × 販神 地方販永 × 賑神 地方版永 × 販神 地方版永 × 3 年間 × 

久 久 久 久
伊丹市立 ß喪神 永 久課存 × 阪神 永よえ{栗脊 × 阪神 1 年間 。 阪神 1 年間 O 阪神 1 年間 O 1 年間 O 3 月 r:.整

理
猫名 J l I 町立 阪神 永 久保存 × 阪神 永乳保存 × 阪神 永 久保存 × 阪神 永 久保存 × 阪神 永 久保存 × 永 久保存 × 

) 1 1 覇市立 中 央 販神 永 久 保存 × 阪神 永 久保蒋 × 阪神 未定 阪神 未定 阪神 未定 未定

神
東灘

戸市立 神 戸 1 3 ヵ月 × 神 戸 3ヵ男 × 神 戸 3ヵ罵 × × 神 戸 3ヵ月 × 3ヵ 月 × 
場所無 場所無 場所無 明 石 場所無 場所無

垂
神

水
戸申立 神戸 1 3 ヵ 月 × 神 戸 3ヵ月 × 神 戸 3ヵ月 × 神 戸 3 カ 月 × 神 戸 3 カ 月 × 3ヵ舟 × 

場所者養 場所無 場所無 場所無 場所無 場所無
神 戸 市立北 神戸 3 ヵ 丹 × 神 戸 1 3 カ月 × 神 戸 3ヵ月 × × × 3 ヵ 月 × 半年毎

鹿棄
神 戸 市立 神 戸 1 カ 月 × 神 戸 1 ヵ月 × 神 戸 1 ヵ月 × 神戸 1 ヵ月 × 神

顎 右
戸 1 ヵ 月 × 1 ヵ丹 × m一- r.品"'" 

神戸 市立兵庫 神 戸 3ヵ罵 × 神 戸 1 3 ヵ 月 × 神戸 3カ月 × 神 戸 3 カ 月 × 神 戸 3ヵ 月 × 3 ヵ 月 × 

明 石市立 明石 3 ヵ 丹 O 神 戸 1 3 ヵ 月 O | 朝三高木 3ヵ月 O 神 戸 3ヵ 月 O 神 戸 3ヵ月 O 3 ヵ 月 O 
明 若



一

一片品時

二

ニ
棄一
3
棄
す
棄

知
識一
付
属一
町
議

5
ι訂一
?
に一
5
北打

1}専 に一

括廃棄

× 

{疋来

5年開

1 年間

揺襲被T立

播躍富町立

薪関名

県立

CJ) CXJ 

× 

× 

× 

永�í果存 I X

1 年間播騒1 1 年開

G 

1 年間× 籍謄1 1 年開



1 年間

O 

{議考

5月 !こー

時
。一
整

げ

訟
で一
丹

市

出
ま一
毎
理一
般

自 経新関

山m

隼一一

5年間

2年間

3年間

× 

× 

× 

龍野市立

相 生市立

豊関前立

子容暴露?立

iiHOφ
11

 

× 

× 一宮前立

× 未定甫j議闇

東浦罷T立

審 問



新聞の寄贈強頼図書館 ( 本 が協会と しての龍存分)

目、吋(〕

地域 圏書館名
寄贈対象新聞

新聞保存対象期間
朝 国 籍 昌 読亮 神 戸 産経 日 経 その他

保存期間

臨神 申 F智大学臨書館 O O 本 O O O 。 デイ1)ーニュース
東灘臨関本8 - 9 - 1 神 神 戸 神 神 戸 神 戸 ( 1 3) シ‘ヤ1\0ン告イムズ H9. 1 月 から ( 1 年分) 2年

fI 領丹市立盟書館 0 * G 本 。 * 0 * デイI)ーニュース
伊丹市千樽 1 - 1 - 1 阪神 �在神 阪神 ( 1 4) ジャハ。ンヲイムズ H l 0. 1 月 か ら れ 年分) 1 年

11 。 本
兵庫県構報センター 地方版全地域

神 戸
6カ 月

東播 稿糞麗T立間書館 G 率 0 * 0 * 。 0 * O 朝 日 中学生、

稲葉町盟安1 286 - 1 矯磨署東部 播穣姫路 東揺磨 東播 播�\I� ( 1 2) 
毎 日 小学生 、 H 1 0.4月 か ら ( 1 年分) 1 年
臼 本農業

I! 
一木申立 国書舘

神

* 0 * O 本O 本 G 
玉木市上の :tL4 -5 明石三木 神 戸 神 戸 ( 1 3) 

H l 0. 1  fj から け 年分) 1 年

!f 
加古川市立臨筆書館 0 * l

播
o

藍
O 

( 1 2) 
G 

加古川市加古川 町木村226 - 1 矯縫東部 播擦姫路 播鮒
H8. 1 月 から ( 1 年分) 3年

題播 相 生市立国書館 0 * O O 本 O O 
相生市都j震構本禄T1 1 - 1 播騒 揺磨姫務 矯麓 播州 ( 1 1 )  

H9. 1 月 から ( 1 年分) 2年

淡路 ニニ原雷?臨書館 0 * O
淡路傘 0 * 

五j軍曹T子君主練800 淡路 議路 H l 0. 1 月 か ら ( 1 年分) 1 年

丹波 篠 山市立本郷関書館 0 * 0 * O 
篠 山 町北新町48 丹波 イ設篤丹波 1.ê丹

H9. 1 月 から ( 1 年分) 2年

{車馬 浜坂町立加藤文太郎記窓 0 * O 本 O 本
浜坂町浜坂842 - 2 {畏罵 {塁，罵 伊丹

料1 1 . 1 月 から ( 1 年分) 1 年



l . HRAF と は

HRAF に よ る 震災資料の分類

京都大学防災研究所

田 中 聡

H l 0 . 1 0. 5  
第 3 田 研 究 会 資 料

HRAF ( 人 間 関係地域 フ ァ イ ル、 Human Relations Area Files) は 、 1929 年 頃か ら イ

エ ー ル大学の マ ー ド ッ ク ら に よ っ て 開発 さ れ た 、 民族誌の 基本文献セ ッ ト 。 基本文献 と し

て 選定 さ れ た民族誌 を 、 OWC (民族 ・ 地域分類、 Outline of World Cultures) [資料 1 ] 

と よ ばれ る 分類体系 に よ っ て 民族別 に さ れ、 さ ら に そ の文献の各パ ラ グ ラ フ に 記述 さ れ て

い る 内容 を 分析 し 、 OCM (文化項 目 分類、 Outline of Cultural Materials) [資料 2 J と

よ ばれ る コ ー ド を 記入 し た フ ァ イ ル セ ッ ト [資料 3 J 。

OCM は 、 人類文化の全領域 に わ た る すべ て の項 目 を 、 人 間 行動 の普遍的類似点 に 2 桁

の 数字で あ ら わ さ れ る 79 の 大項 目 に 分類 し 、 さ ら に そ れぞれの大項 自 の 中 で行動の背景

と な る 装置、 社会的組織、 必 要 な道具、 技術、 結果 と し て の 産 物 、 そ れ に ま つ わ る 儀礼や

信仰 な ど を 637 の小項 目 に 分類 し た も の [資料 4 J 。 一方 OWC は 、 基本的 に は民族分類

を お こ な っ て お り 、 現在の 国家単位 を 超越 し た 、 民族分布 の カ テ ゴ リ ー わ け を お こ な っ た

も の 。 こ れ に よ っ て 、 世界中 の すべ て の 民族 の どの よ う な 社会現象 も 、 分類す る こ と が可

能 であ る 。

2 . 災害現象 と HRAF と の 関係

OCM に お い て災害 に 関 す る 項 目 は 、 < 73 社会問題 > の 下の < 73 1 災害 > に あ り 、 こ の

項 目 を ふ く ん だ HRAF の 一例 を資料 5 に し め す [資料 5 一 間 2 J 。 こ れ は 1906 年 の サ ン

フ ラ ン シ ス コ 地震 に遭遇 し た 中 国系 ア メ リ カ 人 に 関 す る 記述 で あ る が、 災害 に 遭遇 し た と

い う 事実 の み の 記 述 に と ど ま っ て お り 、 防災研究への利用 と い う 点 で は不十分 な 内 容 で あ

る 。 ま た 、 < 73 1 災害 > の サ プ ・ カ テ ゴ リ ー は 、 災 害 に 関 す る か な り お お ざっ ぱな 分類 で

あ り 、 よ り 専 門 的 な 見地か ら 検討 を く わ え る 必要があ る 。

一方、 被災者 の 生 活 と は 、 被災者の 日 常生活そ の も の で あ る 。 し た が っ て 、 被災者 に た

い す る イ ン タ ビ ュ ー に あ ら わ れ る 事項 は 、 人 間 が使用 す る 道具、 行為 、 思想、 慣習 、 制度

な ど人 間 関 連 の 問題すべ て に わ た り 、 OCM コ ー ド に よ る 分析が可 能 で あ る [資料 5 - 悶

3 ] 。
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3 . 資料整理の考え方

的 資料情報の カ ー ド化

収集 さ れ る 以前 に 、 被災者の さ ま ざ ま な 生活の 中 で の 生 き て い た 、 そ れぞ れ の 資 料 の 情

報 を 記入 す る 。 最低限記入 さ れ る べ き 情報は、 以 下 の 通 り であ る 。

標本番号 :

標本の種類 : 実物 ・ 複製 ・ 模型

呼び名 :

標本名 :

使用 地 :

用 途 ・ 使用 法 :

OCM コ ー ド :

b) 分類す る な 、 配列せ よ 2 ) 

資料は お お く の 場合、 多種多様な 用 途、 多 岐 に わ た る 機 能 を も つ た め 、 あ る 特定 の 分類

項 目 に 箇定す る こ と は 不可能 に 近 い 。 そ う であ る な ら ば、 資料 に 複 数の カ テ ゴ リ ー コ ー ド

を あ た え て検索 さ せ る ほ う が、 よ り 柔軟 に対応で き る 。 し たが っ て 、 資料は 、 あ る 一定の

基準で配列す れ ば よ い 。 資料番号般 に 配列す る のが基本 と な る 。

4 . 震災資料分類の一例

以下 に 育英高校避難所 に 関 す る 資料 に 、 OCM コ ー ド を 付与 し た 一例 を し め す 。 こ こ で、

ID は標本番号 を あ ら わ す。

I D- 1 

呼び名 : 育英高校、 避難者名 簿 、 掲示物
202 メ ッ セ ー ジ の伝達
203 ニ ュ ー ス や情報の流布 ( 名 簿 )
2 12 文字 (掲示物)
361 集落形態 (避難所)
62 1 コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

I D- 2 

呼 び名 : 育英高校 、 食事当 番 、 印
203 ニ ュ ー ス や情報の流布
212 文字 (掲示物)
264 食事行動 ( 食事当番)
36 1 集 落形態 (避難所)

{ 食事 当 番}

I D- 3 

呼び名 : 腎英高校、 卒業式、 VTR
2 16 録音 (VTR)
36 1 集落形態 (避難所)
873 教義教育 (卒業式)

I D- 4 

呼 び名 : 育英高校 、 避難者名簿 、 4/3/95

1 62 人 口 構成
167 移入 と 移出 (5 1越)
212 文字 ( 名 簿 )
361  集 落形態 (避難所)
494 運搬主主 (車)
621 コ ミ ュ ニ テ イ の構造
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1 0- 5 

呼 び名 : 育英高校 、 避難者名 簿 、 4/4/95
162 人 口構成
167 移入 と 移出 (ヲ |越)
212  文字 ( 名 簿)
361 集 落形態 (避難所)
493 運搬兵 (車)
621 コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

1 0- 6  

呼び名 : 育英高校 、 避難者名薄 、 4/5/95
162 人 口構成
167 移入 と 移出 (ヲ !越)
36 1  集落形態 (避難所)
621 コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

1 0- 7 

呼 び名 : 育英高校、 避難者名 簿 、 4/6/95
162 人 口構成
167  移入 と 移出 (ヲ l越)
2 1 2  文字 ( 名 簿 )
3 6 1  集 漆形態 (避難所)
621  コ ミ ュ ニ テ イ の構造

1 0- 8 

呼 び名 : 育英高校 、 避難者名簿 、 被害別

212  文字 (名簿)
361  集務形態 (避難所)
621  コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

[被災度i

1 0- 9 

呼 び名 : 育英高校 、 避難者 名 簿 、 2/3/95

2 1 2  文字 ( 名 簿)
361 集落形態 (避難所)
592 世帯

1 0- 1 0  

呼 び名 : 腎英高校 、 避難者名簿 、 2/3/95

2 1 2  文字 ( 名 簿)
361 集 器形態 (避難所)
592 世帯

1 0- 1 1 

呼 び名 : 育 英 高校体育 館 、 避難者 名 簿 、 1 /1 7/95

213  印刷 ( 名 簿)
361  集落形態 (避難所)
621 コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

1 0- 1 2  

呼 び名 : 膏英高校 、 避難名 簿 、 要介護

736 社会保護
737 老人介護

{子供の 保護i

1 0- 1 3  

呼び名 : 育英高校 、 長 田 区避難所地 図 、 避難所一

覧
102 地図
203 ニ ュ ー ス や情報の流布 ( 名 簿 )

3 6 1  集落形態 (避難所)
368 各撞施設 (避難所位置)

1 0- 1 4  

呼 び名 : 育英高校、 避難所一覧 、 長 田 区

203 ニ ュ ー ス や情報の流布 ( 名 簿 )
3 6 1  集溶形態 (避難所、 避難地域)

1 0- 1 5  

呼 び名 : 育英高校、 情報提供依頼、 ど う
1 25 テ ス ト と
203 ニ ュ ー ス や情報の流布 (パ ソ コ ン ネ ッ ト )
2 13  印刷 ( コ ピ ー )
362 告宅事情 (避難所)

1 0 - 1 6  

呼 び名 : 育英高校、 情報提供依頼 、 郵便物
1 25 テ ス ト と 調査表
203 ニ ュ ー ス や'情報の流布 (パ ソ コ ン ネ ッ ト )
2 13  印刷 ( コ ピ ー )
362 住宅事情 (避難所)

[ 郵便物]

1 0- 1 7  

呼 び名 : 育英高校、 情報提供依頼 、 ビ ラ
203 ニ ュ ー ス や情報の流布 (パ ソ コ ン ネ ッ ト )
2 13  印刷 ( コ ピ ー )

{個人の所主}

1 0- 1 8  

呼 び名 : 育英高校 、 避難者名簿 、 メ モ

167 移入 と 移出
2 1 2  文字 ( 名 簿)
36 1 集落形態 (避難所)
621 コ ミ ュ ニ テ イ の構造

1 0- 1 9  

呼 び名 : 育英高校、 避難者名薄 、 メ モ

2 1 2  文字 ( 名 簿 )
3 6 1  集 落形態 (避難所)
592 世帯

1 0-20 

呼 び名 : 育英高校体育館 、 避難者名簿 、 メ モ

2 1 2  文字 (名簿)
361  集 落形態 (避難所)
592 世帯
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1 0-21  

呼 び名 : 育英高校、 避難者名簿、 メ モ
2 1 2  文字 ( 名 簿 )
3 6 1  集落形態 (避難所)
592 世帝

1 0-22 

呼 び名 : 膏英高校、 避難者名簿 、 メ モ

212  文字 (名簿)
361  集落形態 (避難所)
592 世帯

1 0-23 

呼 び名 : 省英高校体育 館 、 避難者 名 簿 、 平和台 2
7 自
167 移 入 t 移 出
212  文字 (名簿)
361  集落形態 (避難所)
592 世帯
621 コ ミ ュ ニ テ ィ の 構造

1 0-24 

呼 び名 : 育 英 高 校 、 災 対 か ら の お知 ら せ 、 救援物
資

203 ニ ュ ー ス や情報の流布

202 出 版物 (広報)
659 そ の他 の 政府業務 ( 災対)
724 後方補給 (救援物資)

1 0-25 

呼 び名 : 育英高校、 救援物資の リ ス ト 、 3/1 8/95

361 集落形態 (避難所)
488 倉援業 (物資の管理)
511 生活水準

1 0-26 

呼び名 : 育英高校、 救援物資の リ ス ト 、 4/3/95
361 集 落形態 (避難所)
488 倉庫業 (物資の管理)
511 生活水準

1 0-27 

呼 び名 : 育英高校 、 救援物資の リ ス ト 、 メ モ

212  文字
361 集落形態 (避難所)
488 倉庫業 (物資の管理)

1 0-28 

呼び名 : 育英高校、 広 中学校 、 避難者割 (3/30/95)

167 移 入 と 移 出
361 集落形態 (避難所)
493 運搬呉

1 0-29 

呼び名 : 育英高校、 大掃除班割、 2/1 9/95
102 地図
203 ニ ュ ー ス や情報の流布
212  文字 (掲示物)
358 非住居用建造物の メ ン テ ナ ン ス ( 大掃除)
361  集落形態 (避難所)

1 0-30 

呼 び名 : 育英高校、 重要な 場所の連絡先、 メ モ

2 1 2  文字 (連絡先)

1 0-31  

呼 び名 : 宵英高校体育館、 避難者の構成、 、 メ モ
162 人 口 構成
2 1 2  文字 ( メ モ )
361  集落形態 (避難所)

1 0-32 

呼 び名 : 育英高校、 食糧調達計画 、 2/1 -2/1 1 /95

2 1 2  文字 ( メ モ )
361  集落形態 (避難所)
705 供給組織 と 浸食部
724 後方補給 ( 食糧調達)

1 0-33 

呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 1 3
号 、 2/28/95

204 出版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-34 

呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 1 6
号 、 3/1 0/95

204 出版物 (広報)
659 そ の 他政府業務 (災対)

1 0-35 

呼 び名 : 育英高校 、 こ う べ地震災害対策広報第 1 7
号 、 3/1 4/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 ( 災対)

1 0-36 

呼 び名 : 育英高校 、 こ う べ地震災害対策広報第 四
号 、 3/1 6/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の 他政府業務 (災対)

1 0-37 

呼び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 20
号 、 3/23/95

204 出 版物 (広報)
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659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-38 

呼 び名 : 膏英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 21
号 、 3/28/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-39 
呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地麓災害対策広報第 24
号 、 4/1 1 /95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-40 
呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 26
号 、 4/25/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-41 

呼 び名 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 27
号 、 4/28/95

204 出版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-42 
呼び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 28
号 、 5/2/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-43 
呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 29
号 、 5/9/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-44 

呼び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 30
号 、 5/23/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-45 

呼 び名 : 育英高校、 こ う べ地震災害対策広報第 3 1
号 、 6/20/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 ( 災対)

1 0-46 

呼 び名 : 宵英高校、 広報こ う べ 、 3/1 7/95

204 出 版物 (広報)
659 そ の他政府業務 (災対)

1 0-47 

呼 び名 : 育英高校、 無料洗濯の案内 、 ダ ス キ ン

203 ニ ュ ー ス や情報の流布

212  文字 (掲示物)
296 衣瓶の手入れ (洗濯業)

1 0-48 

呼 び名 : 湾英高校 、 余震対策 、 災 対 か ら の通知

203 ニ ュ ー ス や情報の 流布
204 出版物 (広報)
659 そ の他 の 政府業務 (災対)
731 災害 (余震対策)

1 0-49 

呼 び名 : 育英高校、 駐車車両の取扱 い 、 2/23/95
203 ニ ュ ー ス や情報の流布
204 出版物 ( 配布物)
351 土地 (駐車場)

493 運搬兵 (事)

1 0-50 

呼 び名 : 育英高校、 重要 な 場所の運絡先、 メ モ

2 1 2  文字 (連絡先)

1 0-51  

呼び名 : 育英高校、 重要 な 場所 の連絡先、 メ モ
2 1 2  文字 (連絡先)

1 0-52 

呼 び名 : 育英高校、 水道、 メ モ

212  文字 (連絡先)
312 水の供給

1 0-53 

呼 び名 : 育英高校、 水供給、 メ モ

213  文字
312 水の供給 (風呂 )

1 0-54 

呼 び名 : 育 英 高校 体 育館 、 避 難 者 名 簿 、 1 /1 7/95

2 13  印糊 (名簿)
361  集落形態 (避難所)
621 コ ミ ュ ニ テ ィ の構造

1 0-55 

呼び名 : 膏英高校 、 阪神 @ 淡 路 大震災被災者の醤
さ ま へ 「今週の 日 本j 特別号、 3/3/95

204 出版物

1 0-56 

呼 び名 : 育英高校、 要望書、 3/1 0/95

212  文字 ( 要望書)



2 12  
361 
873 

I D-58 

3/1 7/95 

呼 び名 : 育英高校 、 権災誌明 、 2/5/95
203 ニ ュ ー ス や情報の流布

牽笠玄麓

2 12  文字 (配布物)
73 1 災害 (樫 災証明発行)

1 0-59 

呼び名 : 膏英高校 、 炊 き 出 し 予定表、 2 月 第 1 週

36 1 集落形態 (避難所)
705 供給組織 と 糧 食部 (炊 き 出 し )

I D-60 
呼 び名 : 育英高校 、 物 資係の注意事項 、 1 /3 1 /95
2 1 2  

724 後方補給

1 . 民族学情報有効利用 の た め の コ ン ピ ュ ー タ 一 応、用 手法 に つ い て の基礎的研究、 杉 田

治、 洪政国、 山本泰則 編、 国立民族学博物館研究報告別冊、 1 7 号、 1992

2 . “情報の大海へ、 権樟忠夫" 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の字富誌、 紀 田}I慎一郎 ・ 荒俣宏、 ジ ャ ス

ト シ ス テ ム 、 pp. 23-90、 1992 年。

- 176 -



「記 録 と 史料 J No. 9 ( 1 998. 10) (発行 : 全 国歴史資料保存利用 機 関連絡協議会) よ り 抜粋
京都府立総合資料館 「行政文書 に 含 ま れ る 個 人 情報 の 取扱要綱J 別

閲 覧制 限期 間

区
分

箆
分一

制
隣一
年
∞

覧
類一

l

関
限一

H l 1 . 2 . 5 

醗
別表

戸籍 に 関す る 精神の障害警 に 燃 す る 情報 100 

位勲 ・ 業績 に 関 す る 情報 25 
80 

害警付 に 関 す る 情報 50 

(学援 ・ 被援) 間

ノト作縮予事 ・ 小作争議 に 関 す る

犯襲撃墜 ー 議導獲 に 関 す る 情報 100 

家族 ・ 親族に 関 す る 情報 (養子縁組、
君主 i

子 、 穏続、 溌嫡届 、 語家族の状況毒事)
! 婚姻 に関 す る 情報 (機縁、 入夫殿 、 婚婚歴書事}

簾 卜
i 公的扶助 に 掬 す る 情報(生活資金貸付状況毒事)

財 i 鵬 所長年iニ 関 す る 情報 ! 出産 I (年収、 預貯金額、 僚機 ・ 債務、 資金融資 ・
資金貸付、 損失補償毒事)

(不動産の所有状況 土地払下綴波交換、 土
地売賞、 土地所有商積、 小作慣行調書害、 地
価、 建物疎開 ・ 速合軍事接収伎宅 ・ 農地強権fJ

"2. 1  譲渡等)品 i ※ 明治初期の所得 に 関 す る 糊
士 族 の 所 得 : 秩禄 ・ 公僕 ・ 報償 金 ・ 宮禄

報 i 波方名 簿/築士族の不動産 : 率二と族拝領地
願 ・ 苦言邸払下車霊 ・ !日語審奉還売却額 ・ 重罪族建
屋坪数拘 ・ 士族邸宅祷)

. !震 80 

に
関
す

も の は50若手
※ 公務j書記録が公表 さ れて い る も の は 除 く

行政罰歴 に 関 す る 情報 80 

社 i 職 員 の 採 熔 ・ 選考 ・ 任 免毒事 に 関 す る 情報 (成 50
i 綴 ・ 内 申欝 ・ 維幾重F ' 官民綾歴 ・ 退職者綾蜜 ・品、;r:;; 

納税に 衡す る 情報

活 l
動 | 戦段、 等級等の任免のみ に 関 す る 情報 (進退録 r . . . . . . .;�

i 等)

関 i 職員一服務 に 関 す る告報 {動芸品価、 懲罰 、 処 r . . . . . . . .��
※ 出動簿毒事軽微な も の は 除 く神 宮 ・ 住職の任免に 関 す る 情報 (伎験御免願 . I 田 i す神宮進退録毒事

. . . + . . … . . . . j る i 各種の資格 ・ 免許の取得に 関 す る 情報
宗教法人の役職 に 関 す る 情報 (宗教創始者名 ・ 25 1 情 i
宗教法人代表者名 、 宗教法人役員 名簿 童謡 i 審議会 ・ 委員会毒事の委員名簿/方面委員 ・ 民生

i 十 . . . . . 目 。… i … 1 ;委員毒事の名簿/統計調査毒事の 繍変異 名 簿f引l片億仰に 関附ず る 情欄報 (寺競の櫨
| 従名簿毒等事 I I 各稜留体の代5表受者 e 役員 名簿/法人の代表者 -
i ・ 4 ・ ・ ・ . l 役員名 簿

25 

身 i 競願:& ぴ陳情等に 関 す る 情報 (建白書 ・ 建震建 25
体 | 議 嘆願書、 競願 詩情 意均等)

争

に i 思想、調査に 測 す る 情報 (特高警察の調査、 レ ッ 80
関 | ドパー ジ に 関す る 情報等)
す

各種行事の 出席者名簿/審議会 ・ 委員 会 等 の 出
席者名簿

行政の許認可関係の情報

健康状況に 関 す る 情報 (健康診断書 ・ 身体検査
る i 筈 ・ 死亡届等)

: 11糊4霊長一時十一一一
土木工事等の契約関係の情報

引揚げ者給付金書事 に 関す る 情報 80 

在 日 朝鮮人帰還者 に 関 す る 情報
予防接積禍 に 関す る 情報

身体の隊答 に 関 す る 情報 (身体障害者手帳交付
取請書等)

行政不服 申 立 て 制度等に基づ く 申 立て 等 に 倒 す | 個別 に
る 情報 (訴綴等 判 断

戦傷病者 に 関 す る 情報 (傷療記章 ・ 傷療鉦受領
観、 軍事 人傷療記録受賞腐毒事)

門 地 に 関 す る 情報 {同和地区在住者名 ・ 出 身者
名等)

l∞ 

注) ・ 閲覧制限期 間 は 、 文書完結後の経過年数で示 し た 。
・ 当該情報の う ち 、 出版、 報道等 に よ り 公 に さ れ た も の は、 閲 覧 を 制 限 し な い。
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{買お 関長神 e 淡路大麓災記金協会 に お け る 資料取扱 い に 関す る 要鱗

第 ま 条 趣皆

財 団 法 人 阪神 @ 淡路大震災記念協 会 ( 以 下 「記念協会J ) は 、 「 阪 神 ・ 淡路大

震災か ら の 箆 !日 @ 復 興 の状況や震災か ら 得 ら れた 様 々 な 教 訓! を 踏 ま え 、 人 類 の

安 全 と 共 生 に つ い て 、 総合 的 な調査研究 を 行 い 、 そ れ ら の成果 を 広 く 情報発信

す る こ と に よ り 、 全 国 の 災 害対策 は も と よ り 、 大都子p機 能 の 改 善 J 等 に 資す る

こ と を 設立 の 趣 詰 と し て い る 。 こ の 事業 の 豊か な実 り の た め に 、 震 災 の 経験 お

よ び復 j日 @ 復興の実態 を 伝 え る 各種 の 資 料 @ 記録類 (以下 「震災資料J ) を 収集 @

保存 し 、 プ ラ イ パ シ ー の保護な ど に 対 し て慎重な配慮 を し つ つ 、 原刻 と し て そ

れ ら の 公 開 を 行 う も の と す る 。 本 要綱 は 、 こ れ ら の震災資料の 取扱 い に つ い て
必要な事項 を 定 め る も の で あ る 。

第 2 条 資料の寄贈

資料の寄贈 を 受 け る 場合 は 、 寄贈 申 込 書 (別記第一 号様式) の 提 出 を 求 め 、 寄

贈受領書 (別 記第二号様式) を 発行 交付す る 。

第 3 条 資料の寄託

資料の寄託 を 受 け る 場合 は、 寄 託 申 込書 (君臨己第三号様式) の提 出 を 求 め 、 寄

託預 り 書 (別記第四 号様式) を 発行交付す る 。

第 4 条 資料の儀用

資 料 の 借用 を 行 う 場 合 は 、 震災資料仮受領書 Oj!J 記第五号様式) を 発行交付

す る 。

第 5 条 敢扱い藤簿

資料の寄贈 @ 寄託 に つ い て は、 そ れぞれ原簿 を 設 け 、 処理す る 。

第 8 条 謹製

文書資料の複製物 は、 原文書 に 準 じ て 整理 し 、 利用 に 供す る 。
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第 7 条 資料の公開

提供 さ れた資料は、 記念協会が保管 し 、 当 協会お よ び 当 協 会 の 事業 を 引 き 継 ぐ

機 関 の 設 置 目 的の た め に活用 し 、 公 開 を 行 う 。 な お 、 資 料 の提 供 に 際 し て提供

者か ら 条件が附 さ れた場合 に は、 当 該条件 を 踏 ま え て 公 開 を 行 う こ と と す る 。

第 8 条 公開 の制限

1 公 開 の 制 限

提 供 さ れた資料が次 に 掲 げ る 事 項 に 該 当 す る 場合 に は、 公 開 を 制 捜す る も の

と す る 。

( 1 ) 寄 贈者等か ら 公開 に 関 し 特約等があ る も の 。

( 2 ) 個 人 に 関 す る 情報 を 含む 資 料 で あ っ て 、 特 定 の 個 人 が 識別 さ れ得 る も

の の う ち 、 通常他人 に 知 ら れた く な い と 認 め ら れ る も の 又 は特 定 の 偶 人

を 識別 す る こ と はで き な い が、 公 に す る こ と に よ り 、 な お 個 人 の 権 利 利

益 を 害す る お それが あ る も の 。

( 3 ) 公 に す る こ と に よ り 、 法 人 等 お よ び個 人 事 業 主 が 円 潜 な 事業 活 動 を 営

む 上 で正 当 な利 益 を 害す る と 認め ら れる も の 。

( 4 ) 公 に す る こ と に よ り 、 人 の 命 、 身体、 財産等 の 保 護 に 支 障 が 生ず る と 認

め ら れ る も の 。

( 日 法令 ま た は条例の規定 に よ り 、 公 に す る こ と の で き な い も の 。

2 制 限 の解除

自 己 の情 報 に 関 わ る 資料 は、 開 示 を 請求する こ と がで き る α そ の 場合 、 前項

の 規 定 の趣 旨 に 照 ら し 支障 の な い 範 囲 で 、 専 門委員会 の 議 を 経て 当 該情 報 を 開

示す る 。

3 制 限 の 見直 し

( 1 ) 第 1 項第 2 号 か ら 第 5 号 の 制 限 に 係 る も の に つ い て は、 作 成 又 は収受 さ

れて か ら 1 0 年 を 経過 し た後、 専 門委 員 会 の協議等 を 経 て見躍す こ と が

で き る 。

( 2 ) 家族等 の情報 に 関 わ る 資料へ の 親族等か ら の 公 開 請求 に つ い て は、 専 門

委 員 会の 協 議等 を 経て 公 開 制限の見直 し を 行 う こ と がで き る 。
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第 § 条 特別利用

1 記念協会 は、 前条第 I 項 に 該 当 す る 資料 に つ い て 、 特別利用 の 申 し 出が あ

っ た と き は、 次 の 各号 に 該 当 す る 場合 に 限 り 閲 覧 を 許可す る こ と がで き る 。

( 1 ) 記念協会の 設置 目 的 に 沿 っ た 調査及び研究 の た め に 用 い る も の で あ り 、

震災資料特別利用 申 請書 (別記第六 号様式) に よ る 申 請 に 基づ き 専 門委

員 会 の 承諾 を 得た も の。

( 2  ) 寄贈等 を 行 っ た者か ら 特別利用 の 申 し 出 の あ っ た も の。

( 3 ) そ の他 こ れ に準ずる も の 。

2 前項 の 利 用 は特別利用 と し 、 申 し 出 に よ り 許可 を 得 る も の と す る 。

3 特別利用 に よ る 調査及び研究成 果 の 公表 に つ い て は、 寄贈等 を 行 っ た 者 か ら

の 条 件 の遵守、 プ ラ イ バ シー へ の 記慮等、 協会が要請 し た条 件 を 厳 守す る も

の と す る 。

第 1 0 条 科毘 融i醸等への苦構 申立て

公 開 の 制限及び特別 利用 の 規 定 に 基づ く 制 限等 に 対 し 、 申 請 者 は利 用 制 眼等

苦情 申 立書 (別記第七号様式) に よ り 苦情 申 立 て を行 う こ と がで き る 。 記 念協

会 は 、 専 門委員会 に 諮 り こ れ を 審査す る 。

第 1 1 粂 専門委員会の設撞

記 念協会 に 、 震 災資料 の 取扱 い に 関す る 専 門委員会 を お く こ と がで き る 。 委

員 会 は、 公 開 制限の見直 し 等 の資料 の 取扱 い及び利用 制 限 の 苦情 申 立て に 関 し 、

記念協会か ら の諮 問 に応 じ る も の と す る 。

第 1 2 条 事務手続等

こ の要綱 に 定め る も の の ほ か 、 事務手続等 に つ い て必要な事項 は 、 記 念協会

が別 に 定め る も の と す る 。

間 関
(施行 日 )

こ の要綱 は、 平成 1 2 年 5 月 8 日 か ら 施行す る 。
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附 則
(施行 日 )

こ の 要綱 は、 平成 1 2 年 1 0 月 3 日 か ら 施行す る 。
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寄 贈

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 殿

串 込 盟主箆諮

所
t
名

住
m-犯

氏

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として、 下記の資料を寄贈します。

一、 資 料 名 ・数量

記

(第一号様式)

No. 

年 月 日

j:11 

二 、 特約事項

・ 寄贈された資料は、 当 協会の所蔵する資料として大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を
引 き継ぐ機関の設置 自 的のため に活用 いたします。

- 資料の謹製物は 、 原資料に準じて取扱いをいたします0

. 資料の公開 にっし 、て
a 要綱 を承認し、 協会に一任
b 条件付きで公開

条件 公 開 時期の指定 (何年後) 具体的 に

内 容 具体的に

その他 具体的 に
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寄 贈 受 領

様

童隠穏

年

(第二号様式)

No. 

月 日

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念 協会理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として、 下記の資料を受領いたしました。

記

一 、 資 料 名 a 数量

二 、 特約事項

e 寄贈された資料は 、 当 協会の所蔵する資料として大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を
引 き継ぐ機関の設置 目 的のため に活用 いたします。

・ 資料の複写物は、 原資料に準じて取扱いをいたします0

. 資料の公開 について

a 要綱 を承認し、 協会 に一任
b 条件付きで公開

条件 公 開 時期の指定 (何年後) 具体的 に

内 容

その他 具体的 に

このたびは、 震震な資料をご寄贈いただき 、 j享く御率L 申 し上 げます。 上記の条件にしたがい 、
(封) 阪神 隠 淡路大震災記念協金資料として、 永く保存 . ì活用 させていただきます。

1 83 -

宇 650-0044
神戸市 中 央 広東川 崎町1 丁 目 1番3号

TEL 078 - 36 1 - 5 1 1 5  

阪神 @ 淡路大震災記念協会



(第三号様式)

No. 

寄 Eモ 申 込 重民軍芝軍

年 月 日
(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 殿

住所
TEL 

氏名 �n 

阪神 ・ 淡路記念協会資料として、 下記の資料を寄託します。

記

一 、 資 料 名 剛 数量

ニ 、 特約毒事項

・ 寄託された資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し 、 当 協会及び当 協会の事業を
引 き継ぐ機関の設置 目 的のため に活用 いたします。

- 資料の接写物は 、 原資料に準じて取扱いをいたします。

- この 資料の返還を必要とする場合は、 本書と引 換えに資料を返還します。

- 地震など不可抗力 によるこの資料の損害に対しては、 その黄を負 いません0

. 資料の公 開 について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b 条件付きで公開

条件 公 開 時期の指定 (何年後) 具体的 に

内 容 具体的 に

その他 具体的に
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( 第 四 号様式)

No. 

寄 託 預 当主臨調

年 月 日
様

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として、 下記のとおり 資料をお預かり しました。

記

一 、 資 料 名 ・ 数量

二 、 特約事項
・ 害託された資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を

引 き継ぐ機関の設置 目 的のため に活用 いたします。

- 資料の複製物は 、 原資料に準じて取扱いをいたします。

@ この資料の返還を必要とする場合は 、 本書と引 換え に資料を返還します。

寸也震など不可抗力 によるこの資料の損害 に対して は 、 その責を負いません0

. 資料の公開 について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b 条件付きで公開

条件 公開 時期の指定 (何年後 ) 具体的に

内容 具体的 に

その他 具体的 に

このたびl立、 上記の貴重な護料をご寄託いただき、 厚く御礼 申 しあ げます。
神戸市 中 央 区東川 崎町1 丁 目 1番3号

TEL 078 - 36 1 - 5 1 1 5  

阪神 ・ 淡路大震災記念協会
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(第五号様式)

No. 

震災資料仮 受領書
年 月 日

様

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として 、 下記の と お り資料をお預かり しました。

記

一 、 饗 料 名 ・ 数量

二 、 {昔用期間

年

= 、 特約毒事嘆

月 日 ~ 年 月 日

- 資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を
引 き継ぐ機関の設置 目 的のため に活用 いたします。

- 資料の複製物は 、 原資料に準じて取扱いをいたします。

@ この資料の返還を必要とする場合は、 引 換え に資料を返還します。

神戸市 中 央 区東川崎町1 丁 目 1番 3号
TEL 078 36 1 - 5 1 1 5  

阪神 @ 淡路大震災記念協会
担当 印
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(第六号の一様式)

災資料特別事J1=持 串 議書
年 月 日

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
殿

氏名

住所
連絡先
職業

次のとお り 、 調査及び研究計画 ・研究 目 的を添付し、 震災資料の特別利 用 を 申 請します。

円HYCト

1 調査及び研究分野

2 調査及び研究代表者および研究分担者 (代表者には氏名 の前にOをつける)

氏名 所属機関 ・ 部局 ・ 職

3 利用 資 料

4 当 該資料の利用 方法 (公表する場合はその方法)

5 個 人名 の取扱し \ (公表しない旨又は公表する場合はその妥当性について記載)

資料は、 上記の利用 自 的外には使用 しません。
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(第六号の二様式)

6 調査及び研究 目 的
( 当 協会の資料を利用 して、 何を明 らかにしよう とするのか、 具体的かっ 明 確に記入して下さい。 )

7 調査及び研究計画
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阪神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 殿

利用制醸等昔構 串

氏名

住所
連絡先
職業

重量
蔭ヨ

年

次のとお り 、 震災資料の利用制限等 に対し苦情 申 立を 申 請します。

苦情 申 立の 内容

処理欄

- 1 89-

(第七号様式)
No. 

月 日

�p 



H 1 0 . 1 1 . 2 7 

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ に お け る 震災 資 料 の 展 示 に つ い て | 第 4 由 醗 究 会 資 料

[ 概 要 〕
1 期 間

2 場 所

平 成 1 1 年 1 月 8 日 (金) '"'-' 1 月 3 1 日 ( 日 )

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ (阪神 @ 淡 路 大 震 災 復 興支援館)

企画 展 示 フ ロ ア ー (約 1 0 0 rn) 

3 自 的 阪 神 @ 淡路大震災復興支援館 に お い て 、 復 興 の 最 前 線情報 を 紹 介す

る 企 画 展 示 、 関 連 イ ベ ン ト 等 を 実 施す る こ と に よ り 、 内 外 の 人 々 に

被 災 地 の 復 興 の 現 状 と 未 来 に つ い て 情 報 発 信 す る と と も に 、 復 興 へ

の 気運 を 盛 り 上 げ る 。

[展示関係 (調査第 1 部) ) 
1 畏示物

( I ) 資 料 現 物

① 図 書 ( 重 複 本 )

0 写 真 集

・ 報道写真全記録 阪 神 大 震 災 ( 朝 日 新 聞 社) 2 冊

O 記録集等

@ 阪神 @ 淡路大震災 一 兵庫 県 の 1 年 の 記 録 1 冊

・ 阪神 ・ 淡路大震災復興誌 ( 第 1 巻 ) 2 冊

@ 阪神 @ 淡路大震災復興誌 ( 第 2 巻 ) 2 冊

・ 街 の 復興 カ ル テ ( 1 9 9 6 年 度 版 ) 2 冊

・ 街 の 復 興 カ ル テ ( 1 9 9 7 年 度 版 ) 2 冊

@ 阪神 @ 淡 路 大 震 災 に お け る 消 防 活 動 の 記録 2 冊

@ 復興 へ の 槌 音 [兵庫県 商 工 会 連 合 会 ] 2 冊

@ 震災 を 生 き て 記録 大 震 災 か ら 立 ち 上 が る 兵庫 の 教 育 l 冊

@ 阪神 @ 淡路大震 災 一 福 祉 の 現 場 か ら - 1 1冊

@ き っ と 忘 れ な い - ぼ く の わ た し の 大 震 災 - [ 西 宮 市 教 育 委 員 会 ] 1 冊

@ 阪神 @ 淡路大震災 ひ ょ う ご 創 生 へ の 提 言 1 冊

e 走 り な が ら < 阪 神 @ 淡 路 大 震 災 > - 鎌倉 市 の 支援行動記 録 2 冊

@ 阪神 @ 淡路大震災被害 @ 復 旧 記 録 [ 大 阪 ガ ス ] 1 冊

@ コ ー プ こ う べ 職 員 の 震 災体 験 記 1 冊

O 調 査 報 告

@ 神戸 大 学 工 学部兵庫県 南 部 地 震 緊 急被 害 調 査 報 告 書 ( 第 I 報 ) 2 冊

・ 神戸 大学工学部兵庫県 南 部 地 震 緊 急 被 害調 査 報 告書 ( 第 2 報 ) 2 冊

@ 阪神 @ 淡路大震災調査報告書 [ 東 京 都 ] 1 冊
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②張 り 紙等

番 1 枚

@ 住宅斡旋看板 2 枚

き 張 り 紙 6 枚

③物

・ 缶詰 2 f国
@ 簡易 雨 量 計 1 f固
e ノ ー ト 3 冊

@ ポ リ 袋 (非 常 用 給 水 袋 1 袋

e 段 ボ ー ル (救援 物 資 送 付 分 ) 片 2 枚

④そ の 他

@ 町 料収集呼びか け ピ ラ 1 0 0 0  0 枚

(2) パ ネ ル 作 成

①資料収集 の 依 頼 2 枚

② 映像 ア ー カ イ ブ の 説 明 1 枚

③資 料 室 の 案 内 1 枚

④平 成 7 年 1 丹 1 8 日 の 主要新 聞 の 第 1 面 ( 現 物 ) 6 枚

(3 ) 映 像 ア ー カ イ ブ

@ サ ー バ ー 等 1 台

@ 端末 2 台

2 必 要 資材

@ ガ ラ ス ケ ー ス 2 

@ パ ネ ル展 示用 パ ー テ ー シ ョ ン 3 

@ 杭 @ 椅子 ( 映 像 ア ー カ イ ブ用 ) 2 

e 本棚 l 

- ピ ラ 置 き
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霊童 日 時
平成 1
午前

日竪

復興支援館
1 階企麗展示フ ロ ア ー な ど
神戸市中央区三宮町 1 - γ

車種 展器内容
( 1  ) (財) 阪神 ・ 淡路大震災記怠協会の活動等

紹介パネル展示。
協 会 紹 介 、 資 料 室 の 案 内 、 認 査 研 究 、 総合
フ ォ ー ラ ム、 1 . 1 7叢雷、 周年記議事業、 街
の復興力 ) [; テな ど。

( 2 ) 震 災関連語料
( 賭 〉 販神 ・ 淡路大震災記怠協会が収集、 保

レ て い る 書籍や避難所での張 り 紙や ノ ­
r-- ， 1.反設住宅で の ピ う な ど を実物展示。

( 6 ) 被害写 真 な ど
〈財) �f1l山

盟 主{寵 @ 関い
〈財〉 阪神 ・ 淡路大震
TEし : 078-361 -5 1 1 5  

阪神 ・ 淡路大震災復興支援館
TEし : 078-325-8558 
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地元 に お け る 震災資料の展示 に つ い て

l 概要
場 所 : I坂神 ・ 淡路大震災復興支援館 1 階企画展示 フ ロ ア 一

期 間 : 平成 1 2 年 1 月 上 旬 ~ 下旬 約 2 "'-' 3 週間

2 震災関連資料展示内容等 (予定)

( 1 ) 麓災映儀ア ーカ イ ブ (パ ソ コ ンで見る 震災映像〉 の麗示

( 2 ) 平成 7 年 1 月 1 8 日の新聞各紙の展示

震災 当 時の 新 聞 を そ の ま ま 関 覧で き る よ う に す る 。 (検討 中 )

( 3  ) 一次資料 (実物) の展示

( 4 )  ミ ニ コ ミ 紙、 ボ ラ ンテ ィ ア ニ ュ ー スのコ ピ ーの供覧

コ ピ ー を フ ァ イ ル に 綴 じ て 、 手 に と っ て 関 覧 で き る よ う にす る 。

(例) パ ン ピ ー ネ ッ ト 、 生活情報 F A X ネ ッ ト

( 5  ) 震災資料の収集を呼びかけ る チ ラ シの配事

来場者 に 新 た な 震災資料 の 収集 、 保存 を 呼 びか け る 。

( 6 )  ア ン ケー ト 用 紙の配布

H 1 1 . 1 1 . 1 

第 1 0 田 研 究 会 資 料

来場者 に 震災資料や展示会 に つ い て の感 想 な ど を 記 入 し て も ら う 。

3 一次資料の麗示内容 に ついて

( 1 ) 全般的な資料 (射器参考資料を参照の こ と)

で き る だ け 出所 や 内 容 に 偏 り の な い よ う に 基本 的 な 資 料 を 選ん だ 。

ア 避難 所

① (支援物 資 関 係 ) : 救援 物 資 、 災害用 避難 生 活用 品 セ ッ ト 、 納 品 伝 票 、

救援物 資 の 入 っ て い た ダ ン ボー ル 箱 、 救援物資輸送用 ラ ベ ル

② (避難所 関 係 ) : 教室配 置 留 、 金銭管 理 の 張 り 紙、 避難所 日 誌

③ (行政関係) : 仮設住宅 第 2 次募集の看板

④ ( 生活支援関係) : 避難 所 所在 地 留 、 生 活 情報 フ ァ ッ ク ス ネ ッ ト 、 ボ ラ

ン テ ィ ア の 名 簿、 避難所の 瓦版 、 f入浴サー ビ ス 」 の お 知 ら せ の ピ ラ

⑤ ( 学 校 関 係 ) : 兵教組ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 内 容 、 避 難者 と の話 し 合 い の

結 果 を 伝 え る プ リ ン ト
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イ 仮設住宅

① ( ふ れ あ い セ ン タ ー 関連) : 仮設住宅 ふ れ あ い セ ン タ ー の 連絡 帳 、 会

記録、 行事案 内 、 『 木漏れ 日 』、 手 芸 作 品 、 納涼祭 り の う ち わ 、 年 末 警戒

の 提灯

② ( 行 政 関 係 ) : 災害 復 興 ( 賃 貸 ) 住 宅 の 位 霞 を 示す 地 図 、 第 3 次 災 害 復

興 (賃貸) 住宅 入居 申 込 案 内 書 、 西 区 役所 ・ 出 張所 の 地 図 、

③ ( 生活 支援 関 係 ) : 行事案 内 の 張 り 紙、 情報紙 「 パ ン ピー ネ ッ ト 」 、 励 ま

し の 手紙 @ 寄せ書き @ 文集 、 励 ま し の 千羽鶴、 手作 り ポ ス タ ー

ウ そ の 他

阪神篭車ポ ス タ ー 、 ま ち づ く り 協議 会資料、 絵 日 記、 営業 し て い る 庖舗

な ど の 構報マ ッ プ

( 2 )  重点的テーマ (案〉

当 時の 状況 を あ る 程 度 イ メ ー ジで き る よ う に す る た め に 、 主 な 収集箇所

か ら の 資 料 を ま と め て展示す る 。

ア 被災者支援、 ボ ラ ン テ ィ ア

阪 神 ・ 淡路大震災で注 目 さ れ た も の の 一 つ が、 ボ ラ ン テ ィ ア の活躍で あ

っ た 。 被災者 を 様 々 な側部か ら 支 え て い る の が被災者 を 支援す る ボ ラ ン テ

ィ ア @ グルー プや個 人 で あ る 。

<候補 1 >

「灘 中 央地 区 ボ ラ ン テ ィ ア J (神戸市灘 区 )

ス ト ー ブ、 鍋 ( 大 ) 、 自 衛 隊 の 簡 易 ベ ッ ド 、 発 砲 ス チ ロ ー ル の 板 ( 書 き

込 み あ り ) 、 書類

イ 仮設住宅

仮設住宅 は被災生活 の 象徴 的 な 存在 で あ っ た 。 平成 1 1 年 は仮設住宅が

一 斉 に 閉鎖 し た 節 目 の年 で も あ り 、 協 会で今年収集 し た 資料 の 大部 分 が仮

設住宅 関 係 資料 で あ る 。

ま た 、 仮設住宅 に 関 わ る 多様 な 支援 と い う 視点 か ら 資料 を 選ぶ こ と を

検 討中 。

<候補 2 >

「 西神第 1 仮設住宅J ( 西 窓〉

地 域 の ク リ ニ ッ ク 「希望」 の 案 内 、 弁護団 に よ る f孤独死」 に 関す る 要

望 書 、 ボ ラ ン テ ィ ア ら が作 成 し た 公 営住宅 「 周 辺案 内 」 、 仮 設住宅 ネ ッ ト

ワ ー ク 、 幼稚園児 か ら の 手紙 、 自 警 の 提灯、 回覧板
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<候補 3 >

「篠原仮設住宅J (灘区)

地 域 の 主婦ボ ラ ン テ ィ ア ら に よ る 手芸 品 と 手紙 、 近所の幼稚園 と の 交 流

会 の 手作 り ポ ス タ ーや写真、 東 京か ら の 励 ま し の 手紙、 西本願寺 の 震 災 ボ

ラ ンテ ィ ア に よ る 案 内 、 カ レ ン ダ一、 慰霊祭 の垂れ幕 ( 浄土真宗)

ウ マ ン シ ョ ン の 再 建

一般 的 に は仮設住宅や 公営住宅 の 居住者が f被災者」 と し て 注 目 を あ び

る が、 マ ン シ ョ ン の 補修 ・ 再建 に つ い て も 、 住民 は協 力 し て 自 力 で取 り 組

ん で き た こ と を 忘れて は な ら な い 。

<候補 4 >

「 ミ オ ス 西灘J (灘 区) (借用 )

再建相談 の 集会資料、 倒壊時か ら 工事過程 の 写 真 、 8 ミ リ ビデ オ

<候補 5 >

「 メ ゾ ン 神戸 六 甲 J (灘 区 ) (借用 )

住民 に よ る 文集、 写真

3 その他の検討課題

資 料 に は必 要 に 応 じ て写 真 を 添付 し た い が、 ど の よ う な 展 示 が 可 能か 。

震災 当 時 の新 聞 を 閲 覧で き る よ う に 展示す る に は ど う すれ ば よ い か 。

- ア ン ケ ー ト の項 呂 設定 に お い て 気 を 付 け る べ き 点 は何 か 。
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震と 歩主 5 来聖書 まt=- 才寺 コ事づ 謀長
芝 生

/あ の fJ \ チ ゃ っ 41J5ノ
咽一揖

知割除

届 震災 自央銀ア ーカ イ ブ 〈パ ソ コ ン で 尭 る 震災映繰)

a 震災 関連資料 (避難所、 飯設住宅関保資料等〉

園 震災 モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プのパネん な ど

自 時 : 平成 1 2年 1 丹 8 日 ( 土 ) ，....， 1 月 24 自 ( 丹 )
午前 1 0時~午後7時 ( ただし 、 24 日 は午後5時まで)

場所 : 臨神 笥 淡路大震災後興支援館 ( フェニックスプラザ)

神戸市中央臨三宮町 1 T 自 7 む78 ( 325 ) 8558
( そごう百貨j吉臨向かい)

主 催 販神 ・ 淡路大震災複興支援館 ( 財) 阪神 E 淡路大震災記念協会
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展示 内 家
盟 震 災映像 ア ー カ イ プ (パ ソ コ ン で見 る 震 災映像〉

市 民 自 身が撮影 し た被災地の生 々 し い状況 を そ の ま ま倍 え る 迫真の映繰甑奮や地売マ ス メ ヂ ィ ア

の報道映縁 な どに よ っ て構成 さ れた作品 をハ ソ コ ン !こ よ り 検索。

回 震 災 関 連資料

平成 7 年 1 FJ 1 8 自 の主要新関 の コ ピーの ほか、 震災 盛 時、 避難所や仮設住宅 な ど に掲示 さ れて

いた強 り 紙や避難所 日 誌、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の資料、 全国各地か ら の救接物質や励 ま しの手紙

な ど を 実物麗示。

蘭 震 災 モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ の パ ネ ル

被災地 1 0 市 1 0 町に あ る 1 2 0 か所の モ ニ ュ メ ン ト の紹介。

瞳 (財) 阪神 ・ 淡路大震 災記念協会 の 活動等紹介パ ネ ル

阪神 箇 淡路大震災 メ モ リ ア ルセ ン 舎 一 〈骸称〉 、 神戸文鴫博物館群 ( 2 0 世紀博物館群〉 構想、

調査研究、 潤年記念事業、 衝の護興カ ル テ 、 1 . 1 7 茸雷 な ど。

闇 そ の 位 、 被災地航空 写 真展示 [期 間 1 / 1 5 (土) "' 1 / 1 8 (犬) ] な ど

阪神崎議蕗大震災$周年記愈事業開催のお知品性t

震 災 5 周 年 を 通 え る 中 、 平成 11 年 12 月 か ら 乎成 12 年 2 丹 に か け て 、 被 災地域 を

中 心 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震 災 5 周 年記念事 業 が官 民挙 げ て 開 催 さ れ ま す 。

こ の 事業 は 、 震 災 の 経験や 教会'1 を 風イも さ せ る こ と な し 人類社会の 安全 と 安心 に

生 か し て い く た め 、 創 造 的 復興 に 向 け た禄 々 な 取 り 組 み な ど を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト

等 に よ 今 国 内 外 に 情報発信 し よ う と す る も の で す 。
こ の 特別 段以外 に も 、 多 彩 な 5 周 年 記念事 業 が展開 さ れ ま す 。 詳細 に つ い て は

(財) 阪神 ・ 淡路大震 災記念協会 [1h 0 7 8 ( 3  6 1 )  5 1 1 5 ] ま で お 問 い令 わ ぜ

く だ さ い 。

ぜ ひ と も 、 多 〈 の 皆様 に ご 参炉噴 き ま す よ う ご 家 内 申 し あ げ ま す 。
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H 1 2. 1 2. 1 8  

第 8 田 耕 究 会 資 料

「麗災 8 周年記念事業 リ レー 展J (鍍称) における展示 につ いて (予定)

1 趣旨

阪神 ・ 淡路大震災か ら 6 用年 を 迎 え る に 当 た り 実施 さ れる 各種周年記念事業 と 連携 し 、

支譲舘で その 内 容 を リ レ ー 形式で紹介す る こ と に よ り 、 被災者 を は じ め 広 く 県 内外 に 周 年

記念事業 を P R する と と も に 、 震 災 の 経験や教 訓 を 風化 さ せ る こ と な く 後世 に 伝 えて い く

こ と を 目 的 と す る 。

2 期 間

平成 1 3 年 1 月 6 日 (土) ""' 2 月 2 1 日 (水)

3 場所

フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 1 階企闘展示 フ ロ ア及びス ロ ー プ横壁面

4 内容

4 つ の周年記念事業 をパ ネル等で紹介 し 広 く 一般 に P R す る 。

( 1 )  r作家 た ち の 大震災j メ ディ ア コ ン プ レ ッ ク ス ・ プ ロ ジ ェ ク ト

1 月 6 日 '"'-' 2 月 2 1 日

( 2 )  1 .  1 7 ひ ょ う ごメ モ リ ア ル ウ オ ー ク (仮称)

1 月 6 日 ""' 1 月 1 7 日

( 3  ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会事業

1 月 6 日 '"'-' 1 月 3 1 日

( 4 ) 神戸 2 1 世紀復興記念事業

l 月 6 8 '"'-' 1 月 3 1 日
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震災 6 周 年記念事業 リ レ ー 展 に か か る パ ネ ル設置計 画 (案)

面
A 
B 

C 

D 

そ の 他

M1 
1 .  1 7 

-ー ー ー 岨 冊 W険 制 E 恒 国 也島 凶働 幽 相 榊 ー 曲 面益 田 恒蜘 脚袖 畔 開 閉幽 幽 』

協 会案内パ ネ ル

資料提供呼 び掛 け パ ネ ル耳 目 ー ー 四 百 件 曲 目 白 ー 回 目 幅 四 時 ー 皿 ー 世 E 同 軸 時 晴 四 時

災 直 後 ( も し く 災 後

の 支援状況) の

災 直 後 ( も し く は 麓 災 後

の 支援状況) の

帽 明恒 ー 国 幽 醐 岬 岡 田 骨 恒 国 圃 幽 - 園 田 F 国 幽 出 幽 園 田 帽 師 同

震災後の年表

開 明 ー - - - - 曲 時 岬 岬 - - - - 時 世 間 ー ー ー ー ー 時 岬 骨骨 p

資料展示用 パ ネ ル

総 合 フ ォ ー ラ ム案 内 パ ネ ル

サイ ズ

た て 80cm X よ こ 60cm

た て 80cm X ょ こ 60cm- ・停 時 附 岬 ・・ ー ー ー 園 陸 ー 白峰 酬 岬 胴 - - - 回 圃

た て 80cm X ょ こ 60cm

た て 80cm X よ こ 60cm
- .帯 同 相 輔F 砕 骨 ー ー - - - - - - 畑 岬 # 坤 四 - - - -

た で 60cm X よ こ 40cm

た て 60cm X よ こ 40cm

幽 幽 圃 掛 田 園 帽 暗 闇 骨骨 恒 国 曲 幽 』 圃 岨 圃 圃 申 嗣 帽 甲 田

た て 60cm X よ こ 80cm

ー - - - - - 抽 出 園 田 昨 日 開 - - ー ー ー ー ー ー 抽 即 時

た て 60cm X よ こ 40cm

た て 80cm X よ こ 60cm

枚 数

2 
l 副嶋 田 四 時

1 
2 

- - - - -
2 

2 

田 園 陸 国 幽

2 

四 四 回 目 E

l 

1 

{府 考

1 / 1 7 以降展京
ー ー ー 四 回 目 曲 抽 柑 岨白 幽 ー 押 明 - - - - -

既 存 対 応

骨 骨 四 由 自 由 - - - 由 圃畠 - - - 輔 由 耐 』
、 パ ネ ル 、 キ ャ

パ ネ ル 、 キ ャ
プ シ ョ ン は 当 協 会で

用 意
恒時 曲 神 田 圃 伸 時 申 開 聞 岬 闘停 世 白 白 園 田 山 町 圃

横 2 枚 五n。 キ ャ ブ シ
ョ ン は 当 協会 で 用

ー ー ー 四 E 即 時 田 畑 回 目 『 聞 昨 幽胸 骨 ー ー

被 災地 で 配 布 さ れた
チ ラ シ を入 れ る も の
キ ャ プ シ ョ ン は 当 協
会 で 用

「イ乍 家 た ち の 大震災J
と 並 列 し て展 示

メ口弘、 計 1 4 枚

パ ネルの キ ャ プシ ョ ン

面 A ' 周 年記念事業 口 「 阪神 ・ 淡路大震災
6 周 年 記 念 事 業」

面B . l .  1 7 宣言 r 1 .  1 7 

協 会 案 内 パ ネ ル ロ 「 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会 に つ い てj

面 c . 資料提供呼び掛けパ ネ ル ヱエ 「震災関連資料 に つ い て 」

そ の 他 ・ 総 合フ ォ ー ラ ム 案 内 パ ネ ル r総 合 フ ォ ー ラ ム の ご案 内J
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に お け る 展 示 計 画( 仮 平和 〉8 庖 年 記 念 事 業 リ レ ー 展 jf 罰号 制話完t .!I<. 

( セ ン タ ー 街 @ 階 段 )O 警GS-53 

1 4 枚 )計 画 (パ ネ ル 設A
G
G∞
ふふ

日召細 は 7.JIJ 紙※ 品川「
出
減
挙
淘
切
迫 寸 u竹 をう 醐0 = 面 A

業 2 枚

= 碩 B
協 会 案 内 パ ネ ル 1 枚 ( 既 存 対 応 )
総 合 フ ォ ー ラ ム 1 枚

周 年 記 念

陽一
x x x x x 

ム
ム
。∞
ふふ
ム
ム

机 A
Z 面 Cちマヲケ?で( 新 聞 供 覧 用 )

資 料 収 集 呼 び 掛 け 2 枚
の∞t回、サ 机 A

2 枚

z 函î D
災 誼 後 の 写

災 後 の 年 表 2 枚 ( 横 組 み 〉

料 展 示 用 パ ネ ル 1 枚

2 枚

震 災 直 後 の 写

も醐D :ë:， -D:幽 E，
Jtj )  ( 新 開 供

と 同 じ※ 1 .  1 7 宣 言 . 1 枚 は 「 イ乍 家 た ち の 大 震 災 j
場 所 で 展 示 す る 。

画
GS-44 = 1 台 ( 幅90cm x 奥 行62cmx 高 さ 75cm)
GS-53 = 2 台 ( 幅 1 50cmx 奥 行55cmx 高 さ 92cm)

※ ケ ー ス の 底 面 は 斜 め 、 ケ ー ス 休j の 深 さ 約20�30cm

さき汽46又ワ ゴ ンスケ

GS-54 口 3 台 ( I幅 1 50cmx 奥 行55cmx 高 さ 92cm)
※ ケ ー ス の i底 [隠 は 水 平 、 ケ ー ス 内 の 深 さ 約40cm)

の 展 示 ス ペ ー ス災 J「 作 家 た ち の 大

さ 1 80cm)

新 聞 掛 け(60cmx 40cm 、 6 紙 対 応) = 1 台
机 A ( l 80cm x 90cm) 口 3 台

机 B ( 1 20 �  1 50cmx 70 �80cm ) 

い す こエ 4 脚

( I幅 1 20cmx 奥 行50cmx

1 台

GS-57 = 1 台
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fフ耳エックスブ晋ザj

f作家たちの大麓災j
を テ ーマ iこ本の刊行 ・
シンポジウム ・ 麓恭 ・ 露英
犠者総合的に麗轄する
メディアコンブレックス ・
ブ日 ジェ ク ト 者 パ ネ ル
等で紹介します。

器時まで)

議I!襲警 {本}

護災3定購へ母霊長
議舗 を と 捨 て 平 成
1 3年 1 舟 1 7 器 1J\
69丹30自まで襲
擁 さ れ る神戸2 1

世紀 ・ 議室興記念事
業 者 映 畿 や H ネ
Jlt等で紹介します。



震災 6 麗 年記念事業 リ レー展

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会事業

震災を 語 り 継 ぐ
~ 展示 品 と 目 録~

場所 : 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 「 フ ェ ニ ッ ク ス @ プ ラ ザj

期 間 : 平成 1 3 年 1 月 5 日 (土) '" 1 丹 3 1 日 (水)

(財) 販神 鳳 淡路大震災記念協会
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震災を語 り 継 ぐ

あ の 日 か ら 被災地は 6 年 を むかえ ま す。

一瞬 に崩れ去 っ た街並み、 速 く へ去 っ た か けがえ の な い

人達、 支 え あ っ て立 ち 直 っ て い っ た 日 々 、 全 国 か ら 寄せ

ら れた支援の数 々 、 私た ち は あ の 日 か ら の 出 来事 を 忘れ

た こ と は あ り ま せん。

現在私た ち は、 被災地全域で、 震 災 を 語 り 継 ぐ資料の調

査 を お こ な っ て い ま す。 こ こ で あ っ た事 を 、 資料 に 託 さ

れた人々 の 患 い を 、 被災地外 の 人達 に 、 次 の 世代 に つ な

い で い き た い と 考 え て い ま す。

今回 、 こ の調査のなかで託 さ れた 資料 を 、 ボ ラ ンチ ィ ア

の 活動 を 中 心 に い く つ か紹介 し ま す。 震災直後 に全国 か

ら か けつ けて く れ た 人達 、 被災者間 士や地域での 助 け合

い 、 そ し て そ の後 の 災害へ と 引 き 継がれて い る 活動。

さ ま ざ ま な 支 え あ い の 一 端 を 心 に と ど め て い た だ き た

く 患 い ま す。

2 0 0 1 年 1 月
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阪神 a 淡路大震災 と ボ ラ ン チ ィ ア

阪神 ・ 淡路大震災は、 ボ ラ ン チ ィ ア の存寂抜 き に は語れな い。

震災度後に県内外か ら 1 0 0 万人 を こ え る ボ ラ ン チ ィ ア が押 し 寄 せ 、 f ボ ラ ン チ イ ア 元年j と

呼ばれ る よ う に な っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア た ち は 、 震災直後 の がれ き処理、 炊 き 出 し 、 水 の運搬

か ら 仮設住宅 で の ふれ あ いや引越 し 支援な ど さ ま ざま な活動 を お こ な っ た 。

避難所が解消 さ れ る 頃、 ボ ラ ンテ ィ ア の担 い 手 は 、 主 に 県 外 の 若者 か ら 地域 の 人 々 に バ ト ン

タ ッ チ さ れ、 現在 も 患の 長 い活動が続 いて い る 。 こ れ ら ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 潮流 は 、 1 9 9

8 年の特定非営利活動促進法、 被災者生活再建支援法 を 成立 さ せ る 契機 と な っ た 。

阪神 ・ 淡路大 震 災 で 培われたネ ッ ト ワ ー ク や ノ ウ ハ ウ は、 そ の 後 に起 こ っ た タ ン カ ー薫油流

出事故、 ト ル コ 大地震、 台湾地震、 鳥取県西部地震 な どの さ ま ざま な 災害現場 で 生か さ れて

い る 。

阪神 ・ 淡路大震災 ボ ラ ン テ ィ ア 活動人数 ( 1 9 95 . 1 "-' 1 996. 1 )

1 日 平均の ボ ラ ン テ ィ ア人数

期 間 日 数 物資の 搬 炊 き 出 し 累 計
避 難 所 出 ・ 搬入 準備、 地 E十

域活動等
1 /17'"'-' 2 /17 31 臼 間 12， 000 3， 700 4， 300 20， 000 620， 000 

2 /18---- 3 /16 27 日 開 8， 500 1， 500 4， 000 14， 000 1， 000， 000 
3 /17---- 4 / 3 18 日 間 4， 600 400 2， 000 7， 000 1， 1 30， 000 
4 /  4� 4 /18 15 日 間 1， 600 100 1. 000 2， 700 1， 170， 000 
4 /19---- 5 /21 33 日 間 750 10 340 1. 100 1， 206， 000 

5 /22'"" 6 /20 30 日 間 390 310 700 1， 2 27， 000 
6 /21'"'-' 7 /23 33 日 間 330 470 800 1， 253， 400 

7 /24---- 8 /20 28 日 間 220 580 800 1， 275， 800 

8 /21---- 9 /20 31 日 間 900 900 1，  303， 700 

9 /21---- 10/20 30 日 間 600 600 1， 321 ，  700 

10/21---- 1 1 /20 31 日 間 600 600 1， 340， 300 

1 1/21""' 12/20 30 日 間 500 500 1 ，  355， 300 

12/21"J 1 /20 31 日 間 700 700 1， 377， 300 

(避難所緊急パ ト ロ ー ル隊 に よ る 実態調査、 各市町対策本部への電話照会、 活動団体 へ の 電話照

会 を も と に 算 出〉 出典 : �阪神 ・ 淡路大震災一兵庫県の l 年の記録� (1996 年)
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1 焼 けた 印鑑

寄 贈者 は 自 宅 ( 当 時、 神戸

市灘区) が半壊 と な り 、 近 く

の小学校 に 避難 し た。 し か し 、
午 後 に 起 こ っ た 火 災 が 広 が
り 、 自 宅 は 全焼 し て し ま っ た。

家財道具 は 全て焼失、 耐火金
庫 に 入 っ て い た 象牙 の 印鑑 も

炭化 し た。
北尾 輝子氏

( 神戸 市 中央区)

1 9 9 5 年 1 月

2 、 3 止ま っ た 時間

1 9 9 5 年 1 月 1 7 日 午 前 5 時 4 6 分 、 そ の 瞬間 を 今 も 指 し て い る 。
日 め く り カ レ ン ダ一 時 計
樋渡 和光氏 (神戸市兵f京区) 松本 加代 子氏 (神戸市灘区)
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4 “おわん"

最 初 の 炊 き 出 し で も ら っ た 食

器 。 奈 良 か ら 来 た 青 年 間 が お こ
な っ た 炊 き 出 し で 、 “ お わ ん " に

入 っ た う ど ん が配 ら れ た 。 あ り
が た か っ た こ と が忘れ ら れず、

大 切 に持 っ て い た 。

森原 良 美氏 (西宮市)
1 9 9 5 年 1 月

6 詰問先記鍛票

ボ ラ ン テ ィ ア 約 5 0 0 人 に
よ っ て 、 約 8 5 0 人 の 障害者

の 訪 問 を 被災 地 で 続 け た 。 一
人 ずつ ま と め ら れ て い る 訪 問
先 の 記 録票 に は、 体 調 、 精 神
状 態 、 困 っ て い る こ と 、 必 要
な 物資 な ど に つ い て 詳 細 に
録 さ れて い る o

N PO 被 災 地 障 害 者 セ ン タ ー

(神戸市長 田 区)
1 9 9 5 年 i 月 ~
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5 r炊き 出 し記録J

全 問 、 海外 に も ネ ッ ト ワ ー ク を
も っ 友 の 会 は 、 自 ごろ の組織力 と
活動実績 を 生 か し 、 迅速な支援 を

お こ な っ た。 神戸友 の 家 に も 各地
よ り 物資が届 け ら れ、 会員 に よ っ
て 炊 き 出 し が毎 日 お こ なわ れ た 。
記録か ら は、 そ の 日 に 入手 で き た
食材で栄養や味付 け に 工 夫 し た献
立 が 考 え ら れ て い る 様 子 が わ か
る 。

神戸 友 の 会 ( 神戸 市 中 央 区)
1 9 9 5 年 1 月 ----- 3 月



8 お り がみカ レ ンダー

視 覚 障 害 者 が さ わ っ て 楽 し め る
よ う に 工 夫 を 凝 ら し た 点 字 カ レ ン
ダー 。 お り がみ の そ ば に は 、 「 カ ブ
ト ト ガ ッ タ サ キ ヲ モ ッ テ サ

ユ ウ ニ ヒ イ テ ク ダサ イ J と 点
字 で 説 明 が加 え ら れ て い る 。 震 災
前 か ら 、 カ レ ン ダ ー や 身 近 な 情 報

を 点 訳 し て お り 、 震 災 の 年 も 欠 か
さ ず作 成 す る こ と が で き 、 障 害 者
か ら も 喜 ばれた。

点 訳 グルー プふ き の と う (神戸市灘区)
1 9 9 6 年、 1 9 9 7 年
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7 支援の雑巾
1 9 9 5 年 5 月 の 佼 設 を 訪

問 し た 時 に 「 白 分 た ち も 何 か
し な く て は j と 強 く 思 い 、 会

を 発 足 さ せ た 。 5 年 間 に メ ン
バ ー 7 0 人 で 東 灘 区 の 仮 設 住

宅 な ど を 訪 問 し て 雑 巾 を 届 け

た 。 現 在 は 、 障 害 者 、 高 齢 者
が 雑 巾 を 縫 い な が ら 生 き 生 き
と 仕事 を し て 、 役 に 立 つ 喜 び
を 感 じ て い る 。

雑 巾 を 縫 う 会 東 神 戸
(神戸市東灘 区 )

1 9 9 5 年 5 月 ~

9 手紙つ づ り

こ の 団体 は 、 1 9 9 5 年 か ら 全 国 に

点 在す る 県外避難者 を つ な げ る 役割 を
担 っ た 。 避難先で望郷 の 想 い を つ づ、 っ
た 人 や 、 同 じ 境遇の 人 を 見つ け る こ と
がで き た 入 、 県 内 に 戻 る こ と がで き た
人 な どか ら さ ま ざ ま な 手紙が寄せ ら れ

て い る 。

街づ く り 支援協会 ( 大 阪 市)
1 9 9 5 年 6 月 ~



1 0 ふ き の と う だよ り j

こ の 会 で は 、 奈 良 県 に 避難 し た約 500

世 帯 の 被 災者 の 名 前や住所、 世帯数 を 調
べ る こ と か ら 活 動 を は じ め た 。 そ の 後 、

情報交換 の 場 で あ る 「茶話会」 や 「 歩 く
会J で被災者 同 士 の つ な が り を 深 め た 。

ま た 、 被災地 と 奈 良 の 情報 を 掲載 し た 機
関紙 を 月 に 1 回発行 し 、 被 災 者 の 情 報 収

集 に 役立 て た。
震 災 で奈 良 に 移 っ た 人 の 会 ふ き の と
う (芦屋市)
1 9 9 6 年 4 月 '""-' 2 0 0 0 年 1 月

1 2 �被災ベ ト ナム人救援ニ ュ ース』

震 災 直 後 の l 月 末 に 、 ベ ト ナ ム 人 と か
か わ り の あ る 人 々 に よ っ て結 成 さ れた。

避 難所 ・ テ ン ト 村へ の 支援 、 行 政 と の
折 衝 な と、定住外 国 人 へ の 支援活 動 を 展
開 し た 。 こ の 冊子 は 、 被 災 し た ベ ト ナ
ム 人 の た め に 、 広 報 な ど の 翻 訳 、 震 災
ニ ュ ー ス の発 行 を 通 じ て f情報の提供j

と 「 こ と ばの 支援j を お こ な っ た も の 。

被災ベ ト ナム 人救援連絡会議

(神戸 市 長 田 区 )
1 9 9 5 年 1 0 月

1 1 rあ じ さ いJ

県 外 に 出 た 被 災 者 の 多 く は、 被 災
地 の 情報不廷 に 悩 ま さ れ た 。 愛知県
や そ の 周 辺 に 転居 し た 被災 者 は 、 愛
知 県 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 の 支援 を 受
け て 名 簿登録 を お こ な い 、 自 主組織
を 作 っ た 。 関 西 弁 で 話 が し た い 、 被
災 者 同 士 で し か話せな い '踏 み を 話 し
た い と 茶話会を 開 き 、 「 あ じ さ い J を
発 行 し た。

り ん り ん愛知 (神戸市)
1 9 9  7 年 4 月 ~



1 3 ア ジ ア タ ウ ン機関紙 『轍子だ ! ] 

震 災 前 か ら 長 田 区 で は 、 2 8 カ 園 、
1 万 人 を 超 え る 外国人 が暮 ら し て い た 。

震 災 後 の 国 籍 を 超 え た 助 け 合 い の 中 か
ら 、 ア ジ ア ら し さ を 生 か し 、 ど の よ う

な 立 場 の 人 々 も 尊 重 で き る 復興 ま ち づ

く り を め ざ し て 「神戸 ア ジ ア タ ウ ン 推
進 協 議 会 」 が 設 立 さ れ た 。 現在 も 多 言
語 ・ 多 文 化 社 会 の 実現 に 向 けて 活 動 を
続 けて い る 。

神戸ア ジ ア タ ウ ン推進協議会

(神戸 市 長 田 区 )
1 9 9 6 年 I 月 ~

1 5 r公的援助法j 実現運動
震災か ら 約 1 年後、 「公的援助j

を 求 め る 「 市 民 = 議員 立 法 j 運 動
が神戸で は じ ま っ た 。 こ の 団体 は 、
他 国 体 や 被 災 者 と 協 力 し て 、 国 会
に 精 力 的 に働 き か け 、 「被災者生活
再建支緩法 ( 1 9 9 8 年 5 月 ) の
成 立 に 大 き く 寄 与 し た 。 法案成
後 も 被 災 者 生 活 柏 談 を お こ な い 、
公 的 支 援 の 確 立 を め ざ し て い る 。

「 公 的 緩 助 法 j 実現 ネ ッ ト ワ ー

ク (神戸市長 田 区)
1 9 9  7 年 5 月 ~
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1 4 ボ ラ ンチ ィ ア に よ る ネ ッ ト ワ ー ク

生 活 協 同 組 合 都 市 生 活 西 宮 セ ン タ ー で
は 、 震災誼後か ら 周辺 地 域 の 生 協 や 市 民 団
体な ど の 支援 を う け、 2 月 か ら は現地 に 「都

市 生活現地救援本部J を 設 置 し た 。 被災者
が仮設住宅 に 移 っ て か ら は 、 自 分 た ち の住
む地域 の 問 題 と し て 、 復 興 ・ 生 活応援活動
を お こ な っ た 。 当 時 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る
ネ ッ ト ワ ー ク も 盛 ん で 、 多 く の 他 国 体 の ニ
ュ ー ス が保存 さ れて い る 。

都市生活地域復興セ ン タ ー (西宮市)
1 9 9 5 年 2 月 ~

掴醐目躍



1 6 r しんげん ち ま つ り j

震災直後、 須磨区 ド 中 島公 園で テ ン
ト 生活 を は じ め た被災者た ち は、 長期

に わ た る 避難 生活 の 中 、 自 治会活動 を
お こ な っ た。 さ ら に被災者 の 広 場 「 し

ん げん ち J を 設け、 被災者 間 の 交流 に

も 力 を 注 い だ。 こ の チ ラ シ は、 ち り ぢ

り に な っ た地域の住民の再会 と 語 り 合
い の 場 「すま ・ し ん げん ち ・ ま つ り J

の 開 催 を 知 ら せ る も の。

下 中 島北公園 自 治会 (神戸市須磨区)
1 9 9 8 年 6 月

1 8 布の f王子動物圏 j

で 傷 つ い た 子供 た ち の 心 を 和 ら
げ る た め に 、 物 語 を 作 っ て遊びなが
ら 学べ る よ う 1 9 9 5 年 3 月 に発 案

し 、 1 5 人 で約 3 ヶ 月 か か っ て 作製

さ れた 。 子 供達 が さ わ っ て も けが を
し な い よ う に 、 フ ェ ル ト 布 を 使 っ た。

王 子 動 物 闘 の 配 置 を 模 し て マ ッ ト を
作 り 、 8 7 匹 の 動物 を 丹 念 に 縫 い 上
げ た 。 作 り 手 も 遊び手 も 癒 さ れ る 作
品 に 仕上が っ た 。

布 の お も ち ゃ づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 『 ほ た る 』

(神戸市 中央区)
1 9 9  5 年 6 月

1 7 災害救接活動

阪神淡路大震災で 生 ま れた ボ ラ ン

テ ィ ア の救援活動 は 、 当 時 の 気 持 ち
と 経験 を生か し て国 内 外 の 災 害救援
へ と 展開 さ れて い る 。 NGO ・ NPO の ネ

ッ ト ワ ー ク を持つ f被災地NGO協働セ

ン タ ー J で は 、 1 9 9 5 年 5 丹 サハ
リ ン の を き っ か け に 2 0 回以

に の ぼ る 海 外災害救援 を お こ な っ
て い る 。

被災地拠出窓働をンター (神戸市兵庫区)
1 9 9 5 年 8 月 ~



く壁展示>

2 0 r三宮駅周辺J

山下 文啓氏

1 9 9 5 年 1 月 "-' 3 月

1 9 r�を覆 う 火炎 と 黒焼、 長 田 j

竹 中 信清氏
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2 1 炊 き 出 し風最

神戸友 の 会 (神戸 市 中央区)

1 9 9 5 年 2 月



2 2 阪神大震災救擾感謝Tシ ャ ツ

1 9 9 5 年 2 月 、 西宮市霞原町へ群馬県高崎市の

人 々 が給水車で、駆けつ け て く れた。 そ の お 礼 と 感謝

の気持ち を 込 め て 、 3 月 に群馬県で 開 催 さ れた 「 は
る な 梅 マ ラ ソ ンJ に 自 作のT シ ャ ツ を 着て 走 っ た 。

塚本 勲氏 (西宮市)
1 9 9 5 年 3 月

2 3 西宮北 口 写真パネル (西宮市) (株) コ ク ヨ 神戸

2 4  甲関本通写真パネル

(神戸市東 灘 区)

(株) コ ク ヨ 神戸



2 5  メ リ ケ ンパ ー ク 船乗 り 場写真パネル (神戸市中央窪)

(株) コ ク ヨ 神戸

く 関 覧物〉

2 6 平成 7 年 1 月 1 8 日 付新関 (戟刊)

- 朝 日 新聞

・ 毎 日 新聞

. 読売新聞

・ 日 本 経済新開

. 産経新開

・ 神戸 新 聞

(神戸新開の記事の展示につきま しては、 共同通信
社の ご協力をいただき ま した。 )

新 聞 を複写 し 、 皆 様 に 展示す る に あ た り 、 朝 日 ・ 毎 日 ・

用 許諾 を い た だ い て お り ま す。
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2 7 てん と 村だよ り

須佐野て ん と 村 を 拠点 と し て活動 を 展 開 し た ボ ラ ン
テ ィ ア グルー プの発行 し た こ ユ ー ス 。 被災地での支援

だ け でな く 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

や海外での災害への支援 に も 尽 力 し て い る 。 ニ ュ ー ス

で は 、 そ れ ら の活動 を 紹介す る と と も に ボ ラ ン テ ィ ア
と は何か に つ い て も 模索 し て い る 。

ち び く ろ 救援 ぐる う ぷ、 ぐる う ぷ え ん

(神戸市兵庫 区)
1 9 9 5 年

2 8  ][版なまず
1 9 9 8 年 3 月 、 「震災 ・ 記録室J が発

展的に解消 し 、 資 料保存 部 門 が 引 き 継 い
だ f麓災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブj が 生 ま れ
た 。 『 瓦 版 な ま ず』 は、 「 何 の た め に 資料
を 保存す る の か J 、 「記録 と 記憶 の 関 係 はJ
と い っ た資料保存の根幹 に か か わ る 問 題
提起 を お こ な っ て い る 。

麓災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ

(神戸市長白 区)
1 9 9 8 年 3 月 ~

2 9 デイ リ … ニ ー ズ

T V も 見 る こ と がで き ず、 新 聞 も 満 足 に 脂 か な い
情報不足 の 長 田 の 町 で 、 手 に 届 く 範 闘 の き め 細 か な
生活情報 を 毎 日 発信 し 続 け た 。 3 月 9 日 以 降 は地瓦
の 「す た あ と 一 こ れか ら の 長 田 を 考 え る 会」 が 『 ウ
イ ー ク リ ー ニ ー ズ 』 と し て 引 き 継 い だ。

ピース ボ ー ト (神戸 市長 田 区)
1 9 9 5 年 1 月 2 5 日 '"'-' 1 9 9 5 年 3 月 9 臼

門i



く膿示パネル>

3 0  震災を語 り 継 ぐ (見開 き 参照)

3 1 叛神 ・ 淡路大震災 と ボ ラ ンテ ィ ア ( P 1 参照)

3 2 阪神 ・ 淡路大震災 と ボ ラ ンチ ィ ア 活動 の 人数 ( P 1 参顛)

3 3 で き ご と ( P 1 4 '""' 1 5 参照)

3 4 震 災資料所在調 査 と は ? ( P  1 6 参照)

く会場の様子>
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展示物 リ ス ト (34点)
No l 資料名 提供者名 展示場所

ij如才坦畦 」提輝そ 一一 | ガ ラ ス ケ-À l
2 1 日 め く り 力 k ント 1 995. 1 .  1 7 樋渡和光

3 時計 松本加代子

4おわん 一 一 一 一 一 |森原賎
5 r炊き 出 し記録1 … 一 !神戸友の会 iガヨ スケース 2

6 1訪問先記録葉 : N  P O 被災地障害者セ ンタ ー | ガ ラ スケース 3

--L支援の雑巾 l雑巾を縫 う 会 ( ガ ラスケース 3r- : - ，- - -
山一切り竺 |点訳グループふ窒 り と つ … 」カヨ ミケタ 3

9手紙つ づ り l街づく り 支護協会 |ガ ラ ス ケー ス 4

1…去の と う… : ; : J-Fi--ふι一一一4
1 1 1 rあ じ さ L リ ! り ん り ん愛知 し ガラ スケース 4

1 2 1  w被災ベ ト ナム人救援ニュ ース� 被災ベ ト ナム人救援連絡会議 仁 ガラ スケース 5

1 3 ア ジ ア タ ウ ン機関紙 f磯子だ ! � 十 神戸 ア ジ アタ ウ ン推進協議会 ガfラスケース 5

mボラ ンティ ア は るネ ァ ト? ー ク 都市生活地域復興セ ン タ ー ぽラ スケース 5

1 5 1  r公的援助法J 実現運動 1 r公的援助法J 実現ネ ッ ト ワ ー ク ガf ラスケース 6

1 6 1  r しんげんちまコり 下中島立公閤自治全 .! iiラーλーケ- ス G

1 7 1 災害救援活動 じ 被災地NGO協働セ ン タ ー | ガラスケース 6
1 � I初 回動物盤j - --�--- r�のおも ち ゃ づ く り ボシム ア fほたるj l ガラス

-
ケース 7

1 9 l水彩蘭 r�芝を 穫 う 火炎宇黒煙 理主一一 ;竹中信清

坦 |三重その被災写真リネル l山下文啓
21 1 炊き出しの様子写真パネル | 神戸友の会

22 1 阪神Jた 震翠教接堅塑±シャツ 一 世家本整 → )  

23 商 宮 北 口 写真パネル

24 甲南本通写真パネル

25 メリケンパーク船乗 り場写真パネル

コクヨ神戸

株) コ クヨ神戸

(株) コクヨ神戸

l援問
: 麗展示資料

援護示資料

壁燦示資料

!壁展示資料 一
| 襲展示資料

i 壁麗示資料

26 1 平成7 年 1 月 四 日 付新聞 (朝干1] ) l一日 日 本綬済 ・ 産経 ・ 神戸新聞 i 関覧

27 1 てん と村だよ り

28 1瓦版な ま ず
ト …一一←ー

29 1 デイ リ ー ・ ニ ーズ

34 1 阪神 ・ 淡路大震災資料所悲調査事業 と は ?

| ち びくろ救援ぐるうぷ、 ぐるうぷ えん

; 震災 ・ まちのアーカイブ

ピースボート
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| 崩覧

! 関覧

閲覧

! 展示パネル

(麓示パネル

(展示パネル

| 展示パネル

; 展示パネル



できごと
1 号9 5 年 (平成7)
1 - 1 7  ( 火 ) !AM5:4 6 地震発生(震源地 淡路島北部 マグニ

! 気 象 庁 f 平成7年 ( 1 995年) 兵庫 県階部地震j と命名

1 爾 1 8 (水 ) 神 戸 市 東 灘 陸 LPGタンク爆発の怖れのため付近性 民避難勧告発令

1 ぺ 告 ( 木 兵庫県 、 第 I 次臨急板設住宅を発注 ( 296 1 戸 )

1 - 2 0(金 応 急飯設住宅 の
1 r地元市民救援連絡会議J ( 後 の阪 神 大 震災地元NGO連絡会議) が発足

1 - 2 2  ( 日 ) 大 関 予 報 、 山 踊れ 警 戒 、 25カ 所 1 500世帯、 4000人 !こ避難勧告
i 兵庫 県 救護対策現地本部設置 ( 医療相談、 ポうンティア活動への 支援など)

1 - 2 3  ( 丹 ) 避難者数、 ピークiこ ( 避難所数 1 ， 1 53 カ 所 、 避難者数31 万6678人)
! 関蕗電力 、 応 急i送電完 了 ( 電気全面鏡 i臨 )jJR ( 甲 子鴎 口 一 三宮 入 阪 急(西宮北 口 一 三宮 ) 、 阪神 ( 申 子圏 一 三 宮 ) 代替パス開始

1 - 2 4  ( 火 ) !公営住室等への 一 時入 居 間 虫色

1 - 28 ( 土 ) 損壊家壁、 事業所等の 解体 e 処理を公費
* この こ ろ インフjレエンザが大流作

1 - 3 1  ( 火 電話復 i日 iま

ト 0 1 ( 水 ) 神 戸 市 、 捜興都市計画事業実施予 定 の建築制醒 区域を発表

2 - 0 2 ( 木 ) 五色沼Tで板設住宅 入 賠 開 始 (仮設住 宅 の 入賠 開 始 )

ト 06 ( 丹 ) 宝探市 - 1芦丹子告で飯設住宅入器開 始 ( 神 戸 根 阪神 関 の 飯 設住 宅の 入居 間 始 )

2 - 07 ( 火 神 戸 市第 1 次骸設住宰抽選発表 ( 2ブ 0 1 戸 地当選)

ト 1 4 ( 火 ) ! 災害時称を 「関長神 世 淡路大麓災 j とすることを閣議決定

3 - 1 7  ( 金 ) 兵 障 県 、 土地鹿間整理事 業 施 市街地帯開発事業等 の都市計画を決 定

4 - 0 1  ( 土 ) 東灘道本織全線接 1 8 ( 住吉一i難関運転再開)

4 - 08 ( 土 ) iJR山陽新幹線全線笹 田 (新大 阪…姫路間運転再 開 )
i 大 丸 神 戸 時 が営 業再 開

4 ぺ 1 ( 火 大 阪ガス、

4 際 1 6 ( 日 ) i そごう神

4 ぺ 7 ( 丹 ) ! 水 道 、 禽 i自

業 再 開

、 ガス穫i陸

! * この ころ掘独死が社会問題化

6 - 0 1 ( 木 こ ころ の ケアセン合ーが関所

か 1 2 ( 丹 ) 阪 急電鉄全線謹 !自 ( 顕 宮 北 関 一院 J I I 開運転再 開 )

か 1 6 ( 金 ) 飯設住宅ふれあいセンター、 第 1 号設撞 ( … 富 町 )

か 26 ( 月 ) 阪神霊鉄全線接 i 日 ( 御膨…西灘間運転再開 )

7 - 3 1 ( 月 ) ポートライナ…全車線 1 8 ( 中 公器一三宮開運転再 開 )

8 - 1 3 (7.1<) i 

8 園 1 3 ( 金 ) i神 戸

8 - 20 ( 金 神

8 園 23 ( 7.1<)  1 穴 甲

1 0 昭 0 1 ( 日 ) ! 兵庫

1 日 持機所開設)
、 沼崎市6/ 問 、

1 0 腸 3 0 ( 月 ) : 神 戸 大 学F付属間醤館、 f 震災文庫j

8、 臨官市7/3 1 )

1 0 - 3 1 ( 火 ) : 災害護興費 賞 住 宅 ( 第 1 次 ) 一 元募集開始 ( - 1 1 / 1 5)
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1 996年 (平成8)
1 ぺ 7 ( 日 ) j神 戸 高速鉄道「大関駅J 営業再開

φ 03 (水) :JR新長 関 駅 、 新駅舎完成

恥 08 ( 舟 ) 芦麗市で応急仮設住宅、 初の撤去作業開始

4 ト 28 ( 日 ) そごう神 戸 商 、 全面再開

6 ・ 27 ( 木) 兵庫県、 公営住宅の家賃負担軽減策、 公営住宅の建設増等を発表

7 ' 04 ( 木 ) 神 戸 大橋 (神 戸市街地ーポートアイランド間 入 金醤復関

少 26 ( 木) i f市民 = 議員立法実現推進本部j 設置

9 ・ 30 ( 月 ) 阪神高速道路神戸 線が全線開通 (深江一武庫川 間 開通)

1 99 7 年 ( 平成9)
3 - 3 1  ( 舟 ) 神戸港、 復 18 (804 日 ぶり )j被災地に適用 されている政府の特例措寵の 多くが期限切れ

4 '・ 1 8 (金) 兵庫県、 県外被災者の意識調査結果発表(f農るつも り J40.2%)

7 . 3 1 ( 木 ) 甲 南コーポラス (被災マンション再建決議第 1 号) の再建完工式

8 . 08 (金) 尼崎市、 仮設住宅撤去開始 (西宮市81問、 明高市8/20、 神 戸市 1 0/6)

9 ・ 26 (金) 災害復興賓貸住宅 (第4次) 一 元募集開始 ("" 1 0/28、 最後の一元募集)

1 2 ・ 26 ( 土 ) i財) 販神 ・ 淡路大震災記念協会設立

1 99 8 年 ( 平成 1 0)
3 ・ 1 8 (水) 被災地 内 の 小 ・ 中 ・ 高の校舎復 旧 ・ 再建が完全終 了

3 ・ 1 9 ( 木 ) !N PO法(特定非営利活動促進法人 衆議院で可決、 成立 ( 1 2/ 1 施行)

3 ・ 28 ( 土 ) 神 戸 東部新都心、 西宮マリーナシティ 、 商芦屋浜北部地区で街びらき式典
!三宮センター倍、 アーケード完成記念式

4 . 02(木) j北 淡町震災記念公潤 と野島断層保存館がオープン

5 ・ 1 5 (金) 被災者生活再建支援法可決、 成立(公布5/22)

6 ・ 05 (金 ) 兵庫県 、 被災者 自 立支援金制度 (被災者生活再建支援法に伴う行政措置) を発表

1 1 自 2 1 ( 土 ) i 阪急伊丹駅 、 復 旧 工事完成

1 2 ・ 1 9 (土 ) i 日 本ボランティア学会設立総会

1 999年 ( 平 成 1 1 ) 
1 ・ 08 (金) 震災モニュメン トマップ (被災地内の地蔵や慰霊碑を掲載) 発行

ψ 27 ( 火 ) 東灘下水処理場(神 戸市) 、 復 !日 工事完 了

5 - 28 (金) 再建した神戸 顕際会館、 全面開館

6 ・ 09 (水 ) :兵庫県外(大阪市淀川 区など) 、 坂設住宅解溝

9 悶 0 1 (水) 兵障県 内被災地外(加古川 市) 、 仮設住宅解消

1 2 ・ 20 (水) : 神 戸 市 内 、 仮設住宅完全解消 (伊丹市、 五色摺r' 98、 3 末 、 声援市8126、 宝塚市 1 0/7
i尾 崎市、 三木市， 99 1 パ 、 西宮市1 2/27、 明 石市， 001 11 4) 

2000年 ( 平成 1 2 )
3 . 29 (水) 西宮市、 坂設住宅解体工事終 了 (約4万8000戸 の仮設住宅が完全撤去)
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H l 1 . 1 1 . 1 

第 1 0 由 研 究 会
神戸大学 「電子図書館 シ ス テ ム J メ タ デ ー タ 項 目 一覧 参 考 資 料
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66 !EX26 
6 71�)(n 
68 ，ξX28 
69 ，EX29 
70定X30
71 'EX31 
72[�)(32 
73 [正X33

タグテーブル

日
i 住 田 文庫分類 ISumita Cls 
Iアクショ�番号 \Accession No 
|申 請年度(表示期 IProject Year 
i申 諸年度(YYYYrv!r-.1[)[)) jPr句[e(;t Y型r
(受入 臼 付(YYYYMMDD) IAcquisitionDate 
l会議主催陸体 IConferenceBody 
(会議開催場所 … lÇonferef1cePlace 
|会議開催 日 付 iConferenceDate 
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I 丹 1 7 自 の諜躍韓臨部地震で、 臨神地域iま藤大拡被蓄を被 り ま し た。

機!11f患の中 に あ る 大学園寵揺の費轄と し て 、 令部の麓;12に かかわる資料を網羅的 に築時、 整理 ・ 探存の う え、 災

. 1窃災対簾等!こ投立てていただと う とij文集を開始 し ま

i奇年 1 0丹 308 ;1)' 5 r�麗J のー融公開、 およびインターネ ッ ト上での公開を始めています。

ま た、 環料を デ ジ タ ル化 し て イ ンターネ ッ ト上iこ公開する事業 f臨神 . ì:柴E語大麓災マjレチメ ヂ ィ ア a アーカイ

ブズj も進めています。

震災文庫ホームベージ http://www固lib.kobe叫.8C.jp/eqb/ 

現在、 公開中のデー タ

ヲHJT麗欝料構報の検紫

2 1  

個々の資料タ イ トんだけで主主 く 、

女一枚もの資料 ( チ ラ シ ・ ポスター等) のデジタル化

安寧轟轟料0)デジタル化

ヤ ブ シ ョ ンでも検索でき ま す。

一般の方が撮

キ ャ プシ ョ
せて閲覧可能です。

しています。

女闇醤麓料 (冊子体資料) のヂジタjレ化

著作権処理を済ませた2点、の資料が関覧可能です。 111真次増強 し てい き ま す 。

*茜F密資料のヂジタjレ化

一般の方が録音された録音テープの吉を公開 し て い ま す。

f文麗J 料用案内

@ 公開場所 : 人文 ・ 社会科学薬臨書館

@ 公開時間 : 午前由時~午韓5時
. {;木 舘 日 : 毎週土 @ 毘曜 日 、 祝盟、 1 2持 28 由 � 1 月4盟

. -融公開中で、 ど諒7とでも利用可能です。

・ 貸出iま で 晋 ま せんが、 権主主lま時能です。

酷し1合わせ先
@ サー ビ ス iこついて 078-803-7342 社金科学系構報サー ビス輯

@ 麓料議室供について 078欄803附7324 臨書聾入掛
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